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はじめに  

 

 この研究会は、東日本大震災をうけて東京で開設された避難所での

調査をきっかけに、その調査に参加したメンバーが中心となり発足し

たものである。この避難所には、避難指示をうけているわけではなく、

東 日 本 大 震 災 後 の 福 島 第 一 原 発 事 故 に よ る 危 険 性 を 自 身 で 判 断 し て

避難してきた人々（当時は「自主避難者」と呼ばれていた）が多くい

た。避難所閉所後の避 難者について、継続的に調査する可能性を探る

とともに、ある人間が避難という決断をし、その行為を続けるという

ことを、さまざまな角度から研究することを構想し、研究会を発足す

ることとした。  

 研究代表者である私は、環境の悪化や災害からの避難を研究してき

たわけではない。自発的移動と非自発的移動の境界にあるような人々

の移動について研究してきた。そこで、この研究会には、災害、避難

の問題に詳しいメンバーに加わっていただいた。しかし、そもそもの

出発点は、避難という現象を通すとよりはっきりとみえてくるような、

より普遍的なテーマ へとつながるような着想、論点を発見していくこ

と で あ っ た 。 そ の た め 、 疫 学 研 究 や （ 広 い 意 味 で の ） 開 発 学 な ど の 、

必 ず し も 避 難 と 関 わ ら な い よ う に み え る 分 野 の メ ン バ ー に も 加 わ っ

ていただいた。  

 研究会で私たちが行った議論に枠組みを与えると、避難論と支援論

ということになろう。避難とはそもそもどういう行為を指しているの

か、人々はどのようなリスクの判断を下しているのか、避難はどのよ

うに続くのか。そして、それを支援する側には、どのような選択肢が

あ り う る の か 。 避 難 者 同 士 、 ま た は 避 難 者 と 支 援 者 、 支 援 者 同 士 は 、

どのようなつながりを 持ちうるのか。これらが検討課題となった。こ

こでいう支援とは、なんらかの支援活動に関わるということのみを指

すわけではない。そもそも避難者を支えるには様々な方法がある。隣



 
 

人が避難者であるということも可能性としてある。そこから、研究成

果を読んでもらいたい読者としては、東日本大震災にかかわる支援に

興味を持つような大学生、ボランティアを志すような一般の読者を想

定して、そういった人々に、避難の問題に興味を持ち、広い意味での

支 援 の 可 能 性 に つ い て 考 え を 巡 ら せ る こ と が で き る よ う な 内 容 に し

ていきたいという議論になった。  

 結果として本報告書に掲載できたのは、研究会が全体として目指し

たものの中間報告的なものにすぎない。報告書としてまとめたうえで、

こ の 報 告 書 を 大 学 生 や ボ ラ ン テ ィ ア を 志 す よ う な 一 般 の 読 者 の た め

の ガ イ ド と し て 用 い る こ と が で き る よ う な 工 夫 を し て い け な い か な

ど、今後の展開を模索していきたいと考えている。  

 とはいえ、報告書の原稿には、研究会の議論を通して得られた、幾

つかの論点が明らかになった。避難論の分野に関しては、長期化する

避難をめぐる課題である。本報告書のなかでは、 Cha p te r2 と 3 では、

避難生活が長引くなか、茨城県と 東京都への避難者がどのように避難

生活を送っているのか、今後の見通しはどのようにたてられうるのか

を問い、Cha p te r1 は、長期避難者自身がどのような展望を持っている

か、とともに避難者を受け入れる側の人々の意識についても、その複

雑さをアンケート結果から明らかにしている。  

 つづいて、支援とは何か、という根源的な問いを問うような、支援

論の分野である。 Chap te r4 と 5 では、避難を支援する NGO や市民団

体 が 抱 え る 課 題 に つ い て の 論 考 で あ る 。 Ch ap te r 4 は 、 な ぜ 国 際 協 力

N G O が原 発 事 故 を め ぐる 支 援に関して、（津 波支援と比べ）積極的で

はなかったのかについて論じている。Chap t e r5 は、福島第一原発事故

後 の 数 ヶ 月 と い う 避 難 の 初 期 の 時 期 の 避 難 所 に お け る 支 援 の 諸 相 を 、

「不満と怒りが交差し合う場所」特殊な空間として描いている。  

 さらに 、 Cha p te r 6 と 7 は、リスクをめぐるコミュニケーションにつ

いて論じており、これも福島第一原発事故からの避難を考える上で非

常に重要なものである。 Cha p te r6 は、いわき市に居住する筆者が、行

政、学校、 NGO、市 民団体、母親個人等々多くのカウンターパートに



 

 

相対しながら、「正しい測定」にこ だわってなんとか各々とコミュニケ

ーションを取ろうとした、その苦闘の記録である。 Cha p t e r7 は、疫学

でリスクをどうとらえようとしたときの限界と可能性を論じ、福島第

一原発事故における「専門家」と「非専門家」のコミュニケーション

がどのように可能なのか、論じている。  

 Cha p te r 8 と 9 は直接福島第一原発事故からの避難を扱った論考では

な い が 、 避 難 の 決 断 と 継 続 を め ぐ る 判 断 の 困 難 さ を 語 っ て い る 。

Cha p te r 8 は S ARS 感染拡大時における日本人留学生の判断を論じてお

り、環境が悪化していくときに何を重視した判断を 行いうるかという

問題が立ち現れている。Cha p te r9 はコソボ出身国内避難民の統合およ

び帰還の困難さを論じるが、それは避難者が現在も今後も抱えていく

であろう選択肢とその困難を現している。  

 避 難 と 支 援 の 問 題 を 中 心 に し な が ら 考 え て き た が 、 そ れ を 超 え て 、

全体として問われているのは、災害と事故を経て、いかにして信頼を

基盤とした社会を作り直していくのかという点である。おそらくそれ

は、自治、市民社会論といった課題と結びついていくだろう。成果を

練り直しながら、新しく考えていきたい。  

 

 

2016 年 3 月  

辰巳  頼 子



 

 

  

2011 年 3 月 11 日 に 発生 し た福 島 第一 原 子力 発 電所 事 故か ら はや 5 年

が経 過 した 。現 時 点 では 避 難地 域 の解 除 が政 府 によ っ て進 め られ て いる 。

除染 や イン フ ラの 復 旧な ど が進 み 、2 014 年度 に は川 内 村と 田 村市 都 路地

区で 避 難指 示 が解 除 され 、2015 年 度に は 楢葉 町 で避 難 指示 が 解除 さ れた 。

他方 で 長期 避 難に 対 応す べ く復 興 公営 住 宅の 建 設が 各 地で 進 めら れ てい

る。原発 事 故に 対 す る復 興 施策 は 一定 程 度進 ん でい る よう に も思 わ れる 。 

 と は いえ 、 5 年 以 上の 長 期に わ たる 避 難を 強 いら れ ると 、 住民 の 帰還

はそ う 簡単 で はな い 。2 012 年 3 月に 帰 町 宣言 し た広 野 町で さ え 、避 難指

示解 除 から 4 年が た とう と する タ イミ ン グで 住 民の 帰 町は 半 数に 満 たな

い 。  

この よ うに 、 町民 の 帰還 は 相当 の 時間 が かか る ので あ る。 そ の背 景 に

は、 避 難先 で 生活 を 再建 す ると 、 そこ か ら避 難 元で 生 活を 再 開す る こと

には 多 くの ク リア し なけ れ ばな ら ない 条 件が あ るか ら だ。 つ まり 、 町民

が元 の 地域 に もと る ため に はさ ま ざま な 条件 が ある 。 子ど も の教 育 の問

題、 親 の介 護 の問 題 、仕 事 の再 開 など 、 さま ざ まな 条 件が ク リア に なっ

てこ そ 町民 は 戻れ る 。単 身 者は 比 較的 帰 町が 容 易で あ るが 、 家族 を 抱え

る とさ ら に 帰 町 は難 し くな る 。 高 木 （ 20 15c） で も 明ら か に し たよ う に、

役場 も 含め た 全域 が 避難 を 余儀 な くさ れ た地 域 の復 興 は、 住 民の 帰 還の

Chapter 1 

原発事故に伴う長期避難と避難者受け入れをめぐ

る課題  

 

高木竜輔  

１．問題の所在  



 

 
 

2 Chap.1 高木竜輔 pp.1-20 

地域 社 会の 機 能と の 交互 作 用の な かで ゆ っく り と進 む ので あ る。  

 さ ら に、 長 期避 難 に伴 い 避難 先 での 住 宅再 建 が一 定 程度 進 んで い るこ

とも 指 摘し て おこ う 。復興 庁の 2015 年 度の 調 査に お いて も 、大熊 町 や双

葉町 な どに お いて 住 宅購 入 が進 ん でい る こと が 明ら か にな っ てい る 。と

はい え 、こ れ が必 ず しも 帰 還の 断 念を 意 味す る もの で はな い 。他 地 区で

の住 宅 は再 建 した が 、長 期 避難 の 先に 元 の地 域 にも と るこ と を考 え てい

る住 民 も一 定 程度 い るの で ある 。  

 何 が いい た いの か とい う と、 政 府の 帰 還政 策 が進 む 中で 人 々の 将 来選

択 は 「 帰 還 ―移 住 」 と い う 単 純 な か た ち で 理 解 で き な い 、 と い う こ と で

ある 。 そこ に はさ ま ざま な パタ ー ンが 考 えら れ る。 両 端に 「 すぐ 帰 る」

「戻 ら ない 」 とい う 選択 肢 があ る なら ば 、そ の 中間 に は「 借 り上 げ 住宅

のま ま 避難 元 に仕 事 に行 く 」とい う 人も いれ ば、「 避 難先 に 住宅 を 購入 し

てそ こ から 避 難元 に 行く 」 とい う 人も い るだ ろ う。 ま た「 借 り上 げ 住宅

のま ま 避難 先 で仕 事 をす る 」と い う人 も いる か もし れ ない 。 金井 利 之は

避難 先 から 避 難元 へ の仕 事 など の 理由 で 通う こ とを 「 通い 復 興」 と 呼ん

でい る（ 高木 ,  2 016）。この よ うな 通 い復 興が 当 面に お ける 避 難者 の 行動

パタ ー ンと し て見 ら れる だ ろう 。  

 以 上 のこ と を考 え ると 、 政府 の 帰還 政 策が 進 めら れ るな か で、 避 難者

の置 か れて い る立 場 は多 様 であ れ ど、 避 難先 で の長 期 避難 は 当面 続 くと

いう こ とで あ る。 政 府が 避 難指 示 を解 除 した と して も 、す ぐ に避 難 者が

戻る わ けで は ない 。 その 一 定程 度 は移 住 とい う 形で 元 の地 域 に戻 ら ない

選択 を する か もし れ ない が 、他 方 で一 定 程度 は 「通 い 復興 」 とい う 形で

避難 先 から 避 難元 に 通う 生 活パ タ ーン を 継続 す る。  

 そ う 考え る と、 原 発避 難 者の 避 難は 政 府の 帰 還政 策 とは 関 係無 く 続く

ので あ り、 そ のこ と を踏 ま えた 地 域社 会 づく り が求 め られ て いる 。 特に

いわ き 市は 原 発避 難 者を 多 く受 け 入れ て いる 地 域で あ り、 そ こに お ける

避難 者 と受 け 入れ 住 民と の 関係 づ くり は 長期 に わた る 課題 と して 検 討し

てい か なけ れ ばな ら ない 。  

 本 稿 では 、 原発 事 故に 伴 う長 期 避難 下 にお い て、 避 難者 な らび に 受け

入れ 住 民そ れ ぞれ の 意識 に つい て 明ら か にす る 。政 府 によ り 避難 指 示が
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解除 さ れて も 、す ぐ に元 の 地域 に 戻れ な い と す るな ら ば、 避 難先 に おけ

る生 活 をよ り よく し てい く こと が 求め ら れる 。 しか し 避難 者 と受 け 入れ

住民 と の軋 轢 が生 じ てい る なら ば 、両 者 を取 り 巻く 状 況を き ちん と 理解

し、 軋 轢を 緩 和す る 方策 を とる 必 要が あ る。 本 稿で は 具体 的 な施 策 まで

提案 で きな い が、 少 なく と もそ の 方向 性 につ い ては 示 した い と思 う 。  

 2 章 では 原 発事 故 ・原 発 避難 の 経緯 に つい て 整理 し 、避 難 者と 受 け入

れ住 民 との 軋 轢を も たら す 要因 に つい て 紹介 す る。 3 章で は 受け 入 れ住

民が 避 難者 を どの よ うに 見 てい る のか に つい て 、い わ き市 を 対象 に 実施

した 質 問紙 調 査の デ ータ か ら明 ら かに す る 。 4 章で は 逆に 、 避難 者 が長

期避 難 下に お いて ど のよ う な意 識 を持 っ てい る のか を 明ら か にし た い。

ここ で は 2 01 5 年 に 楢葉 町 で実 施 した 質 問紙 調 査の デ ータ を 用い る 。最

後 5 章 では 、 両者 の 分析 を 踏ま え て考 察 を述 べ たい 。  

 

 

まず こ こで は 、原 発 避難 の 経緯 に つい て 整理 し てお こ う。 こ こで は 山

本ほ か （ 20 15）の 整 理を 参 考に し て本 稿 に関 連 する 限 りで 経 緯を 確 認し

てお き たい 。  

 

２－１．原発事故の発生と広域避難（第一期）  

 2011 年 3 月 11 日 に発 生 した 東 日本 大 震災 に よっ て 東北 地 方太 平 洋沿

岸を 中 心に 大 津波 が 押し 寄 せ、 福 島県 沿 岸部 に 位置 す る福 島 第一 原 発の

冷却 機 能が 失 われ て 水素 爆 発が 発 生し た 。そ の こと に より 、 政府 は 翌日

に 20 キロ 圏 内に 避 難指 示 を、 30 キロ 圏内 に 屋内 退 避指 示 を出 し 、双 葉

郡の 住 民を 中 心に 着 の身 着 のま ま の避 難 を余 儀 なく さ れた 。同年 4 月 22

日に は 20 キ ロ圏 内 が警 戒 区域 に 、 30 キロ 圏 内が 緊 急時 避 難準 備 区域 に

指定 さ れ 1、 2 0 キ ロ 圏外 で も線 量 が高 い 地域 が 計画 的 避難 区 域に 定 めら

れた 。 双葉 郡 を中 心 とし て 多く の 自治 体 が住 民 だけ で なく 、 役場 機 能も

２．原発事故に伴う長期避難  
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他地 域 に移 動 を余 儀 なく さ れた 。  

この よ うな 政 府指 示 によ る 避難 を 強制 避 難と い うの に 対し て 、避 難 指

示が 出 され て いな い 地域 か らも 母 子を 中 心と し て避 難 する 動 きが 生 じて

おり 、 これ を 自主 避 難と 呼ぶ 2（山 下 ほ か ,  201 2）。原 発 避 難者 は 、避 難

区域 か ら福 島 県内 の 市町 村 へ、 福 島県 内 の市 町 村か ら 関東 圏 へ、 関 東圏

から も 西日 本 へ、 と いう 玉 突き 状 の移 動 が見 ら れる 。 加え て 生活 再 建の

過程 で 避難 者 が新 た な場 所 へと 移 動し た り、 ま た詳 細 な放 射 線量 の 発表

によ っ て新 た な避 難 が生 じ るな ど 、避 難 者の 移 動の 全 容を 把 握す る こと

は非 常 に難 し い。  

なお 、 避難 の 長期 化 が予 測 され る なか で 、避 難 元自 治 体か ら は住 民 が

避難 先 でも 住 民票 を 移す こ とな く 生活 で きる よ う施 策 を求 め る声 が 上が

った 。 それ に 対し て 総務 省 は 2 011 年 8 月に 原 発避 難 者特 例 法を 制 定し

た。 こ れは 福 島県 浜 通り 地 域の 3 市 8 町 3 村 が対 象 であ り 、こ れ らの 地

域 か ら の避 難 者に 対 して 受 け入 れ 自治 体 は定 め られ た 行政 サ ービ ス を提

供す る こと と なっ た （そ の 手当 て とし て 国は 受 け入 れ 自治 体 に対 し て避

難者 一 人当 たり 4 万 2000 円 を交 付 す る こ と とな っ た）。  

 

２－２．避難区域の再編（第二期）と避難指示の解除（第三期）  

 2011 年 12 月 16 日 に政 府 は、福島 第 一 原子 力 発電 所 が冷 温 停止 状 態に

なっ た と判 断 した 。 こ れ が いわ ゆ る「 収 束宣 言 」で あ る。 こ れを 根 拠と

して 、 事故 対 応は 新 たな ス テッ プ に突 入 する こ とと な った 。  

こ の 段 階 で の 主 要 施 策 の 一 つ が 区 域 再 編 で あ る 。 20 12 年 か ら 警 戒 区

域・ 計 画的 避 難区 域 を中 心 とし て 避難 区 域の 再 編が お こな わ れる よ うに

なる 。 これ ら の地 域 は線 量 によ っ て避 難 指示 解 除準 備 区域 、 居住 制 限区

域、 帰 還困 難 区域 へ と再 編 され た 。し か し区 域 再編 は 後か ら 述べ る よう

に賠 償 基準 と もリ ン クす る ため に 各自 治 体か ら 抵抗 の 声が 上 がり 、 区域

再編 が 完了 し たの は 2013 年 8 月 で あ った 。  

もう 一 つの 主 要施 策 は賠 償 基準 の 設定 で ある 。 当初 政 府 は 精 神的 賠 償

とは 別 に財 物 賠償 （ 土地 、 家屋 な ど） の 基準 を 発表 し たが 、 この 三 区分
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の避 難 指示 と 賠償 終 期を リ ンク さ せた た めに 警 戒区 域 、計 画 的避 難 区域

の自 治 体か ら 反発 の 声が 上 がっ た 。特 に 三区 分 が混 在 する 浪 江町 、 富岡

町か ら の抵 抗 は非 常 に強 く 、こ の 地域 の 区域 再 編は 遅 れた 。  

ここ で 取り 上 げて い ない 除 染に よ って 汚 染さ れ た地 域 を綺 麗 にし 、 除

染や イ ンフ ラ の復 旧 が終 わ るま で 避難 を して も らう 。 避難 者 には 三 区分

の設 定 によ っ て避 難 の終 期 を明 示 し、 そ の期 間 まで で 精神 的 賠償 、 財物

賠償 を 支払 う 。そ こ にお い ては 原 則と し て全 て の避 難 区域 に 住民 を 戻っ

ても ら うこ と を前 提 に施 策 が組 み 立て ら れて お り、 こ のこ と を「 帰 還政

策」 と して 整 理さ れ てい る （山 下 ほか ,  2 013）。  

ただ 、 政府 の 施策 は 時間 の 経過 と とも に 少し ず つ変 化 して い る。 201 3

年 1 2 月に は 政府 よ り新 た な方 針 が示 さ れ、 帰 還困 難 区域 に 関し て は事

実上 他 地域 へ の移 住 を促 す 施策 が 示さ れ た。 ま た居 住 制限 区 域、 避 難指

示解 除 準備 区 域の 避 難者 に おい て も他 地 区で の 住宅 確 保を 希 望す る 際に

は差 額 を支 払 う住 宅 確保 損 害が 定 めら れ 、こ れ をき っ かけ と して こ れら

の地 域 から の 避難 者 も他 地 区で の 住宅 購 入の 動 きが 見 られ る よう に なっ

た 。  

2014 年か ら は次 の 段階 、避 難指 示 解除 の段 階 へと 突 入す る 。2 014 年に

は田 村 市都 路 地区 、 川内 村 にて 緊 急時 避 難準 備 区域 が 解除 さ れた （ 川内

村の 居 住制 限 区域 は 緊急 時 避難 準 備区 域 に再 編）。 さら に 20 15 年 には 楢

葉町 に て避 難 指示 が 解除 さ れた 。 政府 は 避難 指 示解 除 を推 し 進め る ため

に 、す べ ての 居 住制 限区 域 、緊急 時 避難 準備 区 域に 関 して 2 017 年 3 月末

まで の 避難 指 示解 除 を目 指 すと 発 表し た 。  

 

２－３．避難者の流入と受け入れ住民との軋轢  

 原 発 事故 に 伴い 多 くの 方 々が 長 期に わ たっ て 避難 を 余儀 な くさ れ た。

約 1 5 万人 の 避難 者 が全 国 各地 に 避難 す るこ と にな っ たが 、 この こ とを

受け 入 れ地 域 から み れば 、 それ だ けの 原 発避 難 者を 受 け入 れ てい る こと

を意 味 する 。  

特に 福 島県 い わき 市 は、 浜 通り 地域 の 拠 点都 市 であ り 避難 地 域か ら も
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近い こ とか ら 、多 く の避 難 者が 流 入す る こと に なっ た 。表 1 は震 災 直後

から 現 在ま で の各 避 難地 域 から い わき 市 への 避 難者 数 の推 移 を示 し たも

ので あ る。 震 災直 後 から い わき 市 への 流 入は 進 み、 現 在も そ の数 は 増え

てい る 。特 に 双葉 郡 8 町 村に 関 して は 震災 時 人口 の 3 分 の 1 が いわ き 市

にて 避 難し て いる こ とが 分 かる 。  

また 、 地域 に よっ て もい わ き市 へ の集 住 に違 い がみ ら れる 。 2015 年 4

月時 点 でみ る と、 楢 葉町 で は町 民 の 75 .3 %が いわ き 市に 避 難 して お り、

その ほ か広 野 町（ 48 .1%）、大 熊 町（ 37 .6 %）、富 岡 町（ 3 7 .1 %）、と なっ て

いる 。 大熊 町 や富 岡 町は 他 地区 に 役場 機 能が あ るも の のい わ き市 へ の避

難者 数 が一 番 多く な って い る。  

さら に いう と 、避 難 者の 入 れ替 わ りが 一 定程 度 存在 し 、現 時 点で も 移

動が 落 ち着 い てい な いと い える 。 広野 町 は 2012 年 3 月末 を ピー ク とし

てい わ き市 へ の避 難 者数 が 減少 し てい る（ピ ーク 時 から 約 1 , 300 人 減 少）。

それ に 対し て 他の 町 村は い わき 市 への 避 難者 の 移動 が 続 い て いる 。  

避 難 地 区 住 民 の い わ き 市 へ の 流 入 に 関 し て は 、 (1 )気 候 や 避 難 地 区 へ の

近さ 、( 2 )仕 事の 都 合 、(3 )住宅 の 都合 、と いう 二 つの 要 因が 主 に考 え られ

る 。 ( 1 )に 関し て は 、いわ き 市は 避 難地 区 と同 じ 浜通 り にあ り 、夏は 涼 し

く冬 は 雪が 降 らな い 。豪 雪 地帯 で ある 会 津地 方 とは 気 候が 異 なる た め、

同じ 気 候を 求 めて い わき 市 へ移 動 する 動 きが 続 いて い る。 も ちろ ん 、避

難元 に 近い と いう 要 因も あ る。  

( 2 )に 関 して は、震 災 前か ら の 仕 事 との 関 係で 復 興や 廃 炉に 関 連す る 仕

事に 従 事す る ため に いわ き 市流 入 す る こ とが 多 いと 思 われ る 。筆 者 は浪

江町 役 場か ら 町民 を 対象 に 実施 し た質 問 紙調 査 のデ ー タを お 借り し 、二

次分 析 をお こ なっ た こと が ある（ 高木 ,  2 015a）。そ こ で明 ら か にな っ たの

は、 い わき 市 にて 避 難し て いる 人 にお い て仕 事 をし て いる 人 の割 合 が高

いと い う結 果 であ っ た。 同 様の 傾 向は 筆 者ら が 201 2 年に 楢 葉町 民 を対

象に 実 施し た 質問 紙 調査 に おい て も確 認 でき た （高 木 ・石 丸 ,  2 014）。  

 ( 3 )に つ い て は 、 旧 警 戒 区 域 の 避 難 者 を 中 心 と し て 避 難 先 、 特 に い わ

き市 に 住宅 を 求め る 動き が ある 。図 1 は 復興 庁 の避 難 者意 向 調査 か ら現

在の 居 住形 態 に関 す るデ ー タを 抜 き出 し たも の であ る 。こ れ を見 る と、
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各地 域 とも 持 ち家 の 割合 は 増え て いる 。 地域 別 の持 ち 家割 合 のデ ー タが

ない た めこ れ 以上 の こと は 正確 に は分 か らな い が、 避 難元 に 近い い わき

市に て 住宅 を 求め る 動き が 今な お 存在 す ると 思 われ る 。  

また 、 帰還 困難 区 域 の住 民 を中 心 とし て 復興 公 営住 宅 への 入 居の 建 設

が始 ま り、 2 015 年度 から は 入居 が 始ま っ てい る。現 時点 に お いて 、福 島

県全 体で 4890 戸 の 復興 公 営住 宅 の建 設 が予 定 され て おり 、その う ち約 3

分 の 1 に あ たる 17 6 8 戸が いわ き 市に 建 設さ れ る予 定 であ る 。こ れ は数

回に わ たる 意 向調 査 をも と に整 備 計画 が 建て ら れた も ので 、 ここ か らも

長期 避 難に お いて い わき 市 を避 難 場所 と して 求 める 声 が高 い こと が わか

る 。  

 

 

表1　原発避難者特例法に基づく他市町村からいわき市への避難者数
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年

震災時
人口

7月28日 11月7日 3月31日 9月30日 4月1日 10月1日 4月1日 10月1日 4月1日

浪江町 人数 20,905 1,526 1,757 1,864 2,049 2,173 2,266 2,356 2,536 2,625

比率 7.3 8.4 8.9 9.8 10.4 10.8 11.3 12.1 12.6

双葉町 人数 6,932 658 1,090 1,070 1,340 1,464 1,611 1,761 1,828 1,872

比率 9.5 15.7 15.4 19.3 21.1 23.2 25.4 26.4 27.0

大熊町 人数 11,515 1,446 2,639 2,581 3,311 3,756 3,891 4,072 4,183 4,325

比率 12.6 22.9 22.4 28.8 32.6 33.8 35.4 36.3 37.6

富岡町 人数 16,001 3,442 5,097 4,699 5,184 5,538 5,596 5,686 5,761 5,933

比率 21.5 31.9 29.4 32.4 34.6 35.0 35.5 36.0 37.1

葛尾村 人数 1,531 38 32 38 35 31 33 33 34 34

比率 2.5 2.1 2.5 2.3 2.0 2.2 2.2 2.2 2.2

川内村 人数 2,820 339 322 332 314 378 346 300 271 237

比率 12.0 11.4 11.8 11.1 13.4 12.3 10.6 9.6 8.4

楢葉町 人数 7,700 3,762 5,192 5,200 5,641 5,762 5,785 5,754 5,781 5,798

比率 48.9 67.4 67.5 73.3 74.8 75.1 74.7 75.1 75.3

広野町 人数 5,418 3,145 3,821 3,991 3,892 3,762 3,466 3,164 2,965 2,606

比率 58.0 70.5 73.7 71.8 69.4 64.0 58.4 54.7 48.1

双葉郡計 人数 72,822 14,356 19,950 19,775 21,766 22,864 22,983 23,126 23,359 23,430

比率 19.7 27.4 27.2 29.9 31.4 31.6 31.8 32.1 32.2

南相馬市 人数 70,878 585 904 812 817 807 765 737 730 669

比率 0.8 1.3 1.1 1.2 1.1 1.1 1.0 1.0 0.9

田村市 人数 40,422 15 24 19 36 38 35 37 36 36

比率 0.0 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

川俣町 人数 15,569 1 2 2 4 4 3 2 2 2

比率 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

飯舘村 人数 6,209 11 12 14 12 18 17 12 9 10

比率 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3 0.2 0.1 0.2

合計 205,900 14,968 20,892 20,622 22,638 23,731 23,784 23,914 24,136 24,147

出典：いわき市役所

注：2011年に関してはいわき市が各町村へ問い合わせした数字を示したもの
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出典 ： 復興 庁  

 

 こ の よう に 多く の 避難 者 が広 域 避難 す るな か で、 避 難者 と 受け 入 れ住

民と の 間に さ まざ ま な軋 轢 が生 ま れる よ うに な った 。 特に 象 徴的 に 語ら

れる の が 、20 12 年 末 にお い てい わ き市 の 公共 施 設に 被 災者 を 中傷 す る落

書 き が 見 つ か っ た こ と で あ ろ う 3。 そ れ 以 外 に も 仮 設 住 宅 へ の い た ず ら

など が 発生 し てい る 。こ れ らの 背 景に は 賠償 額 の格 差 など が 指摘 さ れて

いる（ 川副 ,  20 13）。この 事 態に 対 し原 発 避難 者 は、こ のよ う な軋 轢 を前

にし て 自分 の 出身 地 を言 え なか っ たり 、 いわ き での 息 苦し さ を感 じ てい

る（ 山 本ほ か ,  2 015）。  

 20 12 年 末 に 生 じ た 落 書 き 事 件 を き っ か け に 関 係 者 の 間 で も 両 者 の 関

係改 善 を目 指 す取 り 組み が なさ れ てい る 。避 難 者と 受 け入 れ 住民 と の交

流事 業 がい わ き市 内 でも 行 われ る よう に なっ た 。と は いえ 、 両者 の 間の

火だ ね が完 全 に消 え たか と いえ ば そう と は言 え ない 。  
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図1 持ち家割合の変化
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 こ の よう に 、避 難 者と 受 け入 れ 住民 と の間 の 関係 づ くり は 喫緊 の 課題

であ る 。後 述 する よ うに 原 発避 難 者の 避 難が 長 期に わ たっ て 継続 す るこ

とを 考 える と 、避 難 者に と って こ のよ う な軋 轢 の存 在 が 避 難 生活 に おい

て大 き なス ト レス に なる と 考え ら れる か らで あ る。 そ のた め の制 度 設計

とし て 今井 は 二重 住 民票 制 度を 提 起し て いる が（ 今井 ,  2 014）、それ 以 外

にも 避 難者 の 長期 避 難に 向 けて さ まざ ま なし く みづ く りが 求 めら れ てい

ると 思 われ る 。  

 こ こ では そ のた め の準 備 作業 と して 、( 1 )受け 入 れ住 民 が原 発避 難 者の

こと を どの よ うに 見 てい る のか 、(2 )避 難 者が 長 期避 難 に伴 っ てど の よう

な想 い でい る のか 、 この 二 つの 点 をデ ー タに よ って 明 らか に した い と思

う 。  

 

  

ま ず 、 受 け 入 れ 住 民 が 原 発 避 難 者 の こ と を ど の よ う に 見 て い る の か 。

この 点 につ い て、 い わき 市 民を 対 象と し て実 施 した 質 問紙 調 査の 結 果に

よっ て 明ら か にし た い。  

 

３－１．調査の概要  

この 調 査は 、 復旧 ・ 復興 な らび に 原発 事 故に 関 する い わき 市 民の 意 識

を明 ら かに す る目 的 で 2014 年 1 月に 実 施し た 。調 査 実施 主 体は い わき

明星 大 学人 文 学部 現 代社 会 学科 で ある 。 調査 の 都合 に より 、 調査 対 象地

を平 地 区、 小 名浜 地 区に 限 定し た 。そ の 理由 と して は 、本 調 査に お いて

はい わ き市 民 と避 難 者と の 軋轢 の 構造 を 明ら か にす る こと が 大き な 課題

とな っ てお り 、そ の 点で 両 地区 は 双葉 郡 から の 避難 者 を多 く 受け 入 れて

いる 地 域で あ るた め であ る 4。  

いわ き 市平 地 区、 小 名浜 地 区の 住 民そ れ ぞれ 75 0 名 の 方、 合計 1 , 500

名を 選 挙人 名 簿か ら 系統 抽 出法 に て抽 出 し、 郵 送法 に て調 査 票を 配 布・

３．原発避難者を受け入れる側の態度  
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回収 し た（ 督促 状 は 一回 送 付し て いる ）。そ の結 果 、 681 名 の方 よ り回 答

を得 た（ その うち 3 票は 無 効票 ）。有 効 回収 率は 45 . 6%だ っ た 。調 査 の概

要に つ いて は 高木 （ 2015 b）、菊 池 ・高 木 （ 20 15）を 参 照し て いた だ きた

い 。  

 

３－２．避難者に対する態度  

この 調 査で は 原発 避 難者 に 対す る 態度 を 測定 す るた めに 5 つ の設 問 を

設定 し 、そ れ ぞれ に つい て 「そ う 思う 」 から 「 そう 思 わな い 」ま で 4 段

階で 尋 ねた 。 5 つの 設問 は 以下 の 通り で ある 。  

 

( 1 )原 発 事故 で 避難 し てき た 人は た くさ ん お金 が もら え てう ら やま し い  

( 2 )原 発 事故 で 避難 し てき た 人は 生 活の 見 通し が つか ず 、大 変 だと 思 う  

( 3 )震 災 後、 い わき 市 の治 安 は悪 く なっ た よう な 気が す る  

( 4 )い わ き市 民 は原 発 事故 か らの 避 難者 の 気持 ち を理 解 する こ とが 必 要

だ  

( 5 )原 発 事故 か らの 避 難者 が 流入 し てい わ き市 内 の交 通 渋滞 が ひど く な

っ た  

 

 設 問 の設 定 の仕 方 とし て は、 (1 )、 ( 3 )、 ( 5 )が 原発 避 難者 の 流入 に よる

ネガ テ ィブ な 態度 を 測る た めの 項 目と し て、 (2 )と ( 4 )が 原発 避難 者 の置

かれ た 立場 を 理解 し よう と する ポ ジテ ィ ブな 態 度を 測 るた め の項 目 とし

て設 定 して い る。 図 2 は その 結 果で あ る。  

図 2 の 結果 に つい て は高 木 ・菊 池 （ 20 15）に お いて 説 明し て いる

が、 こ こで は そこ で 述べ た こと の 概略 を 整理 し てお き たい 。  

いわ き 市民 は 原発 避 難者 に 対し て 「お 金 がも ら えて う らや ま しい 」

「い わ き市 の 治安 は 悪く な った 」「 交 通 渋滞 が ひど く なっ た 」と い った

項目 に 多く が 「そ う 思う 」「 や やそ う 思 う」 と 反応 し てい る こと が わか

る。 特 に交 通 渋滞 に つい ては 6 割 の人 が 「そ う 思う 」 と回 答 して い る。
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これ だ けを 見 ると 、 いわ き 市民 は 原発 避 難者 の 流入 を 快く 思 って い ない

と読 み 取る こ とが で きる 。  

他方 で 「原 発 避難 者 は生 活 の見 通 しが つ かず 大 変だ 」「 い わ き市 民 は

原発 避 難者 を 理解 す べき だ 」と い う回 答 割合 に つい ても 7 割 程度 の いわ

き市 民 が「 そ う思 う 」「 やや そ う思 う 」 と回 答 して い るこ と が明 ら かに

なっ た 。こ れ らか ら 言え る こと は 、い わ き市 民 は原 発 避難 者 の流 入 によ

って 生 活上 の 不便 を 感じ つ つも 、 原発 避 難者 の 置か れ てい る 立場 に つい

ては 理 解し て いる こ とが 明 らか に なっ た 。  

これ ら のこ と から 、 原発 避 難者 に 対し て 否定 的 な意 見 が多 い もの

の、 他 方で 多 くの い わき 市 民が 原 発避 難 者の 置 かれ た 立場 を 理解 し てい

るこ と が明 ら かと な った 。 調査 前 の想 定 では 、 原発 避 難者 に 対す る 否定

的な ま なざ し は避 難 者に 対 する 共 感と は 対立 す るも の であ り 、一 つ の評

価軸 で ある と 想定 し てい た 。し か しこ の 調査 結 果か ら は、 両 者が 両 立し

うる も のと し て存 在 する こ とが 明 らか に なっ た 。そ こ には 、 同じ く 原発

事故 に よっ て 苦し み を経 験 する が 故に 避 難者 の 置か れ てい る 立場 を 理解

しつ つ も、 政 府に よ る避 難 指示 の 線引 き が両 者 の間 の 分断 を もた ら すき

っか け とな っ てい る こと が 分か る 。  

次に 、 それ ら ネガ テ ィブ な 態度 、 ポジ テ ィブ な 態度 が 何に よ って 規

定さ れ るの か につ い て明 ら かに し たい 。 菊池 ・ 高木 （ 2 015） にお い ては

16.4%
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9.5%

9.2%

5.4%

18.9%

14.3%

18.0%

19.1%

10.8%

34.5%
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22.2%
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(1)お金をもらえてうらやましい

(2)原発避難者は生活見通し

がつかず大変だ
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た
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図2 原発避難者に対するいわき市民の意識

そう思わない あまりそう思わない ややそう思う そう思う
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クロ ス 集計 に よっ て 統計 的 に有 意 な説 明 変数 を 明ら か にし て いる 。 それ

によ る と、 総 じて ネ ガテ ィ ブな 項 目に つ いて は 、性 別 、年 齢 、職 業 （専

門職 、 事務 ・ 販売 ・ サー ビ ス職 ）、 世 帯 構成 、 世帯 年 収、 賠 償の 不 公平

感、 暮 らし 向 きの 変 化に お いて 有 意な 結 果が 見 て取 れ た。 ポ ジテ ィ ブな

意識 に 関し て は、 年 代、 職 業（ 農 林漁 業 、管 理 職） 賠 償の 不 公平 感 、暮

らし 向 きの 変 化、 に おい て 有意 な 結果 が 見て 取 れた （ 菊池 ・ 高木 ,  

2015）。 特 に賠 償 の 不公 平 感と 暮 らし 向 きの 悪 化に つ いて は 比較 的 明白

な関 係 が見 ら れ、 賠 償の 不 公平 感 を感 じ 、暮 ら し向 き が悪 化 して い ると

感じ る ほど ネ ガテ ィ ブな 態 度を 強 め、 ポ ジテ ィ ブな 態 度を 弱 めて い るこ

とが 明 らか に なっ た 。  

ここ で は  ( 3 )と (5 )の 得点 を 合算 し てネ ガ ティ ブ 態度 得 点を 作 成し 、

(2 )と (4 )の得 点 を合 算し て ポジ テ ィブ 態 度得 点 を作 成 した 。 そし て それ

ぞれ を 被説 明 変数 と して 重 回帰 分 析を 心 みた 。表 2 は 分析 に おい て 説明

変数 と して 投 入し た 変数 で あり 、表 3 は その 結 果 で あ る。  

 

 

 

ネガ テ ィブ な 態度 に つい て は、 性 別、 年 齢、 世 帯年 収 、生 産 工 程 ・ 保

安職 、 賠償 の 不公 平 感に お いて 有 意な 結 果が 得 られ た 。女 性 ほど ネ ガテ

ィブ な 態度 を 持ち や すい 傾 向に あ るが 、 これ は ネガ テ ィブ な 態度 の 構成

要素 に おい て 治安 の 問題 が 入っ て いる た めで あ ると 思 われ る 。ま た 若年

層ほ ど この よ うな 態 度を 持 つこ と が明 ら かと な った 。 ただ し ネガ テ ィブ

な態 度 に対 し ては 賠 償の 不 公平 感 が大 き く規 定 して お り、 不 公平 感 を感

表2　分析に用いる変数
性別 0=女性、1=男性

年齢 実年齢を投入

教育年数 中学卒=9、高校卒=12、短大・高専卒=14、大学卒=16

世帯年収 1 200万円以下、2 200-400万円、3 400-600万円、

4 600-800万円、5 800-1200万円、6 1200万円以上

専門職ダミー 1=専門職

生産工程・保安職ダミー 1=生産工程・保安職

世帯の暮らし向きの変化 1=非常に苦しくなった、2=少し苦しくなった、3=震災前と同程度、4=収入が増えた

いわき市外への避難避難 1=いわき市外に避難、0=いわき市外に避難していない

震災による被害 1=全壊被害、2=半壊被害、3=一部損壊、4=被害はない。「わからない」は分析から除外

今後も原発を利用すべき 0=そう思わない、1=あまりそう思わない、2=どちらとも言えない、3=ややそう思う、4=そう思う

放射能の健康影響への不安 0=あてはまらない、1=あまりあてはまらない、2=ややあてはまる、3=あてはまる

賠償の不公平感 0=あてはまらない、1=あまりあてはまらない、2=ややあてはまる、3=あてはまる
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じる ほ どこ の よう な 態度 を 持つ こ とが 明 らか と なっ た 。  

賠償 の 不公 平 感に つ いて は 、ポ ジテ ィ ブ な態 度 にお い ても 大 きく 規 定

して お り、 不 公平 感 を感 じ てい な い人 ほ どこ の 態度 を 有す る 。そ れ 以外

では 反 原 発 意 識も ポ ジテ ィ ブな 態 度を 規 定す る 有意 な 要因 と なっ て おり 、

これ は ネガ テ ィブ な 態度 に おい て は影 響 して い ない こ とが 分 かっ た 。  

また 、 どち ら の態 度 にお い ても 、 暮ら し 向き の 悪化 や 市外 へ の避 難 経

験、 震 災に よ る被 害 経験 な どは 有 意な 効 果を 持 たな か った 。 特に ク ロス

表に よ る分 析 では 有 意な 効 果を も って い た暮 ら し向 き の悪 化 につ い ては 、

ここ で は有 意 な結 果 が得 ら れな か った 。  

 

 

 

以上 の 結果 を まと め てお き たい 。 いわ き 市民 の 原発 避 難者 に 対す る

態度 は 、原 発 避難 者 の流 入 によ っ て生 活 上の 不 便を 感 じつ つ も、 原 発避

難者 の 置か れ てい る 立場 に つい て は理 解 して い ると い う、 非 常に 両 義的

なも の であ る こと が 分か っ た。 た だ、 両 方の 態 度を 大 きく 規 定す る のは

賠償 の 不公 平 感で あ り、 こ の感 覚 が解 決 しな い 限り 問 題が 解 決し な いこ

とが 明 らか と なっ た 。  

表3　避難者に対する態度の重回帰分析
ネガティブな態度 ポジティブな態度

性別 -0.12 ** 0.02

年齢 -0.18 ** 0.16 **

教育年数 -0.03 0.07

世帯年収 0.09 * -0.01

専門職ダミー 0.07 -0.05

生産工程・保安職ダミー 0.11 * 0.01

世帯の暮らし向きの変化 -0.05 -0.02

いわき市外への避難避難 0.03 0.05

震災による被害 0.07 -0.04

今後も原発を利用すべき -0.03 -0.13 **

放射能の健康影響への不安 0.03 -0.01

賠償の不公平感 0.19 ** -0.26 **

R2
0.13 0.10

N 551 548

* p <0.05 ** p <0.01
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 次 に 、原 発 避難 者 はこ の よう な 軋轢 が 生じ て いる 状 況を ど のよ う に捉

えて い るの だ ろう か 。こ こ では 楢 葉町 民 を対 象 に 2 01 5 年 に 実施 し た質

問紙 調 査の 結 果か ら その こ とを 考 えて み たい 。  

 

４－１．調査の概要  

この 調 査は 、避 難 指 示解 除 後の 楢 葉町 民 の復 興 に対 す る意 識 を明 ら か

にす る 目的 で 20 15 年 10 月 に 実施 し た 。調 査 対象 者 は楢 葉 町に 住 民票 の

あ る 16 歳 から 49 歳 の方 す べて の 方、 2 , 542 人 の 方が 対 象で ある 5。  

 調 査 票は 郵 送に て 配布 回 収し（ 督促 状 は一 回 送付 ）、821 名 の方 よ り回

答を 得 た（ その うち 16 票 が未 達、 13 票 が無 効）。有 効 回収 率は 3 2 .0 %だ

った 。  

 

４－２．避難に伴う意識  

 こ こ では 7 つの 項 目を 設 定し 、 楢葉 町 民の 避 難に 伴 う意 識 を示 し た。

具体 的 な設 問 は次 の 通り で ある 。  

 

( 1 )長 期 間避 難 して い ても 、 楢葉 町 との 関 わり を 持ち 続 けた い  

( 2 )避 難 先で は 、自 分 が楢 葉 町の 出 身で あ るこ と を言 い にく い  

( 3 )避 難 者と し て要 求 すべ き こと は 積極 的 に主 張 すべ き だ  

( 4 )避 難 者は 避 難先 の 住民 か ら悪 口 を言 わ れて い るよ う な気 が する  

( 5 )避 難 者 は 避 難 先 の 地 域 活 動 に 居 住 者 と し て 積 極 的 に 参 加 す べ き で

あ る  

( 6 )現 在 、避 難 者で あ ると い う認 識 は持 っ てい な い  

( 7 )避 難 先に 住 民票 を 移す こ とを 考 える よ うに な った 。  

 

４．長期避難に伴う原発避難者の心理  
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 図 3 は以 上 7 項 目 の結 果 を示 し たも の であ る 。そ れ ぞれ に つい て 見て

いき た い。 (1 )に関 し ては 、 7 割 の 住民 が そう 思 うと 回 答し て おり 、 4 年

以上 避 難を 強 いら れ てい て も多 く の住 民 が楢 葉 町と 関 わり 続 けた い と考

えて い るこ と が明 ら かと な った 。また (5 )避難 先 の活 動 に参 加 すべ き とい

う、 避 難先 へ の関 わ りに つ いて も約 4 割 の町 民 がそ う すべ き と回 答 して

おり 、 長期 避 難の な かで 避 難先 に 関わ る こと を 大切 だ と思 う 町民 の 意識

が明 ら かに な った 。 避難 者 とし て の権 利 要求 を すべ き と考 え てい る 避難

者 も 5 割強 ほ ど存 在 した 。  

 

 

 

他方 で 、(2 )楢 葉 町出 身と 言 いに く い、(4 )避難 者 は悪 口 を言 わ れて い る、

に関 し ても そ れぞ れ 6 割 強の 人 がそ う 感じ て いる こ とが 明 らか に なっ た。

避難 が 長期 化 し、 避 難者 と 受け 入 れ住 民 との 軋 轢の な かで 、 多く の 避難

者が 肩 身の 狭 い思 い をし て いる こ とが 明 らか と なっ た 。ま た 、長 期 避難

のな か です で に避 難 者と い う意 識 が無 い 人は 4 割弱 ほ どお り 、ま た 避難

先等 に 住民 票 を移 す こと を 考え て いる 方 も同 じく 4 割 弱ほ ど いた 。  
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以上 の 結果 か ら言 え るの は 、楢 葉町 民 は 避難 先 の地 域 社会 へ 関わ る べ

きだ と 感じ つ つ、 避 難者 で ある と いう 立 場を 口 には 出 せな い とい う 肩身

の狭 さ を感 じ なが ら 避難 生 活を 送 って い るこ と が明 ら かと な った 。  

では 、 どの よ うな 人 が肩 身 の狭 い 思い を して い るの だ ろう か 。こ こ で

は ( 2 )楢 葉町 出 身と は 言い 出 しに く いと い う項 目 に注 目 し、各 種属 性 との

関係 に つい て 見て み よう 。表 4 は その 結 果で あ る。 有 意 な 結 果が 得 られ

たの は 性別 、 年齢 、 現在 の 居住 地 であ り 、居 住 形態 に おい て は有 意 な結

果は 得 られ な かっ た 。  

 

 

 

性別 に つい て みる と 、男 性 より 女性 の 方 がそ の よう に 感じ て いる 割 合

が高 か った 。 近隣 関 係や 子 ども の 教育 な どさ ま ざま な 機会 に おい て 避難

先の 地 域社 会 と関 わ るこ と が女 性 にお い て多 い こと が この よ うな 結 果を

もた ら した と 解釈 で きる 。 年齢 に 関し て は年 齢 が高 い ほど ど のよ う に感

表4　各種属性別にみた「楢葉町出身と言いにくい」という意見
そう思う ややそう

思う
あまりそう
思わない

そう思わ
ない

N 有意
確率

性別 男性 29.9% 25.7% 21.0% 23.4% 334 **

女性 38.1% 33.3% 15.7% 12.9% 459

年齢 10代 18.8% 21.2% 29.4% 30.6% 85 **

20代 31.9% 25.7% 22.0% 20.4% 191

30代 35.0% 39.7% 12.4% 12.8% 234

40代 42.0% 28.5% 15.3% 14.2% 274

現在の 楢葉町 33.3% 22.2% 0.0% 44.4% 9 **

居住地 いわき市 37.0% 30.8% 18.2% 14.0% 549

会津美里町 26.1% 39.1% 17.4% 17.4% 23

福島県内 40.7% 37.3% 5.1% 16.9% 59

福島県外 26.0% 25.3% 22.7% 26.0% 150

その他 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 3

居住 仮設住宅 34.1% 28.8% 16.7% 20.5% 132 n.s.

形態 借上げ住宅 36.9% 29.5% 17.6% 16.1% 336

自己負担借家 30.0% 28.6% 17.9% 23.6% 140

持ち家 36.9% 34.4% 18.5% 10.2% 157

その他 25.0% 32.1% 17.9% 25.0% 28

* p <0.05 ** p <0.01 n.s.p >0.05
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じて い るこ と が明 ら かと な った 。 これ も 性別 同 様、 避 難先 の 地域 社 会と

の接 触 によ っ て理 解 でき る かも し れな い 。  

避難 先 につ い てい う と、 福 島県 内な ら び にい わ き市 に おい て その よ う

に感 じ てい る 割合 が 高い こ とが 明 らか と なっ た 。福 島 県内 と いう の は残

余カ テ ゴリ ー であ る ため 、 具体 的 に福 島 県内 の どこ で ある の かは わ から

ない が 、非 常 に強 い 圧力 を 受け て いる こ とが 分 かる 。 一つ の 仮説 と して

は、 い わき 市 や会 津 美里 町 のよ う に楢 葉 町の 町 民が あ まり 多 く避 難 して

いな い こと が その よ うな 意 識を 高 めて い る可 能 性は あ る。  

居住 形 態に つ いて は 有意 な 差が 見 られ な かっ た 。特 に特 に 避 難し て い

るこ と が見 え やす い 仮説 住 宅に お いて は この よ うな 意 識が 高 く見 ら れる

と思 わ れた が 、必 ず しも そ うで は なか っ た。 有 意な 差 はな い もの の 、む

しろ 借 り上 げ 住宅 や 持ち 家 にお い て若 干 そう 感 じる 割 合が 高 いよ う にも

見え る。こ れも 、ま わ りに 楢 葉町 民 がい な いこ と が孤 独 感を 高 めて お り、

その こ とが 楢 葉町 出 身と は 言い に くい と いう 意 識を 高 めて い るか も しれ

ない 。 紙幅 の 関係 で これ 以 上の 分 析は で きな い が、 そ の点 に つい て は今

後の 分 析上 の 課題 と した い 。  

 

 

 以 上 、本 稿 では 避 難者 と 受け 入 れ住 民 との 軋 轢と い う問 題 状況 下 にお

いて 、 受け 入 れ住 民 と避 難 者が ど のよ う に感 じ てい る のか を 二つ の 調査

デー タ から 明 らか に した 。 それ ぞ れの 調 査結 果 に基 づ き、 全 体的 な 結論

を述 べ てお き たい 。  

 受 け 入れ 住 民の 避 難者 に 対す る 態度 に おい て は賠 償 の不 公 平感 が 大き

く寄 与 して い るこ と が明 ら かに な った 。 これ に つい て はな か なか 解 決策

があ る わけ で は無 い だろ う 。避 難 者に 対 する 賠 償を 切 れば い いと い う結

論は あ まり に も乱 暴 であ る 。避 難 者は 自 らの 判 断で 避 難を し たわ け では

無く 、 強制 さ れた な かで 避 難を 余 儀な く され た 。そ し て自 ら の生 活 を奪

われ た こと を 考え る なら ば 、き ち んと 賠 償が 支 払わ れ るべ き であ る 。他

５．結論  
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方で 軋 轢を 解 消し よ うと す るな ら ば、 周 辺地 域 の住 民 に賠 償 を支 払 うと

いう も う一 つ の方 向 があ る が、 帰 還政 策 を進 め てい る 政府 は その よ うな

選択 肢 を採 用 しな い だろ う 。つ ま り、 当 面避 難 者と 受 け入 れ 住民 と の軋

轢に 火 だね は 構造 的 に残 っ てし ま うこ と にな る 。  

 反 面 、楢 葉 町の デ ータ か らは 、 原発 避 難者 が 避難 先 で肩 身 の狭 い 思い

をし て いる こ とが 明 らか に なっ た 。特 に 避難 先 の地 域 社会 と の関 わ りが

多く 、 回り に 同じ 町 の出 身 者が い ない 人 ほど そ のよ う に感 じ るこ と が分

かっ て きた 。図 1 で 示し た よう に 、持 ち 家比 率 が高 ま りつ つ あり 、 反面

で仮 設 住宅 入 居者 が 減少 し てい く こと と 重ね 合 わせ る と、 自 らが 避 難地

域出 身 であ る と言 い 出し に くい と 感じ る 人は ま すま す 増え る と思 わ れる 。 

 他 方 で楢 葉 町民 は 、避 難 元と も 避難 先 とも 関 わっ て いき た いと い う意

識が 高 いこ と も明 ら かに な った 。 軋轢 を 解消 す る一 つ のき っ かけ は 、両

者が 顔 の見 え る関 係 のな か で交 流 を作 り 上げ て いく こ とだ と 思わ れ る。

実際 に 、2 015 年末 に は双 葉 町民 が いわ き 市沿 岸 部の 災 害公 営 住宅 に 出向

き、 交 流イ ベ ント が おこ な われ て いる 。 これ は 行政 や 支援 団 体の 協 力の

なか で 実施 さ れた も のだ が 、こ の よう な コー デ ィネ ー トの 先 に交 流 イベ

ント が 行わ れ 、お 互 いの 立 場を 理 解す る 機会 を つく り 、顔 の 見え る 関係

を生 み 出す こ とが 重 要だ と 思わ れ る。  

 た だ 、避 難 者を 受 け入 れ るこ と は、 受 け入 れ 地域 に おい て も相 当 の力

量が 求 めら れ てい る こと も また 指 摘し て おく 必 要が あ る。 こ れか ら 復興

公営 住 宅が 各 地に 建 設さ れ るが 、 その 入 居者 が 長期 の 避難 生 活を 快 適に

送れ る ため に は、 受 け入 れ 地域 の 受容 力 が問 わ れて い ると い えよ う 。ま

たソ ー シャ ル キャ ピ タル と 言い 換 えて も いい か もし れ ない 。 この 点 につ

いて は 今後 の 課題 と した い 。  

 ま た 、避 難 先の コ ミュ ニ ティ へ の参 加 障壁 を 下げ る ため に 二重 住 民票

制 度 が 一 定 の 役 割 を 果 た す と 著 者 は 考 え て い る 。 こ れ に つ い て は 高 木

（ 20 15a）に 考察 し たこ と があ る が、避 難元 の 住民 票 に加 え 、避難 先 の住

民 票 を 持つ こ とが 、 避難 先 のコ ミ ュニ テ ィに 参 加す る 際の 大 きな き っか

けに な るの で はな い かと 思 われ る 。そ の こと は 、楢 葉 町の 調 査結 果 にお

いて 避 難元 と 避難 先 の両 方 とつ な がっ て いた い とい う 調査 結 果と 符 号す
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る。 そ れを 制 度面 か ら下 支 えで き るの で あれ ば 、導 入 する 意 味は あ るだ

ろう 。  

 

注  

 
1 ]  緊 急 時 避 難 準 備 区 域 に つ い て は 2011 年 9 月 末 で 解 除 さ れ た 。  

2] も ち ろ ん 、政 府 の 避 難 指 示 基 準 を め ぐ る 問 題 を 考 え た と き に 、「 自 主 避 難 」と

呼 ぶ こ と に は 問 題 点 も あ る （ 関 西 大 学 院 大 学 災 害 復 興 制 度 研 究 所 編 , 2015）。 

3] 「 市 施 設 に 「 被 災 者 帰 れ 」  3 ヵ 所 に 中 傷 落 書 き 」『 福 島 民 友 』 2015 年 12 月

26 日 。  

4] 平 地 区 に は 約 一 万 人 、 小 名 浜 地 区 に は 約 五 千 人 の 方 が 避 難 し て い る 。 両 地 区

で 約 一 万 五 千 人 で あ り 、 こ れ は い わ き 市 全 体 へ の 避 難 者 数 の 約 6 割 に 当 た る

数 字  で あ る 。  

5] 今 回 は 調 査 設 計 の 都 合 に よ り 50 歳 以 上 の 町 民 が 調 査 対 象 に 含 ま れ て い な い 。

そ の 点 を 含 め て 調 査 結 果 を 解 釈 す る 必 要 が あ る 。  
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震災 か ら 5年が 経 過 しよ う とし て いる な か ，「 被災 者」「避 難 者」が 置 か

れた 状 況，そ して「 被災 者」「 避難 者」が震 災・原 発 事故 に どの よ うに 向

きあ っ てい る のか ， とい う 両方 の 面で ， 実情 は 非常 に 多様 化 して い る。

避難 元 ・避 難 先・ 年 齢・ 職 業の 有 無・ 賠 償手 続 ・生 活 再建 な どは 比 較的

分か り やす い 分岐 点 であ る が ，他 に も様 々な 要 因が 複 雑に 絡 み合 い，「 被

災者 」「 避難 者」とい って も 一括 り には で きな い 状況 と なっ て いる（茨 城

大 学 地 方政 治 論ゼ ミ ナー ル , 2015）。  

 こ れ まで の 公害 問 題を み ても ， 東日 本 大震 災 ・福 島 原発 事 故へ の 対応

とし て 長期 的 視点 を 持っ て 対応 し なけ れ ばな ら ない こ とは 明 白で あ る。

その 中 でも ， 被災 者 の生 活 再建 ・ 権利 回 復と い う点 で ，何 が 重要 な 問題

かを 見 極め て いく 時 期に 入 って い ると も いえ る。平 成 25年 度 末（ 2014年 ）

に実 施 した 茨 城県 内 への 広 域避 難 者ア ン ケー ト 結果 を もと に 実態 把 握を

行い ， それ を もと に 長期 的 視野 を 入れ た 被災 者 ・避 難 者支 援 の枠 組 みに

つい て 政策 提 言を 行 う （ 注 1）。  

 

上記 の よう な 現状 を 踏ま え ，本 研究 で は 以下 の ２点 を 研究 目 的と し て

研究 を 行っ た 。  

Chapter 2 

広域避難の現状と長期的な支援体制の模索  

 

原口弥生  

１．はじめに   

２．研究目的  
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本研 究 の目 的 は， 第 一に 茨 城県 内 で避 難 生活 を おく る 原子 力 災害 の 被

災者 が 置か れ た現 状 や抱 え る課 題 を把 握 し， そ れを 社 会に 発 信す る とと

もに ， 県内 各 地で 展 開さ れ てい る 避難 者 支援 ・ 交流 事 業を よ り実 効 性の

ある も のと す るた め の基 礎 デー タ を提 供 する こ とで あ る。  

第二 に，茨城 県 への 避難 者 のな か でも ，「高リ ス ク避 難 者」の現 状 につ

いて 把 握す る とと も に，「 高リ ス ク避 難 者 」を タ ーゲ ッ トと して 必 要と さ

れる 避 難者 支 援の 枠 組み に つい て 実態 に 即し た 政策 提 言を 目 的と す る。  

 

３－１．茨城県内の避難者数とアンケート調査の概要   

茨城 県 内へ の 県外 避 難者 数 は， 2015年 5月 14日 現在 で ，茨 城 県が 把 握

して い るだ け で総 数 3619人 であ り ，内 3536人 が 福島 か らで あ る。  

茨城 県 内で も っと も 県外 避 難者 が 多い の は， つ くば 市 の 503人， 次 に日

立市 の 472人， 北 茨 城市 の 309人で あ る 。県 内 では ， 北茨 城 市の み が唯

一， 広 域避 難 者の 流 入が 顕 著に 継 続し て いる （ 注 2）。  

 

〈 図 １ 〉 茨 城 県 へ の 県 外 か ら の 避 難 者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．茨城県内への避難者アンケート結果概要   
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ア ン ケ ー ト 実 施 方 法  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ン ケ ート 調 査の 実 施時 期 ，送 付 対象 者 ，実 施 主体 ， なら び にア ン

ケー ト 有効 配 布数 （ 1480表）， 回答 数 （ 452票 ）・ 回 収率 （ 30.5%） は ，上

記の 〈 表 １ 〉 の通 り であ る 。  

 調 査 実施 に あた っ ては ， 茨城 大 学か ら 県内 各 市町 村 にア ン ケー ト 票一

式を 送 付し ， 各市 町 村か ら 県内 で 生活 す る広 域 避難 者 に郵 送 して い ただ

いた 。  

 回 答 者の 出 身県 は ， 97.6%が 福島 県 で ，宮 城 県が 2.2%， 岩 手県 が

0.25％ とな っ てお り ，福 島 県出 身 者が ほ とん ど であ る 。  

 旧 警 戒区 域 出身 者 が 68％ とも っ とも 多 く， 茨 城で 生 活さ れ る方 の 多く

が長 期 にわ た り， 避 難元 の 地域 に 戻る こ とが で きな い 方で あ る。 い わゆ

る自 主 避難 の 世帯 が 2割 を占 め てい る 。  

2012年 4月 以降 行 わ れた 区 域再 編 の結 果 ， 長 期 にわ た り避 難 元に 戻 るこ

とが 出 来な い とさ れ る「 帰 還困 難 区域 」 と， 数 年以 内 に避 難 解除 が 予想

され て いる 「 避難 指 示解 除 準備 区 域」 が 並ん で 30％ で もっ と も多 く なっ
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てい る 。次 に 「居 住 制限 区 域」 の 22％ ，「再 編 区域 外 」の 15％と な って

いる 。  

 

〈 表 ２ 〉 回 答 者 の 震 災 前 の 住 所     〈 図 ２ 〉 区 域 再 編 後 の 区 分 け  

N=450      

 

 

３－２．孤立化の悪化と不安感  

住み 慣 れた 地 元を 離 れ， か つ身 寄 りも 知 人も 少 ない 県 外で 生 活す る

こと は ，震 災 から 心 理的 に 距離 を 置く こ とが で きる ， とい う 点も あ る

が， 人 間関 係 をあ ら ため て 作り 直 す必 要 があ る とい う 点で は ，心 理 的な

不安 感 を高 め るこ と にも な る。  

 「 現 在お 住 まい の 地域 で ，ご 家 族以 外 に話 し 相手 や 日常 的 な悩 み を相

談で き る人 」 が「 い る」 が 52％ ，「 い な い」 が 48％ と なっ て おり ， 約半

数の 方 が現 在 居住 し てい る 地域 で ，家 族 以外 の 話し 相 手・ 相 談相 手 がい

ない と いう 結 果で あ った 。 生き 生 きと 生 活す る 上  

でも ， 辛い こ とが あ る状 況 にお い ても 「 話し 相 手・ 相 談相 手 」が 身 近に

いる か は大 き な違 い をも た らす 。  
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〈図 ３ 〉現 在 の生 活 で困 っ てい る こと （ %） 複数 回 答            

 ま た，〈 図 ３ 〉 の と

おり 「 現在 の 生活 で 困

って い るこ と 」の な か

では ，「 将 来へ の 見 通

しに 対 する 不 安」 が も

っと も 多く 7割 を 超 え

た。  

精神 的 不調 に より 通

院・ 治 療す る 家族 が い

る世 帯 の割 合 は 41％ に上 っ てい る。〈 図 ５〉 の とお り ，精 神 的な 不 調に

よる 通 院・ 治 療の 割 合も ， 全体 の 4割 の 世帯 に 体調 を 崩し た 家族 が いる

こと が 示さ れ てい る 。と く に，〈図 ６ 〉 示さ れ るよ う に高 齢 者に お いて

はそ の 傾向 が 強く ， 新し い 環境 へ の適 応 が困 難 ，か つ 社会 的 な関 わ りの

きっ か けが 若 年層 ・ 就労 層 に比 べ て少 な い高 齢 者に 向 けて の ，孤 立 防止

とい う 点で の 取り 組 みが 求 めら れ てい る 。と く に， 高 齢者 に 多く 精 神的

不調 の 傾向 が みら れ た。  

 

〈 図 ４ 〉精 神 面・ 体 調不 良 の症 状 （ %） 複数 回 答  
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〈 図 ５ 〉精 神 的不 調 によ る 通院 ・ 治療 （ 左）〈図 ６ 〉年 齢 別 の精 神 的

不調 の 割合 （ 右）  

 

３－３．強まる茨城への定住傾向  

〈 図 ７ 〉今 後 の予 定    N=447         

茨 城 県 へ の 定 住 志 向 は 強

ま っ て お り ，「 茨 城 県 で の 定

住」を 希望 す る方 が 前回 調 査

（ 2012年）の 約 14.6％か ら 約

2倍 の 31％ に 増 加 し た 。 居 住

形 態 と し て ， 応 急 仮 設 扱 い

（み な し仮 設 ）の「 民間 借 り

上げ 住 宅」の 割合 が ，前 回 調

査 よ り 約 10％ 減 少 す る 一 方
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で，「自 宅 ・親 族 ・ 知人 宅 」が 8.9％ か ら 15.7へと 増 加し て おり ， 自宅 購

入も 進 んで い るこ と がう か がえ る 。  

ただ し ，住 民 票の 異 動に つ いて は ，そ れ ほど 大 きな 動 きは な く， 8割

近い 世 帯が 避 難元 に 住民 票 を置 い たま ま とな っ てい る 。住 民 票を 移 動さ

れた 方 も， 被 災者 ・ 避難 者 向け の 交流 会 ・イ ベ ント へ の参 加 を希 望 され

てお り ，住 民 票の 異 動に か かわ ら ず， 情 報提 供 の継 続 は必 要 とさ れ てい

る 。  

 

〈 図 ８ 〉住 民 票の 異 動                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－４．経済状況と損害賠償  

〈 図 9〉 精 神的 賠 償 ・財 物 賠償 へ の満 足 度（ ％ ）        

世帯 主 の無 職 率は 全

体で 46％と 依 然と し て

高率 で あり ， 震災 前 に

比べ 現 在の 経 済状 況 も

「厳 し くな っ た」 が

58％ な ど， 経 済的 安 定

への 道 のり は 厳し い 状

況が 示 され て いる 。 精
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神的 被 害や 財 物損 害 への 賠 償が 行 われ て いる が ，満 足 度を 聞 いた 問 では

「不 満 であ る 」が も っと も 多く ， 当事 者 にと っ ては 納 得の い く枠 組 み・

手続 き では な いこ と が示 さ れた 。  

 

４－ 1．分散避難と孤立化  

福 島 第 一 原 発 事 故 に よ る 避 難 は ， コ ミ ュ ニ テ ィ の 破 壊 に と ど ま ら ず ，

人々 の 生活 基 盤そ の もの で ある 家 族関 係 にも 大 きな 影 響を 及 ぼし て いる 。

避難 を 強い ら れた 「 家族 」 が別 々 の避 難 先に 分 かれ る こと で ，世 帯 の分

離さ え 生じ て いる 。 ここ で は， 以 下の ２ パタ ー ンに つ いて 取 り上 げ る。

① 家 族 全員 が 避難 し たも の の，さ まざ ま な理 由 で，世 代間（ 親子 間），あ

るい は 夫婦 間 によ っ て避 難 先が 分 かれ て しま っ たケ ー ス， ② 稼ぎ 手 であ

る夫 が 福島 に 残り ， 母子 が 遠方 に 避難 す るケ ー スで あ る。  

 被 災 当時 ， 同居 し てい た 家族 が 原発 避 難し た なか で ，避 難 後も 1 か所

にま と まっ て 住ん で いる 割 合 は ， 全体 で 44.7%で あり ，家 族が 2 か 所以

上に 分 かれ て 住ん で いる 分 離世 帯 の合 計 は 48.9%で ある（福 島 県 , 2014）。

避難 世 帯の ほ ぼ半 分 が， 被 災当 時 に一 緒 に住 ん でい た 家族 よ り小 さ な単

位で 生 活し て いる 。 家族 が 2 か 所 に分 か れて 住 んで い る世 帯 は避 難 世帯

全体 で 33.3%と 3 割 を超 え ，合 計 3 か 所 に分 散 居住 が 12.1%，合 計 4 か

所 が 2.9％ ， 合 計 5 か 所 が 0.6％と な って い る（ 福 島県 避 難者 支 援課 , 

2014）。  

 平 成 25 年度 復 興 庁調 査 によ る と ，避 難指 示 区域 の 中で ，もっ と も世 帯

分 離 の 割 合 が 高 い の が 飯 館 村 （ 50.5%） で 5 割 を 超 え て お り ， 川 俣 町

（ 47.9%）， 楢 葉町 （ 43.0%），浪 江 町（ 42.4%）， 双葉 町 （ 41.9%）， 大 熊町

（ 40.6%） では 4 割 以上 と なっ て いる 。 もっ と も低 い 葛尾 村 では ， 36.2%

と 3 割 台で あ る（ 復 興庁 , 2014）。  

 避 難 指示 区 域か ら の世 帯 分離 で 多い の が， 高 齢世 代 と子 育 て世 代 が別

の場 所 に避 難 先を も とめ る 場合 に 発生 す る世 代 間分 離 であ る 。福 島 県の

４．今後の支援の在り方を考える  
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同居 率 は，全 国で も 高い 水 準に あ る。総 務省 の 国勢 調 査（ 2010 年 ）に よ

ると（ 総 務省「 国 勢 調査 」,2010），同 居 率の 全 国平 均は 15%であ る が ，福

島県 は 28%と高 水 準 であ る 。震 災 以前 に は 3 世 代あ る い は 4 世代 同 居の

大家 族 を構 成 して い た世 帯 が， 原 発避 難 をき っ かけ に して バ ラバ ラ にな

り ，2 地域，3 地 域，とき には 4 地 域に 分 かれ て 生活 し てい る こと が うか

がえ る 。  

世代 間 分離 が 発生 す るの は ，無 償で 提 供 され る みな し 仮設 の 居住 条 件

など 物 理的 な 条件 か らし て も， 避 難先 で 大家 族 が一 緒 に生 活 でき る 環境

を探 す こと は 難し い こと も 関係 し てい る 。ま た ，福 島 に残 り たい 高 齢世

代が 多 い一 方 ，子 育 て・ 就 労世 代 は仕 事 関係 で の県 外 避難 や ，な る べく

放射 能 汚染 の 低い 土 地を も とめ る 意識 が 働く こ とも 一 因で あ る。 避 難を

躊 躇 す る中 高 生と 祖 父母 が 福島 に 残り ， 仕事 の 関係 で 転勤 せ ざる を 得な

い就 労 世代 が 県外 避 難す る とい う ケー ス もあ る 。  

 さ て ，子 育 て・ 就 労世 代 にと っ て， 原 発避 難 にと も なう 大 家族 か ら夫

婦関 係 を軸 と する 核 家族 へ の変 化 は， 福 島で の 伝統 的 な生 活 スタ イ ルを

離れ ， 夫婦 関 係を 中 心と す る新 し い家 族 関係 や 生活 ス タイ ル の導 入 を意

味す る 。こ の 変化 の みを と らえ れ ば， 子 育て ・ 就労 世 代か ら は必 ず しも

否定 的 な受 け 止め 方 をさ れ てい る わけ で はな い かも し れな い 。  

他方 ， 子育 て ・就 労 世代 と 離れ て 生活 す る高 齢 世代 に とっ て は， 住 み

慣れ た 故郷 か ら引 き 離さ れ ，さ ら に頼 り とな る 子育 て ・就 労 世代 と も離

れる こ とで ， 孤立 を 招き か ねな い 厳し い 状況 と なる 場 合も あ る。 避 難先

にお い ても ，否 が 応 でも 学 校や 職 場と か かわ り をも つ こと に なる 子 育て・

就労 世 代と は 異な り ，高 齢 世代 は そも そ も社 会 との 接 点が 少 ない 。 移動

手段 の 問題 も 含め て 新し い 生活 環 境へ の 適応 に 時間 が かか る ，見 知 らぬ

場所 で 病院 に かか ら なけ れ ばな ら ない 不 安な ど ，高 齢 世代 が 抱え る 課題

も多 い 。  

世代 間 の分 離 は， 避 難生 活 のな か で高 齢 者の 孤 立を 招 くと い うだ け で

なく ， 避難 生 活か ら 生活 再 建へ の 段階 に 進む 際 にも 影 響を 及 ぼす こ とも

ある 。 生活 再 建時 に ， 家 族 の形 を 被災 時 に戻 す のか ， 世帯 分 離の ま まそ

れぞ れ に生 活 再建 を 進め る のか と いう こ とも ， 世代 間 で意 見 の相 違 がみ
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られ る ケー ス は少 な くな い 。震 災 前に は 同居 し てい た 家族 で あっ て も，

いっ た ん世 代 間で の 世帯 分 離を 経 験す る と，再度，2 世 代・3 世代 同 居を

選択 す るこ と が子 育 て世 代 から 受 け入 れ られ な い場 合 も発 生 して い る。

震災 避 難を 機 に， 同 居世 帯 から 核 家族 へ の進 展 が進 ん でい く 可能 性 もあ

る 。    

震災 か ら 約 5 年が 経 過し ， 新し い 住居 確 保の 動 きが 加 速し て いる 。 み

なし 仮 設で あ る借 り 上げ 住 宅で の 生活 に 一区 切 りを つ け， 避 難か ら 移住

ある い は定 住 へと ，生活 再 建が 進 んで い る。「 よう や く家 族 が集 ま る場 所

がで き まし た 。今 度 のお 盆 には ， 久し ぶ りに 家 族・ 親 族全 員 が集 ま るこ

とが で きま す。」新 居 に移 り 住ん だ 方の 言 葉で あ る。「 普 段の 生 活な ら ば，

アパ ー トで も どこ で もで き ます 。 みん な ，家 族 が集 ま る場 所 が欲 し いん

です よ。」新 居の 確 保は ，自 分の 生 活を 取り 戻 すた め のス テ ップ と いう だ

けで は なく ， 離れ 離 れに な った 家 族の 関 係性 を 取り 戻 す場 の 確保 で もあ

る 。  

原発 事 故に よ る避 難 が， 家 族関 係に も 大 きな 影 響を 及 ぼし て いる こ と

は， 避 難指 示 によ る 避難 も 自主 避 難も 同 じで あ る。  

今回 の 原発 避 難 に お いて 注 目さ れ るの は ，働 く 父親 を 福島 に 残し ， 母

子の み で避 難 する 母 子避 難 とい う 形態 で ある 。 母子 避 難は ， 仕事 や 家族

の事 情 で福 島 県内 に 夫を 残 し， 原 発事 故 によ る 放射 線 への 不 安か ら 母親

と子 ど もだ け が避 難 する と いう 背 景か ら 発生 し てお り ，仕 事 ＝男 性 ，育

児＝ 女 性と い う日 本 社会 に おけ る 家族 内 のジ ェ ンダ ー 役割 が 原発 災 害を

とお し て浮 か び上 が った と も言 え る。 有 職者 で あっ た 女性 が 避難 の ため

に仕 事 をや め た例 も あり ， 原発 災 害を 通 じて ， ジェ ン ダー 役 割が 強 化さ

れて し まっ た 側面 も 否め な い。  

自主 避 難の 場 合， 政 府等 か ら避 難 指示 が 出て い ない な か で の 避難 と な

るた め ，少 額 の賠 償 金が 支 払わ れ た以 外 は， 避 難生 活 への 支 援策 は 災害

救助 法 に基 づ く借 り 上げ 住 宅の 提 供の み であ る 。母 子 避難 に より 二 重生

活を 強 いら れ てい る 場合 は ，移 動 のた め の高 速 道路 料 金の 無 料措 置 が講

じら れ てい る 。家 族 に会 う ため の 移動 費 の補 助 は， 家 族関 係 を維 持 する
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うえ で も重 要 であ り ，北 関 東地 域 への 避 難者 ア ンケ ー トで も ，も っ とも

必要 と され る 支援 策 とな っ てい る （注 3）。   

自主 避 難の 場 合， 政 府か ら の避 難 指示 に もと づ く避 難 では な いた め に，

避難 を 選択 し た本 人 にと っ ても 周 囲か ら みて も 「自 己 決定 に よる 避 難」

と意 識 さ れ る。「自 己決 定」で ある がゆ えに ，そ の 責任 も自 分で 背 負わ な

けれ ば なら な いと い う「 自己 責 任」感 も 強く な り，「 自 分で 決め た 事だ か

ら， 他 人に 頼 って は いけ な い。 自 分で 責 任を も たな け れば い けな い 」と

いう 声 が， 自 主避 難 の方 か らも 聞 こえ て くる 。  

こ の 「 自 己 責 任 」 と い う 意 識 は ， と き に 孤 立 を 強 め る こ と に も な る 。

母子 避 難の 場 合は ， 育児 の パー ト ナー で ある 夫 をあ て にす る こと が でき

ない こ とで 負 担感 が 増し ， そこ に 「自 己 責任 」 とい う 意識 を 強く 感 じて

しま え ば， 外 部の サ ポー ト を受 け るこ と も躊 躇 して し まう 。 離れ て 暮ら

す配 偶 者か ら 手段 的 なサ ポ ー ト を 得ら れ ない だ けで は なく ， 情緒 的 サポ

ート を 得る こ とが 難 しい こ とも あ る。 避 難生 活 にお け る不 安 や不 満 を配

偶者 や 親族 に ぶつ け てし ま うと ，「 心配 を かけ て しま う から 強 がっ て しま

う」 と いう 声 も聞 く 。子 育 てを 一 人で 背 負い 込 み， さ らに 本 心を パ ート

ナー に 伝え る こと も 難し く ，弱 音 をは く こと も でき な いな ど ，母 親 の孤

立感 を 強め て しま う 要素 は 多い 。  

母 子 避 難 に よ る 二 重 生 活 は ， 避 難 生 活 を 送 る 母 子 の み だ け で は な く ，

福島 に 残る 父 親に と って も 大き な 負担 と なっ て いる 。そも そ も ，20 代 ～

40 代 前半 ま での 男 性の 死 因と し て一 番 多い の は，自殺 であ る（注 4）。男

性は ，弱 音 をは くこ とが で きな い，他人 に頼 る こと に 慣れ て いな い，SOS

を社 会 に発 信 する こ とが で きな い など ， 家庭 内 や社 会 にお け る社 会 的責

任を 背 負い 孤 立す る 傾向 に ある 。   

 

４－２．長期的な視点に立った広域避難者の支援の枠組み  

 上 記 の通 り ，茨 城 県内 で 生活 す る広 域 避難 者 の多 く が福 島 ，と く に浜

通り 地 域の 帰 還困 難 区域 ・ 居住 制 限区 域 ・避 難 指示 解 除準 備 区域 か らの

避難 者 であ る 。避 難 生活 が 長期 化 する な か， 様 々な 理 由で 住 民票 は 福島
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など の 避難 元 にお い てい る 方が 約 8 割 で ある 。  

 長 期 的な 支 援枠 組 みを 考 える 場 合， 住 民票 が ない な かで 避 難生 活 が継

続し て いる 点 は重 要 であ る 。生活 で 困っ てい る こと と して は ，「 先 が見 え

ない こ とへ の 不安 」 がも っ とも 高 く， 精 神的 な 不調 に より 通 院・ 治 療し

てい る 家族 が いる 世 帯も ４ 割に 上 った 。 とく に 高齢 者 にそ の 傾向 が 強く

あら わ れて い た。 し かし ， これ ら の方 々 の住 民 票が 茨 城に な い場 合 ， 社

会福 祉 協議 会 や民 生 委員 な ど 地 域 社会 が 通常 の 業務 と して 行 って い る見

守り ネ ット ワ ーク か らこ ぼ れ落 ち るこ と が予 想 され る 。支 援 団体 も 各地

で交 流 会を 開 催し て いる が ，孤 立 傾向 に ある 方 ，社 会 参加 に おっ く うに

なり が ちな 高 齢者 の 方の 参 加は ， あま り 見込 ま れな い 。  

 住 民 票が な い場 合 でも ， 高齢 者 ，障 が い者 な ど災 害 時要 援 護者 と なり

うる 方 を， 地 域社 会 の見 守 りサ ポ ート ネ ット ワ ーク に 組み 込 ませ る こと

を提 言 した い 。平成 25 年 6 月 の 災害 対 策基 本 法の 一 部改 正 によ り ，高齢

者， 障 害者 ， 乳幼 児 等の 防 災施 策 にお い て特 に 配慮 を 要す る 方（ 要 配慮

者） の うち ， 災害 発 生時 の 避難 等 に特 に 支援 を 要す る 方の 名 簿（ 避 難行

動要 支 援者 名 簿） の 作成 を 義務 付 ける こ とが 規 定さ れ た（ 注 5）。 現 在，

各市 町 村で は 避難 行 動要 支 援者 名 簿に 名 前が 入 れば ， 災害 時 のみ で はな

く， 通 常時 で も見 守 りサ ポ ート の 対象 に 入っ て くる た め， 長 期に わ たる

恒常 的 なサ ポ ート の 実現 が 可能 と なる 。 ただ し ，や は り住 民 票が な い広

域避 難 者の 場 合， こ の避 難 行動 要 支援 者 名簿 か らも 漏 れて い る可 能 性も

ある 。 いず れ 期限 終 了と な る復 興 支援 の 枠組 み では な く， 避 難者 支 援を

通常 の 見守 り サポ ー トネ ッ トワ ー クに 組 み込 む こと に 意味 が ある 。 本件

につ い て， H27 年 度 より 水 戸市 と の協 働 で広 域 避難 を 考え る 円卓 会 議を

行っ て おり ， 別途 報 告し た い。  

  

注  

（ １ ）  本 稿 の 第 ３ 章 「 茨 城 県 内 へ の 避 難 者 ア ン ケ ー ト 結 果 概 要 」 に つ い て は ， 筆

者 が 調 査 責 任 者 と し て 執 筆 し た ， 茨 城 大 学 人 文 学 部 市 民 共 創 教 育 研 究 セ ン

タ ー（ 2015）の 一 部 を 抜 粋・圧 縮 ，第 4章 1節「 分 散 避 難 と 孤 立 化 」は ，『 原
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子 力 避 難 白 書 』 の な か で 筆 者 が 担 当 し た 「 分 散 避 難 ・ 母 子 避 難 と 家 族 」 の

一 部 を 抜 粋 ・ 圧 縮 し ， 再 構 成 し た も の で あ る 。   

（ ２ ）  福 島 県 い わ き 市 に 隣 接 す る 北 茨 城 市 で 広 域 避 難 者 の 増 加 傾 向 に あ る の は ，

福 島 県 内 で の 生 活 を 希 望 し つ つ も ， い わ き 市 内 で の 家 賃 や 土 地 の 高 騰 に よ

り 住 居 の 確 保 が 難 し く な っ て い る 状 況 が 背 景 に あ る 。 い わ き 市 内 で 住 居 の

確 保 が 難 し い た め に ， い わ き 市 へ の 通 勤 も 可 能 で ， 比 較 的 ， 土 地 ・ 家 屋 の

確 保 が し や す い 北 茨 城 市 へ の 流 入 が 続 い て い る 。  

（ ３ ） 群 馬 大 学 社 会 情 報 学 部 ・ 宇 都 宮 大 学 国 際 学 部 附 属 多 文 化 公 共 圏 セ ン タ ー ・

茨 城 大 学 地 域 総 合 研 究 所 , 2012『 北 関 東（ 茨 城 ・ 栃 木 ・ 群 馬 ）へ の 避 難 者

の 必 要 な 支 援 に 関 す る ア ン ケ ー ト の 結 果 概 要 』 平 成 24年 12月 7日 公 表 . 

（ ４ ）  総 務 省 統 計 局 ,「 平 成 22年 国 勢 調 査 」 . 

htt p : / / w w w 8 . c a o . g o . j p / s h o u s h i / c y o u s a / c y o u s a 2 3 / k a n k y o / p d f / r e f 1 -

2 . p d f  

（ ５ ）  内 閣 府 HP.  
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 東 日 本大 震 災に よ る 避 難 者は 、 災害 お よび 災 害が 関 連し て 起こ さ れた

大規 模 な 事 故 によ る 国内 避 難民 ID P（ In t e rna l l y  D i sp l ace d  P eop le）であ る。

東日 本 大震 災 から ５ 年近 く 経つ 2 016 年 1 月 29 日 の 段階 で は、 避 難者 の

数 は 1 7 .8 万人 と な って い る [復 興庁 H P ]。  

 本 稿 の目 的 は、 東 日本 大 震災 の 避難 民 のな か でも 、 福島 第 一原 発 事故

によ る 放射 線 被害 を 恐れ て 、東 京 都に 避 難し て きた 母 子避 難 に焦 点 を絞

り、 そ のそ の 福島 第 一原 発 事故 に よる 母 子避 難 者と は 、自 然 災害 及 び人

的災 害 の影 響 の結 果 とし て 、放 射 線に よ る健 康 被害 の 危険 性 を判 断 した

結果 、 住居 も しく は 常居 所 から 逃 れも し くは 離 れる こ とを 余 儀な く され

た人 々 であ る ので 、国内 避 難民 の 定義 に 当て は ま る 。筆者 は 辰巳（ 2 013）

辰巳 （ 2 014） など で 、避 難 当初 の 様子 や 避難 後 一年 以 上経 っ たの ち の避

難者 の 様子 な どを 記 録し て きた 。ここ で は 、20 14 年 1 月 か ら 6 月 に筆 者

およ び 共同 研 究者 が 行っ た 四組 へ のイ ン タビ ュ ー記 録 iをも と に 、避 難後

三年 余 りた っ たの ち の避 難 者の 様 子に つ いて 紹 介す る 。１ 章 では 、 その

前提 と して 、 彼女 ら のよ う な「 避 難民 」 の経 験 の理 解 にお け る前 提 につ

い て 、 日 本 語 で 読 む こ と の で き る 人 類 学 的 難 民 研 究 の な か か ら 、 川 上

Chapter 3 

ひきつづく課題、「支援」の困難と可能性−福島第

一原発事故から東京への母子避難者の三年間  

 

辰巳頼子  

 

 

 

はじめに  
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（ 20 01）久 保 ( 201 4 )を参 考 にし て まと め る。その う えで 、第 ２章 で、子 を

連れ て 避難 し てい る 母親 の 語り を 紹介 し なが ら 、福 島 第一 原 発事 故 から

の母 子 避難 者 の抱 え るひ き つづ く 課題 に つい て 明ら か にし 、 避難 者 では

ない 人 々が そ れに ど のよ う に関 わ って い けば よ いの か につ い て考 え たい 。 

 

 本 章 では 、 避難 の 経験 を 理解 す るた め 、ど の よう な 点に 留 意す れ ばよ

いの か 、日 本 語で 書 かれ た 難民 に 関す る 民族 誌 をも と に考 え たい 。 ここ

で挙 げ るの は 国境 を 越え た 難民 の 事例 で ある が 、そ こ から 、 国内 避 難民

であ る 、福 島 第一 原 発事 故 から の 避難 者 の理 解 のた め の参 照 点を 探 すこ

とと す る。  

 

１−１．難民体験の主観性  

 日 本 への ベ トナ ム 系難 民 （「 ベト ナ ム 系住 民」） を研 究 す る川 上 は、 難

民発 生 のプ ロ セス か らし て「 常 に難 民 の 主観 的 世界 の 問題 が 中心 に なる 」

とい う 。不 利 益や 危 険を 被 るグ ル ープ が あっ て も、 そ の構 成 員の 全 てが

国民 国 家外 部 へと 流 出す る わけ で はな い 。そ れ は、 危 険や 恐 れへ の 主観

的判 断 の差 で あり 、 客観 的 論証 が 極め て 困難 な 部分 を 持つ 。 さら に 、受

け入 れ 国で は その 判 断の 正 しさ を 問い た ださ れ る [川上 200 1 : 32 ]。主 観 的

な経 験 につ い て客 観 的な 認 証が 介 在す る こと に 難民 体 験の 困 難が あ り、

その 困 難を 理 解す る こと が 点と な る。  

 

１−２．時間の経過と難民性  

 ま た 、時 間 の経 過 によ る 変化 を どの よ うに と らえ る のか も 重要 な 点で

ある 。 川上 は 、 故 郷 に戻 る こと を 前提 と する 移 動は 移 民で 、 そう で ない

移動 が 難民 と いう 区 別を 一 部有 効 とし な がら も 、難 民 とし て 暮ら す 人々

のな か には 、 時間 を 経て 移 民の あ り方 に 近づ い てい く 場合 も ある 、 とし

て、 時 間の 経 過に よ る状 況 の変 化 にも 注 意す べ きで あ ると 指 摘し て いる

１．国内避難民の経験を理解するために  
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[川 上 20 01 :4 0 -41 ]。  

 で は 移民 に 近づ け ば難 民 研究 の 視程 か らは ず れる の か。 タ イ・ ミ ャン

マー 国 境の 難 民キ ャ ンプ の 長期 調 査に 基 づい た 民族 誌 を執 筆 した 久 保は 、

もと の 生活 か ら切 り 離さ れ る 分 離 期、 難 民と し て生 活 する 過 渡期 、 なん

らか の 定住 に 向か う（ 再）統 合期 の 区分 を用 い なが ら も、（ 再 ）統 合＝ 安

定と 考 える こ とは し ない 。 元の 生 活か ら 切り 離 され 難 民と な り過 渡 の状

態に な るこ と で、 難 民と な った 人 々 の 生 活は あ きら か に不 安 定に な る。

しか し 不安 定 であ る から こ そ支 援 を受 け る こ と がで き ると い う点 は 見逃

せな い 。難 民で あ る こと を 自覚 し その い わば ラ ベリ ン グを 利 用し な がら 、

支援 を 通し て 生存 基 盤や 生 活を よ りよ い もの に する 手 段を 確 保し て いる

と い う 意 味 で 生 活 の 状 態 は 安 定 し て い る と も い え る と い う ［ 久 保

2014 : 30 -31］。  

 避 難 の状 態 ＝過 渡 期 を 緊 急的 で 一時 的 であ り 、不 安 定な 時 期で あ り、

時間 を 経て 統 合解 消 され て いく と 考え て しま う と 、 見 誤る こ とが 多 く あ

る と い うこ と を、 こ の長 期 フィ ー ルド ワ ーク に 基づ い た民 族 誌は 指 摘す

る 。 避 難を 過 渡や 不 安定 と 位置 付 ける の では な くむ し ろ不 安 定な 状 態の

日常 化 や支 援 を通 し て安 定 する と いう 側 面も 視 野に 入 れ た う えで 、 帰還

や新 し い場 所 での く らし を 安定 と 考え る ので は なく 、 その な かの 過 渡の

状態 を 含め て 避難 民 をと ら え る こ とに よ り、 難 民の い わば 「 難民 性 」を

明ら か にす る こと が でき る 。  

 

１−３．支援と難民  

 久 保 は、 難 民と 移 民の 違 いに 、 現在 本 人が 所 在す る 国家 ま たは そ の国

家内 の 支援 機 関 な ど から の 支援 を 求め て いる か どう か とい う 点 が 基 本的

には 重 要と す る。 つ まり 滞 在先 の 国家 や 国際 機 関な ど から の 支援 を 求め

るの が 難民 で 、求 め てい な いの が 移民 ま たは 不 法滞 在 者と い う区 別 であ

る 。 こ の分 類 でも 多 くの ボ ーダ ー ライ ン 的ケ ー スが あ るし 、 久保 が 指摘

する よ うに 、 国家 に よる 庇 護と 生 活状 況 への 実 質的 な 支援 と は区 別 する

必要 が ある が 、 難 民 を、 政 治的 ま たは そ の他 複 合的 な 理由 で 国籍 国 の保
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護を 求 めず 居 住地 を 他の 国 家に 移 した 人 々の な かで も 「国 家 や国 際 機関

の 庇 護 を受 け る者 や 、そ れ が受 け られ な い被 支 援者 」 であ る と し て みる

と 、難民 は、支 援を 受 ける プ ロセ ス によ っ て実 体 化し て いく と いう 点 が、

より 明 らか に なっ て くる［久 保  201 5 : 25 - 26］。も し国 家 から 十 分な 庇 護が

ない 場 合に 、 難民 は 国家 で はな い 第三 者 に支 援 を求 め 、支 援 提供 者 との

マッ チ ング が うま く いく と 、難 民 は被 支 援者 と なり 、 ○ ○難 民 とし て 出現

する 。 これ ら をふ ま え る と 、国 境 を越 え る 難 民 とは 、 危険 の 判断 の 主観

性に 常 に向 き 合う こ とを 余 儀な く され る よう な 存在 で あり 、 また 越 境先

の受 け 入れ 国 によ る 庇護 を 受け る 者、 生 存の た めの 支 援を 受 ける 権 利可

能性 を もち 被 支援 者 とな る 者、 と なる だ ろう ［ 久保 2 015： 2 6］。  

 以 上 、近 年 の日 本 語で 書 かれ た 難民 研 究を 引 用し 、 本研 究 の参 考 にし

たい 点 につ いて 3 点 指摘 し た。 本 稿が 対 象と す る 国 内 避難 民 の場 合 は、

国境 を 越え る 移動 と 比べ る と、 移 動の リ スク が 少な く 、国 家 の庇 護 を要

求す る 必要 性 も少 な いか も しれ な いし 、 国家 が その 避 難に つ いて 介 入す

るこ と も 相 対 的に 少 な い で あろ う 。そ の ため 、 国家 及 び第 三 者へ の 庇護

及び 援 助を 求 める か どう か で国 内 移動 民 と国 内 避難 民 を区 別 する こ と、

すな わ ち属 す る国 家 また は 第三 者 に支 援 を要 求 すれ ば 国内 避 難民 で あり 、

そう で なけ れ ば国 内 移動 民 であ る と区 別 する こ とは 、 より 困 難で あ る か

もし れ ない 。  

 さ ら に支 援 が難 民 を実 体 化す る とい う 側面 か ら考 え ると 、 国内 避 難民

は実 体 化さ れ にく い 。原 発 事故 か らの 避 難者 の 事例 で も、 避 難指 示 を受

けた 住 民や 、 受け て いな く ても 避 難所 や みな し 仮設 な どを 用 いて 避 難を

して い る避 者 は可 視 化さ れ 、実 体 とし て 認識 さ れる 。 しか し 親類 の 家や

民間 の アパ ー トに 避 難し た 人び と は可 視 化さ れ にく い 。 こ こ から は 、国

境を 越 える 難 民と 比 べ、 第 三者 す なわ ち 国際 機 関な ど が介 入 する 際 の困

難も 想 定で き る。  

 ま た 、避 難 方法 に 加え て 、避 難 理由 が 社会 に 受け 入 れら れ やす い かど

うか も 、避 難 民の 存 在を 左 右す る 。例 え ば被 災 三県 以 外の 県 から の 避難

につ い ては 、 放射 線 被害 を 恐れ た 避難 で ある と 周り に も認 識 され づ らい

とい う 理由 か ら、 避 難民 自 身が 避 難で あ る旨 を 表明 し ない ま ま避 難 する
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場合 も ある 。 その 場 合も 避 難民 と して 認 識さ れ づら い 。避 難 民が 属 して

いる 国 や社 会 が、 あ るリ ス クに 対 する 対 処法 と して の 「避 難 」を ど うと

らえ て いる か 、が 国 内避 難 民の 可 視化 を 左右 す る。  

 

 本 章 では 、 福島 第 一原 発 事故 か ら東 京 都内 へ の 母 子 避難 者 が、 震 災後

の約 ４ 年間 を どの よ うに 過 ごし て きた の か、 4 組の 母 子避 難 者に 注 目し

なが ら 記述 す る。 こ のイ ン タビ ュ ーを 行 った の は、 避 難か ら 約３ 年 経っ

た 2014 年 １月 か ら ６月 で 、この 時 点で は１ 組 は居 住 地 に 戻 り 、３ 組 は都

内で の 暮ら し を続 け てい た （ 20 15 年 3 月の 時 点で も 同様 で ある ）。 こ れ

ら の 避 難者 の 共通 点 は、 震 災時 に は福 島 県 に 居 住し て おり 、 避難 開 始の

時期 は 異な る が、2 0 11 年 5 月 まで に 東京 での 避 難生 活 を開 始 した 点、政

府か ら 避難 指 示が 出 され た 地域 で はな い 場所 か らの 避 難者 で あっ た 点で

ある 。  

 ま た 、４ 組 のも う 一つ の 大 き な 共通 点 は、 避 難生 活 にお い て、 避 難者

自身 の ネッ ト ワー キ ング に 積極 的 であ っ たり 、「支 援 」者と の 関係 を 保っ

てい た りす る 点に あ る。東京 に 避難 し て いる 母 子避 難 者の 周 囲の「支 援 」

者と は 、大 き くは 、 自治 体 や社 会 福祉 協 議会 な どの イ ニシ ア ティ ブ によ

る支 援 、民 間 団体 （ 宗教 系 、非 宗 教系 ） によ る 支援 、 避難 者 自身 の 集ま

りの 三 つに 分 ける こ とが で きる （ この 三 つは 厳 密に 分 けら れ るわ け では

なく 重 なり が ある ）。時期 に よっ て も 、震災 後 当初 の バザ ー や物 資 の提 供

など の 支援 に はじ ま り、その 後 避難 者 自 体を 組 織化 す るた め の支 援、A D R

や東 京 電力 を 相手 取 った 民 事裁 判 など の 法的 支 援な ど 、そ の 内容 は 変化

して い る。 こ の３ 組 は、 か かわ り 方は 異 なる が 、避 難 して い ると い う事

実を 通 じて 得 られ る 資源 を 自ら 探 し、 そ れを 受 け入 れ たり ま たは 距 離を

とっ た りし な がら 、 避難 生 活を 送 って き た人 々 であ る 。そ の よう な 人々

だけ を とり あ げて も 、「 母 子避 難 者全 体 」の傾 向 を明 ら かに す るこ と には

到底 な らな い ので は ある が 、本 稿 が目 的 とす る のは 、 東京 都 の母 子 避難

者の 全 体の 傾 向を 明 らか に する こ とで は なく 、今 後 どの よ う に避 難 者（ ま

２．ひきつづく課題—避難を続ける人と帰る人  
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たは 避 難を 終 えて 帰 郷し た 人々 ） と避 難 者で は ない 人 々が 関 わっ て いく

のか 、 その か かわ り の形 を 模索 す るこ と であ る ので 、 その た めに は 、比

較的 「 支援 」 にオ ー プン で ある 人 々を 対 象と す るこ と が有 効 であ る と考

える 。  

 

２ −１．松田さん  

 松 田 さん は 東京 で 一時 働 いた 後、結婚 して 福 島県 南 部地 域 に戻 り、1 歳

の子 ど もと 三 人で 市 内に 暮 らし な がら 、 自営 の 開業 準 備を し てい た 。自

宅を 改 築し て いる 矢 先に 震 災が 起 こり 、2011 年 3 月 14 日 、3 号機 の 爆発

を受 け て家 を とり あ えず 出 て、 夫 、子 ど もと と もに 東 京近 郊 にあ る 母の

実家 を めざ し た 。車 が渋 滞 で動 か なか っ たた め 、いっ た ん引 き返 し 、3 月

15 日 早朝 に 再度 出 発し た 。母 の 実家 に は 、福 島に 在 住し て いた 夫 の父 母

や兄 弟 など 多 くの 親 せき が 次々 と 集ま っ てき た ため 、 知人 の つて を 使っ

て親 せ き数 人 とと も に東 京 のア パ ート に うつ っ た。  

4 月に な り、新 学期 があ る 甥や 姪 は福 島 に帰 っ た。夫 の会 社 は 4 月 半ば

以降 ふ たた び 稼働 を はじ め た。 夫 は「 長 く勤 め てい る 会社 の こと が ある

ので 一 緒に い られ な いが 二 人は 避 難を 続 けて ほ しい 。 もっ と すご い 情報

があ れ ば仕 事 をや め て一 緒 に逃 げ られ る のだ け れど 」 と言 っ て松 田 さん

と子 ど もを あ とに 福 島に 戻 った 。 子ど も と二 人 にな っ た松 田 さん は その

後 避 難 所へ 移 動し た 。避 難 所で の 避難 中 は、 夫 は２ 週 間に 一 度く ら い上

京す る ペー ス が続 い てい た 。  

子 ど も が 小 さ く 就 学 が 差 し 迫 っ て い る わ け で も な い の で 、 避 難 の 時 間

の見 通 しは よ くみ え なか っ た。 と りあ え ず費 用 がよ り 少な く 抑え ら れる

よう に 、 避 難 所の 閉 鎖後 は 斡旋 を 受け た ビジ ネ ス ホ テ ルで の 避難 生 活を

し、 そ の後 住 宅の 斡 旋を 受 け、 201 1 年 1 0 月 から 都 営住 宅に 移り 、 子ど

もを 保 育園 に 入れ 、 仕事 を はじ め た。  

避 難 所 の 頃 か ら 松 田 さ ん は 支 援 団 体 が 主 催 す る 集 ま り に は よ く 顔 を 出

して 、避難 者 の知 り 合い は 増え て おり 、避難 所 での 生 活に つ いて 当 時「 今

まで 私 は人 を 助け る 方だ っ たが 、 今回 は 本当 に 助け ら れ て い る。 だ から
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助け が 届い て いな い 人に 連 絡し た り、 声 をか け たり し てい る 」と 言 って

いた 。 支援 が 集ま り やす か った 避 難所 を 出た 後 も、 支 援の ネ ット ワ ーク

が松 田 さん の 避難 生 活を 助 けた 局 面が 数 回あ っ たし 、 新し く 知り 合 った

避難 者 とも 支 援ネ ッ トワ ー クを 共 有し 、 ネッ ト ワー ク を広 げ てい っ た。

例え ば 松田 さ んの 知 り合 い に家 庭 の問 題 で困 っ てい る 人が い れば 、 支援

者と し て知 り 合っ た 人に つ なぎ 、 問題 の 解決 を 図っ た 。松 田 さん 自 身の

家 族 も 避難 の ３ 年 間 で歳 を 取り 、病 気 を した こ とも あ る。そ のと き にも 、

避難 生 活の 支 援団 体 を通 し て知 り 合っ た 医療 関 係の つ てな ど を頼 り なが

ら 、でき る だけ よい 医療 が 受け ら れる よ うに と 奔走 し た 。官・民・団体・

個人 ・ 避難 者 自身 の もの な ど、 松 田さ ん には 複 数の 「 知り 合 い」 と 呼べ

るよ う なネ ッ トワ ー クが 避 難先 の 東京 で でき た 。  

松 田 さ ん に と っ て 東 京 は 、 以 前 仕 事 を し て い た 場 所 で あ り 、 全 く 新 し

い街 と いう わ けで は ない 。支 援 者や 避 難 者の ネ ット ワ ーク の なか に いて 、

なん と か生 活 をや り くり し てい く こと も でき て いる 。 しか し とき ど き松

田さ ん はこ の まま で は自 分 がダ メ にな る と感 じ ると き があ っ た。 そ れは

解決 す べき こ とが ら が自 分 の心 の 許容 量 を超 え てい る とい う 感覚 だ った 。

それ は 、い つ もの 同 じ課 題 であ っ た。 い つま で ここ に いる の か、 帰 るの

か帰 ら ない の か決 心 した い 、と い う気 持 ちで あ る。  

心 が 折 れ か か っ た と き 、 震 災 避 難 者 向 け の 保 養 プ ロ グ ラ ム を み つ け 、

2014 年に 2 ヶ月 間 海外 に 滞在 し た 。海 外に 行 くこ と へは 周 りの 反 対が あ

った 。 夫は 、 松田 さ んの 心 の状 態 や子 ど もへ の 態度 を 見て 、 違う 場 所で

気分 を 入れ 替 える こ とが 必 要だ と 理解 は しな が らも 、複 雑 だ った と いう 。 

 

 い ろ い ろ な こ と が 重 な っ て 、い っ ぱ い い っ ぱ い に な っ て 、 日 常 生 活 か ら

す こ し 脱 出 し た い と 思 い ま し た 。 全 然 自 分 た ち を 知 ら な い と こ ろ 、 原 発 や

放 射 能 、 震 災 な ど の 心 配 が 無 い と こ ろ に 行 き た い と 思 っ て 。 し ば ら く そ う

い う と こ ろ に い て 、 自 分 の 中 で リ セ ッ ト し た い な っ て 。 そ れ で 、 海 外 に 行

く こ と を 考 え た ん で す ね 。 向 こ う の 幼 稚 園 に 通 っ て 、 ホ ー ム ス テ イ も し て

と い う 避 難 者 用 の 保 養 プ ロ グ ラ ム が あ る の を 知 っ た ん で す 。 そ の こ ろ 私 は

よ っ ぽ ど 追 い 詰 め ら れ て い た の か も し れ な い と 思 い ま す ね 。 と り あ え ず こ
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こ で は な い ど こ か に 行 か な い と 壊 れ る と 思 い ま し た 。  

 下 に 落 ち て い る も の が 食 べ ら れ る と い う 話 を 聞 い た こ と が 大 き か っ た で

す ね 。あ と 、映 像 と か を 見 て 自 然 が 豊 か だ な と 思 っ た と い う の も あ り ま す 。

ハ ワ イ 島 だ っ た の で 自 然 が 多 い ん で す よ ね 。 飛 行 機 代 を 準 備 さ え す れ ば 、

向 こ う で は 自 炊 を 自 費 で 、 ２ ヶ 月 間 の 宿 泊 費 は い ら な い と い う 保 養 だ っ た

ん で す 。  

 2 ヶ 月 間 、 ほ と ん ど パ パ と は 電 話 を し て い な い ん で す 。 パ パ は 海 外 に 出

る 条 件 と し て 、電 話 を す る と 寂 し く な る か ら す る な と い う か ら 、「 メ ー ル は

し て も 良 い よ ね 」っ て 言 っ た ら「 メ ー ル は 良 い よ 」み た い な 。「 本 当 に 電 話

し ち ゃ い け な い の 」っ て 聞 い て も「 し な い で 」っ て 。「 自 分 が 行 き た く て 行

く ん だ か ら 、 む や み や た ら に 子 ど も の こ と を 怒 ら な い 。 ヒ ス テ リ ッ ク に な

る な 。 楽 し ん で 来 い 」 っ て 。 条 件 は こ の 3 つ だ け 。 ほ と ん ど 連 絡 は メ ー ル

だ け だ っ た ん で す け ど 、 震 災 の 日 は 電 話 を し て 良 い っ て 言 っ て 、 そ の 日 は

話 し ま し た 。 パ パ の 誕 生 日 が 3 月 の 中 旬 だ っ た の で 、 そ の 日 も 電 話 を し ま

し た 。  

 

自然 の 中で の びの び と生 活 す る 2 ヶ月 間 を体 験 した こ とが 、 避難 生 活

の今 後 につ い て 考 え 直す き っか け にな っ た と い う。  

  

帰 国 し て か ら パ パ と い ろ ん な 話 が で き ま し た 。 私 が 行 け た こ と は 本 当 に 大

き か っ た と 思 い ま す 。避 難 を し て き た 時 っ て 、子 ど も が ま だ 1 0 ヶ 月 く ら い

で 。 ま だ 赤 ち ゃ ん だ っ た の が 、 こ の 間 4 歳 に な っ ち ゃ っ て 。 も う 丸 3 年 経

つ じ ゃ な い で す か 。 後 ど れ く ら い こ の 生 活 を し て い る の か と い う こ と と 、

あ と 3 年 経 っ た ら 小 学 校 な ん で す よ ね 。 3 年 間 、 し ょ う が な い み た い な 感

じ で こ の ま ま 過 ご し て 小 学 校 ど う す る か と な っ た 時 に 、 こ こ で 入 れ る の か

他 で 入 れ る の か 、 そ の 時 家 族 の 状 況 は ど う な っ て い る の か 。 そ う い う こ と

を 良 く 考 え て 、 話 を し た ん で す 。  

 も ち ろ ん こ の こ と は ず っ と 課 題 に な っ て い た ん で す 。で も 話 し 合 っ て も 、

家 族 一 緒 に 過 ご し た い 、 だ け ど 、 福 島 に 帰 る 状 況 で は な い 。 帰 れ る と も 思

っ て い な い 。 現 地 の 友 達 に し ろ 、 親 戚 に し ろ 、「 何 で ま だ 帰 っ て 来 な い の 。
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も う 全 然 大 丈 夫 な の に 」 っ て み ん な 言 う ん で す 。 本 当 に 大 丈 夫 な の っ て 思

う け ど 、 そ ん な こ と を 言 う と 向 こ う の 人 は 大 丈 夫 だ と 信 じ た い か ら 大 丈 夫

だ と い う 。 私 た ち は 現 実 を 見 て い る の で 、 大 丈 夫 だ と 思 っ て い な い 。 大 き

な 差 が あ る ん で す 。 家 族 と は 一 緒 に い た い け ど 、 今 は 無 理 だ よ ね っ て 言 っ

て も う 3 年 な ん で す 。1 年 目 は 、避 難 し な く ち ゃ み た い な 気 持 ち で 、2 年 目

は と り あ え ず こ う し て お こ う み た い な 。そ ん な 感 じ で 2 , 3 年 過 ご し て き て 。

4 年 目 に な っ た ら 、 と り あ え ず じ ゃ 済 ま な く な っ て 来 て 、 家 族 と し て 今 後

ど う し て 行 く か っ て い う の を ち ゃ ん と 考 え て い か な き ゃ い け な い ね っ て 話

を し ま し た 。  

  い ま ま で は 話 し 合 い が ず っ と 平 行 線 で 、 ず っ と 「 一 緒 に い た い け ど 無 理

だ よ ね 」 っ て 。「 ど う し た ら 一 緒 に い れ る 」 っ て 聞 く と 、「 俺 が 仕 事 を 辞 め

る し か な い ん だ ろ う 」 っ て パ パ は 言 う ん で す よ 。 私 た ち が 帰 ら な け れ ば 一

緒 に は い ら れ な い し 、 中 間 地 点 っ て い っ て も 難 し い し っ て 。 今 、 低 線 量 っ

て 言 わ れ て い ま す け ど 、 自 分 た ち で 測 る と 、 市 の 発 表 と 大 分 違 っ て た り す

る ん で す 。売 っ て い る 物 で も 安 心 で き な い し 。原 発 か ら の 距 離 は 5 0 キ ロ 弱

な の で 、 も う 1 回 何 か が あ っ た ら 、 そ れ こ そ 何 が あ る か わ か ら な い 。 東 京

も そ ん な に 安 全 な 場 所 だ と 思 っ て い な い の で す け れ ど 。  

 

松田 さ ん自 身 には 、 帰郷 す ると い うこ と はい ま のと こ ろ選 択 肢に は のぼ

らな い 。し か しい つ まで 離 れて 暮 らす の か。 東 京な の か、 別 の場 所 なの

か。 そ の答 え を、 松 田さ ん は支 援 のネ ッ トワ ー クを 用 いな が ら探 し 続け

て暮 ら して い る。  

 

 保 養 に 行 け た こ と は 私 の 中 で は 大 き く て 、安 心 で き る 環 境 っ て す ご く 生

き て い く う え で 大 事 だ な っ て 。 な お か つ 家 族 は 一 緒 に い た い っ て い う こ と

も 絶 対 条 件 な ん だ と 改 め て 思 っ た ん で す よ 。 私 は 虫 が 嫌 い な ん で す よ 。 団

子 虫 と か も 触 れ な い 。 で き れ ば 触 り た く な い ん で す け ど 、 保 養 先 で は 庭 仕

事 を 結 構 す る ん で す ね 。 必 須 条 件 で は な い け れ ど 。 水 撒 き と 草 む し り は し

て ね っ て 。 そ こ に 住 ん で い る 人 の お 仕 事 み た い な 感 じ だ し 、 滞 在 し た 場 所

は 誰 も 手 入 れ を 全 然 し て い な か っ た の で 、 す ご い 状 態 だ っ た か ら や っ て い
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た ん で す 。 そ う し た ら も ち ろ ん 虫 と か も た く さ ん 出 た ん で す け ど 、 そ れ に

慣 れ る こ と が で き た の も あ っ て 。 や ろ う と 思 え ば で き る ん だ な っ て 実 感 で

き た と い う こ と が あ り ま し た 。  

  

今 ま で 避 け て い た よ う な こ と で も 挑 戦 し て 新 し い 生 活 を 模 索 し た い −保

養の 経 験か ら 松田 さ んは そ う考 え てい る 。  

 

２−２．沢村さん  

沢村 さ んは 、 震災 当 時小 学 生、 幼 稚園 、 乳児 の 3 人の 子ど も がい た 。

水が 出 ない な どラ イ フラ イ ンの 復 旧が 遅 れた た め、 必 要な 薬 がな い など

の状 況 が続 い たこ と によ っ て、3 月 18 日 に避 難 を決 意 し、夫 とと も に家

族 5 人 で関 東 北部 の 祖父 母 の家 に 避難 し た。 新 学期 が 始ま る 4 月 にい っ

た ん 居 住し て いた 福 島県 南 部 に 戻 った が 、 4 月 11 日 に大 き な余 震 が起

き、 住 んで い る地 域 が震 源 に近 か った た め、 大 きな 被 害が 出 て、 ラ イフ

ライ ン の復 旧 がさ ら に遅 れ るこ と を見 越 して 、 余震 の 翌 日 1 2 日 に 再度

家族 全 員で 東 京都 に 避難 し 、大 規 模避 難 所に 入 所し た 。そ の 後夫 は 仕事

を継 続 する た めに 戻 り、 土 日に 避 難所 に 通っ た 。沢 村 さん 自 身は 震 災当

時は 無 職で あ った が 、東 京 での 避 難中 は 二重 生 活の 金 銭的 負 担を 減 らす

ため 仕 事先 を 探し た 。  

被 災 前 の 沢 村 さ ん は 、 子 育 て と 同 時 並 行 で 、 地 域 の 活 動 に も 積 極 的 に

かか わ って い た。 避 難所 で の生 活 にお い ても 、 つね に 周り の 人た ち を気

にか け 、声 を かけ て いた 。 沢村 さ んか ら 声を か けて も らっ た 、情 報 をも

らえ て あり が たか っ たと い う人 は 複数 い た。 自 分や 周 りの 人 で困 っ てい

る人 が いれ ば それ を 解決 す るた め に 、 支 援団 体 に要 望 を出 す など の 労を

惜し ま なか っ た。  

沢村 さ んは 1 年弱 の 避難 生 活の 後 、福島 県の 元 の居 住 地に 戻 った 。様 々

な理 由 を考 え て の こ とだ が 、沢 村 さん の 場合 に 最も 大 きか っ たの は 、夫

と離 れ てい る 生活 を 長く 続 ける こ とは 、 自分 に とっ て も子 供 にと っ ても

望ま し くな い と判 断 した こ とだ っ た。 現 在は 、 もと の 居住 地 に戻 り 、地
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域で こ つこ つ と 活 動 して い る 。 沢 村さ ん の住 む 地域 、 福島 県 南部 は 、 県

の放 射 線対 策 のプ ラ イオ リ ティ が 比較 的 低い 場 所な の だが 、 県へ の 要望

など の やり と り や 、 地域 に 住む お 母さ ん たち の ネッ ト ワー ク づく り も地

道に 行 って い る。  

しか し 帰っ て か ら 1 年ほ ど は体 の 調子 が 悪く 、 ふさ ぎ 込み が ちで 、 家

に閉 じ こも り がち だ った と いう 。 いま 考 える と 、体 調 の悪 さ は、 自 分 の

考え や 自分 の 知っ て いる 情 報に つ いて 、 黙っ て いな け れば い けな い とい

うプ レ ッシ ャ ーが 大 きか っ たこ と から き たか も しれ な いと い う。  

 

 実 は こ ち ら に 帰 っ て す ぐ は 、 体 調 が 悪 く て 寝 て ば っ か り で 何 も で き ま せ

ん で し た 。 で 、 い ろ ん な と こ ろ を 測 り 出 し た り 、 お 母 さ ん た ち で 動 き 出 し

た り し た の が 1 年 後 、 体 調 が 回 復 し て か ら 1 年 ぐ ら い か ら 動 き 出 し て い ま

す 。 だ か ら 、 も う ち ょ っ と 早 く に 気 付 い て い れ ば ね 、 学 校 側 も 、 私 が 帰 っ

て き て 時 間 が 経 っ て い る の に 言 わ れ て も ね と い う の も あ っ た か も し れ ま せ

ん 。私 が 帰 っ て き て す ぐ に だ っ た ら 、「 あ 、避 難 し て い た 人 だ か ら 」っ て 思

っ た だ ろ う け ど 。  

 体 調 が 悪 か っ た の は 、 何 も 言 え な か っ た か ら だ と 思 い ま す 。 や っ ぱ り 私

は こ こ の 一 番 ひ ど い 時 を 知 ら な い で す 。 学 校 の 校 庭 で 遊 べ な か っ た 時 期 と

か 、 プ ー ル を や れ な か っ た 時 期 と か 、 お 母 さ ん に 聞 く と 、 登 下 校 も 毎 日 車

で 送 り 迎 え 、 送 り 迎 え で き な い お 母 さ ん は 、 家 に 子 ど も が 帰 っ て き た ら す

ぐ に 着 替 え さ せ た り し て い た そ う で す 。 そ う い う 苦 労 を 私 は 知 ら な い わ け

で し ょ う 。 そ の こ ろ か ら 比 べ た ら 、 今 の 線 量 は 何 十 分 の 一 、 何 百 分 の 一 に

下 が っ て い る か ら い い だ ろ う っ て 感 じ で す け ど 、私 は 東 京 に い た で し ょ う 。

そ の と き に い ろ ん な こ と が わ か っ て い る か ら 、そ の 感 覚 か ら し た ら「 え っ ？ 」

っ て な っ て し ま い ま す 。 健 康 被 害 に な る 、 な ら な い に 関 わ ら ず 。 そ れ を 全

て 健 康 被 害 が あ る か な い か だ け で 判 断 さ れ ち ゃ う と 、 そ れ は 「 健 康 に 害 は

な い 」 か も し れ ま せ ん が 、 私 は 、 避 難 先 で の 放 射 線 に 対 す る 基 準 や 対 応 は

東 京 の 基 準 で や っ て い た か ら 、「 え っ ！ ど う し て 、何 も し な い の 」と な り ま

す 。 東 京 の 保 育 園 で も 外 遊 び を 控 え た り 、 公 園 か ら 帰 っ た 後 は 、 セ シ ウ ム

を 園 内 に 入 れ な い よ う に お 着 換 え を し て い ま し た 。 東 京 で は 通 学 路 も 教 育
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委 員 会 が く ま な く 測 り 、 牛 乳 の 放 射 能 濃 度 も 測 っ て Ｈ Ｐ に 公 表 し て い た の

に 、 よ り 線 量 の 高 い 福 島 は 無 策 で し た 。 被 害 が 大 き す ぎ て 、 対 応 し き れ な

い よ う で し た 。  

 で も そ う い う こ と は 、 帰 っ て き た 当 初 は 言 え な か っ た で す 。 や っ ぱ り 、

言 っ ち ゃ だ め だ っ て 。 だ っ て 大 規 模 避 難 所 の あ ん な 状 況 、 鼻 血 を 出 し て い

る 子 ど も の こ と な ん て 、 こ こ の 人 た ち に 言 え な い で す 。 そ れ に 理 系 の 知 り

合 い の 人 が い た か ら 、 汚 染 濃 度 と か 分 か っ て い ま し た 。 で も そ ん な こ と 言

え な い じ ゃ な い で す か 。 こ こ の 人 た ち は 、 避 難 し た く て も で き な い 人 の ほ

う が 多 か っ た か ら 。言 え な い 、言 え な い っ て 。言 え な い か ら 、黙 っ て い て 。

で も 、 黙 っ て い た の が 一 番 、 精 神 的 に つ ら か っ た の だ と 思 う 。 帰 っ て き て

体 が 動 か な か っ た の は 精 神 的 な も の だ と 思 い ま す 。  

  

時間 の 経過 と とも に 、で き るこ と を探 し てい く よう に なっ た 。  

 

 そ れ で 、も う 我 慢 を し て い た ら 、も っ と 病 気 に な っ ち ゃ う と 思 い ま し た 。

だ か ら 、私 は 今 は も う 言 っ ち ゃ い ま す よ 。 K Y（ 空 気 よ め な い の 略 語 ）と 言

わ れ よ う が 言 っ ち ゃ う 。私 は 親 戚 に も 教 師 が 多 か っ た し 、子 ど も の 頃 か ら 、

先 生 と か 学 校 に は 文 句 を 言 わ な い よ う に 育 て ら れ ま し た 。 で も そ ん な こ と

言 っ て い ら れ な い な と 。 今 は も う 言 い ま す よ 。 で も ヒ ス テ リ ッ ク な 母 親 と

思 わ れ て も 困 る の で 、 ち ゃ ん と し た 根 拠 が あ る と 思 っ て も 、 言 い た い こ と

の 1 0 あ っ て も 1 個 ぐ ら い に し て「 先 生 、本 当 、お 願 い し ま す 」み た い な ふ

う に 、 謙 虚 に お 願 い し ま す 。 そ れ か ら 淡 々 と や る 。 淡 々 と 子 供 達 の ま わ り

を 掃 除 す る っ て い う こ と で す ね 。 除 染 と は 言 わ な け れ ば 問 題 な い の で 。  

 見 学 学 習 先 な ん か 、全 部 、除 染 基 準 以 上 の 所 に 連 れ て 行 か れ る ん で す よ 。

信 じ ら れ な い ん で す 。 測 っ て 、 測 っ て 大 丈 夫 な ら い い ん で す よ 。 測 り も し

な い で 連 れ て 行 く ん で す よ 。 去 年 ま で 行 っ て い ま し た と か っ て 。 誰 も お 母

さ ん が 言 わ な い か ら 誰 か が 言 わ な い と 変 わ ら な い の 。 で も 、 言 っ た ら ち ょ

っ と 変 わ る ん で す よ ね 、 学 校 っ て 。 ち ょ っ と ず つ 、 ち ょ っ と ず つ 、 ち ょ っ

と ず つ 。  

 そ れ か ら も う 各 ポ イ ン ト ご と に 測 っ て 、 子 ど も た ち が 行 き そ う な 所 を 測
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っ て ま す 。 こ こ は 何 百 ベ ク レ ル の 地 帯 な ん だ っ て 、 私 の 中 で は 分 か っ て い

る じ ゃ な い で す か 。 だ か ら 嫌 だ な と か 思 っ ち ゃ う ん で す よ ね 。 お 母 さ ん た

ち で 集 ま っ て 校 長 先 生 に 意 見 書 を 出 し て 、 そ の お 母 さ ん た ち の お か げ で か

な り 良 く な っ て い る か ら 。 も う ち ゃ ん と お 母 さ ん た ち の 意 見 は 聞 き ま し ょ

う み た い な ね 。 ち ょ っ と ず つ 変 わ っ て き た ん で す よ 。 や っ ぱ り 測 っ て み る

と あ る っ て い う の は 分 か る か ら 。  

 

こ う し て 沢 村 さ ん は 他 の お 母 さ ん た ち と 一 緒 に 細 か く 線 量 を 測 る 、 手

分け し て掃 除 をす る 、先 生 にお 願 いす る 、 そ う いう 毎 日 を 送 って い る。

帰っ て きた 当 初と 比 べる と 、い ま の自 分 の状 況 に苦 し さは 感 じな く なっ

た 。 避 難を も う一 度 する か と言 え ば、 そ の選 択 は考 え られ な い。 そ れに

は、 帰 郷し て 暮ら す こと の もつ 安 心感 が ある 。  

 

 避 難 は ・ ・ ・ 経 済 的 な 面 で ね 。 だ っ て 、 そ の 避 難 費 用 あ っ た ら 、 子 ど も た

ち に 習 い 事 と か 塾 と か さ せ ら れ る し 。大 学 の 費 用 と か も あ る じ ゃ な い で す か 。

何 十 年 先 の こ と よ り 、や っ ぱ り 今 を 優 先 し ち ゃ う ん で す よ ね 。そ れ に 、パ パ

が い る 。パ パ が い る っ て い う の は や っ ぱ り 大 き い ん で す よ ね 。こ う い う の は

非 科 学 的 だ け ど ね 、パ パ が い る と 免 疫 力 が 上 が っ た ら 、そ れ で い い か な っ て 。

ね え 、お じ い ち ゃ ん と か お ば あ ち ゃ ん も い る で し ょ う 。こ っ ち 帰 っ て く れ ば 、

習 い 事 も 少 し は さ せ て あ げ ら れ る か な と か ね 。  

 

 た だ し、 子 育て の 気が か かり は ある 。 沢村 さ んは 全 体的 に 子ど も たち

の体 力 が落 ち てい る と実 感 する と いう 。 また 、 自然 を 通し た 教育 が 制限

され て いる と いう こ とも 痛 い。 ま た、 小 学校 自 体や 親 、先 生 など 大 人た

ちの 余 裕の な さが 、 子ど も たち に 影響 を 及ぼ し てい る こと も 気が か りで

ある 。  

 

 こ こ の 子 っ て 制 限 さ れ ち ゃ っ て い る こ と が 慣 れ ち ゃ っ て い る じ ゃ な い

で す か 。 そ れ を 当 た り 前 だ と 思 っ て 欲 し く な い ん で す よ 。 東 京 と か だ と 普



 

 
 

48 Chap.3 辰巳頼子 pp.35-58 

通 の 生 活 を し て い る で し ょ う 。 そ れ が 普 通 な ん だ よ っ て ね 。 震 災 が 起 き た

の だ か ら し ょ う が な い 、 少 し ず つ 復 興 し て い く っ て い う の は あ る け ど 、 で

も や っ ぱ り 、 全 国 と は 違 い ま す よ っ て い う こ と は ち ゃ ん と わ か っ て い な い

と い け な い と 思 う ん で す 。  

 保 養 に 行 く と 、 そ こ で は 普 通 の 生 活 じ ゃ な い で す か 。 九 州 に 保 養 に 行 っ

た と き 、子 ど も た ち が 猫 を 触 っ て 、「 え っ 」っ て び っ く り し ち ゃ っ た ん で す 。

「 え っ 、 野 良 猫 」 っ て 。 馬 と か も 乗 る っ て い う ん で 「 え っ 」 っ て 、 最 初 は

思 っ た ん で す よ 。「 あ あ 、で も 、こ こ は 九 州 だ 、九 州 だ 」っ て 思 っ て 。そ れ

に 私 が 一 番 び っ く り し た 。「 あ 、 こ れ が 普 通 の 生 活 な ん だ 」 っ て 。  

 

 沢 村 さん に よる と 、東 京 にい た 頃と 比 べ、 祖 父母 や 近所 付 き合 い の予

定や 、 子ど も それ ぞ れ の 活 動で 多 くの 予 定が 入 り、 保 養に 行 くの は 難し

い と い う。 し かし 沢 村さ ん は で き るだ け その 機 会を 作 るこ と を考 え てい

ると い う 。 そ れは 子 ども た ちに 安 心な 環 境で 遊 ばせ た いの は もち ろ んの

こと 、「 福島 で の生 活 は制 限 され て いる ん だよ っ てい う こと を 子ど も 達に

わか っ てほ し いか ら 」で も ある と いう 。  

 ま た 、大 人 たち が 震災 か ら立 ち 直ろ う と余 裕 がな い なか 、 子ど も たち

にそ れ が降 り かか っ てい る と感 じ る。  

 

 震 災 後 、 皆 さ ん や っ ぱ り 不 安 定 じ ゃ な い で す か 、 や っ と 家 を 建 て ら れ た

ん で す よ 。 だ か ら 、 勉 強 な ん て も う い い か ら っ て 。 生 活 を 立 て 直 す こ と で

い っ ぱ い で 子 ど も の 宿 題 を 見 れ な い 親 が 多 い よ う な 気 が す る ん で す 。 も う

宿 題 を や っ て こ な い 子 が い っ ぱ い で 、 今 後 ど う な る の っ て 思 っ ち ゃ う ん で

す よ 。  

 今 、 ス ト レ ス チ ェ ッ ク っ て 毎 年 や っ て い る で し ょ う 、 小 学 校 で 。 や っ ぱ

り 、 引 っ 掛 か る 子 が い る ん で す っ て 、 福 島 大 の 先 生 と か が 来 て 、 そ の 子 に

カ ウ ン セ リ ン グ と か し て い る で し ょ う 。先 生 自 体 も 被 災 し て い る ん で す よ 。

公 務 員 だ か ら 、 外 に 出 ら れ な か っ た か ら 、 余 裕 な い で す よ 。 福 島 県 内 の 教

育 現 場 、 先 生 も 余 裕 が な い し 、 親 も 余 裕 が な い し 、 子 ど も も 余 裕 が な い か

ら 。 そ こ を な ん と か ね 、 な ん と か し な い と 子 ど も た ち が 本 当 に か わ い そ う
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だ と 思 っ て い ま す 。  

 

 沢 村 さん に は、 子 ども た ちが 本 来あ る べき 姿 で育 っ てい な いよ う にみ

える 。 生活 の 立て 直 しで 余 裕が な くて 、 子ど も に十 分 目が 届 かな い 。余

裕も 時 間も な いと こ ろで 、 以前 に 比べ る と不 安 は減 っ てい る から と いう

理由 で 、放 射 能汚 染 に関 す る心 配 の優 先 順位 が 下が る 。そ の よう な 状態

全て が 「ふ つ うの 」 状態 で ある 。 東京 で 避難 生 活を し たの ち に戻 っ てき

た故 郷 の姿 に 違和 感 があ る 。し か し同 時 に、 夫 、祖 父 母も 含 めて の 子育

てに 安 心感 も 感じ て いる 。  

  

２−３．ひきつづく課題  

 松 田 さん は 、支 援 者の ネ ット ワ ーク の な か で 、故 郷 にい た 時と は 全く

別の 不 安定 さ があ る にせ よ 、種 々 の課 題 を社 会 関係 の なか で 解決 で きて

いる 。 それ が 実現 す るか ど うか は 別と し ても 、 自ら が 新し い ステ ー ジに

立っ て 生活 を 切り 開 く時 期 に来 て いる と いう 実 感を 持 って い る。 し かし

そう い った 、 いわ ば 「不 安 定の な かの 安 定」 に 、つ ね に「 い つこ の 生活

を終 わ らせ る のか 」 とい う 逡巡 が つい て まわ っ てい る 。  

 沢 村 さん は 避難 と いう あ り方 を 手放 し た。 そ の代 わ りに 、「望 ま しい 」

生活 を 得た 。そ の こ とを 、沢 村 さん は、「 非科 学 的で あ るか も しれ な いが 、

パパ と いる こ とで 免 疫力 が 上が る 」と 表 現し た 。 と は いえ 、 沢村 さ んの

帰郷 も、避 難の ゴ ー ルで あ ると い うよ う には 読 み取 れ ない 。沢村 さ んは 、

故郷 の 状態 が 普通 の 状態 で はな い と感 じ てお り 、そ の 認識 を 忘れ な いよ

うに す るこ と が日 々 の生 活 の支 え であ り 、目 的 でも あ る。 沢 村さ ん の実

感の な かで は 、避 難 をめ ぐ る逡 巡 とそ れ への 対 応は ま だ続 く 、と い うよ

りも 新 しく 形 を変 え ては じ まっ て いる の であ る 。  

 沢 村 さん の 帰省 後 のス タ ンス は 、 自 分 の子 ど もが 安 全に 、 抽象 的 では

ある が 「健 や かに 」 成長 し てほ し い、 で きる だ けよ い 子育 て 環境 が ほし

い、 と いう も ので あ る。 こ れは 、 それ を 気に す る程 度 こそ 大 小あ る だろ

うが 、 一般 的 な親 が 持つ 思 いで も あろ う 。し か しそ の こと に よっ て 、避



 

 
 

50 Chap.3 辰巳頼子 pp.35-58 

難の 問 題が 終 焉し 子 育て 環 境の 問 題へ と 移行 す るの だ と捉 え てし ま うの

は早 計 であ る 。福 島 県の 元 の居 住 地に 戻 った 沢 村さ ん が抱 え てい る 心配

は、 避 難先 の 東京 と の子 育 て格 差 とも 無 関係 で はな く 、そ の 問題 の 少な

くと も 一部 は 震災 以 前か ら 存在 し てい た 。む し ろ、 以 前か ら 存在 し た問

題が 、 この 避 難を へ て浮 き 彫り に なっ た と考 え られ る ので は ない だ ろう

か 。  

 し か もこ れ は 単 な る子 育 ての 地 域格 差 の問 題 とは ち がう 。 震災 前 の沢

村さ ん は、 避 難先 の 東京 の 母親 の なか に はう ら やま し いと 考 える 人 もい

る かも し れ ない よ う な 、自 然 と 共に 暮 ら す 子育 て を 手に し て い た。 2011

年避 難 当初 、 子を 連 れた 避 難者 の 母親 が よく 語 った の は、 子 ども を 育て

る場 所 がど う なる の か、とい う 不安 であ った 。「 海が あ り山 があ っ た。カ

ルガ モ の親 子 を育 て て返 し てあ げ たこ と もあ る 。そ ん な普 通 にあ っ た財

産は 、 これ か らど う なる の か」 と いう 不 安が 口 にさ れ てい た 。 沢 村 さん

は 、子 ど もの あ まり の体 力 のな さ に 対 し て、「 スイ ミ ング ス クー ル に入 れ

たほ う がい い ので は ない か と ま で 考え て しま う 」 と 語 った 。 避難 先 であ

る都 内 では 、「 体力 がつ く から 」、「 他の 子が 通 っ て い るか ら 」、「 小学 校 で

取り 残 され て しま う から 」 スイ ミ ング ス クー ル に通 わ せる 例 があ る が、

少な く とも 沢 村さ ん の周 り は、スク ー ル に通 う 必要 の ない よ うな 環 境が 、

震災 前 には あ った と いう こ とで あ る。 そ のよ う な当 然 にし て いた 子 育て

のか た ちは 、 原発 事 故に よ って 、 人に よ って そ の程 度 は異 な るに せ よ、

変更 し なけ れ ばな ら なく な った の であ る 。  

 

３−１．中村さん  

 福 島 県中 部 地域 出 身の 中 村さ ん は、 小 学生 の 子ど も 一人 と 3 月 19 日

に県 外 に出 て ビジ ネ スホ テ ル等 に 泊ま っ て避 難 する が 、 3 月 末に 一 旦戻

る。 戻 った あ とそ れ まで は あま り 使っ た こと も なか っ たイ ン ター ネ ット

を用 い て情 報 を収 集 した 結 果、「 テ レビ と イン タ ーネ ッ トの 情 報の 内 容が

３．支援の困難と可能性  
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あま り にも 違 って い た」 こ とに 驚 いた と いう 。 また 回 覧板 や 地域 の ニュ

ース で は安 全 が強 調 され て いた と いう 。 どの 情 報を 信 じる か 、と い うと

きに 、 当初 は 週末 避 難を し てい た が、 東 京で 大 規模 避 難所 が 開設 さ れる

こと を 聞き 、東京 に 避難 後 、避 難 所へ 移 った 。その 後 避難 を 続け て いる 。

東京 都 内に は 、避 難 者が 集 住し て いる 地 域が 複 数あ る が、 中 村さ ん はそ

の一 つ に住 ん でお り 、近 所 付き 合 い と し ても 避 難者 の 人た ち と交 流 を持

つな か 、現 在 の ま わ りの ひ とた ち の困 難 につ い てつ ぎ のよ う な印 象 を持

って い る。  

 

私 も そ う だ け ど 、 皆 さ ん あ ま り 新 し い お 洋 服 と か 買 わ れ た り し て い な い

の は 分 か り ま す 。 い つ も だ い た い 似 た よ う な 服 を 着 て い る の で 、 こ れ が

普 通 の 団 地 暮 ら し だ っ た ら 、 毎 季 節 、 違 う お 洋 服 に フ ァ ッ シ ョ ン が 変 わ

っ て い る も の な の に 、だ い た い 去 年 と 同 じ 服 っ て い う の は 、や は り 、先 が

不 安 な の で 余 計 な 出 費 は な る べ く し な い よ う に 。 先 が 見 え れ ば 、 も っ と

安 心 し て 色 々 な こ と が で き る の で し ょ う け ど も 、 先 が 見 え な い の で 。 や

っ ぱ り 、 ち ょ っ と 締 め て い か な い と ど う な る か 分 か ら な い と い う 不 安 が

常 に 付 き ま と っ て い る と こ ろ が 、 そ う い う と こ ろ に 表 れ る の か な と 思 っ

て い ま す 。  

 

中村 さ んの 地 域で は 幾つ か の民 間 の支 援 団体 が 子ど も の支 援 に継 続 的に

関わ っ てい る 。  

 

支援 も 続け て いた だ いて い て、と くに 子 ども に 対す る 支援 を よ く

し て い た だ い て 、と て も 恵 ま れ て い ま す 。あ り が た い で す 。で も 東 京 全 体

で み る と 、 支 援 イ ベ ン ト と い う こ と で 考 え た り す る と 、 や っ ぱ り 支 援 情

報 が 多 く 集 ま る 場 所 と そ う で な い 場 所 っ て あ り ま す よ ね 。 大 き な 都 営 住

宅 な ん か で は 、 掲 示 板 に い っ ぱ い 支 援 情 報 が 貼 ら れ て い て 。 そ れ 以 外 の

場 所 に 避 難 し て い る 人 た ち が そ れ を 知 っ て 、 み ん な び っ く り す る ん で す

よ ね 。 支 援 は た く さ ん あ る の に 、 そ の 情 報 が 一 部 の 方 に し か 回 っ て い な

か っ た り と か 、 そ こ に 問 題 が あ る と お っ し ゃ っ て る 方 も い ま す よ ね 。  
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宮城 県 など か らの 避 難者 と も、 官 民さ ま ざま な 交流 の 会な ど で出 会 うこ

とが あ ると い う。 比 べる と 、中 村 さん は 、福 島 県か ら の避 難 者の 場 合は

とく に 住宅 問 題が ス トレ ス にな っ てい る とい う 。復 興 住宅 が どの よ うな

立地 に 建て ら れて い くの か 、そ こ で問 題 なく 暮 らし て いけ る よう な 状況

にな る のか ど うか と いう 不 安だ と いう 。 また 、 母子 避 難者 特 有の ス トレ

スも あ る。 中 村さ ん は「 普 通の 団 地 で も ある こ とだ ろ うけ ど 」と い いな

がら 説 明す る 。  

 

 わ た し も 含 め て 避 難 し て い る 人 た ち は も と も と ス ト レ ス が す ご く あ る 。

と く に 母 子 避 難 だ と 、 そ れ ま で 大 家 族 の 中 で 安 定 し た 地 域 社 会 に い た 方

達 だ か ら 、 子 ど も と 2 人 だ け と か 子 ど も た ち と 3 人 だ け と か 4 人 だ け と

か っ て い う の は 、お 母 さ ん が す ご く 不 安 定 な ん で す ね 。だ か ら 、ち ょ っ と

し た こ と で バ ー っ と ネ ガ テ ィ ブ な ほ う に 流 れ ち ゃ う っ て い う こ と が 、 も

う 過 去 に 何 回 も あ り ま し た ね 。 そ う い う 人 間 関 係 が つ ら い で す 。 お 母 さ

ん と 子 供 の 避 難 の 方 達 の グ ル ー プ だ と 、 あ た り ま え で す け ど 、 歳 を 召 し

た か た が ま あ ま あ と な だ め た り 、 う ま く 全 体 を ま と め て い く と か 、 そ う

い う こ と が な い で す か ら ね 。最 近 は 、と く に 2 0 1 3 年 か ら 東 京 電 力 に 対 す

る 民 事 訴 訟 が は じ ま っ て 、 そ の あ と 段 々 訴 訟 す る 人 と し な い 人 の 間 に 溝

が で き て し ま っ た 気 が し ま す 。 み ん な が 平 等 な 立 場 に 立 っ て い な い 感 じ

が あ る ん で す よ ね 。  

 な ん か ね 、 知 り 合 い に な っ て 暮 ら し て い れ ば い ろ い ろ な 問 題が 起 き る

し 、 そ れ こ そ ど こ か の 団 地 で 起 き る よ う な こ と が 凝 縮 さ れ て 起 き て い る

の だ ろ う け れ ど 、普 通 の 団 地 生 活 だ っ た ら 、家 族 が 一 緒 に 暮 ら し て い て 、

ち ょ っ と し た ス ト レ ス は 家 族 の 中 で お し ゃ べ り す る こ と に よ っ て 発 散 で

き る の に 、 母 子 避 難 の 場 合 は そ れ だ け で ス ト レ ス を 抱 え て い る か ら 、 そ

の へ ん で う ま く 回 っ て い か な い と こ ろ が あ り ま す か ね 。 お じ い ち ゃ ん 、

お ば あ ち ゃ ん が お 孫 さ ん を 連 れ て 避 難 さ れ て い る と こ ろ は 安 定 し て い ま

す ね 。 そ う い う 意 味 で は 、 感 情 的 な イ ザ コ ザ に 巻 き 込 ま れ た り す る こ と

が な く て 、 静 か に 暮 ら さ れ て い る 感 じ が し ま す ね 。  
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中村 さ んの 話 から は 緩衝 が ない な かス ト レス と 向か い 合っ て いる よ うな

状況 が みて と れる 。  

 

３−２ .前川さん  

 福 島 県中 部 地域 出 身の 前 川さ ん は、 義 理の 父 母と 同 居す る くら し のな

か、 食 べ分 け の難 し さ、 苦 しさ か ら避 難 を決 意 した 。 震災 当 初は 罹 災証

明の 有 無が 避 難所 の 選択 を 左右 し たが 、 義理 の 父母 に 罹災 証 明発 行 を頼

むこ と がで き ず、 都 内で 個 人が 被 災者 用 に開 い た一 室 で避 難 生活 を 送っ

たが 、 その 後 別の 都 営住 宅 に移 っ て暮 ら して い る。 東 京で は 積極 的 にさ

まざ ま な団 体 に参 加 し、避難 生 活を 送っ てき た。「気 軽 に話 せる 仲 間」を

求め て 、自 ら 避難 者 が集 う 団体 を 始め て もい る 。そ の なか で 、避 難 後４

年経 っ て実 感 する こ とが あ ると い う。 そ れは 「 あな た はど う いう （ 種類

の） 避 難者 で すか 」 と、 い まま で は問 わ れな か った 「 避難 者 とし て のス

タン ス 」を 問 われ る 部 分 が でて き たと い うこ と であ る 。  

 

 義 理 の 父 母 に は 、行 く た び に 、い つ 戻 っ て く る の っ て 言 わ れ て 。娘

と 同 級 生 の 子 は 、 普 通 に 住 ん で い て 、 普 通 に 学 校 に 行 っ て い る か ら 。

楽 し い で し ょ う 。だ か ら 、普 通 の 中 に い る 異 常 な 人 な わ け な ん で す よ

ね 、出 て 行 っ ち ゃ っ た 人 っ て 。な ん か ほ ら 、 だ っ て 、東 京 か ら だ っ て

避 難 す る 人 が い っ ぱ い い る じ ゃ な い で す か 。で も 、彼 女 た ち に し て み

た ら 、残 っ て い る 人 た ち は 異 常 だ と 思 う し 。で も 、残 っ て い る 人 か ら

し た ら 、「 東 京 か ら 避 難 で し ょ う 、笑 っ ち ゃ う よ ね 」っ て な っ ち ゃ う じ

ゃ な い 。 そ こ の 温 度 差 は や っ ぱ り ど こ で も あ り ま す よ ね 。  

 自 主 避 難 地 域 で も 、区 域 外 エ リ ア で も 自 主 避 難 っ て い う 問 題 が あ る

じ ゃ な い で す か 。あ と 、家 族 で 自 主 避 難 し た か 母 子 避 難 で 自 主 避 難 し

た か っ て い う 違 い も あ る し 。母 子 避 難 で も シ ン グ ル マ ザ ー な の か ど う

か っ て い う ち が い も あ る し 。あ と は 何 で し ょ う ね 。あ と は ロ ビ イ ン グ

み た い な 政 治 的 な 活 動 に 関 わ る の か 関 わ ら な い の か っ て い う ス タ ン
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ス を 問 わ れ た り す る こ と も あ る し 。 何 の た め に 避 難 し て い る の っ て 。

例 え ば で す よ 、例 え ば 、私 な ん か は 会 の 人 を 擁 立 し て 署 名 を 集 め た り

と か は し て い な い ん で す よ 。だ か ら 、そ れ が 、あ な た は た だ 楽 し い こ

と を や っ て い れ ば い い の か っ て い う 人 も い ま す 、同 じ 避 難 マ マ で 。ま

あ 、自 分 た ち が 正 し い と い う こ と を 言 う た め に 、相 手 を 攻 撃 し て 表 現

す る ん で す よ ね 。そ う い う 表 現 の 仕 方 し か み ん な で き な く な っ て き て

い る 。表 現 の 仕 方 が そ う い う ふ う に 攻 撃 を す る こ と で 自 分 を 正 当 化 す

る よ う な ふ う に し か 自 分 の や っ て い る こ と を 正 当 化 で き な く な っ て

い る と い う こ と な ん だ と 思 う ん で す よ 。そ う や っ て 避 難 者 自 身 が 分 断

さ れ つ つ あ る な っ て い う 感 じ が あ り ま す 。  

 

その よ うな 苦 しさ の 原因 は どこ に ある の か。  

 

 た ぶ ん 、そ も そ も は 、全 部 に 関 わ る 大 き な 問 題 は 、自 分 が や っ て い

る こ と に 自 信 が 持 て な く て 、自 分 の や っ て い る こ と を 正 当 化 す る た め

に 相 手 を お と し め て 、自 分 は 正 し い ん だ と い う ふ う に 相 手 に 求 め た り 、

自 分 を 位 置 付 け た り す る と い う と こ ろ が た ぶ ん あ る ん だ と 思 い ま す

ね 。お 金 の 問 題 と か い ろ い ろ 出 て も 、た ぶ ん 、そ こ な ん だ と 思 う 。 私

は 。賠 償 金 が 出 て い る と か 出 て い な い と か 、そ う い う の が 問 題 で 分 断

で し ょ う と か 言 う け ど 、そ う い う こ と も も ち ろ ん あ る と 思 う ん で す け

ど 、い ろ ん な 分 断 を 考 え て み る と そ こ だ と 思 い ま す ね 。自 分 を 正 当 化

で き る か ど う か 。自 分 が や っ て い る こ と 、自 分 が 避 難 し て き た こ と が

正 し い と 思 え る か 思 え な い か 。で も 、誰 も 正 し い っ て 言 っ て く れ な い

し 、正 し い と 言 わ れ た と こ ろ で 自 分 が そ う は 思 え な か っ た ら 押 し 付 け

の 正 し さ だ か ら 。だ か ら 、自 分 が 正 し い と ど う 表 現 す る か と い う と こ

ろ に 、人 を 攻 撃 す る し か 、今 は で き な い 、精 神 状 況 と か 社 会 状 況 が あ

る と い う こ と な ん だ と 思 う ん で す よ 。  

 

正し い か正 し くな い かと 問 われ る こと が なぜ そ こま で 問題 に なる の だろ

うか 。  
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 何 の た め に（ 住 ん で い た 場 所 を ）出 た の か と い う と 、そ こ が 汚 染 さ

れ て い て 子 ど も の た め に 良 く な い か ら 出 る っ て い う 行 為 を し た わ け

で す よ ね 。で も 、そ の 行 為 す ら も 、国 は 出 な く て も い い と 指 定 し た と

し て い る と こ ろ か ら 出 て き て い る わ け だ か ら 、本 当 に よ り ど こ ろ が な

い ん で す よ 。私 や 自 主 避 難 し て き た お 母 さ ん た ち も 、正 義 が ど こ に も

証 明 で き な い ん で す よ 。そ れ は 夫 に 対 し て も そ う で す 。正 義 を 証 明 で

き な い 。だ か ら 、そ う い う と こ ろ が い ろ い ろ 気 に し て い て 、い ろ い ろ

な と こ ろ に や っ ぱ り 起 因 し て 出 て い る ん で す よ ね 。だ か ら 、何 か 一 つ 、

正 義 を 見 い だ せ れ ば 、 子 ど も を 守 っ た と い う こ と は 正 義 だ け れ ど も 、

そ う い う 美 徳 の 正 義 じ ゃ な く て 、根 拠 と し て の 正 義 が 出 て く れ ば い い

の だ け ど も 。そ れ は 、結 局 は 福 島 で 甲 状 腺 が ん の 多 発 だ っ た り 、隣 の

避 難 し な か っ た 人 の う ち は お 母 さ ん が 自 殺 し た と か 、子 ど も さ ん が が

ん で と か 、そ う い う こ と が ど ん ど ん 出 て き て か ら じ ゃ な い と 正 義 が 見

い だ せ な い ん で す よ 、極 端 に 言 え ば 。で も 、そ れ を だ れ も 良 し と は し

て い な い わ け で す よ 。で も 、た ぶ ん そ う で な い 限 り は 、国 も 変 わ ら な

い し 、 私 た ち の 正 義 も 保 て な い 。  

 例 え ば 、う ち の 夫 な ん か は 、今 、東 京 に 避 難 し て い て 、「 あ あ 、こ れ

で 甲 状 腺 が ん に 子 ど も が な ら な く て 済 む 」 っ て 思 っ て い て も 、「 都 会

は 光 化 学 ス モ ッ グ も あ る し 、排 気 ガ ス も 多 い し 、が ん に な ら な い わ け

が な い 」っ て 言 っ て い る ん で す よ 。で 、も し で す よ 、避 難 し て い た の

に が ん に な っ た り と か し た ら「 ほ ら 見 た こ と か 」っ て 言 う わ け で す よ

ね 。「 だ っ た ら 、避 難 し な く た っ て 良 か っ た じ ゃ な い 。無 駄 な こ と を し

た ん だ 」っ て な る の は も う 一 目 瞭 然 で し ょ う 。本 当 に よ り ど こ ろ が な

い ん で す よ ね 、 み ん な 、 お 母 さ ん た ち も 。  

 こ う い う ふ う に 言 う と ち ょ っ と 被 害 妄 想 み た い に 聞 こ え る で し ょ

う ？ で も こ う い う の を（ 避 難 者 は ）当 た り 前 の よ う に み ん な 考 え て い

る ん で す よ 。そ れ に 実 際 そ う い う 歴 史 を 踏 ん で い く ん だ と 思 う ん で す

よ ね 。だ か ら 、そ う い う の の 縮 図 が 、避 難 者 の 間 で も 分 断 と し て 起 こ

っ て い て 、相 手 が 負 け な い と 自 分 が い い と 思 え な い っ て い う ふ う に し
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か 思 え な い と こ ろ な ん で す よ 。  

 

前川 さ ん自 身 も言 う よう に 、相 手 を否 定 する こ とに よ って 自 分を な んと

か保 っ てい く 、と い う前 川 さん の 説明 は 極端 に 聞こ え るか も しれ な い。

普段 は 母子 避 難者 の 人た ち も、 避 難者 と いう 立 場と 関 係な く 日常 生 活を

送ら れ てい る ので は ない か と。 確 かに そ うい う 部分 も あろ う 。ず っ と苦

しん で いて は 生活 で きな い 。し か し、 筆 者も ま た、 調 査者 と して 母 子避

難者 の 方々 と 関わ る なか 、 避難 者 の方 が 、同 じ 避難 者 や、 と きに は 「支

援者 」な ど の立 場 を 否定 す るこ と によ っ て精 神 的つ ら さを（ とり あ えず ）

解消 し よう と され て いる よ うな 場 面に 出 くわ す こと も あっ た 。筆 者 も、

筆者 の コミ ュ ニケ ー ショ ン 能力 の 未熟 さ から で あろ う 、避 難 者と 「 非」

避難 者 とい う 差異 が 、避 難 者の 方 にと っ て大 き な意 味 があ る もの で ある

こと を 痛感 さ せら れ る経 験 をし た 。そ の たび に 、母 子 避難 と いう 選 択を

して そ れを 続 けて い る人 々 と、 筆 者も 含 めた 「 非」 避 難者 と の差 異 と共

同性 に つい て 考え さ せら れ た。  

 

３−３．「支援」の困難と可能性  

 前 川 さん の 語り か らは 、 中村 さ んの 「 つき あ い」 と はま た 異な っ た種

類の ス トレ ス がみ て とれ る 。避 難 をし て いる と いう そ の こ と 自体 で 十分

苦し さ を味 わ うの に 、そ の 当事 者 たち が 、集 団 の論 理 で対 立 の構 図 に巻

き込 ま れ、 単 純に 心 を開 い て集 ま り話 す とい う こと が 難し い 状況 が みえ

てく る 。そ の 理由 を 、前 川 さん は 、自分 たち に 自信 が ない か らだ と いう 。

自信 が ない 状 況で は 、少し の差 異 でも 、「 なん でも な いこ と 」でも 、非常

に大 き く乗 り 越え ら れな い よう な 差異 に みえ て きて 、 その 溝 は深 く 、相

手を 否 定せ ざ るを 得 ない 状 況に な って し あう 。  

 も ち ろん そ うい っ た状 況 は辛 い ので 、 この よ うな こ とに 「 巻き 込 まれ

る」の がい や な避 難 者は 多 数い る 。そ う いっ た 人々 は あら ゆ る「 組 織化 」

から 距 離を 置 くと い う対 処 法を と って い る。前川 さ んや 中 村 さん は、様 々

なス ト レス を 感じ な がら も なお 、 でき る だけ 心 地い い 自分 た ちの 空 間を
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模索 し てい る 人た ち であ る 。避 難 者の 方 々と 関 わり 、 広い 意 味で の 支援

を行 う 人た ち はお そ らく 、 避難 者 のな か の、 そ して 避 難者 と 非避 難 者と

いう 普 段は 顕 在化 し ない け れど も とき に よっ て （必 要 以上 に ）拡 大 され

る差 異 を意 識 しな が ら、 関 わり 続 けて い くと い うこ と にな る だろ う 。  

 

 本 稿 で取 り 上げ た 母子 避 難者 は 、 震 災 から 4 年を 超 え、 故 郷に 戻 った

人も 戻 って い ない 人 も、避難 当 初か ら 比 べれ ば より 安 定し た 状態 に ある 。

であ る から こ そ、 前 川さ ん や中 村 さん の よう な 、差 異 が際 限 なく 自 らを

分断 し てい く よう な 経験 を した り 、沢 村 さん の よう な 新し い 課題 に ぶつ

かっ て いく 。 これ ら の事 例 が私 た ちに 問 うて い るも の は、 一 つ目 に は、

「被 災 者支 援 」の 今 後の 可 能性 で あろ う 。過 疎 支援 や 子ど も の教 育 格差

の削 減 など 、 一見 被 災者 支 援と み えな い もの こ そに 、 今後 の 支援 可 能性

があ る ので は ない か 。た だ しそ こ で重 要 なの は 、避 難 をめ ぐ る問 題 の終

焉を そ れが 意 味し て いる の では な いと い うこ と であ る 。二 つ 目に は 、い

わゆ る 「支 援 者」 の スタ ン スで あ る。 避 難者 自 身（ の 少な く とも 一 部）

が差 異 のル ー プに 巻 き込 ま れる 困 難を 味 わっ て いる と き、 い わゆ る 支援

者は ど のよ う にそ れ と向 き 合っ て いけ る のか 。 いず れ にせ よ 、福 島 第一

原発 事 故に 起 因し た 「避 難 」を め ぐる 課 題は 続 いて い く。 非 避難 者 は、

変化 し なが ら 続い て いく こ の問 題 に関 与 を続 け てい く とい う こと に なる

のだ ろ う。  

 

注  

1  辰 巳 頼 子 と 鳫 咲 子 の 共 編 の 聞 き 書 き 集 と し て 近 刊 予 定 。 イ ン タ ビ ュ ー の 日 時 等

は 以 下 の 通 り で あ る 。 名 前 は 仮 名 で あ る 。  

2 0 1 4 / 1 / 2 0 中 村 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー （ 実 施 者 ： 鳫 、 辰 巳 ）  

2 0 1 4 / 5 / 1 松 田 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー (実 施 者 ： 鳫 )  

2 0 1 4 / 6 / 1 3 沢 村 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー （ 実 施 者 ： 辰 巳 ）  

４．まとめ  
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2 0 1 4 / 6 / 1 7 前 川 さ ん へ の イ ン タ ビ ュ ー （ 実 施 者 ： 辰 巳 ）  
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東日 本 大震 災 で被 災 した 人 々に 対 して 、 支援 の 手を 差 し伸 べ る市 民 運

動や 復 興・援助 活 動 を実 践 して い る国 際 協力 N G O があ る。これ は 阪神・

淡路 大 震災 に 呼応 し て 活 発 にな っ た市 民 運動 の 類似 す る側 面 もあ る 。し

かし 阪 神・ 淡 路大 震 災と 較 べて 東 日本 大 震災 が 最も 異 なる 事 とし て 、前

者が 地 震の 災 害で あ った こ とに 対 し、 後 者は 地 震、 津 波、 原 発事 故 の３

つの 異 なる 種 類の 災 害で あ った こ とで あ る。 地 震と 津 波の 甚 大な 被 害を

受け た のが 宮 城県 と 岩手 県 の沿 岸 部で あ るが 、 福島 県 の福 島 第一 原 発を

中心 と する 周 辺地 域 では 、 それ に 加え 原 発事 故 によ り 住民 た ちが 未 曾有

の被 害 を受 け てい る 。  

この 災 害の 種 類の 違 いは 、 当然 なが ら 被 災者 た ちの 抱 える 問 題の 性 質

の違 い に反 映 され る ため 、 東日 本 大震 災 の被 災 者に 対 する 支 援の あ り方

は、 大 きく 地 震・ 津 波被 災 地と 、 それ に 加え て 原発 事 故被 災 地に 二 分し

て考 え る必 要 があ る 。特 に 、福 島 原発 事 故に よ り放 射 能が 飛 散し た （し

てい る ）こ と で被 ば くの 可 能性 が ある た め、 そ れが 復 興支 援 活動 の 妨げ

とな っ てい る 側面 が ある 。  

政治 ・ 経済 ・ 社会 ・ 環境 等 々、 発 展途 上 国と 言 われ る 諸外 国 の人 々 が

抱え る 様々 な 問題 に 対し て 、国 際協 力 N G O は、そ れぞ れ の 地域 住 民の ニ

ーズ に 応え る べく 支 援協 力 活動 を 実践 し てき て いる 。 しか し 放射 能 汚染

地域 で の活 動 は、 活 動主 体 自身 が 、被 ば くに よ る影 響 を受 け る可 能 性が

Chapter 4 

東日本大震災の NGO 支援活動選択―地震・津波

被災者か原発事故ディアスポラかー  

 

鈴木直喜  

 
はじめに  
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ある た め、単 純 に地 域住 民 の問 題 だけ を 考 え て 意思 決 定で き ない 。 N G O

の放 射 能汚 染 地域 で の活 動 に対 す る意 思 決定 は 、他 の 場所 で の支 援 活動

とは 異 なり 、 それ が 現地 へ 派遣 さ れる ス タッ フ にと っ てど の よう な 影響

を及 ぼ すの か も重 要 にな る 。一 方 、被 災 者も 地 震・ 津 波だ け でな く 原発

事故 災 害を も 被っ た 人た ち では 、 直面 し てい る 問題 も 異な る 。チ ェ ルノ

ブイ リ 原発 事 故被 災 者を 除 き、 こ の規 模 で原 発 事故 災 害を 受 けた 被 災者

は他 に いな い。支 援 する N G O にと っ て も、支 援を 必要 と す る被 災 者に と

って も 、参 考 とな る 経験 知 がほ と んど な いと こ ろで の 活動 と なり 生 活と

なっ た 。  

本稿 で は、 海 外の 現 場で 国 際協 力 の支 援 活動 を 担っ て きた N G O によ

る、 地 震・ 津 波・ 原 発事 故 とい う ３重 災 害被 災 者へ の 支援 の 実状 を 踏ま

えて 課 題を 明 らか に する 。 それ に より N G O が今ま で 関わ っ てき た 開発

課題 で ある 貧 困、 教 育、 紛 争解 決 等と は 異な る 問題 を 抱え て いる 人 たち

に対 す る支 援 活動 の あり 方 への 一 助に な るこ と が期 待 され る 。  

まず 初 めに 、 福島 の 原発 被 災者 の 声に よ り、 震 災後 の 時間 経 過と 問 題

の複 雑 化と 深 化を 共 有す る 。次 に 、福 島 、宮 城 、岩 手 の東 北 ３県 に おけ

る避 難 者数 と ボラ ン ティ ア 活動 者 数の 推 移か ら 福島 の 非難 者 がど の 程度 、

ボラ ン ティ ア 活動 か ら敬 遠 され て い る か を数 的 に示 す 。そ の 後、 東 北３

県の 避 難者 数 を国 際 協 力 N G O の 活動 と の関 係 で比 較 する こ とで 、 N G O

の支 援 活動 や その 場 所の 決 定に 影 響を 与 えた と 考え ら れる も のを 提 示す

る。結 果と して 数 的 に見 れ ば、震災 後 ３ 年間 の N G O の支 援 活動 は 一般 ボ

ラン テ ィア 活 動と 類 似し て 、福 島 での 活 動が 他 の２ 県 に比 べ て手 薄 であ

るこ と が明 ら かに な った 。 そこ で 最後 に 、今 後 の福 島 にお け る原 発 被災

者の 支 援に 対 する N G O 活動の 可能 性 を 考察 す る。  

 

１－１．震災半年後の声  

福島 在 住で 、1 986 年 のチ ェ ルノ ブ イリ 原 子力 発 電所 の 事故 と 、同 年 の

１．福島被災者の声  
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姉の 白 血病 を きっ か けと し て原 発 問題 に 関わ り 始め た 武藤 類 子は 、 震災

半年 後 の 2011 年 9 月 19 日 に「 さ よな ら原 発 ・ 5 万人 集 会 」で 、 原発 事

故 に 直 面 し た 一 般 市 民 の 声 を 代 表 し て 以 下 の よ う に 語 っ た （ 武 藤  

2012 ,14）。  

 

真 実 は 隠 さ れ る の だ 。  

国 は 国 民 を 守 ら な い の だ 。  

事 故 は い ま だ に 終 わ ら な い の だ 。  

福 島 県 民 は 核 の 実 験 材 料 に さ れ る の だ 。  

ば く だ い な 放 射 能 性 の ゴ ミ は 残 る の だ 。  

大 き な 犠 牲 の 上 に な お 、 原 発 を 推 進 し よ う と す る 勢 力 が あ る の だ 。  

私 た ち は 棄 て ら れ た の だ 。  

 

「さ よ なら 原 発・ 5 万人 集 会」 は、「 さ よな ら 原発 1 000 万 人ア ク ショ

ン」 の 一環 と して 明 治公 園で 6 万 人が 参 加し た デモ 活 動で あ り、 多 くの

人が 、武藤 の 声に 共 感し た 。朝 日 新聞（ 2011 .9 . 20）を 初 めと する 新 聞各

紙（ 1 ）も、小 さい 紙 面 なが ら、こ のデ モ を 写真 と 共に 記 事と し て伝 え、武

藤の 声 は後 に、「 福 島か ら あな た へ 」と いう 書 籍を 通 して さ らに 多 くの 市

民に 読 まれ 共 有さ れ てい く 。で は 、こ の 震災 か ら半 年 後に 発 せら れ た共

有さ れ た市 民 の声 は 、それ か らさ ら に３ 年が 経 過し た 20 14 年末 、ど のよ

うな 声 にな っ ただ ろ うか 。  

 

１－２．震災から 3 年半を過ぎた声  

「さ よ なら 原発 100 0 万人 ア クシ ョ ン」 は 2014 年 末現 在 も 継続 さ れて

おり 、 2 011 年 9 月 1 9 日 の「 さ よな ら 原 発・ ５ 万人 集 会」 か らほ ぼ 3 年

後 の 2 014 年 9 月 23 日に「さ よ なら 原 発 全国 大 集会 」が 亀 戸 中央 公 園（ 2 ）

で開 か れた 。 主催 者 によ れば 1 万 6 千 人 が参 加 し、 原 発の 再 稼働 反 対を

訴え た 。福 島 から も 「原 発 いら な い福 島 の女 た ち」 の 橋本 あ きが 、 脱原

発を 訴 えた 。 また 、 3 年前 同 様、 朝 日新 聞（ 201 4 .9 .2 4） が記 事と し てと



 

 
 

62 Chap.4 鈴木直喜 pp.59-86 

りあ げ た。脱 原発 の 市民 運 動が 、下火 に なっ た とは 考 えら な い。し かし 、

3 年 前 と異 な るの が 、福 島 から の 「距 離 」で あ る。 調 度こ の 時期 に 争点

とな っ た川 内 原発 再 稼働 の 反対 を 中心 に 、脱 原 発運 動 の継 続 と強 化 を限

られ た 時間 で 訴え る こと で 、福 島 で被 災 した 一 般生 活 者の 声 を共 有 する

こと が より 限 定的 と なっ た 。  

福島 の 問題 は 、脱 原 発運 動 とは 違 う次 元 で長 期 化の 様 相を 呈 する 。 宮

城や 岩 手が 食 糧配 給 や仮 設 住宅 建 設等 の 緊急 支 援か ら 、高 台 移転 や 復興

住宅 建 設を 含 めた 復 興支 援 への 活 動を 移 行さ せ る中 、 未だ に 複雑 な 被害

構造（藤 川  201 2）の 中で 、明 確 な被 害へ の理 解 や問 題 の全 容 が把 握 すら

でき て いな い 。し か し時 間 と共 に 風化 す る住 民 の問 題 意識 や 放射 能 汚染

への 「 慣れ 」 もあ る 。そ の よう な 状況 下 、解 決 の糸 口 を見 い 出す 活 動が

未だ に はっ き りし な いの み なら ず 、そ の こと を 語る こ とす ら も困 難 にな

って き てい る。2011 年 6 月 に放 射 能汚 染 の不 安 に悩 む 子育 て 主婦 6 名が

集ま り 結成 し た『 3a！安 全・安心・アク ショ ン i n 郡 山 』の 2 014 年 12 月

27 日 のブ ロ グ （ 3 ） が 、こ の 重層 的 な被 害 を象 徴 する 。  

 

「 若 い マ マ た ち は 今 も 孤 独 感 の 中 に い ま す 。 放 射 能 対 策 が き ち ん と 進 ま

な い ま ま で「 大 丈 夫 だ 」「 風 評 を 煽 る な 」の 大 合 唱 で 、何 事 も な か っ た か

の よ う な 施 策 が  ど ん ど ん 進 め ら れ て い ま す 。家 族 か ら も『 行 政 が 、放 射

能 が 原 因 で は 大 き な 病 気 に は な ら な い と 言 っ て い る の に 、神 経 質 す ぎ る 』

と 言 わ れ て 悩 ん で い る 方 も い ま す 。 そ の た め 、 一 人 ひ と り の お 母 さ ん で

は 声 を 上 げ づ ら く な っ て き て い ま す 。 そ ん な 思 い を 語 り 合 う と と も に 、

学 び 合 う こ と が 、 よ り 重 要 に な っ て い ま す 。」  

 

福 島 の 原 発 事 故 被 災 者 は 、 協 力 し て 問 題 解 決 の 道 を 探 る よ り は 、

住 民 間 の み な ら ず 家 族 内 に も い て も 距 離 的 お よ び 精 神 的 な 分 断 が

発生 し てい る。原 発 事故 に より 被 災者 は 住み な れな い 土地 に バラ バ

ラに 寄 留す る ディ ア スポ ラ と化 し てい る 。  
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１－３．脱原発の声と孤独化していく上げずらい声  

福島 は 、原 発事 故 に よる 甚 大な 被 害に よ り多 く の 住 民 が避 難 生活 を 余

議な く され て いる 。 被災 直 後は 、 日々 の 生活 に 必要 な 衣食 住 の供 給 が緊

急に 必 要で あ り、そ のニ ー ズに 呼 応す る 支援 活 動が 要 求さ れ た。徐々 に 、

避難 所 生活 が 長く な るに つ れて 、 解決 し たわ け でな い が、 日 常生 活 での

喫緊 の ニー ズ は減 少 する 。 そこ で 善良 な 市民 か らあ が る声 は 、脱 原 発で

ある 。 原発 事 故の 根 源を 断 つこ と を本 質 的な 要 求と し て市 民 運動 が 展開

して い くこ と 自体 が 、避 難 生活 者 たち に マイ ナ スの 影 響を 直 接的 に あた

える こ とは な い。 し かし 、 一方 で 、彼 ら は自 分 たち の 日常 に 埋没 し た構

造的 被 害を 、 日々 の 生活 の 安定 （ 少な く とも 表 面 的 に は） を 享受 す るこ

とで 、 表現 で きな く なっ て いく 。 孤立 化 し上 げ ずら く なる 声 は、 元 気な

脱原 発 の声 と 異な り 、さ ら に周 辺 化へ の 道を た どる 。  

 

ここ で は福 島 の避 難 者と 市 民活 動 の特 徴 を明 ら かに す るた め 、東 日 本

大震 災 以降 の 避難 者 数と 県 別市 民 支援 活 動の 推 移を 、 福島 以 外に 最 も被

害の 大 きか っ たと 考 えら れる 2 県 、宮 城 と岩 手 、と を 比較 検 討す る 。上

記 3 県 の避 難 者の 推 移と そ れぞ れ の県 で のボ ラ ンテ ィ ア活 動 に関 わ った

のべ 人 数を ま とめ た もの が 表１ で ある 。 避難 者 数に 関 して は 四半 期 末の

数字 を 使用 し 、ボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数 は 4 半 期ご と に各 3 か月 の 合計 を

まと め たも の であ る 。尚 、 福島 に 関し て は、 県 外避 難 者が 他 の 2 県 に比

べて 突 出し て 多い た め（ 4 ）、避 難者 数 およ びボ ラ ンテ ィ ア活 動 数も 、県内

と県 外 に分 け て表 示 した 。  

 

２－１．避難者数の推移  

先ず は 、避 難 者数 の 推移 を 福島（ 県内 、県外 ）、宮 城県 、岩 手県 で 比較

して み る。 こ の表 か ら一 見 して 分 るこ と が、 福 島の 県 外避 難 者が 突 出し

て多 い こと で ある 。 この 数 値は 、 原発 事 故の た めに 自 分た ち の地 域 内で

２．福島避難者の概要  
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の仮 設 住宅 等 への 非 難を す るこ と が許 さ れず 、 他都 道 府県 の 親戚 や 受入

施設 を 求め て 非難 し た人 た ちに 起 因す る だろ う 。ま た 単に 多 いだ け でな

い 。県 外 避難 者 数は 2014 年の 前 半ま で は減 少 して き たが 、その 次 の四 半

期で は 増加 し てお り 、今 後 の県 外 避難 者 数の 推 移は 予 想す る こと が 困難

な状 態 であ る 。こ れ は避 難 者が 継 続し て 減少 し てい る 宮城 と 岩手 及 び福

島の 県 内と は 異な る 。少 な くと も 、も う しば ら くは 様 子を み ない と 、今

後の 県 外避 難 者数 の 増減 に 関し て は明 確 なこ と が言 え ない が 、少 な くと

も、 原 発事 故 に起 因 する 複 雑な 構 造的 被 害が 、 宮城 や 岩手 の 避難 者 と異

なる 行 動を 被 害者 に 強い て いる こ とが 明 らか で あろ う 。  

また 震 災直 後 の混 乱 によ る 実態 把 握の 困 難さ か ら抜 け 出て 、 比 較 的 に

確 実に 避 難 者数 が 収 集 ・記 録 で きる よ う に なっ た と 考え ら れ る 2 011 年

後半 か ら比 較 すれ ば 、一 貫 して 、 福島 の 県内 と 県外 を 合計 し た総 避 難者

数は 、宮 城県 の 避難 者数 を 凌い で いる 。2012 年 6 月 末に 総 避難 者 数が 1 6

万 3 千 人を 超 えた 後 、減 少 はし て いる が 、そ の 減り 方 は他 県 と比 べ て緩

やか で あり 、 宮城 県 の避 難 者数 と の差 は 拡大 し てい る 。 20 1 4 年 末 では 、

福島 の 総避 難 者数 が 約 12 万 1 千 人 であ り、 宮 城の 避 難者 数 7 万 3 千 人

と較 べて 5 万 人近 く 多い 。  

この よ うな 避 難者 数 推移 の 比較 概 要は 、 避難 者 の生 活 の質 に 言及 し て

おら ず 、避 難 者の 特 徴を 示 すこ と にお い て限 定 的で あ る。 そ れぞ れ の置

かれ て いる 複 雑な 被 害状 況 を理 解 する こ とは 、 数量 で は不 可 能で あ る。

しか し 、被 害 者の 状 況に 対 する 言 及は で きな い が、 少 なく と も、 岩 手や

宮城 と 較べ た 場合 、 福島 が 抱え て いる 問 題は 、 原発 問 題が あ るた め 複雑

であ り 、避 難 者た ち の今 後 は不 透 明で あ り、 復 興へ の 道は 、 遅々 た るも

ので あ るこ と が、 こ の避 難 者数 の 推移 比 較か ら 言え る ので は ない か 。  

 

２－２．ボランティア活動の推移  

以上 の よう な 避難 者 の県 別 推移 を 踏ま え た上 で 、そ れぞ れ の 県で の ボ

ラン テ ィア 活 動数 を 外観 し てみ る 。こ れ も具 体 的な 活 動事 例 に踏 み 込む

わけ で なく 、 各県 の ボラ ン ティ ア セン タ ーが 記 録し た 、ボ ラ ンテ ィ ア活
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動者 数 を四 半 期ご と に合 計 した も ので あ る。  

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 者 数 の 顕 著 な 特 徴 は 、 先 ず 一 つ が そ の 規 模 で あ り 、

二つ 目 とし て 震災 直 後か ら の 6 月 末 まで の、 福 島、 宮 城、 岩 手、 3 県 で

のボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数 の 違い で ある 。 一つ 目 の、 震 災直 後 のボ ラ ンテ

ィア 活 動者 数 の推 移 は、阪 神淡 路 大震 災 直後 の 時と 同 様に う なぎ 登 り（ 5 ）

で、 長 くと も 数カ 月 以内 に はピ ー クを 向 かえ 、 その 後 、事 態 が安 定 する

に従 っ てボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数 も 減少 し た。 こ の推 移 の形 は 同様 で ある

が、 ボ ラン テ ィ ア 活 動者 数 から す れば 、 阪神 淡 路大 震 災の 場 合、 震 災後

3 か 月の 間 にの べ 12 0 万 人近 く の人 がボ ラン テ ィア 活 動に 参 加し て いる

が 、一 方 、東 日 本大 震災 の 場合 は 福島 、宮城 、岩手 の 3 県 合 計で も 55 万

人で あ る。  

これ は 震災 に よる 被 害が 、 東日 本大 震 災 の方 が 小さ か った か らと い う

こと で はな い 。内閣 府に よ る資 本 スト ッ ク被 害 額推 計（ 6 ）によ れば 阪 神・

淡路 大 震災 の 被害 総 額が お よ そ 1 0 兆 円 であ る のに 対 して 、 東日 本 大震

災の そ れは 防 災担 当 部局 の 試算 で は 約 1 7 兆 円 、経 済 分析 担 当部 局 では

場合 に より 約 25 兆 円と し てい る 。ど ち らも 甚 大な 被 害を も たら し た災

害で は ある が 、死 亡 者数 、 避難 者 数、 震 災関 連 死者 数 等を 比 較し て みて

も、 そ の規 模 で東 日 本大 震 災は 、 阪神 ・ 淡路 大 震災 を 上回 る 。  

東日 本 大震 災 での ボ ラン テ ィア 活 動者 数 が阪 神 ・淡 路大 震 災 と較 べ て

少な か った 理 由と し て考 え られ る のは 、 被災 地 が広 範 囲で あ った こ と、

現地 へ のア ク セス が 困難 で あっ た こと 、 そし て 広範 囲 にお よ ぶ地 震 の影

響で 自 らも 被 災し た 人が 多 かっ た 事が 考 えら れ る。 阪 神・ 淡 路大 震 災の

場合 と 異な り 、東 日 本大 震 災の 場 合、 青 森か ら 千葉 ま で太 平 洋沿 岸 部は

津波 に より 被 災し て おり 、 被災 地 域が あ まり に も広 い ため 、 具体 的 な支

援場 所 や 活 動 を特 定 する こ とが 困 難で あ った 。 震災 直 後、 ガ ソリ ン が不

足し 車 での 移 動が 困 難と な った 。 そし て 東日 本 全域 で 地震 に よる 被 害を

各家 庭 が大 な り小 な り被 っ たた め 、人 々 はま ず 自分 の 生活 と 安全 の 確保

を優 先 した 。  

二つ 目 の、 福 島、 宮 城、 岩 手の 3 県に お ける ボ ラン テ ィア 活 動者 数 の

違い で ある が 、福 島 での ボ ラン テ ィア 活 動者 数 が少 な いの は 明ら か であ
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る。 表 １か ら 、最 初 の 3 か 月を 比 較し て みる と 、福 島 が県 内 と県 外 を合

計し て約 10 万 人、 岩手 が 13 万 5 千人 であ る のに 対 し、 宮 城は 31 万人

と群 を 抜い て 多い 。 この 理 由と し て考 え られ る のは 、 福島 は 原発 事 故に

よる 放 射能 問 題の た めボ ラ ンテ ィ アに 敬 遠さ れ 、岩 手 は関 東 から 遠 くア

クセ ス が大 変 であ る ため 、 岩手 よ り近 く 、放 射 能問 題 の心 配 がな い 宮城

を多 く のボ ラ ンテ ィ アが 支 援活 動 地と し て選 ん だの で はな い だろ う か。  

3 か 月が 経 過し た 後 、 2011 年 7 月 から 9 月の 四 半期 や それ 以 降の 四 半

期で 、 宮城 と 岩手 で のボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数 が 、同 程 度で あ り、 推 移も

同様 で ある こ とが 、 当初 の 両県 の 違い が ガソ リ ン不 足 から 生 じる ア クセ

スの 困 難さ に 由来 し てい る とい う 仮説 に 対す る 裏付 け とし て ある 程 度の

説得 力 を持 つ 。  

一方 、 宮城 、 岩手 に 比べ て 、福 島 （県 内 と 県 外 ）で の ボラ ン ティ ア 活

動者 数 は、 残 念な が ら大 変 少な い 。県 外 での ボ ラン テ ィア 活 動者 数 を含

めた 合 計で も 、宮 城 のそ れ に比 べて 5 分 の 1 以 下で あ る。 県 内で の ボラ

ンテ ィ ア活 動 者数 に いた っ ては 、宮 城 の それ の 1 0 か ら 20 分 の 1 であ る 。

放射 能 問題 が ボラ ン ティ ア 活動 の 大き な 妨げ に なっ て いる こ とは 明 白で

ある 。 では 、 福島 の 避難 者 が生 活 して い る地 域 は、 ボ ラン テ ィア が 活動

する の に適 さ ない 程 の汚 染 地域 か 。そ れ ぞれ の 地域 で の放 射 能汚 染 レベ

ルが 明 らか に なっ た とし て も、 ど のレ ベ ルを も って 移 住す る ほど 深 刻で

ある か と判 断 する の は個 人 や家 族 次第 で あり 一 概に 言 えな い が、 少 なく

とも 多 くの 地 域住 民 が継 続 的に 生 活し て いる 地 域に 多 くの 被 災者 は 避難

して い る。 何 の影 響 が、 ボ ラン テ ィア た ちを し て、 そ のよ う な地 域 での

支援 活 動を 抑 制さ せ てい る のか 。 風評 か 、ボ ラ ンテ ィ アの 人 たち の 偏見

か、 目 に見 え ずは っ きり と その リ スク を 理解 し づら い 放射 能 の性 質 から

くる 不 確か さ や不 安 であ ろ うか 。 福島 県 内で の ボラ ン ティ ア 活動 は 、３

年半 以 上を 経 過し た 今、 四 半期 （ 3 か月 ）で の べ約 1 500 人 であ り 、 1 日

平 均 20 人 弱で あ る 。し かし、こ れは 、福島 県 内で ボ ラン テ ィア 需 要が 低

いわ け では な い。  
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２－３．避難者数とボランティア活動者数の関係  

* 2 0 1 1 年 6 月 の 、 3 県 か ら 3 県 へ の 避 難 者 の デ ー タ は 把 握 で き て い な い 。  

出 典 ： 復 興 庁 、 福 島 県 生 活 復 興 ボ ラ ン テ ィ ア ー セ ン タ ー 、 宮 城 県 災 害 ・ 被 災 地 社

協 等 復 興 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 、 岩 手 県 社 協 ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市 民 活 動 セ ン タ

ー  

表１ で は、 避 難者 数 に対 す るボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数 の 比を 、 それ ぞ れ

の推 移 に合 わ せて 示 した 。 この 比 は、 ぞ れぞ れ の県 （ 福島 の 場合 は 県内

と県 外 も分 け てい る ）に い る避 難 者の 数 に対 し て、 ど れだ け の数 の ボラ

ンテ ィ アが 活 動を し てい る かの 比 較を 容 易に す るた め の指 標 であ り 、数

字が 小 さい ほ ど、 ボ ラン テ ィア 活 動者 数 が避 難 者数 に 対し て 多い こ とを

示す 。 もち ろ ん実 際 にボ ラ ンテ ィ ア活 動 者が 、 避難 者 の支 援 を直 接 する

とは 限 らな い ため 、 この 比 を過 大 に評 価 する こ とに は 慎重 を 要す る が、

   
表１．3県の避難者数とボランティア数の推移 

     

年 期間 

福島（県内） 福島（県外） 宮城 岩手 

避難者 

（期末） 

ボラン

ティア

のべ人

数 

避難

者対 

ボラ

ンテ

ィア

比 

避難者 

（期末） 

ボラン

ティア

のべ人

数 

避難

者対 

ボラ

ンテ

ィア

比 

避難者 

（期末） 

ボラン

ティア

のべ人

数 

避難

者対 

ボラ

ンテ

ィア

比 

避難者 

（期末） 

ボランテ

ィアのべ

人数 

避難

者対 

ボラ

ンテ

ィア

比 

2011 

Mar-Jun (23,979) 63,079  1.1  (38,896) 43,223  2.7  (25,489) 310,729  0.2  (25,747) 135,017  0.6  

Jul-Sep 3,834  10,953  1.1  54,896  18,332  9.0  2,853  136,500  0.1  1,801  131,069  0.0  

Oct-Dec 95,200  3,103  92  59,464  5,102  35  122,557  46,786  7.9  43,953  54,502  2  

2012 

Jan-Mar 97,946  1,492  197  62,831  2,865  66  127,792  31,726  12  42,789  26,911  5  

Apr-Jun 101,320  1,670  182  62,084  2,949  63  128,197  32,620  12  43,096  35,973  4  

Jul-Sep 99,521  1,320  226  60,047  3,907  46  115,856  32,599  11  42,263  39,316  3  

Oct-Dec 98,235  824  358  57,954  2,191  79  112,008  21,558  16  41,626  19,380  6  

2013 

Jan-Mar 97,072  785  371  56,920  1,569  109  108,357  12,271  26  40,304  9,247  13  

Apr-Jun 93,915  1,059  266  53,960  2,982  54  101,328  17,990  17  38,780  10,376  11  

Jul-Sep 91,392  1,486  185  51,251  3,855  40  96,330  17,394  17  37,370  14,198  8  

Oct-Dec 87,712  1,361  193  48,944  3,145  47  92,290  12,557  22  35,925  8,756  12  

2014 

Jan-Mar 84,221  1,018  248  47,683  2,136  67  88,575  7,763  34  34,494  5,282  20  

Apr-Jun 82,657  1,419  175  45,279  2,490  55  81,923  10,603  23  33,221  7,766  13  

Jul-Sep 78,577  2,199  107  46,645  2,906  48  77,836  11,551  20  31,714  9,687  10  

平均 - - 186  - - 51  - - 16  - - 8  
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県別 ボ ラン テ ィア の 配分 が 、ど の 程度 偏 りを 持 って い るか を 、大 ま かに

把握 す るた め の指 標 とし て 参考 に はす る こと が でき る だろ う 。  

この 比 較か ら 、一 目 瞭然 な のは 、 福島 県 内の 避 難者 の 数に 対 する ボ ラ

ンテ ィ ア活 動 者数 が 、他 の ２県 と 較べ て 避難 者 の数 に 対し て 、圧 倒 的に

手薄 で ある と いう こ とで あ る 。特 に 震災 から 1 年後 の 20 12 年で は 、福島

県 内 で は 200 から 3 00 を 超え る 避難 者 対ボ ラ ンテ ィ ア比 に なっ て いる 。

宮城 で はそ の 20 分 の 1 の 10 から 15 前 後、 岩 手は 、 その 5 0 分の 1 程度

の 3 か ら 6 前 後で ある 。 同じ 避 難者 数 に対 し て、 岩 手に 5 0 人 のボ ラ ン

ティ ア 活動 者 が入 る のに 対 して 、 福島 に は 1 人 しか 入 って い ない 勘 定に

なる 。  

福 島 で は 原 発 事 故 に よ る 放 射 能 汚 染 は 長 期 に わ た り 今 後 も 深 刻 な 問

題で あ るが 、 県内 避 難所 は 、い わ き市 、 二本 松 市、 郡 山市 、 福島 市 等、

多く の 地域 住 民が 震 災後 も 継続 的 に生 活 して い る地 区 への 避 難で あ る。

これ ら の地 区 での 放 射能 汚 染レ ベ ルは 、 住民 が 安心 し て生 活 で き る 程度

であ る のか に 関し て は、 今 まで も 議論 さ れて き てお り 、今 後 もさ れ てい

くだ ろ う。 福 島県 に おけ る 放射 能 汚染 の 実態 に 関し て は他 の 論文 で 詳細

な説 明 を期 待 する が 、郡 山 市や い わき 市 より 東 京や 他 のよ り 放射 能 汚染

が低 い 地域 へ 避難 し てい る 家族 、 また は 移住 し 家族 が いる こ とも 事 実で

ある 。 それ を 一方 で 確認 し つつ も 、大 半 の住 民 は、 こ れら の 地域 で 生活

を続 け てい る 。そ の よう な 地域 に 福島 県 全避 難 者の 約 5 分 の 3 が 生活 し

てい る 。福 島 県内 で のボ ラ ンテ ィ ア活 動 は多 く は、 そ のよ う な人 た ちへ

の支 援 であ る。その 人数 が、避 難者 数比 にし て、岩 手の 50 分の 1 であ る

こと を どの よ うに 理 解す る か。 本 章は 、 この 事 を明 ら かに す るこ と を目

的と は しな い ため 、 これ 以 上の 推 測は 避 ける が 、こ の 理解 は 、今 後 の市

民活 動 の在 り 方を 考 える 上 で、 重 要で あ り、 今 後、 よ り詳 細 な調 査 研究

が望 ま れる 領 域で あ る。  

もう 一 つの 特 徴と し 、福 島 県内 で の避 難 者対 ボ ラン テ ィア 比 が、 201 3

年度 最 高に な りそ れ 以降 は 、下 が って い るこ と があ げ られ る 。こ れ は宮

城や 岩 手で 一 貫し て 上が る 傾向 に ある の に対 し て反 対 の変 化 であ る 。実

際の ボ ラン テ ィア 活 動者 数 は 、20 13 年 1 月か ら 3 月 の 3 か 月 が最 低 のの
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べ 785 人で あ るが。翌年 の 20 14 年 は、2 0 13 年 の同 じ 四半 期 を比 べ ると 、

全て 人 数が 増 加し て いる 。 絶対 数は 201 4 年 7 月か ら 9 月の 四半 期 で宮

城の 約 11 , 600 人、岩 手の 約 9 , 700 人と 比 べて 、約 2 ,200 人 と、少な い が、

前年 同 時期 の約 1 50 0 人から 700 人 増 で ある 。 福島 の 放射 能 の実 態 が明

らか に なる こ とで 、 市民 の 中に 、 ある 一 定の 福 島に 対 する 理 解が 共 有さ

れ、 そ れが 徐 々に 福 島県 内 避難 者 への ボ ラン テ ィア 活 動と し て表 れ てい

るの か もし れ ない 。  

 

２－４．ブラックホール化の孤立避難者  

福 島 原 発 事 故 に よ る 放 射 能 か ら の 避 難 者 は 政 府 に よ る 帰 還 困 難 区 域 、

居住 制 限区 域 、避 難 解除 準 備地 地 域の ３ 区分 に より 異 なる 「 待遇 」 が、

そし て それ 以 外の 地 域に 住 む放 射 能被 災 者は 、 自由 避 難民 の 扱わ れ 方に

おい て 、近 隣 住民 お よび 各 家庭 内 での 分 断を 経 験し て きて い る。 こ の結

果、 最 も放 射 能被 害 の影 響 を受 け やす い 多く の 母子 が 孤立 す る傾 向 にあ

る。子 ども の 放射 能 汚染 を 心配 す る幼 い 子ど も を持 つ 親（ 特 に母 親 ）は 、

家族 や 地域 の 近隣 住 民と の 利害 や 考え 方 の違 い 等に よ り、 そ の声 を 上げ

づら い 状況 に 陥っ て おり 、 心配 や 問題 意 識を 他 の人 た ちと 共 有で き ず孤

立し て いく 。  

この 孤 立は 、外 に 彼 女た ち のよ う な弱 者 の声 を 発信 し てく れ る外 部 者

が不 足 して い るこ と も、 そ れを 助 長す る 要因 と なっ て いる 。 そし て 、こ

のよ う な問 題 を抱 え てい る 母子 を 主に す る弱 者 たち が 、バ ラ バラ に 生活

をす る に至 っ てお り 、同 様 の問 題 を抱 え てい る にも 関 わら ず 、そ れ を共

有で き ない こ とも 、 さら な る孤 立 への 道 を進 め るこ と とな る 。弱 者 の声

のブ ラ ック ホ ール 化 であ る 。  

 

ここ ま で福 島 の住 民 の声 を 通し た 被害 構 造の 一 断片 、 そし て 福島 、 宮

城、岩手 に おけ る 避 難者 数 およ び ボラ ン ティ ア 活動 者 数の 比 較を 通 して 、

３．国際協力 NGO の活動概要  
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東日 本 大震 災 によ り 福島 が 置か れ た特 殊 な側 面 を外 観 した 。 では 、 その

よう な 場所 で、本 稿 の対 象 であ る 国際 協 力 N G O は、ど のよ うな 活 動を し

てき た か。この 章 で は、日本 国際 N G O セ ンタ ー（ J A N IC）が 実 施し た N G O

に対 す るア ン ケー ト 結果 を 中心 に 、震 災 後の 国 際協 力 N G O 活動 の 特徴

をそ の 開始 時 期、 分 野、 数 から 概 括す る 。  

 

３－１．活動決定と開始時期  

J A N IC 正 会員 に 対す るア ン ケー ト によ れ ば 9 7 団体 中 5 4 団 体（ 55％）

が被 災 地支 援 実施 を 実施 し た。その 過 半 数は 1 週間 以 内に 開 始し て いる 。 

 

表 ２  活 動 決 定 N G O 数 と 開 始 時 期  

出 典  J A N IC (201 2 )  

 

この 表 ２か ら、国 際 協力 N G O は、本務 とし て 関わ る 活動 以 外で 発 生し

た緊 急 時の 初 動開 始 にお い ても 意 思決 定 が敏 速 であ る 。ど の 地域 に どの

よう な 形で 関 わる か を決 定 する こ とは 後 にし て も、 と りあ え ず人 を 派遣

し 実 態 調 査 を 多 く の N G O が 震 災 後 数 日 以 内 に 実 施 し て い る 。 ま た 、

J A N IC 正 会員 代替 9 7 団体 中 54 団体 が 活動 実 施し た とい う こと は、残 り

の 4 3 団体 は 活動 し なか っ たと い うこ と がわ か る。 こ こで は 、国 際 協力

震災後経過
日数 

活動開始
NGO 数 

計 (%) 

3 日以内 18 18 33% 

1 週間 11 29 54% 

10 日 8 37 69% 

2 週間 2 39 72% 

3 週間 7 46 85% 

1 カ月 3 49 91% 

2 カ月 4 53 98% 

3 か月 0 53 98% 

半年 1 54 100% 
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N G O が活動 する ・ しな い の決 定 理由 を 組織 の 視点 か ら明 ら かに す る。  

経験 ・ 教訓 ： 以前 に 震災 に 関わ っ た組 織 の大 半 は、 東 日本 大 震災 に も

関わ っ てい る こ と か ら、 経 験や 教 訓が 意 思決 定 に大 き く貢 献 して い るこ

とが わ かる 。 新潟 県 中越 地 震や 阪 神・ 淡 路大 震 災等 で 経験 を 支援 物 資の

配布 、 医療 支 援、 食 料配 布 や炊 き 出し と いっ た 緊急 支 援に 携 わっ た 組織

にと っ て、 東 日本 大 震災 は 、そ の 経験 や 教訓 が 活か せ とい う こと か ら、

支援 活 動決 定 は自 然 の成 り 行き で あっ た だろ う 。  

被災 し た N G O スタ ッフ 関 係 者の 存 在 ： 東日 本 大 震災 が そ れ まで の 震

災と 異 なる の は、 被 災地 が 広範 囲 に及 ん だこ と であ る 。そ の ため 、 国際

協 力 N G O に携 わ る スタ ッ フの 中 にも 、本人 の 家族 、親 戚 、友人 等 が 、被

災し た ケー ス が多 く みら れ た。 支 援 活 動 を考 え るた め の情 報 収集 と いう

側面 も 含め て スタ ッ フの 実 家の あ る被 災 地を 訪 問し 、 その ま ま、 そ の場

所で 支 援活 動 を開 始 した N G O（ 7 ） も ある 。広 域 に及 ぶ 被災 地 と情 報 の欠

如・ 不 確か な 状況 下 で敏 速 に判 断 をす る 必要 が ある 場 合、 周 到に 情 報収

集し 分 析を す るゆ と りは な い。 た また ま のき っ かけ や 個人 的 な縁 が 、活

動実 施 の後 押 しに な る。  

緊急 活 動実 施 能力 ： 震災 支 援活 動 を開 始 する に は、 敏 速に 経 験あ る ス

タッ フ を現 地 派遣 す る必 要 があ る。多 く の日 本 の国 際 協力 N G O は、資 金

が潤 沢 にあ る わけ で ない の で必 要 最低 限 のス タ ッフ で 組織 運 営を し てい

る。 従 っ て 、 スタ ッ フを 至 急で 現 地に 派 遣す る こと は 、本 務 活動 に 支障

が生 じ るこ と を意 味 する 。 この 様 な、 緊 急時 に 、組 織 とし て 、緊 急 対応

のみ な らず 本 務業 務 の継 続 的実 施 をも 含 めた 、 組織 運 営能 力 が要 求 され

る。 も っと も 、こ れ は「 能 力」 と いう よ りは 「 火事 場 の馬 鹿 力」 的 な、

平常 時 には 認 識で き ない 秘 めら れ た力 か もし れ ない 。  

初動 資 金：多く の 日 本の 国 際協 力 N G O は、その 活 動資 金 源 とし て 助成

金や 委 託金 に 大き く 依存 し てい る のが 現 状で あ る。 プ ロジ ェ クト ベ ース

で資 金 を受 け るこ と がほ と んど で ある か ら、 そ の使 い 道に 対 して は 大抵

の場 合 縛り が ある 。 結果 と して 自 由に 使 える 自 己資 金 を潤 沢 に蓄 え てい

る組 織 は少 な い。 東 日本 大 震災 の よう な 未曾 有 の震 災 の場 合 、様 々 な助

成金 が 用意 さ れる で あろ う こと は 期待 で きる が 、初 動 に関 し ては 、 その
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よう な 助成 金 への 申 請や 承 認を 待 つ時 間 が許 さ れな い 。現 実 的に 考 えれ

ば初 動 時期 の 資金 繰 りが 可 能で あ るこ と が条 件 であ ろ う。  

ミ ッ シ ョ ン ： 組 織 と し て の 活 動 に 対 す る 考 え 方 に よ っ て 、 国 際 協 力

N G O は国内 での 緊 急支 援 活動 に 対し て 大き く 二分 さ れる 。東日 本 大震 災

に対 し て積 極 的に 敏 速な 対 応を し た組 織 があ る 一方 で 、自 分 たち の 本務

に照 ら し合 わ せて 関 わら な い立 場 をと る 組織 も ある 。 J A N IC 事務 局 長の

山口 誠 史 （ 8 ）に よ れ ば 、積 極 的に 支 援活 動を 実 施す る N G O は 、支 援 を必

要と す る人 が いれ ば 、国 内 外を 問 わず 駆 けつ け るの が N G O であ る とい

う、言 わば 地球 市 民 的な 立 場と 、国 際 協 力 N G O の本務 は 途 上国 の 人々 の

支援 で あり 、 海外 の さら に 厳し い 状況 に ある 人 々へ の 支援 を 優先 さ せる

べき で ある と する 立 場が あ る。 従 って 、 活動 を 実施 し なか っ た N G O に

は、 人 材・ 資 金・ 経 験等 の 組織 の 資本 を 持ち 合 わせ て いな か った タ イプ

以外 に も、 本 務に 照 らし て 実施 を 決定 し なか っ たタ イ プが あ る。  

組織 体 と運 動 体：組 織と し ての 体 裁 が 整 うほ ど に 、そ の ミッ ショ ン や、

法人 格 があ れ ばそ の 定款 が 、組 織 の行 動 や意 思 決定 の 規範 と なる 。 法人

格を も たず 、 運動 と して 活 動を 始 めた 個 人の 集 まり で は、 そ の中 の メン

バー が 支援 活 動へ の 意志 を 訴え 、 他の メ ンバ ー が同 意 すれ ば 、そ れ で支

援活 動 （運 動 ）が 始 まる 。 組織 体 は一 般 的に 目 的達 成 と同 時 に組 織 存続

に対 し ても 配 慮す る が、 運 動体 の 場合 、 そこ で 活動 す る人 々 は、 基 本的

には 組 織を 生 活の 糧 には し ない た め存 続 の配 慮 は不 要 であ る 。そ れ ぞれ

の N G O は、 この 組 織体 ― 運動 体 軸の ど こか に 位置 す るこ と にな る だろ

う。 組 織体 体 質が 強 い組 織 では 、 ミ ッ シ ョン と 同時 に 組織 運 営・ 存 続が

重要 な テー マ にな る であ ろ うし 、 運動 体 体質 が 強い 組 織は 、 各メ ン バー

の 活 動 に 対 す る 情 熱 や 意 志 が 、 活 動 や 実 践 の 原 動 力 に な る 。 国 際 協 力

N G O が東日 本大 震 災で 支 援活 動 をす る 場合 、組 織 体― 運 動 体軸 は、活 動

に至 る 動機 や 意思 決 定に 影 響す る 。  

活動 様 式と の マッ チ ング：国 際 協力 N G O は、自 分 たち の本 務で の 活動

様式 が 、支 援 活動 の 様式 に 近い 場 合、関 わる こ とが 容 易で あ る。従 って 、

緊急 支 援を 国 際協 力 の現 場 で実 践 した 経 験の ある N G O に と って 、 東日

本大 震 災で の 緊急 支 援は 自 然の 成 り行 き であ っ たで あ ろう 。 一方 農 村開
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発や 教 育等 、 中長 期 的な ス パン で 開発 事 業に 携 わっ て いる 組 織に と って

は、 震 災直 後 での 緊 急を 要 する 支 援に 対 して は 積極 的 にな り づら い 。  

 

３－２．震災復興支援に関わった（関わる）国際協力 NGO の分野  

では 、そ れ らの 被 災 地支 援 を実 施 した N G O は、ど の様 な 分 野で 活 動し

たの か 。 2011 年 6 月時 点 で国 際 協 力 N G O によ る被 災 者支 援の 分 野別 活

動数 は 以下 の とお り であ る 。  

 

1 .  支援 物 資配 布         1 31  

2 .  医療 支 援・ 心 のケ ア         72  

3 .  食料 配 布・ 炊 き出 し         69  

4 .  避難 所 運営          61  

5 .  教育           55  

6 .  ボラ ン ティ ア 調整         43  

出 典  J A N IC（ 201 2）  

 

山口 は、こ れら の 活 動分 野 は、N G O の緊 急援 助 の経 験（ 支 援 物資 配 布

や食 糧 配布・炊 き出 し ）や 保 健医 療 の専 門性 を 持つ N G O（ 医 療支 援・心

のケ ア）、そ し て海 外で 実 施し て きた 開 発プ ロ ジェ ク ト（教 育）のノ ウ ハ

ウや 経 験が 活 きた 、 とし た 。  

 

３－ ３ ．地 域 （県 ） 別避 難 者数 、 活動 N G O 数、プ ロジ ェ ク ト数 の 関係  

前章 で は、 避 難者 数 とボ ラ ンテ ィ ア活 動 の推 移 を福 島 、宮 城 、岩 手 の

3 県 で 地域 に わけ て 簡単 な 比較 分 析を お こな っ た。 こ こで は 、各 県 （ 県

内・県 外）の 避難 者 数に 対 する 実施 N G O 数及び N G O によ るプ ロ ジェ ク

ト数 を 比較 検 討す る 。 J A N IC ( 201 2)に よ れば 2 011 年 11 月 当 時 74 団体 が

552 の プロ ジ ェク ト を実 施 して い たが 、 それ は 避難 者 の数 と の関 係 にお

いて 比 例関 係 にな い 。   

表 3 は 、 N G O 数 と その プ ロジ ェ クト 数 の調 査 を実 施 した の が 2 011 年

11 月の た め、避難 者 数も 、そ の 時期 の 数 であ る。N G O の 数や ぷロ ジ ェク

数の 推 移を 避 難者 数 との 関 係で 分 析で き ない の が残 念 であ る が、 こ れか
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らも 、3 県 に 対す る N G O 活動の 特徴 を ある 程 度明 ら かに で きる だ ろ。こ

の時 期 、宮 城・岩 手・福島 にお け る避 難 者数 の 割合 は 、福 島 が 68％と 突

出し て おり 、 地域 に おけ る 支援 の ニー ズ が他 の 県と 比 べて 大 きい こ とが

容易 に 想像 で きる 。一方 、福 島 での N G O によ る プロ ジ ェク ト 数は 60 で 、

全体 の 11％に す ぎな い。プロ ジ ェク ト の 過半 数 は宮 城 県に 集 中し て いる

のも 特 徴的 で ある 。  

 

表 3  

デ ー タ ： J A N I C に よ る  

注 ： 県 別 活 動 団 体 合 計 は 1 0 8 だ が 、複 数 県 で の 活 動 団 体 も あ り 実 際 の 団 体 数 は 7 4  

 

この 表 で最 も 注目 す べき 点 は、 福 島の 避 難者 数 に対 する N G O プロ ジ

ェク ト 数の 比 が、 宮 城と 岩 手の そ れに 対 して 、 1 5 倍 から 20 倍大 き いと

いう こ とで あ る。 こ れは 福 島で の N G O 活動 が 他の 2 県に 比 べて 、 対避

難者 比で 15 か ら 20 分の 1 程度 に 留ま っ てい る とい う こと で ある 。 ボラ

ンテ ィ ア活 動 者数 と 同様 に、N G O の プロ ジェ ク トに お いて も 、福 島で の

活動 が 極端 に 少な い こと が 明ら か にな っ た。 尚 、ボ ラ ンテ ィ ア活 動 者数

にお い ては 岩 手の 方 が宮 城 より も 積極 的 であ っ たが 、N G O プ ロジ ェ クト

にお い ては 、 岩手 よ りや 宮 城に 避 難者 比 にお い ても よ り多 く の活 動 が実

施さ れ たこ と にな る 。  

2014 年現 在 、福 島 に関 わ って いる N G O は、 放射 能 に関 す る知 見 を活

かし た 活動 を する J IM -N E T、途 上国 に お いて 子 ども た ちに 対 する 支 援を

して き た経 験 を活 か すチ ャ イル ド・ファ ンド・ジ ャ パン（ C FJ）、途上 国

   避 難 者     
NGO

数 

  ﾌﾟﾛｼﾞｪｸ

ﾄ数 

  避難者対

プロジェ

クト数比 
  県内 県外 計 （%） (%) （%） 

宮城県 30,739 1,208 31,947 16% 40 37% 292 53% 109  

岩手県 31,337 - 31,337 16% 33 31% 179 32% 175  

福島県 99,506 34,743 134,249 68% 18 17% 60 11% 2,237  

その他 - - - - 17 16% 21 4% - 

計 161,582 35,951 197,533 100% 108 100% 552 100%   
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の現 場 で地 域 組織 を 側面 支 援す る ノウ ハ ウを 活 かし て 活動 す る J V C 等々、

そ れ ぞ れ 自 分 た ち の 経 験 知 を 活 か し た 活 動 を 継 続 し て い る （ J A N IC ,  

2014）。加え て 東日 本 大震 災 を機 に 支援 の 手を 差 し伸 べ る海 外 の国 際 協力

N G O もあっ た。しか し、福島 で の活 動 を その 数 や規 模 から み ると 、宮 城

や岩 手 と比 べ て限 定 的で あ る。 東 日本 大 震災 で 支援 活 動を 実 施し た （し

てい る）N G O は 、国 内・海外 を 問わ ず 支 援の 必 要が あ る場 所 に駆 け つけ

る地 球 市民 と して の 立場 で あろ う。し か し、プロ ジ ェク ト 数 から み れば 、

支援 が 必要 で ある 場 所に 適 度に 散 らば っ てい る とは 考 えず ら い。 被 災の

深刻 な 東北 3 県の 中 でも 、 福島 は 原発 事 故に よ る被 害 とい う 意味 で は、

最も 深 刻と 考 えら れ るが 、3 県 の中 で の プロ ジ ェク ト 数か ら みた 偏 りは 、

丁度 一 般市 民 ボラ ン ティ ア が活 動 地を 選 ぶの と 同様 に 岩手 や 宮城 重 視と

なっ て いる 。 この 偏 りは 放 射能 汚 染だ け に起 因 する だ ろう か 。  

 

３－４． NGO の活動地、活動内容決定要因  

前述 し たよ う に東 日 本大 震 災は 、 地震 、 津波 、 原発 事 故の ３ つの 災 害

をも た らし た 。現 状 では 、 この ３ つの 災 害を 重 層的 に 受け た 福島 で の国

際協 力 N G O 活動 が 一番 手 薄に な って い る。また、そ れは 丁 度、活動 地 選

択と い う視 点 から す れば 、 一般 市 民ボ ラ ンテ ィ アが 被 災地 に 支援 に 行く

時の 選 択と 類 似し て いる 。N G O と市 民ボ ラン テ ィア は、同 じ 行動 様 式な

のか 。N G O の活 動地 およ び 活動 内 容に は 、何 が影 響 して い る と考 え られ

るか 。これ に対 す る 解答 を 得る に は、３ 県で 活 動す る 個々 の N G O のキー

パー ソ ンに 聞 く必 要 があ る が、 そ れは 今 回の 調 査で は 時間 的 制約 上 困難

で あ っ た た め 、 こ こ で は イ ン フ ォ ー マ ン ト へ の イ ン タ ビ ュ ー を 基 に 、

N G O 活動の 意思 決 定に 影 響を 与 えた と 考え ら れる 視 点を 提 示す る 。  

放射 能 汚染 ： 原発 事 故当 初 から 暫 くは 、 現地 へ 入る こ とを 妨 げる 一 番

の要 因 がこ れ であ る こと は 間違 え ない だ ろう 。 海外 で の援 助 活動 で の知

見を 有 する N G O で も、 放 射能 汚 染に 対 して 専 門的 な 知識 を もっ て いる

とこ ろ は、一握 りの N G O（ 9 ） を除 き 皆無 であ る。原 発事 故 発 生直 後 から

暫く は 、実 態 把握 が でき な い状 況 が続 い た。 放 射能 被 害の 可 能性 が ある
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とこ ろ にス タ ッフ を 派遣 す るこ と を躊 躇 する の は当 然 であ る 。政 府 や東

京電 力 から 提 供さ れ る情 報 に対 し て信 頼 する こ とが 困 難な 状 況で 、 さら

には 事 態が そ の後 ど の よ う に展 開 して い くか は っき り しな い 状況 で 、福

島原 発 に近 づ くこ と は賢 明 では な い。  

震災 か ら４ 年 にな ろ うと す る 2 01 5 年 1 月、 政 府や 東 京電 力 が公 表 す

る情 報 が必 ず しも 信 頼で き ると は 言え な いが 、 福島 の 放射 能 汚染 状 況は

ある 程 度、 理 解で き るよ う にな っ た。 放 射能 汚 染が 深 刻な 地 区の 被 災者

は基 本 的に は 、そ の 場所 か ら逃 れ て避 難 生活 を して い る。 従 って 、 多く

の被 災 者対 象 の支 援 活動 は 、避 難 地区 で のも の とな る 。そ の 意味 で は、

放射 能 汚染 に よる 活 動へ の 躊躇 の 度合 い は大 き く減 少 した と 考え ら れる 。 

多数 の 活動 地 選択 肢 ：前 述 した 通 り、 支 援を 必 要 と す る現 場 は、 広 範

囲に 及 ぶ東 北 の太 平 洋側 沿 岸部 で あり 、 活動 地 に選 択 肢の 幅 があ っ た。

震災 直 後、 道 路が 寸 断さ れ たり 、 ガソ リ ン不 足 する 中 、支 援 団体 は 、と

にか く 入れ る 場所 で の活 動 をす る こと か ら始 め た。 放 射能 汚 染状 況 がは

っき り つか め ない 福 島は 、 緊急 の 支援 を 要す る 他の 多 くの 現 場と の 比較

にお い て、 結 果と し て後 回 しに な って い った 。  

最初 の 訪問 現 場：被 災直 後 は、多 く の国 際協 力 N G O が、最 初に 訪 問し

た被 災 地で 支 援活 動 を開 始 して い る。 そ れだ け 沿岸 部 はど こ も深 刻 な状

況で あ った 。時 間 が 経過 す るに 従 い、後 から 支 援活 動 に入 る N G O は、既

に活 動 して いる N G O から 状況 を 把握 し て、 支 援活 動 の手 薄 な場 所 や分

野を カ バー す るよ う にな っ てい っ たが 、 それ も 宮城 や 岩手 が 殆ど で あっ

た。 そ して 、 一度 、 支援 活 動を 開 始す る と、 そ れだ け で精 一 杯と な り、

福島 県 での 支 援活 動 はま す ます 遠 のく 結 果と な った 。 ある 程 度状 態 が落

ち着 い てく る と、国 際協 力 N G O は 出 口 戦略 を 考え る のが 一 般的 で ある 。

N G O は海外 の現 場 では い つも 外 部者 と して 関 わっ て おり 、地域 の 住民 や

組織 自 立の た めの 支 援が 黄 金律 で ある 。 自治 体 や地 域 ＮＰ Ｏ によ っ て支

援 活 動 が 、 機 能 し 始 め て い る 場 所 で は 、 海 外 で の 本 務 が あ る 国 際 協 力

N G O が入る 意味 を 見出 し ずら い。福 島 の問 題 は、福島 の Ｎ ＰＯ や 自治 体

に任 せ るこ と が自 然 の成 り 行き と して 出 てき て いる 。  

被災 地 と避 難 者 ： 福 島の 原 発避 難 区域 以 外の 地 域で は 、被 災 者の 避 難
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場所 は 被災 し た場 所 から さ ほど 遠 くな い 場で あ るた め 、被 災 地へ の 支援

が、 被 災者 の 顔の 見 える と ころ で 実施 で きる た め、 活 動の 意 味・ 意 義が

わか り やす い 。宮 城 や岩 手 では 、 高台 移 転も 、 もと も との 居 住地 か らさ

ほど 遠 くな い 場所 へ の移 転 であ り 、か つ ての 生 業を 復 興さ せ る取 り 組み

がな さ れて い る。 一 方、 福 島の 避 難区 域 内住 民 及び 自 主的 非 難者 は 、居

住 し て い た 被 災 地 と 物 理 的 に 距 離 の あ る 場 所 へ と 避 難 し て い る た め ( 1 0 )、

被災 地 にお け る被 災 者の 空 洞化 が 生じ 、 被災 地 への 支 援活 動 の意 味 が無

くな っ た。 ま た、 被 災者 支 援は 、 避難 所 での 支 援と な り、 被 災地 の 復興

や帰 還 への 道 筋が 立 たな い こと も 、福 島 での 支 援を 困 難に し てい る 。  

地震 ・ 津波 被 害と 放 射能 汚 染被 害 にお け る真 逆 な時 間 の流 れ ：緊 急 支

援の 出 口戦 略 を考 え る頃 に 、放 射 能汚 染 によ る 問題 は 慢性 化 と同 時 に深

刻化 の 様相 を 呈す る 。既 に 多く の 論文 が 放射 能 汚染 よ る被 害 が地 域 住民

をど の よう に 複雑 な 問題 に 直面 さ せて い くか を 明ら か にし て いる 。 事故

を起 こ した 福 島 第 一 原発 が どれ ぐ らい の 期間 で どの よ うに 終 息す る かに

関し て も、 明 確な イ メー ジ をで き る人 が いな い 状況 で ある 。 放射 能 汚染

が深 刻 な地 域 では 、 少な く とも 数 十年 は 、そ の 地で の 居住 ・ 生活 は 困難

であ る こと が わか る 。国 の 政策 に 視点 を 転じ れ ば被 災 して い る弱 者 （母

子等 ） を守 る べき 被 災者 支 援政 策 が骨 抜 きに な って い ると い う詳 細 な報

告も あ る（ 日 野  2 01 4）。  

第 二 次 世 界 大 戦 後 最 大 の 惨 事 だ と 知 識 人 （ 1 1 ） た ち が 訴 え る 原 発 事 故 は 、

地震 と 津波 と 同様 の 復興 に は進 ん でい な い。 で ある に もか か わら ず 、東

京を は じめ と して 福 島以 外 から 距 離の あ る地 域 では 、原 発 事 故の 話 題が 、

メデ ィ アを 通 して 流 れる こ とが 激 減し て いる 。 情報 が 減る こ とで 、 人々

の意 識 から も 風化 し てい く が、 そ れは 原 発問 題 と被 害 者た ち が抱 え る問

題の 深 化を 意 味す る 。  

 

４．新しい課題と新しい手法  
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４－１．新たな市民問題「ディアスポラ」の「ブラックホール」  

宮城 や 岩手 で は多 く の命 が 失わ れ たが 、 その 一 方で 沿 岸部 の 市町 村 の

再建 が 進み 、人 々 が 元の 生 業を 取 り戻 し 、高 台移 転 の実 施 計 画が 進 行し 、

人々 に は新 た な生 活 を始 動 する 勢 いと 希 望が あ る。 し かし 福 島の 被 災者

の状 況 は大 き く異 な り、 未 だに 明 確な 解 決の 方 向が 見 えな い 。元 の 生活

に戻 れ る希 望 を失 い 、地 元 を捨 て 、新 た な土 地 で新 た な生 活 を始 め る人

も多 い 。し か し、 経 済的 な 理由 、 そし て 仕事 や 家族 の 関係 上 、全 員 がそ

の様 な 一歩 が 踏み 出 せる 境 遇に あ るわ け では な い。 多 くの 避 難者 は 、今

後の 予 定を 計 画で き ない ま まに 、 仮の 生 活を 余 儀な く され て ４年 近 くに

なる 。  

放射 能 汚染 は、 半 減 期が ３ ０年 近 くに も なる セ シウ ム が主 で ある と す

れば 、 小さ な 子供 を もつ 親 の健 康 被害 に 対す る 不安 は 、除 染 によ り 解消

でき る ほど 短 絡的 に 考え ら れな い 。実 際 に４ 年 近く 経 過し て も、 放 射能

の線 量 はホ ッ トス ポ ット で は、 事 故以 前 と比 べ て明 ら かに 高 い数 値 で推

移し て おり 、 事故 前 の状 態 に戻 る には 数 十年 、 場所 に よれ ば 百年 の 単位

で時 間 が必 要 とな る 。こ の深 刻 な状 態 で も、それ が 日常 化 す るこ と で人 々

はそ れ に慣 れ てい く 。  

政府 の 対策 は、 地 域 住民 の 抱え て いる 問 題を 結 果と し てな い がし ろ に

する 方 向へ と 進ん で いる こ とが 日 野（ 20 14） の 被災 者 支援 政 策か ら も明

らか に なっ て きて い る。 一 方、 市 民の 意 識は 、 放射 能 汚染 が なく な った

わけ で はな い のに 慣 れる こ とで 、語 られ なく な り、風化 して いく 。「 大丈

夫だ 」「 風評 を 煽る な」とい う 声を 前に して 、放 射 能の 影響 を受 け やす い

小さ な 子供 を 育て る 親は 、 自分 た ちの 直 面す る 問題 で あっ て も、 ま すま

す声 を 上げ づ らく な り、 問 題が 深 刻化 す る。 地 元で 長 年ご 近 所付 き 合い

して い たコ ミ ュニ テ ィー の 人た ち がそ れ ぞれ 異 なる 避 難所 で バラ バ ラに

なり デ ィア ス ポラ と 化し た 生活 で は、 住 民に よ る問 題 の共 有 や一 致 団結

して 声 を上 げ るこ と が困 難 とな り 、問 題 は声 な き声 へ とさ ら なる 深 刻化

の様 相 を呈 す る。  

避難 者 と福 島 で支 援 活動 に 従事 す る人 た ちは 、 多く の人 に 福 島に 来 て

もら い 少し で も実 態 を共 有 して も らい た いと 訴 える 。 それ は 福島 の 災害
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が深 刻 であ る にも 拘 わら ず、市 民に 理 解 され て いな い とい う 嘆き で ある 。

問題 に 解決 の 糸口 が 見つ か らず 、 未来 へ の希 望 を見 出 すこ と がで き ない

ほど 深 刻で あ る場 合 、人 々 は語 る こと を はば か る。 深 刻さ の 重さ に よっ

て、 そ の深 刻 さが 外 に出 な くな る 被害 の ブラ ッ クホ ー ル化 に おい て 、現

地に 足 を運 ぶ こと が 実態 把 握の 唯 一の 方 法に な って い る。  

 

４－２．新たな国際協力 NGO の役割   

国際 協力 N G O は、東日 本 大震 災 にお い て、宮 城・岩 手へ の 緊急 支 援活

動を 通 して 培 って き た敏 速 な対 応 を実 践 した 。し か し、福島 に おい て は、

震災 当 初、 支 援活 動 を躊 躇 した 側 面が あ った 。 震災 後 4 年 近 くた ち 、多

くの 宮 城・岩手 で 活 動し た N G O は、支 援を 切 り上 げ、自 分 たち の 本務 に

戻っ て いく 。 宮城 ・ 岩手 は 、地 域 の自 治 体や Ｎ ＰＯ が 活動 を 支援 で きる

状態 に ある た め、も はや 国 際協 力 N G O の必 要 ない と いう 判 断で あ る。で

は、 福 島に お いて も 、地 方 自治 体 やＮ Ｐ Ｏの 活 動は 、 他の 2 県同 様 に存

在す る ので N G O の 活動 す る意 義 はも は やな い のか 。国際 協 力 N G O だか

らこ そ 担え る 活動 が 残っ て いな い か。  

福島 で 支援 活 動に 従 事し て きて い る人 た ち （ 1 2 ） は、皆、全く 解決 し て

いな い 福島 の 原発 事 故や 被 災者 問 題が 社 会か ら 忘れ 去 られ る こと に 対し

て危 惧 を強 く 抱き 、 今だ か らこ そ 、よ り 多く の 人た ち に福 島 に来 て 実態

を 見 て もら い らい た いと 声 を大 に して い る。  

 

「 こ れ は 、原 発 事 故 の 話 な ん だ と い う こ と 。東 京 に 居 る 人 が 、福 島 の 人 を

ど の よ う に 助 け ら れ る か 、と 言 う 以 前 に 、ま ず ど ん な 状 況 に あ る の か 自 分

の 目 で 見 に 来 る こ と は 、当 然 す べ き こ と 。国 道 ６ 号 線 を 走 れ ば 、ま と も な

神 経 の 持 ち 主 な ら ば『 こ れ は ま ず い な 』と 必 ず 思 う 。自 分 の 目 で 見 て 、『 こ

れ は ま ず い 』と 感 じ て も ら い た い 。特 に 、東 京 に 住 ん で い る 人 に は そ れ を

み る 義 務 が あ る 。確 か に 、来 る に あ た り 放 射 能 の 心 配 が あ る だ ろ う が 、確

実 に 言 え る の は 、 そ こ に は 若 い 人 も 住 ん で い る と い う こ と 。」  
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この 様 に、カト リ ッ ク仙 台 教区 の 小松 神 父 （ 1 3 ） は訴 え る。人 々の 意 識

から 忘 れら れ るこ と がま ず 一番 深 刻な 問 題で あ ると い う。 市 民ボ ラ ンテ

ィア の 数は 、 絶対 数 が少 な いが 微 増し て いる の は、 市 民の 意 識の 中 に、

放射 能 汚染 に 対す る 一定 の 理解 が 広ま り 福島 を 訪問 す るこ と が情 報 と理

解が 欠 けて い た以 前 より 入 りや す くな っ てい る こと と 、福 島 の避 難 者に

対す る 問題 意 識が 少 しで あ って も 広が り つつ あ るこ と のあ ら われ か もし

れな い 。  

一方 、国 際 協力 N G O は、少 な くと も宮 城や 岩 手か ら は撤 退 の方 向 で動

いて お り、福島 に 関 する 方 針は 、各 N G O により 様 々で あ り 、全 体と し て

撤退 方 向へ 向 かう の か、 こ れか ら さら に 新し い N G O が支 援 活動 に 入る

こと が ある の かわ か らな い 。明 ら かな こ とは 東 日本 大 震災 に 対す る 助成

金は 減 って お り、 メ ディ ア が大 騒 ぎを す るよ う な事 実 が新 た に明 ら かに

なっ た り、 被 災が 新 たに 発 生す る よう な こと に なっ た りし な い限 り 、今

から 福 島で の 支援 に 踏み 切 る正 当 な理 由 が無 い ため 、 組織 と して 意 思決

定は 困 難と い うこ と であ る。ま た、N G O は組 織 とし て は本 務 に従 事 する

が、それ 自 体が 、N G O スタッ フ 個人 の 行 動を 妨 げる こ とで な いの で、個

人と し て脱 原 発運 動 に関 わ るこ と が市 民 とし て 重要 で はな い か、 と いう

意 見 も ある 。  

国際 協力 N G O は 、 今ま で 本務 と して き た支 援 活動 と 異な る 次元 に あ

る福 島 を現 場 とす る 「専 門 性」 を 持ち え てい な いの か もし れ ない 。 しか

し、 福 島原 発 事故 は 福島 の みな ら ず、 海 水へ の 汚染 を 考え れ ば明 ら かに

グロ ー バル な 規模 で 多く の 人に 影 響を 与 える 出 来事 で ある 。 その こ とが

現在 も 発生 し てい る （原 子 炉が 一 定の 安 定状 態 にあ る とし て も、 多 量の

冷却 水 を注 入 し続 け てお り 、今 後 どの よ うに 最 終的 な 解決 が あり え るの

か明 確 にす る こと が 出来 て いな い ）状 況 のま ま 、地 域 の住 民 の実 態 がブ

ラッ ク ホー ル と化 す るこ と はグ ロ ーバ ル 社会 に とっ て 、少 な くと も 情報

の透 明 性の 視 点か ら だけ 見 ても 、 解消 し なけ れ ばな ら ない 深 刻な 問 題で

ある 。 福島 の 問題 を 東京 を 初め と した 都 市や 、 諸外 国 に発 信 して い くこ

とが ま すま す 重要 に なっ て きて い るが 、 地元 Ｎ ＰＯ に 比べ 、 東京 に 拠点

を置 く 国際 協力 N G O はそ の発 信 力に お いて 遥 かに 勝 って お り、 そ こに
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担う べ き役 割が N G O にある と、ふ くし ま地 球 市民 発 伝所（ 福伝 ）の 竹 内

は分 析 する （ 1 4 ）。  

前述 の 小松 神 父は 、 外部 者 が住 民 のク ッ ショ ン 役と し て関 わ るこ と が

今後 、 避難 者 が復 興 住宅 へ 移り 住 む段 階 で重 要 であ る と指 摘 する 。 福島

の被 災 者は 、 地元 生 活圏 内 での 復 興住 宅 移 転 を する 宮 城や 岩 手の 被 災者

と異 な り、 郡 山、 福 島、 い わき 、 原町 等 、地 元 から 遠 く離 れ 場所 の 復興

住宅 へ 居住 す るこ と とな る 。避 難 所生 活 での 運 命共 同 体的 絆 が、 仮 設住

宅移 住 でバ ラ バラ に なり 、 仮設 住 宅で の 生活 で 築い た きず な が復 興 移住

でバ ラ バラ と なる 。 復興 住 宅地 に 入居 す る被 災 者は 、 その 地 域に 基 から

生活 し てい る 住民 に とっ て はよ そ 者で あ る。 様 々な ス トレ ス から 荒 れた

生活 に なり が ちな 被 災者 と 地域 住 民が 友 好な 関 係で 生 活す る こと は 必ず

しも 容 易で は ない 。N G O が、外部 か らの クッ シ ョン 役 とし て 関わ り、そ

れを 通 して 被 災者 や 地域 住 民の 抱 えて る 問題 を 理解 し、都 市 や諸 外 国に 、

その 実 態を 発 信し て いけ れ ば、 被 災者 の ディ ア スポ ラ 化や 福 島の ブ ラッ

クホ ー ル化 を 軽減 で きる 可 能性 が ある 。  

この 全 く新 し いタ イ プの 問 題に 対 して 、N G O も新た な手 法 が要 求 され

る 。19 80 年 代 、エ チ オピ ア での 干 ばつ が 極端 な 食糧 不 足を 生 じさ せ 多く

の被 災 者が 出 たが 、 民族 紛 争下 の エチ オ ピア 政 府は 、 被災 地 が反 政 府ゲ

リラ の 活動 地 であ る こと か ら、 事 態を 「 静観 」 する 態 度を と り、 そ の実

態が 国 際社 会 に明 ら かに な るこ と を妨 げ た。 そ の問 題 が初 め て世 界 の注

目を 浴 びる き っか け とな っ たの が 、ジ ャ ーナ リ スト 、 マイ ケ ル ・ バ ーク

によ る 果敢 な 取材 に よる 深 刻な 状 況の 把 握と 発 信で あ った 。  

福 島 原 発 事 故 を エ チ オ ピ ア の 飢 餓 の 深 刻 さ を 比 較 す る こ と は 困 難 で

ある が 、そ れ が及 ぼ す影 響 の規 模 の巨 大 さ（ 空 間的 に も時 間 的に も ）を

考え れ ば、 エ チオ ピ アの 飢 餓よ り 深刻 で ない と は言 い ない 。 それ に もか

かわ ら ず、 原 発事 故 の場 合 、事 故 その も のは 世 界的 関 心事 と なる が 、そ

の後 に 続く 地 域の 放 射能 汚 染は 、 臭い も 形も な く、 低 線量 被 ばく の 場合

は身 体 への 影 響が あ る年 月 の後 に 現れ る ので 理 解し づ らい 。 従っ て 、そ

の重 大 さに も 拘わ ら ず可 視 性の な い放 射 能汚 染 は、 エ チオ ピ アの 飢 餓の

事 例 の よう に 世界 の 注目 を 浴び づ らく 、 人々 の 意識 の 中か ら 忘れ 去 られ
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る 。  

深刻 で ある が 人々 に 理解 さ れづ ら い放 射 能被 災 の性 質、 避 難 によ っ て

バラ バ ラに な りデ ィ アス ポ ラと 化 して 問 題の 共 有が 物 理的 に 困難 に なっ

てい る 地域 住 民、 そ して 、 その 問 題の 深 刻さ ゆ えに 地 域住 民 が声 を あげ

られ な くな る ブラ ッ クホ ー ル化 、 これ ら の負 の 「三 重 奏効 果 」が 地 域住

民を 苦 しめ る。こ れ だけ の 深刻 な 問題 だ から こ そ、国際 協力 N G O が担う

役割 が ある 。 その 役 割は 、 エチ オ ピア で の飢 餓 支援 の きっ か けと な った

情報 発 信を ヒ ント と する な らば 、 その 問 題の 深 刻さ を 国際 社 会に 届 け 、

多く の 市民 と 共有 す ると こ ろか ら 始ま る 。そ の 市民 社 会と の 共有 は 以下

の二 つ の点 が 重要 で あろ う 。  

先ず は 、放 射能 汚 染 によ る 被災 者 の抱 え る特 殊 な状 況 に関 す る情 報 共

有の 困 難さ を 克服 す る必 要 があ る 。原 発 事故 の よう に 、そ れ を理 解 する

ため に は専 門 性の 高 い知 識 が要 求 され る 場合 、 学者 や 意識 の 高い 市 民団

体メ ン バー の みが 集 まり 、 専門 的 な話 が 多く な るに つ れて 視 野も せ まく

なり 、 一般 の 人た ち の理 解 や感 覚 から 離 れて し まう 危 険が あ る（ 東 京新

聞編 集 局編 、20 14）。そう な れば 、エ チオ ピア に 世界 各 地か ら 支援 の 手が

差し 伸 べら れ たよ う な市 民 社会 と して の 問題 共 有が で きな い 。 N G O は、

住民 に 寄り 添 い丁 寧 に彼 ら の声 を 拾う と 同時 に 、放 射 能汚 染 状況 や 人々

の声 を 代弁 し て発 信 する 場 合、 受 けて 側 の一 般 市民 が 容易 に 理解 で き共

感 で き る よ う な 方 法 で 、 伝 え て い く こ と が 要 求 さ れ る 。 福 伝 の 竹 内 （ 1 5 ）

は、 南 相馬 で 会っ た 神父 の 話と し て以 下 を説 得 力あ る 伝え 方 とし て 提示

する 。  

 

「 人 が メ デ ィ ア で す よ ね 。マ ス で は 伝 え き れ な い 。あ な た の お 友 達 、あ な

た の 、お 姉 さ ん 、お 兄 さ ん 、弟 が 、行 っ て 見 て き た こ と を 聞 い た 時 に 、嘘

と は 言 わ な い で し ょ 。 そ れ は 、 マ ス メ デ ィ ア で 情 報 を 流 す よ り よ っ ぽ ど

伝 わ っ て い る ん だ 。 だ か ら 、 来 て 話 を 聞 く と い う こ と で す よ ね 。」  

 

日本 の 国際 協力 N G O が直面 す るも う 一 つの 挑 戦は 、海外の N G O との

協働 で ある 。 福島 で の放 射 能汚 染 は、 前 述の 通 りグ ロ ーバ ル 社会 の 問題
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であ る 。日 本 社会 に 働き か ける だ けで な く、 広 くグ ロ ーバ ル 社会 へ の働

き か け が 必 要 不 可 欠 で あ る 。 し か し マ ク ジ ル ト ン ( 201 3 )に よ れ ば 、 海 外

の N G O が支 援の 手 を差 し 伸べ よ うと し ても 、 それ を 拒む 体 質が 日 本の

行政 や N G O にあ る こと を 指摘 し てい る 。彼 の 指摘 は、震 災 直後 の 緊急 支

援 の 文 脈 で 自 分 た ち の 提 供 す る 物 資 を 受 け 取 ら な い 日 本 の 自 治 体 や

N G O を事例 とて い る 。マ ジ ルト ン は 、協働 す るこ と で 、自 治体 や N G O の

中に 新 たな 仕 事と 責 任が 生 じる た め、 内 と外 を 隔て 、 よそ 者 とは 協 力す

る義 理 がな い のが 理 由で あ ると 分 析し た 。こ れ に関 し ては 、 震災 直 後の

混沌 の 中、 寝 る時 間 もな い 緊急 状 態で 、 言語 的 な壁 の ある 人 と協 働 する

だけ の ゆと り がな か った の では な いか と 推察 さ れる 。 だた 、 時間 が 経過

し支 援 活動 の 管理 運 営が 落 ち着 い た後 で は、 海外 N G O と 積 極的 な 協働

をす る こと が 、日 本 の N G O が国 際社 会 へ発 信 する 上 で必 要 不可 欠 であ

る 。  

 

本稿 で は、 ま ず、 東 日本 大 震災 で 特に 原 発事 故 の被 災 者・ 避 難者 の 置か

れて い る状 況 から 、その 深 刻さ を 示し た 。そ し て日 本の 国 際 協力 N G O が

どこ で 、ど の よう な 支援 活 動を 実 施し て きた か を、 県 別に 数 量的 に 明ら

かに す るこ と で、 福 島で の 支援 活 動が 宮 城や 岩 手に 比 べて 極 端に 少 ない

こと を 明ら か にし た 。そ の後 、福 島 では 原発 事 故被 害 とい う 多く の N G O

にと っ て新 し い問 題 に対 す る活 動 の重 要 性や 役 割を 示 した 。 可視 化 でき

ない 放 射能 、 ディ ア スポ ラ 避難 民 、人 々 の声 が のま れ るブ ラ ック ホ ール

が福 島 原発 事 故と し て明 ら かに な った 。 最後 に これ を 解決 す るた め の国

際協 力 N G O の役 割 は地 域 住民 に 寄り 添 い丁 寧 に声 を 聞く こ と、 一 般市

民が 容 易に 理 解で き るよ う な表 現 での 情 報発 信 、そ し て海 外 N G O との

協働 で ある こ とを 示 した 。本論 文は 、福 島で 活 動す る N G O への 個 別な 聞

き取 り や避 難 者た ち への 丁 寧な 聞 き取 り が十 分 でな い ため 、 実態 と 隔た

りの あ る内 容 があ り える 。 しか し 、福 島 の被 災 者や 避 難者 の 置か れ てい

る状 況や N G O の 担 う役 割 に関 し ての 示 唆に よ り、今後 、原 発事 故 によ り

５．最後に  
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生じ る 深刻 な 問題 を 解決 す るた め の一 考 とな れ ば幸 い であ る 。  

 

付録  

 

参考文献  

J A N I C、2 0 1 2、「 震 災 発 生 ！ N G O は ど う 動 い た か 」『 東 日 本 大 震 災 と 国 際 協 力 N G O ―

国 内 で の 新 た な 可 能 性 と 課 題 、 そ し て 提 言 』 国 際 協 力 N G O セ ン タ ー ．  

J A N I C、2 0 1 4、『 放 射 能 と 1闘 う 人 々 と 共 に  J A N I C 福 島 事 務 所 活 動 の 記 録 2 0 11 - 2 0 1 4』

国 際 協 力 N G O セ ン タ ー ．  

           
        避難者数       (単位：人） 

年 月 
福島県 宮城県 岩手県 

県外 県内 合計 県外 県内 合計 県外 県内 合計 

2011 

6 (38,896) (23,979) (62,875) (5,943) (25,489) (31,432) (1,087) (25,747) (26,834) 

9 54,896  3,834  58,730  8,354  2,853  11,207  1,412  1,801  3,213  

12 59,464  95,200  154,664  8,603  122,557  131,160  1,536  43,953  45,489  

2012 

3 62,831  97,946  160,777  8,483  127,792  136,275  1,578  42,789  44,367  

6 62,084  101,320  163,404  8,330  128,197  136,527  1,563  43,096  44,659  

9 60,047  99,521  159,568  8,251  115,856  124,107  1,593  42,263  43,856  

12 57,954  98,235  156,189  8,079  112,008  120,087  1,674  41,626  43,300  

2013 

3 56,920  97,072  153,992  7,945  108,357  116,302  1,603  40,304  41,907  

6 53,960  93,915  147,875  7,644  101,328  108,972  1,555  38,780  40,335  

9 51,251  91,392  142,643  7,474  96,330  103,804  1,531  37,370  38,901  

12 48,944  87,712  136,656  7,159  92,290  99,449  1,501  35,925  37,426  

2014 

3 47,683  84,221  131,904  7,012  88,575  95,587  1,477  34,494  35,971  

6 45,279  82,657  127,936  6,813  81,923  88,736  1,441  33,221  34,662  

9 46,645  78,577  125,222  6,925  77,836  84,761  1,451  31,714  33,165  

12 45,934  75,440  121,374  6,810  73,796  80,606  1,453  30,289  31,742  

出典 復興庁 (http://www.reconstructioNGO.jp/topics/main-cat2/sub-cat2-1/20140328_hinansha_suii.pdf) 

 
*2011 年６月の、３県から３県への避難者のデータは把握できていない。 
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チ ャ ー ル ズ・マ ク ジ ル ト ン 、 2 0 1 3、「 支 援 を 拒 む 人 々 ―被 災 地 支 援 の 障 壁 と 文 化 的

背 景 」 ト ム ・ ギ ル 、 ブ リ ギ ッ テ ・ シ テ ィ ー ガ 、 デ ビ ッ ド ・ ス レ イ タ ー 編 『 東 日

本 大 震 災 の 人 類 学 ―津 波 、原 発 事 故 と 被 災 者 た ち の「 そ の 後 」』人 文 書 院 3 1 - 6 2 .  

東 京 新 聞 編 集 局 編 、 2 0 1 4、『 坂 本 龍 一 Ｘ 東 京 新 聞 』 東 京 新 聞 社 ．  

藤 川 賢 、 2 0 1 2、「 福 島 原 発 事 故 に お け る 被 害 構 造 と そ の 特 徴 」『 環 境 社 会 学 研 究 』

1 8 : 4 5 - 5 9 .  

日 野 行 介 、 2 0 1 4、『 福 島 原 発 事 故  被 災 者 支 援 政 策 の 欺 瞞 』 岩 波 新 書 ．  

武 藤 類 子 、 2 0 1 2、『 福 島 か ら あ な た へ 』 大 月 書 店 ．  

 

参照ホームページ  

福 島 県 生 活 復 興 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー（ h t t p : / / w w w. p r e f - f - s v c . o r g /）2 0 1 4 年 1 月 11

日 最 終 ア ク セ ス ．  

宮 城 県 災 害 ・ 被 災 地 社 協 等 復 興 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

（ h t t p : / / s v c . m i y a g i . j p / f u k k o u /） 2 0 1 4 年 1 月 11 日 最 終 ア ク セ ス ．  

岩 手 県 社 協 ボ ラ ン テ ィ ア・市 民 活 動 セ ン タ ー（ h t t p : / / w w w. i w a t e - s v c . j p /）2 0 1 4 年 月

1 日 最 終 ア ク セ ス ．  

 

1  毎 日 新 聞 、 読 売 新 聞 、 東 京 新 聞 等 々  
2  当 初 予 定 し て い た 代 々 木 公 園 は デ ン グ 熱 問 題 で 使 用 で き な く な っ た め 。
（ h t t p : / / s a y o n a r a - n u k e s . o r g /）  
3  h t t p : / / a n z e n - a n s h i n . a a a 3 a . j p / ? e i d = 4 0 5  
4  福 島 県 の 県 外 避 難 者 は 2 0 1 4 年 1 2 月 末 に お い て 4 5 , 9 3 4 で あ る 。 一 方 、 宮 城 県
の 県 外 避 難 者 数 は 同 じ 時 期 で 6 , 8 1 0、 岩 手 県 で は 1 , 4 5 3 人 で あ る 。 福 島 、 宮 城 、
岩 手 の そ れ ぞ れ の 県 外 、 県 内 避 難 者 の 推 移 に 関 し て は 付 録 １ を 参 考 の こ と 。  
5  阪 神 淡 路 大 震 災 で は 、 震 災 直 後 の １ カ 月 で 、 の べ ６ ２ 万 人 の 一 般 ボ ラ ン テ ィ ア
が 支 援 活 動 に 従 事 し 、 ２ カ 月 目 は の べ ３ ８ 万 人 、 ３ か 月 目 は １ ７ 万 人 と 減 少 し
た 。 そ の 後 も 減 少 し 続 け た が 半 年 後 に は 毎 月 約 ２ 万 人 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 者 数 と
な っ た と こ ろ で 安 定 し 、 ３ 年 以 上 に 亘 り こ の 人 数 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 が 継 続 し
た 。 詳 し く は 兵 庫 県 の ホ ー ム ペ ー ジ 「 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 一 般 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 者
数 推 移 計 」 h t t p : / / w e b . p r e f . h y o g o . j p / w d 3 3 / d o c u m e n t s / 0 0 0 0 3 6 1 9 8 . p d f を 参 照 の こ
と 。  
6  詳 し く は 、 内 閣 府 が 発 表 し て い る 震 災 の 経 済 へ の 影 響 を 参 照 の こ と 。
h t t p : / / w w w 5 . c a o . g o . j p / j - j / c r / c r 11 / c h r 11 0 2 0 2 0 1 . h t m l  
7  S H A R E =国 際 保 健 協 力 市 民 の 会 で は 海 外 現 場 に 赴 任 し て い た ス タ ッ フ が 丁 度 一
時 帰 国 し て い る 時 に 、 東 日 本 大 震 災 が 発 生 し 、 そ の ス タ ッ フ の 実 家 が あ る 気 仙 沼
に 状 況 把 握 の た め 入 り 、 そ の ま ま 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト を 開 始 し た 。  
8  2 0 1 4 年 2 月 1 8 日 J A N I C 事 務 所 に て イ ン タ ビ ュ ー 。  
9  J I M - N E T（ 日 本 イ ラ ク 医 療 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク ） は 劣 化 ウ ラ ン 弾 に よ る 放 射 能 汚
染 問 題 に 取 り 組 ん で き た 。  
1 0  飯 館 村 、 大 熊 町 、 冨 岡 町 、 浪 江 町 、 双 葉 町 、 楢 葉 町 の 多 く の 住 民 は 、 福 島 県
内 で も 、 福 島 市 、 郡 山 市 、 い わ き 市 、 二 本 松 市 、 会 津 若 松 市 、 本 宮 市 、 白 河 市 、

 

http://www.pref-f-svc.org/
http://svc.miyagi.jp/fukkou/
http://www.iwate-svc.jp/
http://sayonara-nukes.org/
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三 春 町 、 桑 折 町 等 、 車 で 1～ 2 時 間 か か る 場 所 で の 避 難 を 余 儀 な く さ れ て い る 。  
1 1  例 え ば 大 江 健 三 郎  
1 2  カ ト リ ッ ク 仙 台 教 区 の 小 松 神 父 、 C T V C カ リ タ ス 原 町 ベ ー ス の 栗 村 桂 子 、 ふ
く し ま 地 球 市 民 発 伝 所 の 竹 内 俊 之 な ど 。  
1 3  2 0 1 3 年 11 月 2 6 日 、 仙 台 教 区 に て イ ン タ ビ ュ ー ．  
1 4  竹 内 に よ れ ば 、 日 本 国 際 ボ ラ ン テ ィ ア や シ ャ プ ラ ニ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 、 タ イ
や バ ン グ ラ デ ィ ッ シ ュ （ こ れ か ら 原 発 が で き る と い う 地 域 ） の カ ウ ン タ ー パ ー ト
に 来 て 福 島 の 実 態 を 見 て も ら い 、 原 発 の な い 社 会 を 目 指 し た 活 動 を 始 め て も ら う
プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。  
1 5  2 0 1 3 年 11 月 2 6 日 、 福 伝 事 務 所 に て イ ン タ ビ ュ ー 。   
 
 



 

 

 

 

 こ こ では 原 発事 故 の被 災 者、 そ し て 支 援者 と の筆 者 の個 人 的な 関 わり

につ い て紹 介 した い 。私 が 関わ っ たの は 震災 の 直後 から 1 年 ほど の 短い

期間 に すぎ な い。 当 時出 会 った 人 々の ス トレ ス や問 題 は今 な お続 い てい

るだ ろ うし 、 支援 者 も辛 抱 強く 被 災者 に 寄り 添 い、 活 動を 続 けて い るに

ちが い ない 。 私は さ っさ と その 場 から 離 れ、 ま るで 対 岸か ら 火事 を 眺め

るよ う に、 そ の後 の 経緯 に つい て は他 の 研究 者 や報 道 など か ら知 る のみ

であ る 。  

 人 道 支援 の 現場 を 研究 対 象に す るよ う にな っ て以 来 、あ る 種の 後 ろめ

たさ を 感じ 続 けて い る。 当 初は 避 難者 の 境遇 へ の強 い 関心 か ら現 場 に関

わり 、 調査 だ けで な く支 援 活動 に も関 わ るよ う にな っ た。 し かし そ うし

た研 究 と実 践 の両 立 は極 め て困 難 だっ た 。い や 、た と え困 難 であ っ ても

多く の 研究 者 が、 調 査研 究 とと も に支 援 活動 と いう 実 践を 継 続し て いる

以上 、 けっ し てで き ない こ とで は ない 。 研究 者 が調 査 だけ を して 、 現場

の問 題 に何 ら 関与 し ない と いう の は調 査 倫理 に も反 す るよ う に思 わ れる 。 

 と に かく 私 は支 援 の現 場 への 関 わり を やめ て しま っ た。家 族の こ とや 、

本務 で ある 大 学で の 仕事 の 忙し さ など 、言い 訳 を探 せ ばい く らで も ある 。

しか し 、も っ とも 正 直な 理 由は 、 支援 の 現場 に 関わ る こと が 、 と て つも
、 、 、、

なく ス トレ ス だ
、、 、 、、 、 、

っ た から
、 、 、、

だ 。当 時 の私 は 、常 に 漠然 と した 不 安を 感 じ、

Chapter 5 
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憤り 、 そし て 誰か を 憎ん で いた 。 私の 原 動力 は 、怒 り や憎 悪 の感 情 だっ

た。そし て その 怒 り や憎 悪 に基 づ く行 動 は、何か を 解決 に 導 くど こ ろか 、

みん な が対 立 し、 憎 しみ あ って い るこ と を再 確 認し た だけ だ った 。 私の

行動 や 発言 が むし ろ 事態 を 悪化 さ せる こ とも あ った 。  

 そ う いう わ けで 、 私は 支 援の 現 場と 距 離を と るこ と にし た 。距 離 をと

る、 と いえ ば 格好 は つく が 、要 は すべ て 面倒 に なっ て 放り 出 した の だ。  

 し か し、 時 間の 経 過と と もに 、 自分 自 身が 経 験し た こと を 客観 視 でき

るよ う にな っ たい ま 、当 時 の経 験 を書 く こと に も意 味 があ る ので は ない

かと 思 える よ うに な った 。 なぜ な ら、 そ のと き 私が 感 じて い た怒 り や不

安、 憎 悪は 、 まさ に 支援 の 現場 に 関わ る 人々 が 体験 し てい る こと だ から

だ 。  

 支 援 の現 場 の実 情 は一 般 には あ まり 知 られ る こと が ない 。 多く の メデ

ィア の 関心 は 、第 一 に被 災 者や 被 災地 に 向け ら れる 。 支援 の 現場 と いう

のは 舞 台裏 で あり 、 二次 的 な関 心 事に 過 ぎな い 。第 二 に、 支 援に 関 わる

者に と って 、 支援 の 現場 と は日 常 であ る 。日 々 の活 動 や生 活 、仕 事 の場

であ り 、あ り ふれ た こと で 、あ え て語 る 価値 も ない （ と当 人 たち は 考え

てい る）。 伝え る べ きは 被 災地 や 被災 者 の現 状 だ。 支 援を 受 ける 被 災者 、

避難 者 にと っ て支 援 の現 場 を客 観 的に 語 る場 は ほと ん どな い 。支 援 者に

対し 感 謝の 言 葉は 述 べる こ とは あ って も 、支 援 のあ り 方を 客 観的 に 批評

する よ うな こ とは な い。 こ うし て 支援 の 現場 は 世間 に は知 ら れる こ とが

ない ブ ラッ ク ボッ ク スと な る。  

 こ の ブラ ッ クボ ッ クス に は、 ど んな 物 語が あ るの だ ろう か 。支 援 の現

場に つ いて 語 るこ と は、 何 か意 味 があ る のだ ろ うか 。 単な る 舞台 裏 の暴

露話 に すぎ な いの だ ろう か 。  

 こ こ では 、震災 直 後の 2 011 年 4 月か ら 6 月 にか け て、の べ千 人 近い 避

難者 が 利用 し てい た 東京 の ある 避 難施 設 の支 援 の現 場 を紹 介 する 。 ひょ

んな こ とか ら 私は こ の避 難 施設 の 実態 調 査を 指 揮す る 立場 と なっ た 。同

時に 、 ゼミ 学 生と と もに 避 難所 で のボ ラ ンテ ィ ア活 動 に関 わ るこ と にな

った 。 本来 、 私に 期 待さ れ るこ と は、 ア ンケ ー ト調 査 の結 果 につ い ての

分析 で あろ う 。も し くは ボ ラン テ ィア 活 動の 内 容紹 介 であ る かも し れな
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い。 し かし そ のど ち らも こ こで の 主題 で はな い 。そ の 代わ り に、 ア ンケ

ート 調 査の 準 備や 実 施、 そ して ボ ラン テ ィア 活 動の な かで 、 避難 所 の管

理者 で ある 東 京都 や 区の 社 会福 祉 協議 会 、そ し て市 民 団体 と の関 わ りの

なか で 感じ た 困惑 、 不安 、 いら だ ちに つ いて 振 り返 っ てみ た い。 も ちろ

ん、 私 自身 の 当時 の 心理 と 、被 災 者や 支 援者 の それ は まっ た く別 物 であ

る。 そ れで も 私自 身 が受 け たス ト レス の 延長 線 上に 、 いま な お避 難 者や

避難 者 の支 援 を続 け てい る 方々 が 日常 的 に受 け てい る スト レ スが あ るも

のと 考 えて い る。 そ うし た 心理 感 情を 基 礎と し て、 人 々の 日 々の 活 動は

形成 さ れる こ とに な る。  

 ま ず はで き る限 り この 「 感情 」 に寄 り 添う こ とか ら はじ め たい 。 この

感情 は 、故 郷 や家 族 を失 っ た喪 失 感と は また 別 の感 情 であ る 。そ れ は、

自分 た ちの 置 かれ て いる 境 遇が 他 人に け っし て 理解 さ れな い こと か らの

感情 と いえ る かも し れな い 。  

  

 東 京 の千 代 田区 に かつ て 存在 し た Aホ テル —。 世界 的 な建 築家 の 設計

によ る 高層 建 築の 新 館は 198 0年 代 に開 業 、バ ブ ル時 代 には 若 者た ち の間

でも 人 気を 呼 んだ 。 しか し 老朽 化 によ る 競争 力 低下 か ら、 20 11年 3月 末

をも っ て閉 鎖 し、 解 体す る こと が 決ま っ た。 し かし 東 京都 は 3月 2 4日 、

東日 本 大震 災 によ る 多く の 一時 避 難者 の 受入 施 設と し て、 Aホテ ル を利

用す る と発 表 、 4月 9日か ら 6月 3 0日 ま で 避難 所 とし て 使用 さ れる こ とに

なっ た 。  

 私 た ちは 6月 13日 〜 27日 にか け てこ の 避難 所 利用 者 3 39世 帯に 対 する 全

世帯 調 査を お こな っ た。 ア ンケ ー トは 29 8部 配布 し 、得 ら れ た回 答 数は

69で あ った 。 この ア ンケ ー ト調 査 と並 行 して 、 避難 者 への 直 接の イ ンタ

ビュ ー も実 施 した 。 イン タ ビュ ー はホ テ ルの １ 階ロ ビ ーで お こな い 、一

人当 た り１ 時 間程 度 のイ ン タビ ュ ーを 、 10名 に 対し お こな っ た。 は じめ

にこ の 調査 結 果の 概 要に つ いて 紹 介し た い。  

 図 １ は、 避 難所 の 管理 団 体で あ った 東 京都 よ り提 供 され た デー タ に基

２．東京避難所の概要  
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づく 、 避難 所 利用 者 の出 身 市町 村 別世 帯 数お よ び人 数 であ る 。こ れ によ

ると 、 避難 者 のほ と んど が 福島 県 内か ら の避 難 者、 す なわ ち 福島 第 一原

発事 故 に伴 う 放射 線 被ば く から の 避難 者 であ る こと が わか る 。な か でも

福島 県 いわ き 市か ら の避 難 者が も っと も 多く 、 いわ ゆ る「 自 主避 難 者」

と呼 ば れる 30 キロ 圏外 避 難者 が 多い の が特 徴 だっ た 。図 2 はア ンケ ー

ト調 査 で得 ら れた デ ータ に 基づ く が、 ほ ぼ同 様 の結 果 が得 ら れた 。  

 図 3 は 福島 第 一 原子 力 発電 所 から 居 住地 ま での 距 離で あ る 1。こ れに

よる と 避難 区 域内 の 住民 の 割合 が 少な く 、区 域 外か ら の避 難 者が 多 い。

避難 区 域の 避 難者 は 、都 営 住宅 な どに 優 先的 に 入居 し たた め 、避 難 所に

当時 滞 在し て いた 避 難者 の 多数 派 は区 域 外か ら の避 難 者で あ った 。 また

自宅 に 戻れ る 可能 性 や家 族 の事 情 など か らホ テ ルで の 仮住 ま いを 希 望す

る例 も 多く み られ た 。  

 圏 外 避難 者 の特 徴 は、 放 射線 被 ばく の 影響 が 大き い とさ れ る子 ど もを

被ば く から 守 るた め に避 難 した 母 親が 多 い。 こ の場 合 、夫 は 仕事 の ため

に地 元 に残 る 二重 生 活を 送 って い る（ 図 4）。  

 自 由 記述 と イン タ ビュ ー から 明 らか に なっ た のは 、 世帯 収 入の ゆ とり

がな い こと 、 夫の 仕 事も い つま で ある か わか ら ない こ とか ら 、で き る限

り出 費 をお さ えた い と考 え てい る 。ま た 二重 生 活を 送 って い る女 性 の場

合、 必 ずし も 家族 の 同意 が 得ら れ てい る わけ で はな い ため 、 家族 （ 夫や

夫方 親 族） と の問 題 を抱 え てい る 例が 目 立っ て いた 。  

 自 由 記述 の 記載 で はわ ず かな が ら、 避 難区 域 内か ら の避 難 者の 回 答も

あり 、 東京 都 への 感 謝の 言 葉が 顕 著だ っ た。 同 時に 区 域外 か らの 避 難者

に対 す る、 批 判的 な コメ ン トが 複 数み ら れた 。 被災 者 どう し の対 立 は、

イン タ ビュ ー でも 何 度も 耳 にす る こと に なっ た 。 3 0 キ ロ 圏 内避 難 者は 、

30 キ ロ圏 外 避難 者 のこ と を「 避難 す る 必要 が ない 」と 考 え てお り、行 政

に負 担 をか け てい る と認 識 して い る。 あ る区 域 外避 難 者の 女 性は 、 食堂

で区 域 内避 難 者と 出 会っ た 時に 、 罵倒 さ れた こ とが あ ると イ ンタ ビ ュ ー

のな か で述 べ た 。30 キロ 圏 外避 難 者は 、30 キ ロ圏 内 避難 者 から の 差別 を

日常 的 に感 じ てい た よう だ った 。 子ど も を連 れ てい る 女性 は 、同 じ 避難

者、 家 族、 地 元の コ ミュ ニ ティ か ら疎 外 感を 持 って お り、 孤 立し て いる
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傾向 が ある こ とも イ ンタ ビ ュー か ら確 認 され た 。  

 こ の アン ケ ート 調 査と イ ンタ ビ ュー か ら明 ら かに な った こ とは 、 ある

程度 は 事前 に 予測 し てい た こと だ った 。 既に 避 難者 と 接触 し 、支 援 活動

をお こ なっ て いた 市 民団 体 から 、 区域 外 から の 避難 者 、と く に子 ど もの

被ば く を不 安 視し て 避難 し てい る 母子 避 難者 が 困難 な 状況 に 直面 し てい

ると い う情 報 があ っ たた め だ。 そ のた め 、こ の 調査 も ある 程 度、 母 子避

難者 の 状況 を 把握 す ると い う目 的 が当 初 から あ った 。  

 

 

 

図 1 .  避 難 所利 用 者 の出 身 市町 村 別世 帯 数お よ び人 数  

（ 2011年 6月 17日当 時 ,東京 都 より 提 供 され た デー タ を基 に 報告 者 作成 ）  

いわき市 154世帯406名

南相馬市 37世

帯73名
郡山市 19世帯39名

福島市１７世帯45名

双葉郡浪江町

16世帯31名

双葉郡富岡町

17世帯30名

双葉郡楢葉町

14世帯28名

双葉郡その他

19世帯39名

福島県内その

他28世帯37名

福島県以外 18世帯25名

いわき市

南相馬市

郡山市

福島市

双葉郡浪江町

双葉郡富岡町

双葉郡楢葉町

双葉郡その他

福島県内その他

福島県以外
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図 2 .  ア ン ケー ト に 回答 し た東 京 避難 所 利用 者 の出 身 市町 村 別世 帯 数  

 

 

 

図 3 .  福 島 第一 原 子 力発 電 所か ら の距 離  
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図 4 .  二 重 生活 の 割 合  

 

 

 以 上 が東 京 避難 所 で実 施 した 調 査結 果 の概 要 であ る 。こ の よう に 、最

終的 に はあ る 程度 ま とま っ たか た ちで 調 査結 果 を公 表 する こ とが で き

た。 し かし 、 行政 側 の協 力 を得 ら れず 、 その 結 果、 有 効回 答 数や 調 査の

実施 環 境な ど 、調 査 の精 度 には か なり の 不満 が 残っ た 。ま た 実施 に あた

って は 行政 側 の非 協 力的 な 態度 に より 、 かな り 不快 な 思い を する こ とに

なっ た 。  

 通 常 業務 に 加え 、 大勢 の 避難 者 の受 け 入れ と いう 非 常事 態 に多 忙 を極

めて い た行 政 職員 の 置か れ た状 況 につ い ては 理 解し て いる つ もり だ っ

た。 そ して 大 学の 研 究者 に よる 調 査と い うも の が、 し ばし ば 現場 の 人間

にと っ てこ の うえ な い迷 惑 な事 で ある こ とも 理 解し て いる 2。 だか ら こ

そ私 た ちは 、 自分 た ちが 基 本的 に 迷惑 な 存在 で ある こ とを 自 覚し 、 調査

に協 力 して く れる 行 政側 職 員に 対 して は 最大 限 の敬 意 を払 っ てい た つも

りだ 。  

 し か し、 今 回の 行 政側 の 非協 力 的な 態 度と い うの は 、私 た ち調 査 者の

みに 向 けら れ たの で はな か った 。 それ は 調査 者 と協 力 関係 に あっ た 市民

団体 に 対す る 、あ る 種の 挑 発行 為 であ っ た。 そ して 私 たち が 支援 の 対象

３．アンケート調査実施へ向けた東京都との交渉  
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とし て いた 母 子避 難 者へ の 嫌が ら せで あ った 。 彼ら は とて も 巧妙 に 、証

拠が 残 らな い よう な 非協 力 的態 度 を、 職 務
、 、

と し て忠 実 に実 行 して い た。

私た ち の行 政 への 憎 悪を 挑 発す る のが 彼 らの 主 たる 職 務で あ り、 そ の意

味 に お いて 彼 らは 極 めて プ ロフ ェ ッシ ョ ナル だ った の であ る 。  

 

 こ の アン ケ ート 調 査を 実 施す る こと に なっ た のは 、 市民 団 体 Aの 山下

さん （ 仮名 ） から の 相談 が きっ か けで あ る。  

 相 談 の内 容 は、 東 京避 難 所に 、 避難 者 のひ と たち へ の支 援 物資 を 届け

ても 、 管理 団 体で あ る東 京 都に 受 け取 り を拒 否 され て しま う こと に つい

てだ っ た。 当 時の 避 難所 の 管理 と 支援 は 、建 物 と敷 地 の所 有 者で あ る企

業と 、 東京 都 の管 轄 だっ た 。ボ ラ ンテ ィ ア活 動 はホ テ ルの 立 地で あ る千

代田 区 の社 会 福祉 協 議会 を 通じ て のみ お こな わ れて い た。 そ のほ か の市

民団 体 や個 人 によ る ボラ ン ティ ア 活動 は 「原 則 お断 り 」と の こと だ っ

た 。  

 東 京 避難 所 は当 時 、メ デ ィア で も避 難 者へ の ホテ ル の従 業 員に よ る

「一 流 の心 遣 い」 と 、ホ テ ルと 東 京都 に よる 支 援に つ いて 好 意的 に 書か

れた 記 事で 知 るの み だっ た 3。と こ ろが 市 民団 体 Aの 山 下さ ん によ る

と、 実 情は そ れほ ど 好ま し いも の では な かっ た 。確 か に、 避 難者 へ の食

事は ホ テル 内 のレ ス トラ ン で 1日 3食提 供 され た 。し か し「 一 流ホ テ ルの

おも て なし 」 とい う のは い ささ か オー バ ーで 、 実際 に はレ ト ルト カ レー

のよ う なも の が多 く 、乳 幼 児を 抱 える 母 親た ち にと っ ては 不 向き な 食事

だっ た とい う 。チ ャ リテ ィ ・ バ ザ ーで 偶 然知 り 合っ た 避難 者 から 、 子ど

もの ミ ルク や おむ つ など の 入手 で 困っ て いる と の情 報 を、 山 下さ ん はき

いた 。 それ で 子ど も 向け の ミル ク やお む つな ど の支 援 物資 を 避難 所 に届

けに 行 った の だが 、 東京 都 の職 員 によ っ て追 い 返さ れ てし ま った の だと

いう 。  

 登 録 され て いる 避 難者 以 外の 入 館を 、 管理 団 体で あ る東 京 都は 禁 止し

てお り 、事 前 に避 難 者と 約 束し て いる 場 合に 限 り、 １ 階ロ ビ ーで の 面会

を認 め てい た 。避 難 者の 中 には 、 子ど も の被 ば くを 不 安に 思 い、 仕 事の

ある 夫 を残 し 、子 ど もだ け を連 れ て避 難 して い る女 性 たち が 大勢 い た。



 

 

 

95 災害後の人々の移動とアソシエーションの人類学・社会学的研究 

週末 に なる と 夫た ち は家 族 に会 う ため に 高速 バ スで や って く る。 し かし

夫た ち が客 室 フロ ア に立 ち 入る こ とを 行 政側 は 認め な かっ た 。  

 あ る 女性 は 、夫 な ので 部 屋に 泊 める こ とを 認 めて く れま せ んか と 東京

都の 男 性職 員 に相 談 した と ころ 、「 ラ ブ ホテ ル にで も 泊ま れ ばい い じゃ

ない で すか 」 とい や らし い 笑み を 浮か べ なが ら 言わ れ たと い う。  

 外 部 者の 立 ち入 り を禁 じ てい る ため に 、ど ん な状 況 かは わ から な いと

市民 団 体 Aの 山下 さ んは い う。 千 代田 区 の住 民 もし く は千 代 田区 で 働い

てい る 者で あ れば 、 ボラ ン ティ ア が認 め られ て いる 。 上智 大 学の 教 職員

もし く は学 生 であ れ ば、 入 館し て 活動 で きる の では と 山下 さ んは 考 えて

いた 。 東京 都 によ っ てど の よう な 支援 が おこ な われ て いる の か知 り たい

ため 、 上智 大 学と し て調 査 を行 え ない か とい う 相談 だ った 。  

 私 は 所属 す る研 究 所に 相 談し 、 そし て 私を 代 表者 と して ア ンケ ー ト調

査を 実 施す る こと が きま っ た。 さ っそ く 管理 団 体で あ る東 京 都の 担 当部

局に 電 話を か けて み た。 山 下さ ん から の 東京 都 の職 員 は相 当 手強 い とい

う情 報 から 、 簡単 に は許 可 しな い だろ う とは 思 って い たが 、 予想 以 上の

冷淡 な 反応 に 驚か さ れる こ とに な る。  

 行 政 の窓 口 対応 は 何と な く想 像 つく 。 いわ ゆ る慇 懃 無礼 で ある 。「 大

変申 し 訳な い ので す が・ ・ 」と 言 葉使 い は丁 寧 なが ら 、結 局 は「 認 めな

い」 と いう こ とが い いた い のだ 。 しか し その 時 の電 話 の応 対 は予 想 をは

るか に 超え た 不愉 快 なも の だっ た 。  

 呼 び 出し 音 が 7、 8回鳴 っ た後 、 よう や く男 が 受話 器 をと っ た。  

 「 な んで す か？ 」 と抑 揚 のな い 声が 受 話器 か ら聞 こ えた 。 組織 や 部署

を名 乗 るこ と もな か った 。 冷た い ナイ フ を背 中 に突 き つけ ら れた よ うな

冷や り とし た 感覚 を 背中 に 感じ た 。言 葉 にひ と の暖 か みと い うも の が感

じら れ ない の だ。 間 違っ た とこ ろ にか け たか と 思い 「 Aホ テ ル避 難 所を

管理 し てい る ・・ ・ 部局 で すか 」 と 尋 ね たと こ ろ、「そ う で すけ ど 」と

男は こ たえ た 。  

 そ の 最初 の やり と りで す でに ひ るん で しま っ たが 、 大学 で 調査 を 行い

たい の で協 力 して 頂 きた い とな ん とか 説 明し た 。  

 「 あ あ、 そ うい う の、 間 に合 っ てい ま すか ら 」  
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 男 は まる で 突然 か かっ て きた セ ール ス の電 話 をあ し らう よ うに 言 っ

た。 仕 事が ほ しく て 私は 電 話し て いる わ けで は ない 。 前提 と して 話 がか

みあ っ てい な い居 心 地の 悪 さを 感 じる 。 お忙 し いこ と は重 々 承知 し てい

るし 、 現場 の 職員 の みな さ んに は 負担 を かけ な いよ う に実 施 する つ もり

なの で 、責 任 者へ の 取次 ぎ と調 査 の概 要 につ い て説 明 する 機 会を い ただ

きた い と私 は 言っ た 。  

 「 あ なた だ けじ ゃ くて ね 、い ろ ーん な 大学 の 先生 が 、同 じ よう な こと

を言 っ てく る んで す よ。 ほ んと 困 って る んで す よ。 一 応、 上 には 伝 えて

おき ま すけ ど 。で も 期待 し ない で くだ さ いね 。 調査 に つい て は私 た ちで

もや っ てま す から 。 必要 な いで す 」  

 し ば らく 食 い下 が って み たが 、 とに か く文 書 にて 願 い書 を 送り ま すと

言っ て 私は 電 話を 切 った 。 文書 を 作成 し 、担 当 課長 当 てに FA Xと郵 送に

て送 っ たが 、 読ん で くれ さ えも し なさ そ うな 様 子だ っ た。 お そら く 、直

接都 庁 を訪 問 して も 同じ こ とだ ろ う。 そ れに し ても 、 なぜ 避 難者 支 援と

は無 関 係に 思 われ る 部局 が （そ し てあ の よう な 電話 の 応対 を する 部 局

が）、人 道 的な 避 難 者支 援 を担 当 して い るの だ ろう と 奇妙 に 思っ た 。  

 気 を 取り 直 し、 当 時の 政 権党 で あっ た 民主 党 の衆 議 院議 員 の政 策 秘書

をし て いた 友 人に 電 話を か ける 。 議員 に 仲介 を して も らっ て 、な ん とか

なら な いか と 考え た のだ 。 そし て その 効 果は 想 像以 上 だっ た 。議 員 事務

所か ら 東京 都 の担 当 部局 に 再度 電 話を か けて も らう と 、そ の 日の う ちに

担当 課 長が 議 員事 務 所に 来 るこ と にな り 、私 に も立 ち 会う よ うに と 連絡

があ っ た。     

 永 田 町の 議 員事 務 所で 、 東京 都 の松 岡 （仮 名 ） と い う担 当 課長 と 議

員、 そ して 私 の三 者 で面 会 した 。 議員 は 、党 と して も 福島 か らの 避 難者

の方 々 が置 か れて い る状 況 を把 握 した い と思 っ てい る 、上 智 大学 に よる

調査 に ぜひ 協 力し て ほし い 、と 述 べた 。  

 松 岡 課長 の 態度 は 、電 話 応対 を した 者 のそ れ とは ま った く 違い 、 とて

も物 腰 が低 か った 。 松岡 は 額の 汗 をハ ン カチ で ぬぐ い なが ら （急 い で走

って き たの を アピ ー ルし て いる つ もり な のか ） 申し 訳 なさ そ うに 言 っ

た 。  
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 「 こ ちら の 先生 に は電 話 で応 対 した 者 が大 変 失礼 な 態度 を とっ た よう

で・ ・ ・大 変 申し 訳 ござ い ませ ん でし た 。私 と しま し ては 、 ぜひ と も協

力 さ せ て頂 き たい と 思っ て おり ま す。 し かし 、 他の 大 学に 対 しす べ て断

って き たも の を、 な ぜ上 智 大学 に のみ 認 めた の かと い う話 に なる と 当方

とし て も困 り ます ・ ・」  

 そ こ で、 被 災地 で もあ る 福島 大 学と の 共同 調 査と い うこ と であ れ ばど

うか と 私が 提 案し た とこ ろ 、そ れ なら ば 誰も が 納得 す るこ と でし ょ う、

とい う こと で 合意 し た。 そ のと き の印 象 は、 東 京都 側 とし て もさ ま ざま

な避 難 者が あ り、 そ の要 望 への 対 応に 苦 慮し て いる 実 情が 伝 わっ て き

て、 こ の担 当 課長 に 対す る 同情 す る気 持 ちも う まれ て きた 。 とに か くこ

れで 調 査は ス ムー ズ に進 む ので は ない か と私 は 安心 し た。 ま だ最 終 的な

もの で はな い が、 と 質問 票 の見 本 を松 岡 課長 に 確認 し ても ら う。 調 査に

使用 す る質 問 票の 最 終版 が でき た ら、 一 度持 っ てき て みせ て きて く ださ

いと 、 松岡 課 長は 私 に言 っ た。 そ れに し ても 国 会議 員 とい う のは こ うい

う時 に 力を 発 揮し て くれ る 存在 な のか と 改め て 感心 し た。  

 そ の 翌週 、 質問 票 の最 終 版を 持 って 私 は避 難 所を 訪 れた 。 ホテ ル の正

面入 り 口に は 、以 前 訪問 し た際 に はい な かっ た 警備 員 がた っ てい た 。か

なり も のも の しい 雰 囲気 が 漂っ て いる 。 関係 者 以外 立 ち入 り 禁止 だ と警

備員 は 言う 。 大学 か らの 調 査実 施 担当 者 であ り 、許 可 も得 て い る と 私は

説明 し た。 そ の警 備 員は 無 線機 を 使い 、 上智 大 学の 教 員を 名 乗る 人 物が

中に 入 れて ほ しい と 言っ て いる が どう す べき か と誰 か に確 認 をと っ てい

る。 し ばら く して 、「ど う ぞ」 と 中に 案 内さ れ る。  

 ロ ビ ーに は いる と 正面 に は会 議 机で 臨 時に 設 置さ れ た受 付 があ る 。そ

こに は ちょ う ど、 議 員事 務 所で 話 をし た 松岡 課 長が い て部 下 らし き 人物

と話 を して い る。 先 日は ど うも と 、私 は 笑み を 浮か べ あい さ つを し た。

しか し 彼は 無 表情 の まま ち らっ と こち ら をみ た だけ で 何も 言 葉を 発 しな

かっ た 。議 員 事務 所 で穏 や かに 話 をし た 時は ま るで 印 象が 異 なり 、 悪い

予感 が し た 。 部下 と の会 話 が一 区 切り す るま で その 場 で私 は 立っ て 待っ

てい た 。そ し て「 い ま、 よ ろし い です か ？」 と 声を か けた 。  

 「 今 日、 約 束し て いま し た？ 」  
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 松 岡 課長 は 感情 の こも っ てい な い声 で 言っ た 。そ の 声は 、 電話 で 応対

した 人 物と 同 様に 、 やは り 暖か み とい う もの が なか っ た。 今 にい た るま

で、 そ のよ う なし ゃ べり 方 をす る 人間 は 、私 に とっ て 彼ら だ けで あ る。

議員 事 務所 で 会っ た 人物 と はま る で別 人 のよ う で私 は とて も 不安 な 気持

ちに な った 。  

 質 問 票の 最 終版 が でき た ら事 前 に持 っ てく る よう に とい わ れた の で持

って き たの だ と私 は 答え た 。で は みせ て もら い まし ょ うか と 、彼 は 質問

票を 一 部と り あげ パ ラパ ラ とペ ー ジを め くり は じめ る 。途 中 「こ ん な質

問項 目 あり ま した っ け？ 」 とた ず ねて く る。 ま るで 検 閲を す るか の よう

な松 岡 の態 度 に私 は むっ と する 。  

 一 通 り質 問 項目 に 目を 通 した あ と、 で はこ ち らで 配 って お くか ら 置い

てい く よう に と彼 は 言っ た 。私 は 、こ れ は全 て の避 難 者の 世 帯代 表 者を

対象 と する 悉 皆調 査 なの で 、確 実 に全 世 帯に 配 布す る 必要 が あり 、 その

ため に は私 た ち調 査 者が 責 任を 持 って 直 接配 布 する つ もり で ある 。 また

職員 の 方々 に 迷惑 を かけ た くな い ので 、 私た ち に直 接 配布 さ せて ほ しい

と お 願 いし た 。  

「客 室 フロ ア に立 ち 入る の は認 め られ な いの で 、そ れ はで き ませ ん ね。

この 受 付で 、 帰宅 し た避 難 者に 我 々が 渡 しま す 。で も 強制 は でき ま せん

よ 」  

 結 局 、私 は その ま ま質 問 票用 紙 を松 岡 に手 渡 し、 カ ウン タ ーに ア ンケ

ート 回 収ボ ッ クス を 設置 し 、調 査 依頼 の ポス タ ーを 貼 らせ て もら っ て帰

った 。 調査 仲 間で あ る社 会 学者 の 濱本 篤 史さ ん に経 緯 につ い て話 す と、

そん な やり 方 では ま とも な デー タ 回収 で きま せ んよ と 怒ら れ る。 で も仕

方な か った の だ。  

 そ の 翌日 、 質問 票 をど の 程度 配 布し て もら え たか 確 認の た めに 避 難所

を再 度 訪問 し た。 予 想は し て い た が、 質 問票 は ほと ん ど配 布 され た 様子

はな く 、受 付 の中 で 放置 さ れて い た。 設 置し て いた 回 収ボ ッ クス は どこ

にも 見 当た ら なか っ た。 そ の場 に いた 職 員に た ずね る と、 ア ンケ ー トの

こと は 何も き いて い ない と 言う 。 松岡 課 長が 戻 って く るの を 待っ て 、そ

のこ と につ い て追 求 した 。  
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「時 々 配っ て いま す よ。 こ っち も 忙し い ので そ れ以 上 のこ と はで き ませ

んよ 」  

松岡 課 長は 口 元に 笑 みを 浮 かべ な がら 言 った 。  

 

 以 上 がア ン ケー ト 調査 実 施に い たる ま での 経 緯で あ る。 松 岡課 長 はそ

もそ も こち ら の調 査 に協 力 する つ もり な どさ ら さら な かっ た ので あ る。

国会 議 員に 呼 びつ け られ た とこ ろ でそ の 場で 適 当に 話 を合 わ せる だ けで

なん と も思 っ てい な かっ た のだ ろ う。  

 結 局 、東 京 都の 職 員に は ほと ん ど協 力 をし て もら え なか っ たの で 、す

でに 知 り合 っ てい た 避難 者 の女 性 に相 談 し、 レ スト ラ ンな ど で配 布 して

もら い 、協 力 も呼 び かけ て もら っ た。 そ のよ う にし て 配布 数 と回 収 率を

なん と か保 つ こと が でき た 。  

 そ も そも ア ンケ ー ト調 査 で、 全 てが 把 握で き ると は 思っ て いな か っ

た。 む しろ 私 が期 待 して い たの は イン フ ォー マ ルな 情 報収 集 であ る 。ア

ンケ ー ト調 査 と並 行 して 、 私が 担 当す る ゼミ の 学 生 と とも に 保育 ボ ラン

ティ ア を開 始 した 。 学生 た ちは 東 南ア ジ アも し くは 国 際協 力 に関 心 を持

ち私 の ゼミ を とっ て いた 。 しか し 震災 後 の初 年 度の ゼ ミで 、 東北 の 被災

地や ボ ラン テ ィア 活 動に 関 心を 持 つ学 生 が多 か った 。 当初 は 陸前 高 田市

への 関 わり を 強め よ うと し てい た 私は 、 陸前 高 田の 社 会福 祉 協議 会 を支

援す る N P O団体 にゼ ミ学 生 をひ と り紹 介 し、 彼 女は イ ンタ ー ンと し て一

ヶ月 間 ボラ ン ティ ア の調 整 をお こ なう ボ ラン テ ィア と して 参 加し た 。の

ちに 彼 女は こ の時 の ボラ ン ティ ア 体験 を もと に 卒業 論 文を 執 筆し た 。  

 上 記 の学 生 のよ う に、 イ ンタ ー ンと し てボ ラ ンテ ィ ア活 動 に参 加 する

こと で 、被 災 地で の 社会 福 祉協 議 会と そ れを サ ポー ト する さ まざ ま な

N G Oの関係 性 がみ え てく る 。同 様 に、 Aホテ ル 避難 所 で学 生 たち が ボラ

ンテ ィ ア活 動 に従 事 する こ とで 、 東京 に おけ る 避難 者 支援 の 仕組 み と問

題点 が みえ て くる か もし れ ない 。 その よ うに 私 は考 え 、学 生 たち に 格好

のフ ィ ール ド ワー ク 実習 で ある こ とを 伝 え、 2011年 度春 学 期 のゼ ミ の活

４．学生による保育ボランティア  
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動の 中 心に 据 える こ とに し た。 2011年 度 の 4月〜 7月 に かけ て 、私 た ちの

ゼミ は 、千 代 田区 社 会福 祉 協議 会 のボ ラ ンテ ィ アイ ベ ント の 手伝 い に参

加し 、 また 独 自の ボ ラン テ ィア 活 動 に つ いて も 模索 す るこ と にな っ た。  

 最 初 に私 は ボラ ン ティ ア 受付 の 窓口 に なっ て いる 千 代田 区 社会 福 祉協

議会 （ 以下 、 社協 ） に電 話 をか け 、面 会 の約 束 をし 、 神田 に ある オ フィ

スを 訪 問し た 。社 協 の窓 口 とな っ た男 性 職員 は 、東 京 都の 職 員と は 違い

丁寧 な 応対 を して く れた （ 本当 に 感じ の 良い ひ とだ っ た）。 上智 の 学生

たち で 、 Aホ テル 避 難所 で のボ ラ ンテ ィ アに 参 加し た い旨 を 担当 者 に伝

えた 。 まず は ボラ ン ティ ア 登録 を して く ださ い 、と 担 当者 は 言っ た 。い

つで も ボラ ン ティ ア の募 集 があ る わけ で はな く 、東 京 都か ら ボラ ン ティ

ア派 遣 の要 望 があ っ た場 合 のみ 、 社協 は 対応 し てい る との こ とだ っ た。

社協 が ボラ ン ティ ア 派遣 と 調整 の 中核 を 担っ て いる 東 北被 災 地の 状 況と

はか な り異 な って い た。 東 北の 被 災地 で は、 個 人や 団 体問 わ ず、 ボ ラン

ティ ア をし た い者 は 社協 が 運営 す るボ ラ ンテ ィ アセ ン ター を 訪問 し 、希

望す る ボラ ン ティ ア 活動 や 企画 を 伝え る 。日 頃 から 被 災者 の ニー ズ 調査

をお こ なう 社 協は 、 ニー ズ とボ ラ ンテ ィ アの マ ッチ ン グを お こな い 、ボ

ラン テ ィア の 派遣 先 を決 定 する 。  

 千 代 田区 社 協の 場 合は 、 自ら ニ ーズ 調 査を 実 施し 主 体的 に ボラ ン ティ

アを 派 遣し て いる の では な く、 あ くま で も東 京 都か ら のボ ラ ンテ ィ ア 派

遣要 請 があ っ た場 合 にの み 対応 し てい た 。こ ち らか ら やり た いボ ラ ンテ

ィア の 企画 を 持ち 込 むと い うの は 無理 の よう だ った 。 まず は 学生 の ボラ

ンテ ィ ア登 録 をし 、 必要 に なっ た ら連 絡 しま す と社 協 の担 当 者は 言 っ

た 。  

 し ば らく し て、 ホ テル ２ 階に あ る「 ふ れあ い サロ ン 」で 、 子ど も たち

の遊 び 相手 に なる 学 生ボ ラ ンテ ィ アを 募 集し て いる と の連 絡 が入 り 、登

録し た ゼミ 生 たち が さっ そ く派 遣 され る こと に なっ た 。  

 「 ふ れあ い サロ ン 」が で きた き っか け は母 子 避難 者 から の リク エ スト

だっ た 。し か しこ れ は母 親 がそ の 場に い るこ と が前 提 だっ た 。保 育 の資

格を 持 たな い 学生 な ので 、 当然 で はあ っ たが 、 母親 の 立場 か らす る と、

短時 間 でも み ても ら える と 助か る との こ とだ っ た。 そ のあ い だに 、 次の
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避難 先 情報 に つい て イン タ ーネ ッ トで 調 べた り 、美 容 院に い った り する

時間 を 必要 と して い た。  

 こ の 要望 に こた え るか た ちで 、 ホテ ル １階 ロ ビー に て子 ど もた ち の遊

び相 手 にな る 非公 式 なボ ラ ンテ ィ ア活 動 をは じ めた 。 子ど も をし ば らく

みて い てほ し いお 母 さん か ら、 電 話で 直 接申 込 をし て もら う 。学 生 はホ

テル の 東京 都 職員 受 付で 、 面会 希 望を 伝 え、 ロ ビー で 会い 、 ロビ ー で子

ども た ちの 遊 び相 手 にな る 。長 時 間は 無 理だ が 、１ 〜 2時 間 単位 で しば

らく の 間で 続 けた 。  

 す で に述 べ たよ う に東 京 都は 千 代田 区 祉協 を 通じ た ボラ ン ティ ア しか

認め て いな い 。な の で、 私 たち の 活動 は 、表 向 きは ボ ラン テ ィア で はな

く、 個 人的 な 友人 関 係で 、 しば ら く子 ど もの 面 倒を み てい る とい う 建前

だっ た 。し か し、 こ れも し ばら く 続け て いる う ちに 、「 ロ ビ ーで の 保育

ボラ ン ティ ア など 無 断で ボ ラン テ ィア 活 動を お こな っ た場 合 には 、 ただ

ちに 警 察に 通 報し ま す」 と いう 貼 り紙 が 張り 出 され た 。こ れ には 学 生た

ちも 不 安に な った 。 学生 た ちの ほ とん ど が大 学 4年 生で 、 就 職活 動 の最

中で あ った 。 どち ら かと い う と 就 活に 有 利に 働 くと お もっ て ボラ ン ティ

アに 参 加す る 学生 も いた の が正 直 なと こ ろだ 。 まさ か 善意 の ボラ ン ティ

ア活 動 が警 察 に通 報 され る よう な 行為 で ある と いう 認 識は な くと て も傷

つい て いる 学 生も い た。 私 とし て も残 念 なが ら それ 以 上、 続 ける こ とは

でき な かっ た 。  

 私 た ち自 身 が通 報 され る こと は なか っ たが 、 他の 市 民団 体 が東 京 都職

員と も めて 、 警察 に 通報 さ れる 現 場を 学 生も 何 度か 目 撃し て いた 。 母子

避難 者 のな か には 「 私た ち 避難 者 のた め に活 動 して い るひ と たち を 、な

ぜま る で犯 罪 者の よ うに 扱 うの か 」と 泣 いて 抗 議す る 女性 も いた 。  

 

 す で に述 べ たよ う に、 私 は当 初 市民 団 体 Aの 協力 依 頼に よ りア ン ケー

ト調 査 を実 施 し、 そ の後 の ボラ ン ティ ア 活動 に おい て も協 力 的な 関 係に

あっ た 。そ の 後別 の 市民 団 体 Bも 加 わり 、い つ のま に か全 体 の活 動 は市

５．支援ネットワークからの追放  
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民団 体 Bの主 導 権で 進め ら れる よ うに な り、 母 子避 難 者を 対 象と し た無

料相 談 会な ど がロ ビ ーで お こな わ れる よ うに な った 。 この 二 つの 市 民団

体は 、 当初 は 一緒 に 活動 し てい る もの と 思っ て いた の だが 、 後か ら まっ

たく 別 の思 惑 で動 い てい る こと が わか っ た。  

 母 子 避難 者 を対 象 とす る ボラ ン ティ ア 活動 が はじ ま った と き、 二 つの

市民 団 体と 私 たち 複 数の 大 学教 員 、そ し て母 子 避難 者 が参 加 する メ ーリ

ング リ スト が つく ら れ、 相 互の 情 報共 有 、イ ベ ント な どの 告 知な ど がこ

れに よ り配 信 され た 。と こ ろが 6月 末 に 避難 所 が閉 じ ると 、 この メ ーリ

ング リ スト か ら、 私 たち 大 学教 員 と市 民 団体 Aの関 係 者は 事 前の 告 知も

なく 突 然リ ス トか ら 削除 さ れた 。 私自 身 は避 難 所が 閉 じた こ とで 、 ボラ

ンテ ィ ア活 動 も一 区 切り つ いた と いう 判 断か ら メー リ ング リ スト も 一度

リセ ッ トさ れ たの だ と理 解 して い た。 と ころ が 実際 に は避 難 所の 閉 鎖後

も、 市 民団 体 Bと母 子避 難 者と の 連絡 手 段と し て活 用 され 続 けて い たこ

とが 、 後で 明 らか に なっ た 。こ の メー リ ング リ スト か ら一 方 的に 排 除さ

れた こ とに 対 して 市 民団 体 Aは 、 市民 団 体 Bに 対 し相 当 腹を 立て て いた

よう で ある 。  

 こ の 二つ の 団体 は 、相 互 に連 携 して 活 動を し てい た わけ で はな か っ

た。 そ のた め 、母 子 避難 者 向け の 様々 な イベ ン トを 同 じ日 に 別の 場 所で

実施 す るな ど 、ち ぐ はぐ な こと が しば し ばお こ った 。 市民 団 体 Aが 企画

する チ ャリ テ ィイ ベ ント の 手伝 い を続 け てい た 調査 メ ンバ ー のひ と りで

ある 辰 巳頼 子 によ る と、 市 民団 体 Bは意 図的 に 日程 を ぶつ け てい る と市

民団 体 A側 は 受け 止 めて い るよ う だっ た 。市 民 団体 Bは イベ ント の 日程

を先 に 把握 し 、わ ざ と同 じ 日に 別 の場 所 でイ ベ ント を 開催 し 、母 子 避難

者に ど ちら の 団体 と 一緒 に 行動 す るの か 、「 踏み 絵 」を ふ ま せる よ うな

こと を して い たと い うの だ 。  

 そ の 後、 私 自身 に も市 民 団体 Bと のあ いだ に 気分 の 良く な い出 来 事が

おこ る 。私 は 、あ る 外国 籍 のシ ン グル マ ザー の 家庭 の 息子 の 高校 進 学の

際に 、 行き が かり 上 、個 人 的に 経 済的 な 支援 を する こ とに な った 。 この

家族 と はイ ン タビ ュ ーを き っか け に家 族 ぐる み でつ き あう よ うに な って

おり 、 また 辰 巳頼 子 の学 生 たち が 学習 支 援ボ ラ ンテ ィ アを 、 子ど も たち
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にお こ なっ て いた こ とも あ り、 家 庭事 情 をよ く 知る 事 にな っ た。 長 男が

東京 で の高 校 受験 に 失敗 し 、市 民 団体 Aの山 下 さん か ら、 名 古屋 に ある

奨学 金 を得 て 無償 で 進学 で きる 高 校を 紹 介さ れ た。 母 親の 心 配は 、 親元

から 遠 く離 れ て子 ど もを 一 人暮 ら しさ せ るこ と と、 そ れに か かる 生 活費

だっ た 。市 民 団体 Aも Bも こ の母 親 の相 談を 継 続し て のっ て いた た め

か、 誤 解も あ った の かも し れな い が、 名 古屋 で 一人 暮 らし に かか る 経済

的な 支 援を こ れら の 団体 か ら受 け られ る もの と 母親 は 誤解 し てい た 。し

かし 実 際に は どち ら の団 体 も助 言 をし た だけ で 、経 済 的な サ ポー ト は考

えて い なか っ た。  

 私 は 市民 団 体 Aの 山下 さ んか ら 、名 古 屋で の 部屋 探 しに つ いて 協 力し

ても ら えな い かと 相 談を 受 けた 。 そし て 、名 古 屋の 知 人や 友 人と 連 絡を

とり 、 部屋 探 しの 協 力を し た。 息 子自 身 が名 古 屋へ の 進学 を 強く 希 望し

てい る 事実 を 確認 し た上 で 、辰 巳 と相 談 し、 3年 間 、生 活 費 の一 部 を個

人的 に 支援 す るこ と にし た 。  

 そ の 直後 に 市民 団 体 Bの 坂 上さ ん （仮 名） と いう 人 物か ら 私に 直 接電

話が か かっ て きた 。 坂上 さ んは 、 市民 団 体 Aの 山下 さ んが 勝 手に 名 古屋

への 進 学を す すめ た けれ ど 、私 は 子ど も をい ま 親元 か ら離 れ させ る べき

では な かっ た と思 う と言 っ た。 さ らに 私 に対 し て は そ の家 族 に個 人 的な

経済 的 な支 援 は不 公 平だ か らす べ きで は なか っ たと 苦 言を 呈 して き た。

確か に 私が 特 定の 市 民団 体 のメ ン バー と して 活 動し て いる な ら、 公 平性

を保 つ こと の 意味 は 理解 で きる が 、あ く まで こ れは 個 人的 な 友人 関 係で

やっ て いる こ とだ と 説明 し た。 坂 上さ ん は、 そ の母 親 は不 安 定な 精 神状

態に あ り、 支 援者 が それ ぞ れ異 な る助 言 をす る こと で ます ま す混 乱 して

いる 。 その た めに 窓 口を ひ とつ に した ほ うが い い。 つ まり 今 後は 市 民団

体 Bが 彼 女の 代 理人 にな る ので 、 本日 以 降、 直 接彼 女 と彼 女 の家 族 に合

わな い こと 、 そし て 家族 に 対す る 経済 的 な支 援 は 市 民 団体 Bを通 じ てお

こな う よう に と坂 上 さん は 言っ た 。  

 ま る で私 は 離婚 協 議中 に 妻子 に 弁護 士 の立 会 いな く 直接 会 うこ と を許

され な い夫 の よう な 気分 に なる 。 私は こ れ以 上 、こ の 坂上 さ んと い う女
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性に 関 わり た くな い と思 っ たの で 、経 済 的な 支 援も や める し 彼女 と その

家族 と も接 触 しま せ んと 伝 えた 。  

 と こ ろが 驚 くこ と に坂 上 さん は 、一 度 支援 を する と 約束 し た以 上 、経

済的 な 支援 は 続け る べき だ 、今 更 やめ る のは 無 責任 だ と再 び 私を 非 難し

た。 私 のし た こと を 非難 し たの に もか か わら ず 、で は やめ る とい う とそ

れも 駄 目だ と いう 論 理が 私 には ど うし て もよ く わか ら なか っ た。 坂 上さ

んは ま だ何 か をし ゃ べり 続 けて い たが 、 私は 気 持ち 悪 くな っ て電 話 をき

った 。  

 そ の シン グ ルマ ザ ーの 女 性と 家 族に は その 後 、当 時 の住 ま いで あ る都

営住 宅 を訪 問 し、 市 民団 体 Bとの 関 係悪 化の 経 緯を 説 明し 、 経済 的 な支

援に つ いて は 今後 で きな く なっ た こと 、 直接 あ なた が たに お 会い す るこ

とも な くな る だろ う とい う こと 、 そし て 結果 的 に中 途 半端 な こと に なっ

てし ま った こ とを 申 し訳 な く思 っ てい る こと を 伝え た 。彼 女 は泣 き なが

ら「 坂 上さ ん も山 下 さん も 、い つ も親 身 にな っ て相 談 にの っ てく れ てい

るの で とて も 感謝 し てい ま す。 で も本 当 のと こ ろ何 を 考え て いる の かわ

から ず 不安 で ・・ ・ 私た ち もど う して よ いの か わか ら ない 。 福武 さ んに

対し て も面 倒 なこ と に巻 き 込ん で しま っ てと て も申 し 訳な く 思っ て いま

す」。  

 

 以 降 、私 は 母子 避 難者 の ひと た ちや 支 援団 体 との 関 わり を いっ さ いや

めた 。 市民 団 体 Bは 、団 体 名こ そ 変え て いる が ホー ム レス 支 援や 立 ち退

きの 問 題で 活 動を 続 ける 人 権派 の 弁護 士 や行 政 書士 、 そし て カト リ ック

教会 信 徒か ら 構成 さ れる 専 門家 集 団だ 。 避難 所 にお け る避 難 者と の 接触

の目 的 は、 法 的手 段 によ り 東京 都 へ圧 力 をか け るこ と だっ た 。避 難 者が

団体 と して 訴 え人 と なる 必 要が あ るこ と から 、 避難 者 をい か に組 織 化す

るか が 目的 だ った 。 市民 団 体 Aと 私が 所 属す る 研究 所 の共 催 の東 日 本大

震 災 1周 年 シン ポ ジ ウム の 事前 打 ち合 わ せで 、 彼ら と 同席 し た際 に 、避

難者 を いか に 意識 化 させ る のか が 話題 と なっ て いた 。 団体 に よる 支 援を

６．支援の現場への関わりからわかったこと  
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頼る の では な く、 避 難者 自 身が 組 織を つ くり 、 行政 に 向か っ て立 ち 向か

わな け れば な らな い 。に も かか わ らず 、 母子 避 難者 に はそ う いっ た 意識

が低 い ひと た ちが 多 いと い うこ と を嘆 い てい た 。  

 実 際 、そ の 後、 こ の市 民 団体 Bは 、団 体の 方 針に 賛 同し 、 行政 と 闘う

姿勢 を 示す 母 子避 難 者を 中 心に 関 わり を 持つ よ うに な り、 そ うい っ た運

動に 関 心の な い支 援 者と は 距離 を とる よ うに な って い く。  

 そ し てア プ ロー チ の違 い など に より 、 市民 団 体間 で 批判 、 排除 、 被支

援者 の 囲い 込 みが お こな わ れて い た。 市 民団 体 の活 動 は、 広 域避 難 者に

とっ て 貴重 な 代弁 者 とな る 一方 、 避難 者 間の 断 絶を 深 める 要 因と も なっ

てい た 。市 民 団体 Aも、 東 京都 の 対応 に 対し 批 判的 で はあ っ たが 、 法律

の専 門 家集 団 では な く、 避 難者 向 けの バ ザー や 、子 ど もた ち が楽 し める

よう な イベ ン ト開 催 など が 主目 的 であ っ た。 市 民団 体 Bも同 様の 企 画を

実施 す るが 、 同日 に 類似 し たイ ベ ント を 実施 す るな ど 、避 難 者に ど ちら

のイ ベ ント に 参加 す るの か 選択 を 迫る よ うな か たち を とっ た 。  

 

７ −１．国際協力 NGO の非政治性と避難者支援の政治性  

 私 は 1 0数 年 前、 東 ティ モ ール で の N G O活動 に 従事 し た経 験 から 、 国

際協 力 活動 の 現場 に 関し て 記述 を 試み て きた （ 福武 200 7、 辰 巳 20 09）。

そこ で 描こ う とし て きた こ とは 、 本来 「 非政 府 」の 立 場か ら 、政 府 がお

こな う 国際 協 力事 業 とは 異 なる 支 援を 志 向す る はず の N G Oが 、 O D A資

金を 使 用す る こと に よっ て 政府 /非政 府 の区 別 が 極 め て曖 昧 にな っ てい

る現 状 だっ た 。こ れ は日 本 的な 現 象な の かも し れな い が、 少 なく と も日

本の 国 際協 力 N G Oの ほと ん どは J IC Aの 受 託事 業 を担 っ てお り 、実 質 的

に下 請 化し て いる 。 日本 の N G Oの ほと ん どは 「 御用 聞 き」 N G Oとな っ

てい る と言 っ ても 過 言で は ない 。 理念 （ 言説 ） 上は い まだ に N G Oは社

会変 革 を目 指 すグ ロ ーバ ル な市 民 運動 の 文脈 で 位置 づ けら れ る一 方 、実

践は 運 動と い うよ り も開 発 事業 の 請負 団 体と し て脱 政 治化 し てい る 。世

７．支援の現場の何が問題なのか  
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代間 の 認識 の ずれ （ 社会 運 動の 言 説と 開 発言 説 ）も そ の要 因 とし て あ

る 。  

 こ の よう に 、こ れ まで 海 外に お ける 国 際協 力 活動 の 現場 を 考察 し てき

た立 場 から み ると 、 今回 の 東日 本 大震 災 後の 支 援の 現 場の 状 況は 興 味深

い。 東 京に お ける 避 難者 支 援の 現 場は 、 極め て 「政 治 的」 だ った 。 チャ

リテ ィ ・バ ザ ーや 子 ども 向 けイ ベ ント の 開催 は 表向 き の活 動 で（ 市 民団

体 Aの 場合 は それ が 主目 的 であ っ たが ）、本 来 の目 的 は、 東 京都 を 法的

に訴 え る市 民 運動 で あっ た 。そ の 訴え は 、東 京 都に お ける 野 宿者 が 置か

れて い る現 状 や、 理 解さ れ にく い 広域 避 難者 の 境遇 を 知る 立 場と し て

は、 正 当で あ る。 非 人間 的 な東 京 都職 員 の対 応 は、 私 も経 験 した 手 前、

市民 団 体と 一 部の 避 難者 の 対決 姿 勢は 理 解で き る。 一 方で 、 その 「 闘争

スタ イ ル」 は 、本 来 協力 す べき 他 の市 民 団体 や 個人 ボ ラン テ ィア さ えも

非難 、 排除 す る行 動 がみ ら れた 。 こう し た市 民 運動 の 姿勢 は 、本 来 庇護

され る べき 避 難者 た ちが 、 行政 と の距 離 がさ ら に広 が ると 同 時に 、 異な

る市 民 団体 の あい だ で避 難 者が 分 断さ れ ると い う問 題 もお き てい る 。当

初は 、 市民 団 体が 区 域外 の 母子 避 難者 に 特化 し て支 援 をお こ なっ た こと

が、 区 域内 避 難者 と 区域 外 避難 者 の断 絶 をさ ら に悪 化 させ て いた 。 さら

には 市 民団 体 Aと Bの対 立 が、 母 子避 難 者同 士 でも 対 立、 疑 念を 生 み出

すよ う にな っ た。 市 民団 体 によ る 支援 は 、問 題 を解 決 する ど ころ か 、新

たな 問 題を 生 み出 し 続け て いる 。  

 

７ −２．なぜ津波被災地に NGO が終結し、東京の避難所は皆無だったの

か？   

 他 方 、東 北 の被 災 地で は 、こ れ まで 海 外で の 自然 災 害支 援 で経 験 を積

んで き た国 際 協力 N G Oが、 被災 者支 援 をお こ なっ て きた こ とも 興 味深

い現 象 だっ た 。東 京 の状 況 とは う って か わっ て 、東 北 被災 地 では 、 比較

の問 題 では あ るが 、 N G Oの関与 は 非政 治 的で あ る。 N G Oは あ くま で 行

政と 社 会福 祉 協議 会 の指 揮 下で 、 行政 の 方針 を 尊重 し なが ら 活動 を 続け

ると い う方 針 がみ ら れた 。  
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 他 方 、東 京 での 避 難者 支 援に 、 国際 協 力 N G Oが関 与 する と いう 話 は

聞か れ なか っ た。 複 数の N G O関 係 者に た ずね た とこ ろ、「 東 京で は 行政

が十 分 に対 応 して い るか ら 」と い うの が 理由 で あっ た 。実 際 に、 そ うい

う理 解 であ っ たの か もし れ ない が 、東 北 被災 地 にお け る支 援 活動 に 対す

る資 金 提供 の スキ ー ムが は っき り と存 在 して い た一 方 で、 東 京で は 存在

しな か った と いう の が本 当 のと こ ろだ 。  

 

 以 上 、私 自 身の 調 査と 支 援に つ いて の 経験 か ら、 東 京の 避 難所 に おけ

る行 政 、複 数 の市 民 団体 、 そし て 母子 避 難者 を とり ま く状 況 につ い て振

り返 っ てみ た 。 こ こ まで を 読み 返 して み て、 相 互の 不 満と 怒 りが 交 錯し

あう あ の特 殊 な環 境 を、 乏 しい 私 の筆 力 では 十 分に 伝 えら れ てい る とは

思え な い。 私 自身 が 当時 抱 いた 感 情も 十 分に 伝 えき れ てい る とは い えな

い。 私 の復 讐 心は 、 東京 都 の担 当 課長 に 向け ら れよ う とし て いた 。 正直

なと こ ろ一 時 は、 あ らゆ る 政治 的 手段 を 講じ て 担当 者 を糾 弾 した い とい

う感 情 にさ え なっ て いた 。 結局 そ んな こ とは 時 間の 無 駄だ と 気付 き 、実

行に は うつ さ なか っ た。 し かし 、 たと え 私が そ れを 行 動に 移 した と して

も、 彼 らは そ れを な んと も 思わ な かっ た にち が いな い 。彼 ら は議 員 や知

事に け っし て 頭 が 上 がら な いの で はな く 、適 当 に相 手 をた て つつ も 、け

っし て いい な りに は なら な い、 自 らの 職 務を 忠 実に 実 行で き るプ ロ フェ

ッシ ョ ナル だ った 。 私の よ うな 運 動の 素 人に は 到底 太 刀打 ち でき な い人

達だ っ た。  

 結 局 のと こ ろ、 市 民団 体 Bの法 的 行動 が確 実 に勝 利 を獲 得 する 手 段で

あっ た 。法 的 な知 識 を駆 使 し、 文 書に て 要望 書 を東 京 都に 提 出し 、 それ

は確 実 に成 果 をも た らし た 。短 期 間の う ちに 、 避難 所 には 母 子避 難 者向

けの 無 料の 託 児施 設 が設 置 され 、 レス ト ラン の 食事 は 栄養 バ ラン ス のと

れた 食 事へ と 改善 さ れた 。 彼ら は 対行 政 のケ ン カの プ ロフ ェ ッシ ョ ナル

だ っ た 。  

８．おわりに  非暴力の運動は可能か  
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 し か しな が ら、 市 民団 体 と東 京 都の あ いだ に はけ っ して 温 かみ の ある

関係 性 は生 ま れな い 。お そ らく こ れま で も、 そ して こ れか ら も彼 ら は同

様の 姿 勢で 行 政と 戦 い続 け るの だ ろう 。 そし て 市民 団 体 Bは 、と も に戦

う闘 士 とし て 母子 避 難者 の 意識 改 革を 求 めて い た。  

 政 治 的意 識 を持 つ こと の 大切 さ はよ く わか っ てい る つも り だ。 し かし

避難 と は本 来 、安 ら ぎ、 平 和を 求 める 行 為で は ない だ ろう か 。市 民 団体

Bと関 わ りを 持 つ母 子避 難 者は 行 政と 戦 う闘 士 をな る こと を 求め ら れ

る。 そ うい う こと を わず ら わし い と思 う 人々 は 排除 さ れ、 意 識の 低 い人

間と し て後 ろ 指を さ され る 。  

 子 ど もの 被 ばく を 不安 に 思い 、 安心 感 を求 め て東 京 へ避 難 して き た女

性た ち は、 こ のよ う な行 政 との 闘 いを 求 めら れ る日 々 に身 を 置く こ とに

なっ た。「 政治 」 に 目覚 め た女 性 たち は 行政 に 対し 怒 り、 政 治に 目 覚め

ない ほ かの 女 性た ち を非 難 する 。  

 市 民 団体 と 避難 者 の要 望 は少 し ずつ 行 政に 受 け入 れ られ る 。し か しそ

の立 場 はさ ら なる 分 断を 呼 ぶ。 避 難生 活 はス ト レス だ 。そ れ 以上 に 、戦

い続 け るこ と もス ト レス だ 。不 安 な状 況 から 逃 げる た めに 東 京に 出 てき

た女 性 たち は 、さ ら なる 戦 いに 巻 き込 ま れる 。 戦い に 背を 向 ける も の

は、 批 判の 対 象に な る。  

 私 自 身も そ うし た 憎し み の連 鎖 に巻 き 込ま れ るこ と にな っ た。 そ のこ

とに 気 づい た とき 、 どこ か この よ うな 市 民運 動 のあ り 方は ま ちが っ てい

るの で はな い かと 考 えた 。 どう す れば 、 私た ち は憎 し みの 連 鎖を 断 ち切

るこ と がで き るの だ ろう か 。  

 そ の とき 、 沖縄 の 反戦 平 和活 動 家、 故 阿波 根 昌鴻 さ んの 言 葉を 思 い出

した 。 阿波 根 は「 本 土の 平 和運 動 から は 学ぶ べ きこ と が何 も ない 」 と述

べた 。 阿波 根 さん は 故郷 で ある 沖 縄の 伊 江島 で 、沖 縄 戦の 際 に息 子 の命

を奪 わ れ、 そ して 土 地も 米 軍に 奪 われ た 。戦 後 、土 地 の返 還 を求 め て占

領軍 と 粘り 強 く交 渉 を続 け た。 そ の際 に 、同 じ く土 地 を奪 わ れた 農 民の

仲間 と とも に 取り 決 めた 原 則が あ った 。 けっ し て声 を 荒立 て ては い けな

い。 肩 より 上 に手 を 挙げ て はい け ない 。 その 姿 勢は 徹 底し た 非暴 力 の姿

勢で あ った 。 非暴 力 の運 動 とは 、 武力 を 用い な いこ と を狭 義 では 理 解し
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がち だ が、 阿 波根 さ んの 非 暴力 の 姿勢 は 、単 に 実体 的 暴力 を 手段 と して

用い な いと い うこ と だけ で なく 、 言動 や 態度 も 含め て いる 。 人間 と し

て、 心 に訴 え かけ る 交渉 姿 勢を 生 涯貫 い た。 そ の阿 波 根さ ん が、「本 土

の平 和 運動 か らは 学 ぶべ き こと が ない 」 と言 っ た言 葉 はと て つも な く重

い。 東 京に お ける 避 難者 支 援の 現 場を 内 側か ら 経験 し た後 で 、阿 波 根さ

んの 言 葉は 胸 にさ ら に深 く 突き 刺 さる 。  

 東 京 避難 所 では 、 たく さ んの 福 島出 身 のお 母 さん と 知り 合 った 。 子ど

もを 連 れて 、 来月 の 生活 が どう な るか わ から な い状 況 で、 そ れで も 少し

でも 東 京で の 生活 を 楽し も うと し てい る 女性 た ちは 素 敵だ と 思っ た。「東

京に 遊 びに き たか っ ただ け でし ょ ？」 と 東京 都 職員 か ら嫌 味 をい わ れて

も「 そ うな ん です よ ー」 と 笑っ て 言い 返 すこ と ので き るお 母 さん は とて

も魅 力 的だ 。 その よ うに し なや か に生 き るこ と 、私 に はな か なか 難 しそ

うだ が 、 少 し でも そ のよ う な生 き 方に 近 づけ る よう 、 心が け たい と 思っ

て い る 。  
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理 に 関 す る 諸 問 題 を 事 例 に ｣金 敬 黙 ・ 福 武 慎 太 郎 、 多 田 透 ・ 山 田 裕 史

（ 編 ） 『 国 際 協 力 N G O の フ ロ ン テ ィ ア —次 世 代 の 研 究 と 実 践 の た め に

—』 明 石 書 店 、 9 8 - 1 2 3 頁 。  

辰 巳 慎 太 郎  

 2 0 0 9  「 開 発 を 翻 訳 す る —東 テ ィ モ ー ル に お け る 住 民 参 加 型 プ ロ ジ ェ ク ト を 事

例 に 」 信 田 敏 宏 、 真 崎 克 彦 編 『 東 南 ア ジ ア ・ 南 ア ジ ア  開 発 の 人 類 学 』

（ み ん ぱ く 実 践 人 類 学 シ リ ー ズ ６ ）、 明 石 書 店 、 1 5 7 - 1 8 4 頁 。  

 2 0 1 4  「 東 テ ィ モ ー ル の 非 暴 力 思 想 ＜ ナ ヘ ビ テ ィ ＞ 」 小 田 博 志 ・ 関 雄 二 編 『 平
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和 の 人 類 学 』 法 律 文 化 社 、 9 5 - 11 7 頁 。  

辰 巳 頼 子  

 2 0 1 4  「 避 難 が 生 み 出 す 平 和 —原 発 事 故 か ら の 母 子 避 難 者 が 形 成 す る 新 た な つ

な が り 」 小 田 博 志 ・ 関 雄 二 編 『 平 和 の 人 類 学 』 法 律 文 化 社 。  

辰 巳 頼 子 、 辰 巳 慎 太 郎  

 2 0 1 3  「「 自 主 避 難 」 の エ ス ノ グ ラ フ ィ :東 テ ィ モ ー ル の 独 立 紛 争 と 福 島 原 発 事

故 を め ぐ る 移 動 と 定 住 の 人 類 学 」赤 嶺 淳 編『 グ ロ ー バ ル 社 会 を 歩 く —か

か わ り の 人 間 文 化 学 』 新 泉 社 、 2 4 0 - 2 9 9 頁 。   

宮 本 常 一 ・ 安 渓 遊 地  

 2 0 0 8  『 調 査 を さ れ る と い う 迷 惑 —フ ィ ー ル ド に 出 る 前 に 読 ん で お く 本 』 み ず

の わ 出 版 。

1当 時 の 避 難 区 域 は 、 そ の 後 の 避 難 区 域 の 設 定 へ の 移 行 期 で あ り 、 私 た ち の 避 難

区 域 理 解 は 同 心 円 状 の も の で 、 そ の こ と が ア ン ケ ー ト の 質 問 に 反 映 さ れ て い

た 。  

2  民 俗 学 者 の 宮 本 常 一 は か つ て 「 調 査 地 被 害 」（ 1 9 7 2） と い う 文 章 の な か で 、 学

者 の 調 査 と い う の が 現 場 に と っ て し ば し ば 迷 惑 な 存 在 で あ る こ と に つ い て 考 察

し  て い る 。 詳 し く は 宮 本 常 一 、 安 渓 遊 地 『 調 査 を さ れ る と い う 迷 惑 —フ ィ ー ル

ド に 出 る 前 に 読 ん で お く 本 』 ( 2 0 0 8 )を 参 照 。  

3  毎 日 新 聞 ,  2 0 11 年 5 月 1 3 日 東 京 版 夕 刊 ,  1 4 頁 社 会 面 「 東 日 本 大 震 災 ： 被 災 8 0 0

人 が 暮 ら す 「 赤 プ リ 」  通 常 通 り 、 一 流 の 心 遣 い 」。 宿 泊 、 食 事 な ど は 無 料 で 、

部 屋 で は ホ テ ル 仕 様 の 高 級 ベ ッ ド 、 冷 蔵 庫 、 テ レ ビ が 使 え る こ と 、 食 事 は 料 理

人 が 考 え た メ ニ ュ ー を 食 堂 で 提 供 と 紹 介 さ れ て い る 。  

 



 

 

 

私 は も と も と 、 出 身 大 学 は 理 科 教 員 養 成 課 程 で 、 物 理 、 化 学 、 生 物 、

地 学 、 理 科教 育 と 全 て 学 び ま す。 主 に 3 年ま で は 化学 を 専 攻 し て い まし

た が 、 疑 問を 感 じ ４ 年生 か ら 理科 教 育 を 専門 に し まし た 。 放 射線 は 、 大

学 の 物 理 実験 で 初 め て 扱 っ た 程度 で す 。 当時 は 特 に興 味 は あ りま せ んで

し た 。し か し 、環 境 教育 は 20 年 前 にブ ーム で 、酸 性雨 の 問 題 が あ り 、総

合学 習 で 環境 教 育 を 扱う こ と が多 く 、 環 境教 育 に は非 常 に 関 心が あ りま

した 。 け れど も 、 次 第に 気 持 ちは メ デ ィ ア教 育 や マル チ メ デ ィア ・ イン

ター ネ ッ トな ど コ ン ピュ ー タ を使 う IC T 教育 に 次 第に 興 味 が 移っ て いき

まし た 。 大学 院 も 理 科教 育 の 専攻 に 入 る ので す が 、コ ン ピ ュ ータ を 使用

し た 理 科 教育 の 分 野 の研 究 を して き ま し た。  

大学 院 の 修士 課 程 の 2 年 生 の終 業 、 期 末テ ス ト の発 表 の 時 に 神 戸 の震

災が あ り まし た 。 時 のそ の シ ョッ ク は 半 端で は あ りま せ ん で した 。 それ

が今 回 の 震災 に お い て活 動 す るき っ か け にな っ て いま す 。 友 達の 何 人か

は期 末 テ スト や 修 士 論文 の 発 表を す っ ぽ かし 、 神 戸へ ボ ラ ン ティ ア に行

きま し た 。実 は 私 も 行き た か った 。 だ け ど今 の 職 場に 就 職 が 決ま っ てい

まし た 。決 まっ て い たと き に、【 テ スト 受け な い 、修論 発 表 しな い 】の で

は就 職 で きま せ ん。神戸 へ 行 った 人 は、【何 も 考え な かっ た 】か ら 行き ま

した 。私 は 誘っ て く れな か っ た 。私 も 誘 われ た ら 、九州 人 の ノリ な の で、

行っ た か なと 。 後 先 考え る と 非常 に 難 し いで す 。  

Chapter 6 

いわき市における幼い子供がいる市民の為の放射

線測定の取り組み  

        

                  布施雅彦  

１．活動の出発点  



 

 
 

112 Chap.6 布施雅彦 pp.111-152 

卒業 後 、 災害 等 が あ った ら 、 何か し よ う と思 っ て いま し た 。 阪神 ・淡

路大 震 災 時 に イ ン タ ーネ ッ ト が役 立 っ た とい う の があ り ま し たの で 、 今

後災 害 な どが あ っ た ら、 こ の 分野 で 、 人 助け を し よう と ず っ と 思 っ てい

まし た 。 今回 の 震 災 で、 被 災 当事 者 に な ると は 考 えて も い ま せん で した

が。 今 度 何 か 災 害 が あっ た ら 、置 い て け ぼり を く らう の で は なく 、 今度

こそ は 何 かす る ぞ 、 ずっ と 心 のな か に あ りま し た 。  

 

 震 災 後 はま ず 、 IC T 教育 と 学 生指 導 を 担当 し て いた 為 、 学 校の 学 生の

安否 情 報 、被災 状 況 確認 、そ の 後の ケ ア を 、学 内 SN S を通 じ て 実 施 し ま

し た 。放 射 線情 報 や 避難 情 報 、水道 、 J R の復 旧 情 報に 関 す る 情報 な どを

見て 、 本 校の 学 生 が 戻っ て き たり も し て いま す 。 もと も と 福 島高 専 の学

生 の 7 割 が 、い わ き 市内 か ら 通っ て い ま す。 双 葉 郡 が 1 割 。 中通 り は 1

割 で 寮 生が 200 人 ぐ らい で す 。 原 発 事 故 によ っ て 学生 の 7 割 ぐら い が 避

難し ま し た 。被災 確 認は 学 内 IC T シ ステ ム を 中 心 に連 絡・確 認が 86％と

れま し た 。家 が 壊 れ たと か 、 誰が 亡 く な った と か 全部 で す 。 それ で 、 学

校 の 震 災 対策 室 に 1 00％ 確 認 しま す か 伝 える と 、「も う いい です 」と 返 事

が 帰 っ て きま し た 。 状況 を 文 科省 に 伝 え 予算 申 請 を す る た め だっ た そう

だ 。 4 月 にな り 小 中 高学 校 が 再開 に む け て 、 テ レ ビの テ ロ ッ プ で 情 報を

流 す な か 、 福 島 高 専 は学 内 SN S で情 報 を伝 え る こと が で き まし た 。  

実際 、 あの 3 月 20 日前 後 の 3 月 の 2 4、 25 日 頃ま で に 、 学生 の 状 況を

調べ て も らえ ま せ ん か、 と 学 校に 言 わ れ まし た 。 なか な か 他 の先 生 が担

える よ う な 状 況 で は なか っ た です 。   

震災 後 は 、震災 時 の IC T や ソ ーシ ャ ル メ ディ ア の 活用 に つ い ての 講演

活動 は 多 かっ た で す 。今 で も その 当 時 の ワン ポ イ ント の 講 演 や特 別 講義

を依 頼 さ れる こ と が あり ま す 。  

自分 が 福 島高 専 に 着 任す る 前 から 福 島 に は原 発 が あり ま し た が、 まさ

か事 故 が 起こ る と は 考え て い ませ ん で し た。 学 校 の社 会 見 学 で、 バ ス に

乗っ て 原 発見 学 を 行 って い ま した 。 昔 は バス 代 も お弁 当 も 全 部 予 算 がつ

２．学校におけるソーシャルメディアを活用した安否確認  
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い て 、 私 も引 率 し て 行っ た こ とが あ り ま した 。  

だけ ど こ んな こ と が 起こ る と は思 い も し ませ ん 。 とん で も な いこ とが

起き た 、と い う感 じ です 。チ ェ ル ノブ イ リの 時 は 16 歳 で何 もで き な かっ

た し 、 そ うい う 意 味 では 、 振 り返 っ て み れば 、 何 も考 え て い なか っ たと

思い ま す 。世 界 は 狭 いの に 、 福島 で 起 き たこ と を 、し っ か り と 残 す こと

が今 後 の ため に 必 要 だと 感 じ ます 。  

 

震 災 時 は 学校 で 会 議 中で し た 。地 震 の あ と、 す ぐ に安 否 確 認 とい うこ

とに な り まし た 。 私 は、 当 時 、高 専 の 学 生委 員 会 の学 生 主 事 補と い う役

職 で 、学校 の SN S の 運用 管 理 担当 者 で も あり ま し た 。SN S サ ーバ ー を確

認し 、 す ぐに 学 生 の 安否 確 認 を開 始 し ま した 。 加 えて 、 そ れ から 3 日間

は学 生 の 安否 確 認 の 作業 を し てい ま し た 。SN S 内に コ ミ ュニ ティ を 作 り、

震災 の 情 報共 有 を お こな い ま した 。 ラ イ フラ イ ン 情報 、 ガ ソ リン ス タン

ド の 給 油 情報 、 避 難 の為 に 飛 行機 や バ ス の時 間 な どを 、 情 報 共有 し てい

きま し た 。加 え て 、 メン タ ル ケア の 部 分 への 対 応 とい う こ と で、 明 るい

話 、みん な の 良か っ た部 分 を SN S に 載 せよ う と しま し た 。もち ろ ん 私も

避難 を し まし た 。 実 は 2 台 所 有し て い る 車の 1 台 は、 震 災 の 前の 週 末に

ガ ソ リン を 満 タ ン し て い て、 も う 一 台 は 震 災 直後 の 11 日 に 学 校 を出 て

満タ ン に して い て 、 いつ で も 避難 の 準 備 は万 端 で した 。 ま た 、震 災 時 の

夜 に 風 呂 とか バ ケ ツ に水 入 れ て、 食 料 と かも 買 っ てあ っ た の で、 避 難し

なく て も 一週 間 ぐ ら いは 頑 張 るぞ と 思 っ てい た の です 。だ け ど 次 の 日 12

日の 福 島 第一 原 発 1 号機 が 爆 発が あ り 、 夫婦 で 相 談し 、 子 ど もも 当 時 2

歳 と 5 歳 で 幼く 避 難 した 方 が 良い と い う 判断 に な りま し た 。 大学 で 物理

を学 ん で いれ ば 、 放 射能 が 良 くな い こ と や 風 向 き や降 雨 が 問 題 に な るこ

と は わ か りま し た 。 そこ で 、 妻の 実 家 が ある 栃 木 県足 利 市 の 方へ 避 難す

るこ と に し ま し た 。  

12 日 の 夜 に 出 発 し まし た が 、車を 走 ら せて い る と 北 茨 城 か ら停 電 で周

辺 が 真 っ 暗で 何 も 見 えな い の です 。 街 灯 も全 て 真 っ暗 で す 。 電気 が きて

３．震災後の行動と活動  
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いな い か ら。 本 当 に 真っ 暗 で 、震 災 で 道 が凸 凹 に なっ て い る し、 津 波が

どこ ま で 来て い る の か見 え な いし 、 さ す がに 子 ど も も い て 、 リス ク が高

い 感 じ ま した 。 ラ ジ オつ け て いた ら 枝 野 官房 長 官 が「 直 ち に 影響 は あり

ませ ん 」 とひ た す ら 繰り 返 し てい る よ う な時 で し た。 ガ ソ リ ン メ ー タを

みて 、「 一 度戻 ろ う か。ま だガ ソ リン あ るし 」と日 立 多賀 ま で行 き 戻 りま

した 。 そ の晩 、 自 宅 でホ ン ダ によ る 通 行 実績 情 報 マッ プ が 3 月 1 2 日 10

時 3 0 分よ り 公 開さ れて い る こと を 、 学 内 SN S 情 報 か らわ か り 、 通 行実

績か ら 詳 細に 明 日 の 避難 ル ー トを 確 認 し 、再 ト ライ す る こと にし ま し た。 

 13 日 のお 昼 頃 に から 、い わ きを 出 発 し 、学 校 の 安否 確 認 は ド コ モ 回線

の Wi - Fi ル ー タ は 持 って い ま した の で 、 それ を 利 用し て 継 続 し ま し た。

学校 に い ても 、 通 信 イン フ ラ が不 通 で す から 、 作 業も で き な い し 電 話も

使 え な い 状 態 で し た 。 私 の ソ フ ト バ ン ク 回 線 の iP hon e や ド コ モ 回 線 の

Wi - Fi ル ー タ で 、 ア ン テ ナ を 見 て 通 信 圏 内 に な っ た ら 車 を 止 め て 安 否 メ

ール を チ ェッ ク し て 、エ ク セ ルで 名 簿 を 確認 し て 、 学 校 に 唯 一通 じ るソ

フト バ ン ク回 線 の 携 帯電 話 で 持っ て い る 教員 に 、 口頭 や メ ー ルで 連 絡す

る と い う こと を 定 期 的に 連 絡 を繰 り 返 し なが ら 避 難 し ま し た 。妻 に は「危

ない か ら 窓を 閉 め て 」と 怒 ら れて い ま し た。  

 妻 の 実 家に は 13 日の 夜 遅 くに 到 着 し まし た 。妻 か らは「 いつ に な った

ら（ い わ きに ）帰る の？ 今 後 どう す る の ？」と 言 われ た ので 、妻 に は「 空

間線 量 が 0 . 2 マ イ ク ロシ ー ベ ルト / h 未 満 」（概 算 で 年間 追 加 被曝 1 mS v 未

満 ） に な った ら 戻 っ てき な よ 」と 言 い ま した 。 妻 と話 し 合 い 、納 得 して

もら い ま した 。 特 に 戻る ／ 戻 らな い と い うこ と で もめ た と い う感 じ はあ

りま せ ん 。と は い え 、妻 も 不 安だ っ た の か、 食 品 に関 す る 本 など を 、早

速 自 ら 購 入し て い ま した 。  

 妻 の 実 家に 避 難 し てい る 時 に 、3 月 20 日頃 に い わき 市 医 師 会 会 長 から

電話 が あ り、「 助 け てほ し い 、手 伝っ て 欲し い 」と い うお 願 いが あ り まし

た。 緊 急 物資 や 医 薬 品な ど を 名古 屋 の 方 から 空 輸 した の で 、 それ に つい

ての 記 者 会見 の 映 像 をホ ー ム ペー ジ で 流 して 欲 し い、と いう こと で し た。

医師 会 の サー バ ー の 修正 や 管 理な ど も お こな っ て いた の で 、 避難 先 で対

応し て い まし た 。 あ と、 避 難 所で 医 師 が 効率 よ く 対応 で き る よう な シス
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テム づ く りに つ い て もお 願 い をさ れ ま し た。 そ の よう な こ と があ り 、い

わき に 戻 って き た の は 3 月 20 日か ら 少 し過 ぎ に 、私 だ け が 先に い わき

に戻 り ま した 。 具 体 的に は 、 震災 直 後 の いわ き 市 内 の 避 難 所 には さ まざ

まな 問 題 があ り ま し た 。 私 が 知り 得 た 内 容で 言 え ば、 最 初 は 1 万 5 千人

ぐら い 避 難し て い て 、私 が 栃 木か ら い わ きへ 戻 っ てき た 時 に は 1 万 人ぐ

らい の 方 が避 難 所 に いま し た 。 避 難 所 に はい わ き 市の 方 だ け でな く 、双

葉郡 の 方 もた く さ ん いて 、 そ うい っ た 避 難所 に 対 して 巡 回 診 療を 行 いま

す 。他 県の 医 師 会が 日本 医 師 会災 害 医 療 チー ム ( J MAT )を組 織 し、被 災地

の避 難 所 等の 診 療 を 支援 す る もの で す 。 多く の 医 療チ ー ム が いわ き に支

援 に 来 た いと な り ま す。だ けど 、いつ お 医 者さ ん の 手助 け が 必 要な の か、

そう い っ たも の が 一 目で わ か るス ケ ー ジ ュル シ ス テム が 必 要 だっ た ので

す 。WE B カ レ ン ダー 機能 を 利 用し て 、一 目で 医 療 チー ム の 予 約表 を 見 え

るよ う な 仕組 み を つ くり 対 応 しま し た。医師 会 の 案件 が 落 ち 着い て か ら、

学校 の 被 災状 況 を 集 計し な が ら、 市 内 の 津波 被 災 地 の 記 録 を 写真 で 撮ろ

うと 歩 い て回 り ま し た。 あ と 4 月 頃 ま で 毎日 2 回 ほど 、 い わ き市 医 師会

ホー ム ペ ージ 上 に 、 現在 開 業 して い る 医 療機 関 の 情報 を 更 新 して い まし

た 。  

 

 学 校 の 新学 期 が 5 月に な り 、 4 月か ら は、 学 生 と一 緒 に 津 波の 瓦 礫 撤

去 の ボ ラ ンテ ィ ア 活 動な ど を おこ な っ て いま し た 。他 方 で 自 分し か でき

ない こ と って 何 だ ろ うと 考 え るよ う に な りま し た 。 そ の 時 、 現在 は 定年

退職 さ れ てい る 元 茨 城高 専 物 理の 松 澤 教 授か ら 連 絡が あ り ま した 。 放射

線 教 育 が 専門 で 、 退 職後 も 放 医研 の 研 究 員 な ど も され て お り ます 。 私は

過去 に 一 年間 だ け 高 専の 教 員 交換 プ ロ グ ラム で 茨 城高 専 に 勤 務し た 時が

あ り 、 お 知り 合 い に なり ま し た。 そ の 教 授も 何 か 放射 線 に つ いて 地 域に

貢献 し た いと い う こ と で 、 福 島に い る 私 に放 射 線 につ い て 何 か取 り 組ん

でみ な い か？ と 背 中 を 押 し て いた だ き ま した 。  

 私 も 家 族が 母 子 避 難し て い る状 況 や 、 同じ 境 遇 の方 な ど の 話を 聞 き、

４．様々な放射線測定の開始  
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自分 自 身 で は 放 射 線 測定 の 機 材も 知 識 も 持っ て い ませ ん で い た が 、 私の

高専 の 情 報関 係 の 知 人を 頼 り 、他 の 高 専 の 先 生 に 放射 線 測 定 器な ど があ

りま せ ん か と 問 い 合 わせ 、 測 定器 を 送 っ て 頂 き ま した 。 測 定 器の 使 い方

は、 書 籍 を 大 量 に 買 った り 頂 いた り し て 学び ま し た。 わ か ら ない 所 は、

専門 家 の 先生 に 指 導 を頂 き 、 間違 え た ら すぐ 確 認 して 修 正 し 、 そ の 繰り

返し で し た。  

 

４ −１．簡易型モニタリングポストの開発と公開  

 4 月 の 中旬 か ら い わき 市 の 私の 研 究 室 の窓 の と ころ に 簡 易 型モ ニ タリ

ング ポ ス トを 設 置 し 、ネ ッ ト 公開 を し ま した 。 そ れが と て も 興味 深 く 見

て い た だ けま し た 。 当時 、 い わき 市 は 安 全な の で 、風 評 対 策 なの か 、 い

わき 市 と して 測 定 を 実施 し て いま せ ん で した 。 福 島県 の い わ き 合 同 庁舎

前 一 地 点 の測 定 値 し か公 開 さ れて い ま せ んで し た 。 平 成 の 大 合併 前 には

日本 一 広 い自 治 体 と 言わ れ た 市で す 。 到 底放 射 線 の値 を 心 配 して い る人

達 に は 、 納得 で き ま せん で し た。 測 定 値 も 1 時 間 毎 でネ ッ ト 公開 ま でに

タイ ム ラ グが あ り ま した 。また 、政府 や 行 政 の 情 報 を信 用 し た くな い 人、

信用 で き ない 人 が い まし た 。 まだ 事 故 を 起こ し た 原発 は 「 予 断を 許 さな

い」 と 言 われ て ま し た。 そ ん な状 況 の な かで 、 多 くの 方 が 不 安を 感 じて

図  1  設 置 し た 簡 易 型 モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の マ ッ プ と 二 本 松 に 設 置 し た 放 射 線 の  

ト レ ン ド グ ラ フ  
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いた と 思 いま す 。「 本当 に 冷 却さ れ て い るの か 」と 、不 安 を 煽る 方 も いま

し た 。 そ のた め 、 人 為的 な 修 正が な く 機 械が 自 動 で測 定 し リ アル タ イム

で見 る こ とが で き る 機能 を 評 価し て い た だき ま し た。  

  そ こで 、松 澤 元 教授 と 防 災関 係 の 観 測カ メ ラ を な ど 手 掛 けて い る「ま

えち ゃ ん ネッ ト 」 と で、 簡 易 型の モ ニ タ リン グ ポ スト 観 測 網 を準 備 する

こと に な りま し た 。 図 1 の よ う に私 は 県 内の 設 置 を担 当 し 、 ４月 中 旬か

ら ７ 月 ま でに 簡 易 型 のモ ニ タ リン グ ポ ス トを 設 置 し測 定 活 動 を始 め 、最

終的 に 県内 10 地点 に設 置 し ま し た 。  

 当 然 、 測定 を 始 め てか ら は 、い ろ い ろ な所 か ら クレ ー ム が あ り し まし

た。「 それ は 正 しい 情報 な の か」「 測定 器を ど う いう と こ ろ につ け て いる

のか 」「 信 用で き る 数 値な の か」「公 の 以 外 で数 値 を 公開 す る べ きで な い」

など と あ りま し た 。 簡易 モ ニ タリ ン グ ポ スト と 情 報公 開 に つ いて ネ ット

アン ケ ー ト （ 2011 年 6 月 ） を 実施 す る と、 36 5 人 中 35 9 人 が 「 公 開 して

続け て 欲 しい 。」と いう 意 見 で 、 下 記 の よう な 意 見 が 聞 か れ まし た 。  

  リア ル タ イム で 機 械 が測 定 し てい る の で 安心 で き る 。  

  毎日 見 て ，子 ど も を 送り 出 し てい る 。  

  毎 日 子 供 た ち を 学 校 に 送 っ て い く 前 に サ イ ト を チ ェ ッ ク し て い ま す 。 

  この 数 値 を見 て ， い わき に 戻 って き た 。  

  大変 心 強 い 。  

  何か が 起 きた と き に 気づ け る ので 重 要 な 情報 。  

  貴重 な 情 報源 で す 。  

  正し く 放 射能 と 向 き 合う こ と が出 来 た 。  

  政府 の 公 式発 表 が 信 用出 来 な い中 、 多 く の人 の 目 安に な っ て いる 。  

  いわ き か ら我 が 家 へ 両親 が 避 難し て き て いま す 。 リ ア ルタ イ ムの 測

定 値 が わ か る と 、 何 か が 起 き た と き に 気 づ け る の で 重 要 な 情 報 だ と

思う 。 毎 日、 チ ェ ッ クし て い る。  

  い わ き で 生活 す る 上 で、 こ ち らの 情 報 は 欠か せ な い。  

  気 に な っ た と き に Ｈ Ｐ へ ア ク セ ス し リ ア ル タ イ ム の 測 定 値 が 見 ら れ

るこ と に 感謝 し て い ます 。  

  県 外 よ り 地 元 い わ き に 残 る 家 族 を 心 配 し な が ら 貴 サ イ ト を 見 て い る 。 
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「 必 要 が ない 」 と い う意 見 は 6 名で し た 。 い わ き 市に 住 ん で いて 心 配し

てい る 方 や 、 現 在 避 難先 か ら いわ き 市 の 情報 収 集 して い る 方 、県 内 外や

海外 か ら 心配 し て い る方 な ど から 見 て い ただ け ま した 。  

 ま た 、 測定 器 の 設 置時 に は 、周 辺 の 地 域の 放 射 線量 と 比 較 し、 著 しく

異な る 値 にな ら な い よう に 配 慮し ま し た 。取 り 付 け協 力 を 申 し出 た 方が

いま し た が、 地 形 の 関係 で 周 辺地 域 の 放 射線 量 と 異な り 、 お 断り す る ケ

ー ス も あ りま し た 。 国の 設 置 した モ ニ タ リン グ ポ スト は 、 震 災時 の 9 月

にな っ て から で 、 県 内 全 域 に 取り 付 け ら れた の は 翌年 の 2 月 にな っ てか

らで し た 。 ま た 、 公 共施 設 が 中心 だ っ た 為、 除 染 済み の 場 所 も多 く 周辺

地域 と 値 がこ と な り 騒が れ ま した 。 私 の 場合 は 、 除染 な ど お こな っ た場

合は 、 解 説や 写 真 な どで 補 足 しま し た か ら、 誤 解 など が 起 き ない よ うに

配慮 し ま した 。  

 

４—２．出張空間線量測定  

多 く の 幼 い 子 供 が い る 保 護 者 が 放 射 線 に 対 し て 心 配 し て い る の を 目

の当 た り し 、 も と も と理 科 教 育で こ の 分 野に い な がら 放 射 線 教育 を 重要

視 し て い なか っ た こ とに つ い て、 反 省 し まし た 。 放射 線 を 心 配し て いる

方 か ら 測 定依 頼 が あ れば 、 ど こに で も お 宅へ 伺 っ て測 定 す る 日々 に なり

まし た 。 主に 震 災 後 の 5 月 から 約 1 年 間 ぐら い で す。 特 に T V 等で 測 定

の様 子 で 映し 出 さ れ 、後 か ら 環境 省 の 除 染の 定 番 に採 用 さ れ た日 立 アロ

カメ デ ィ カル 社 の シ ンチ レ ー ショ ン サ ー ベイ メ ー ター が 、 他 高専 か ら 提

供さ れ た 機器 に あ り 、正 し い 数値 信 頼 で きる 値 と いう 意 味 で 、同 じ 機械

で測 定 し て欲 し い と いう 要 望 があ り ま し た 。 特 に 夏頃 ま で は 、今 住 んで

いる と こ ろの 値 が 知 りた い 。 今海 外 に 住 んで い る が故 郷 の 両 親が 心 配な

ので 周 辺 を測 定 し て 欲し い 。 お盆 、 正 月 に帰 省 す るの で 心 配 、年 を 明け

てか ら は 、幼 稚 園 ・ 小学 校 に 就学 さ せ る 関係 で 避 難先 か ら い わき に 戻る

ので 放 射 線の 値 を 知 りた い と か、 質 問 ・ 相談 が 多 くあ り ま し た。 そ の測

定活 動 の 様子 が 映 画 のワ ン シ ーン に も 利 用さ れ ま した 。  
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４—３．市民と連携してのいわき市の放射線マップ作りの測定  

震災 後 の 4 月 に 他 高 専か ら 実 験用 の 簡 易 測定 器 が 9 台 借 り ら れ 、 学校

の課 題 学 習 の 2 年 生 の 授 業 に 、地 域 の 放 射線 計 測 をテ ー マ に しま し た 。

ま た 、 学 生に も 地 域 の現 状 や 悩み つ い て 共有 で き たら と 思 っ て組 み 入れ

まし た 。 しか し 、 放 射線 量 の 低い 小 名 浜 地区 の 計 測に 学 生 を 引率 す るの

に も 、 学 校側 が 過 敏 に反 応 し 事前 確 認 や 書類 が た くさ ん 必 要 で 、 と ても

実施 で き る状 態 で は あり せ ん でし た 。 津 波の 被 害 調査 と い う と汚 染 の高

いと こ ろ でも 何 も 問 題は な か っ た よ う で すが 、 学 生に 放 射 線 を計 測 させ

ると い う こと に 関 し て、 学 校 もか な り デ リケ ー ト な時 期 で し た 。 ま た、

5 月 頃 には N H K の E T V 特集 『 続 報ネ ッ トワ ー ク でつ く る 放 射能 汚 染 地

図』 の 番 組で も 紹 介 され る い わき 市 川 前 桶売 の 荻 ・志 田 名 地 区に ホ ット

スポ ッ ト が見 つ か り 、市 民 の 不安 は 増 し てい ま し た。 そ の 地 区に 隣 接す

る川 内 村 の集 落 は 特 定避 難 勧 奨地 点 に 認 定さ れ 、 とて も 放 射 線量 が 高い

地域 で し たが 、 い わ き市 は 素 早い 対 応 を しま せ ん でし た 。 後 日わ か った

こと で す が、そ の地 区に 私 が 担任 し た 在 学中 の 学 生の 自 宅 が あり ま し た。

学校 再 開 時の 対 応 で 年 間 1 mS v 被 曝 し な けれ ば 再 開 O K と し て、 自 宅 で

の被 曝 を 考慮 し な い 当時 の 国 の 考 え に 非 常に 矛 盾 を感 じ た 時 期で あ りま

した 。 そ の為 に も 地 域の 放 射 能汚 染 マ ッ プの 重 要 性を と て も 感じ て いま

した 。  

そし て 、 学生 が 放 射 線を 測 定 する こ と が 難し く な って き た と ころ 、 私

が 測 定 活 動を し て い るこ と を どこ か ら か 卒業 生 が 聞き つ け 、 その 仲 介で

放射 線 を 心配 す る 幼 い子 ど も のい る お 母 さん た ち の団 体 と 連 携し 測 定す

る こ と に な り ま し た 。 お 母 さ ん 方 に 簡 易 測 定 器 (R A D E X  R D 1503 )を 貸 し

出し 、 手 分け し て 市 内の 通 学 路・ 地 域 な どを 測 定 し 、 私 と 学 生 達 で グー

グル マ ッ プに 手 作 業 で数 値 を 入力 し ネ ッ ト 公 開 し まし た 。 そ れだ け でな

く、 県 や 国が 測 定 し た数 値 も 追加 し 5 月 ごろ か ら 8 月 頃 ま で 続け 、 図２

のよ う に 市内 約 20 0 0 地 点 の 放射 線 を 登 録し ま し た。 当 時 で アク セ ス数

は述 べ 約 30 万 件 を 記録 し 、 多く の 人 が 関心 を 持 って い た だ き利 用 して

く れ ま し た 。1 日 で 5000 件 もア ク セ ス があ っ た 時も あ り ま す 。も ち ろん

「こ ん な 安価 な 機 械 で測 っ て・・・」と 言 った 声 も あり ま し た 。し か し、
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緊急 時 に はど ん な も ので も 、 ある も の を 活用 し て 、 力 を 合 わ せて 行 動す

る こ と が 大切 だ と 私 は思 い ま した 。 何 も しな い で 東電 や 行 政 の文 句 を言

って い る 人も い ま し たけ ど 、 その 当 時 は 他に 方 法 がな い 中 で 、と り あえ

ず住 め る か住 め な い かを 知 る こと が 重 要 だと 考 え てい ま し た 。こ れ で不

安 は 解 消 され 落 ち 着 くか と 思 いま し た が 、残 念 な がら 思 い と 裏腹 に 、測

定の 継 続 を 望 む 声 が 多く 、9 月 から 12 月 頃ま で は 、より 高 精 度な シ ンチ

図  2  市 民 と 連 携 し て 作 成 し た い わ き 市 放 射 線 マ ッ プ (2011 .6 -8)  
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レ ー タ ー だ け を 利 用 し た 測 定 に 切 り 替 え 継 続 す る こ と に な り ま し た 。

H O R IB A 社の 環 境放 射線 測 定器 PA -1 000 を 5 台 購 入、 寄付 1 台の 計 6 台

を、 市 民 へ自 由 に 貸 し出 し ま した 。 自 ら 計測 し 納 得す る こ と が大 切 だと

感じ て い まし た 。 そ して 、 計 測し た 数 値 を提 供 し て頂 き ま し た 。 貸 出時

には 、 適 切に 測 り 方 も指 導 し 高さ 、 時 測 定時 間 、 回数 を 決 め て、 測 定値

の質 も 確 保し 、 詳 細 にマ ッ プ に記 録 し て いま す 。 測定 依 頼 が ない 小 川・

久之 浜 地 区で は 、 小 川支 所 か ら小 川 地 区 の デ ー タ を提 供 し て いた だ き 、

久之 浜 地 区で は 、 同 地区 で 震 災後 か ら 測 定し て 地 域活 動 し て いる （ 株）

東北 イ ノ ベー タ ー 社 から デ ー タ提 供 し て いた だ き まし た 。 マ ップ の 測定

点 を ク リ ック す れ ば 、そ の デ ータ を 誰 が 測 っ た の かも 出 て き ます 。 そし

て詳 細 な 市内 約 45 0 0 地 点 の 放射 線 マ ッ プを 作 る こと が で き まし た 。測

定器 自 体 が非 常 に 入 手し づ ら く、 市 民 と して 身 の 回り の 生 活 環境 の 放射

線を 測 定 し確 認 す る 方法 が あ りま せ ん で した 。 多 くの 方 が 、 通学 路 、公

園、 自 宅 周辺 を 確 認 した り 、 避難 先 か ら 戻っ て き て自 ら 確 認 した り 、新

しく ボ ラ ンテ ィ ア で 測定 し て いた だ け る 方な ど と 知り 合 う こ とが で きま

した 。  

また 、 行 政の い わ き 市が 、 市 民に む け て 市内 の 放 射線 マ ッ プ に 取 り組

みは じ め たの は 20 1 2 年 に な って か ら で 、 役 所 が 放射 線 測 定 器の 貸 し出

しを 始 め たの は 20 1 2 年 2 月 から で 、 放 射線 マ ッ プ を 正 式 に 広報 で 公開

した の は 20 12 年 3 月で 震 災 から 約 1 年 後で し た 。  

 

４—４．継続的に市内の放射線を測定する走行サーベイの取り組み  

2 年 目に な り多 く の 市民 の 方 の興 味 が 、震災 直 後 より 薄 れ て き ま し た。

役所 の 情 報に 懐 疑 的 な 方 も い ます 。 当 面 はな ん と か継 続 し た いと 考 えま

した 。 け れど も 、 す でに 緊 急 時 は 過 ぎ て 継続 す る にも ボ ラ ン ティ ア に期

待す る こ とも で き ま せん で し た。 そ こ で 、車 載 に 測定 器 を 搭 載し て 、高

精度 で 測 定す る 走 行 サー ベ イ を検 討 し ま した 。 走 行 サ ー ベ イ は、 京 都大

学原 子 炉 実験 所 の K U R A MA (  K yo t o  U n i ve r s i t y  R A d i a t ion  MA p p i ng  s ys t e m)

が福 島 県 と連 携 し 開 発し 、 各 自治 体 に 測 定キ ッ ト を貸 し 出 し 、そ の 結果
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を 原 子 力 規 制 委 員 会 の ネ ッ ト か ら 閲 覧 で き ま し た 。 福 島 市 、 郡 山 市 は

KU R MA を 利 用 し て 詳 細 に 調 査 を 実 施 し て い ま し た が 、 い わ き 市 は よ り

原発 に 近 く 人 口 も 多 い自 治 体 でし た が 、 参加 し て いな い 状 況 で結 果 が空

白地 帯 に なり 、 他 県 ・ 海 外 か らみ て も 特 異に 感 じ る状 況 で し た。 い わき

市に は 、 国際 的 な 視 点で 、 他 市と 連 携 し 測定 情 報 発信 が 必 要 では な いか

と訴 え ま した が 、 い わき 市 が 独自 に 公 開 する 放 射 線マ ッ プ が ある の で必

要な い と いう 回 答 で した 。 そ こで 、 測 定 器メ ー カ ーと 連 携 し 、私 自 身で

独 自 に 測 定・ 公 開 で きる シ ス テム を 開 発 しま し た 。測 定 に は いわ き 市医

師会 の 支 援を 受 け 2 012 年 8 月 、 20 12 年 3 月 、 2 014 年 9 月と 実 施 し、 定

期的 に 市 内全 域 や 山 間部 ま で 測定 し 公 開 する こ と がで き ま し た。や はり 、

ネッ ト か らの 関 心 は 非常 に 高 く、 随 時 ア クセ ス が あり ま し た 。  

 

４ −５．食品測定に対するこだわり  

震災 時 の 夏ま で に 放 射線 の 測 定し 、汚 染 マッ プ を 出し ま し た 。し かし、

これ で 十 分か と 思 い まし た が 、幼 い 子 供 をも つ お 母さ ん た ち はそ れ で満

足と は な りま せ ん で した 。「ま だ 続 けた いね 」 と いう 声 も あ り、「 内部 被

曝 は ど う なの ？ 」「 食品 の 汚 染は ？ 」「 次は 食 品 を測 り た い ね」 と い う声

も 上 が り まし た。た だ、食 品測 定 には お 金が か か りま す 。「 お金 は 集 めま

す」と 、ち ょ っ と不 安で し た。（ 測定 器 は 約 300 -5 00 万円 ）まあ 、い ろい

ろな 経 緯 のな か で 、 私が 約 3 00 万円 く ら い立 て 替 えて 、 購 入 しま し た。

もち ろ ん 全額 で は あ りま せ ん 。後 か ら 購 入資 金 の 一部 を 出 し ても ら いま

した が 、 最終 的 に は 足り ま せ ん で し た 。 そし て 今 後の メ ン テ ナン ス 費用

も考 え な くて は な り ませ ん で した 。 だ け どお 母 さ んた ち も 一 人い く らか

わか ら な いけ ど お 金 を出 し て くれ て い る し、 そ う いっ た 気 持 ちを 踏 みに

じり た く はな か っ た 。 期 待 に 応え た か っ たと い う のも あ る し 、他 方 で乗

りか か っ た船 と い う こと も あ りま す 。 震 災時 の 8 月 のネ ッ ト アン ケ ート

で今 後 取 り組 ん で 欲 しい 事 柄 の一 番 に 食 品の 測 定 でし た 。 ま た、 9 月の

ネッ ト ア ンケ ー ト で は 1 -10 ベ クレ ル / kg 以下 で あ れば 食 材 を 購入 し た い。

とい う 結 果で し た。当時 、緊急 時 の 食品 出荷 基 準 値は 5 00B q / kg で 測 定下
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限値 は 50B q / kg で し た。 そ の ため 、 精 度 が 高 く 高 性能 な 食 品 の放 射 能測

定器 を 選 ぶ 為 に 悩 み まし た 。 測定 器 の 機 種 に よ っ て性 能 が 全 然違 う 。け

れど も 情 報が 少 な い 。食 品 を心 配 す る お 母さ ん 方 に「 一ヶ 月 下さ い 。」と

言っ て 、 時間 が 経 つ につ れ て 納品 ま で 時 間が 掛 か るが 、 機 種 選定 に 失敗

し て い け ない 。 と い うジ レ ン マの な か 、 高性 能 で 安い も の 猛 勉強 し 選定

しま し た。だ か らこ そ測 定 の 方法 や 測 定 に対 す る こだ わ り は 人一 倍 あ り 、

お母 さ ん たち の 期 待 に応 え な いと い け な いと い う 気持 ち か ら 、 数 ベ クレ

図  3  走 行 サ ー ベ イ で 測 定 し た い わ き 市 放 射 線 マ ッ プ 2012 .8  
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ル単 位 で より 精 度 良 く測 る 為 に 学 び ま し た。 8 月 末に 測 定 器 を注 文 し、

実際 に 食 品の 測 定 を 開始 し た のは 、 半 年 後の 2 012 年 1 月 か らに な りま

す 。 そ の 間に 食 品 測 定の 資 料 を読 み 、 厚 生労 働 省 の食 品 中 の 放射 性 セシ

ウム ス ク リー ニ ン グ 法 の 勉 強 会を 開 催 し 、頭 の 中 でひ た す ら 練習 を しま

した 。 だ から 、 行 政 の 税 金 で 買っ て 、 間 違っ た 測 定 値 を 出 し てい る こと

には 、 や っぱ り 納 得 でき ま せ んで し た 。  

 

４ −６．課題だらけの行政の取り組み  

 本 格 的 な食 品 の 測 定環 境 が 整う ま で は 、 い わ き 市で は 、 ア ドバ イ ザー

指 導の も と 各 支所 で 表 面汚 染 計 （ G M 管 ） によ る ス ク リー ニ ン グを 実 施

し、私 も お手 伝 いし まし た 。新基 準の 10 0 ベ クレ ル / kg は 無 理だ け ど 、緊

急時 の 50 0 ベ クレ ル / k g なら ば スク リ ーニ ン グ でき て い た と思 い ま す。

緊急 時 な らば そ れ で もよ い で すが 、 心 配 なお 母 さ ん方 に は 、 納得 し ても

らう こ と は難 し か っ たと 思 い ます 。  

 20 12 年 4 月か ら は 食 品 の 出荷 基 準 が 暫定 基 準 値 の 50 0B q /k g から 新 基

準 の 100B q /kg 変更 され ま し た。緊 急時 では 飲 料 水・食 品か らの 内 部 被曝

が年 間 5 mS v 以 下 に なる よ う に設 定 さ れ 、新 基 準 は年 間 1 mS v 以 下に 設

定さ れ ま した 。前 年 の 11 月 頃 に は新 基 準の 方 針 が出 さ れ て いま し た 。け

れど も 新 基準 の 4 月 にな っ て も、 理 解 し て い る 方 は少 な く 、 行政 の 担当

者 で わ か って い な か った ケ ー スが あ り ま した 。 特 に基 準 値 、 測定 下 限値

（検 出 限 界値 ） な ど の 数 値 の 意味 や 、 ス クリ ー ニ ング の 全 体 の手 順 が 理

解さ れ て いな か っ た です 。 ス クリ ー ニ ン グ法 と い うも の を し っか り 読み

こな し て いな か っ た 。メ ー カ ーの 方 も 対 応に 慌 て てい ま し た 。き ち んと

利用 者 に 説明 で き て いな い ケ ース や 、 測 定器 の ソ フト ウ ェ ア の対 応 も 、

間に 合 っ てい な か っ たケ ー ス もあ り ま す 。い わ き 市の 学 校 給 食食 材 の測

定と 支 所 や公 民 館 で 実施 し て いる 自 家 消 費作 物 の 測定 に お い ても 、 国の

基準 値 に 沿っ た 測 定 にな る の に１ 年 以 上 の期 間 を 要し ま し た 。  

 幼 い 子 供を 持 つ 保 護者 は 、 自宅 で は 県 外産 を 選 択で き ま す が 、 給 食は

選べ な い 為と て も 心 配し ま し た。 い わ き 市の 学 校 給食 食 材 測 定に 関 して
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は 、 何 度 も教 育 委 員 会に 足 を 運び 問 題 点 を指 摘 し まし た 。 で すが 半 年 以

上か か っ て 、 や っ と 全給 食 セ ンタ ー の 測 定を 強 引 に巡 回 視 察 し、 い わき

市の 独 自 基準 値 ど こ ろか 、 国 の基 準 も 不 透明 な 測 定結 果 で し た。 最 終的

に全 食 品 測定 器 9 台 を新 機 種 の導 入 に 切 り替 え さ せ、 そ の 後 の測 定 は、

私 の 指 導 で、 震 災 後 5 年 目 も 続け て お りま す 。 旧機 種 は い わき 市 の 独自

基準 値 を 測定 で き な いの で す が、 使 っ て いる こ と に な っ て い るの で 塩漬

け で し た 。保 育 所 ・ 保育 園 の 給食 食 材 測 定は 、 当 初か ら 私 と 連携 し てい

る N P O に測定 依 頼 があ っ た ので 、最 初 から し っ かり し た 測 定 を 行 う こと

がで き ま した 。 で す が、 ス ク リー ニ ン グ の取 り 決 め や 情 報 公 開に つ いて

は、 お 役 所仕 事 で 情 報共 有 が され な か っ たり 、 測 定結 果 の 有 効性 な ども

あま り 意 味を な す こ とが で き ませ ん で し た。 例 え ば 、 保 育 所 の給 食 の食

材 の 測 定 は 、 前 日 に 基準 値 を 超え た も を 利用 し な い 規 則 で す 。で す が前

日で な け れば よ く て 、他 の 保 育所 で 食 材 を利 用 し てい て も 問 題が な い仕

組み で し た 。保育 所 は毎 日 の 測定 で な く 月 1〜 2 回 の 食 材測 定な の で 、測

定が い か にし っ か り して い て も、 あ ま り 意味 が あ りま せ ん で した 。 仕組

み の 改 善 をお 願 い し ても 最 後 まで 変 更 し てい た だ けま せ ん し た。そ して、

食材 の 産 地に ミ ス が 何度 も あ りま し た 。 九州 の 産 地の 食 材 で セシ ウ ム が

検出 さ れ 、こ ち ら か ら調 べ て やっ と 正 し い産 地 が わか る と い う始 末 で、

大半 が 勘 違い と い う こと で 済 まさ れ て 厳 密な 取 り 組み で な く 、改 善 もあ

りま せ ん でし た 。  

 同 様 に 、消 費 者 庁 の 自 家 消 費作 物 の 測 定に お い ても 、 当 初 アド バ イス

を断 れ 、私が 、い わ き市 の 測 定所 の 3 /4 の 15 箇所 の 独 自調 査を 行 い 、1 /3

程度 の 測 定所 に 問 題 が あ り 、 基準 値 も 厚 生労 働 省 の基 準 に あ って い ない

こ と な ど 指摘 し ま し た。い わき 市 に 伝え 対応 す る と連 絡 を 受 けま し た が、

1 年 後 に 調査 し た ら やは り 何 も対 応 し て いな か っ たこ と が わ かり 、 さら

に 不 適 切 な福 島 県 の 指導 で 、 さら に 問 題 が起 こ っ てい ま し た 。そ こ で 支

所な ど の 測定 所 に 足 を運 び 分 析 し 、 性 能 の悪 い 機 種を 県 に 返 却し 、 メー

カ ー が 保 証し て い な い測 定 方 法を 中 止 さ せ、 測 定 器 の 種 類 や 数を 再 編さ

せて 、 測 定器 の 機 種 毎 に 講 習 会を 開 催 し まし た 。  

 学 校 給 食で は き ち んと し た 講習 を 受 け てお ら ず、知 識 も研 修 も 不 足 し、
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自家 消 費 作物 の 測 定 では 、 専 門家 の 講 習 が、 現 場 の環 境 や 測 定員 の 知識

レベ ル に あっ た 研 修 が実 施 さ れて お ら ず 、チ ェ ッ ク体 制 も 不 備で 形 だけ

にな っ て い ま し た 。  

 同 様 の 問題 が 他 の 自治 体 で も起 き て い ない か 調 査し ま し た 。子 供 が心

配だ と 言 って 、保護 者に 配 慮 した 独 自 基 準値 な ど 導入 し て い る自 治 体（ 伊

達市 、 福 島市 、 二 本 松 市 、 本 宮市 、 郡 山 市、 須 賀 川市 、 広 野 町） で は、

実 際 に は 検証 ・ 確 認 も 行 わ れ てな い ケ ー ス が 多 く 、ス ク リ ー ニン グ 法 さ

え あ や ふ やで 形 だ け にな っ て いま し た 。 問題 点 を 指摘 し 、 素 直に 対 応し

た自 治 体 は少 な く 、 また 市 民 には 伝 え ず 黙っ て 対 応す る ケ ー スも 多 く、

専門 家 の 方に も 相 談 しま し た が、 や は り 地元 で な いた め 、 二 の足 を 踏む

方 が 多 く 古今 奮 闘 で した 。 マ スコ ミ も 東 電の 問 題 は口 を 大 き く記 事 にし

ます が 、 自治 体 の 問 題を 取 り 上げ る こ と はあ り ま せん で し た 。  

 こ れ ら の行 政 の 形 だけ の 取 り組 み の 問 題 は 、 氷 山の 一 角 で あら ゆ る部

分で 不 適 切な 取 り 組 み が 多 く 、専 門 家 の アド バ イ スを 受 け ず 、検 証 や確

認も な く 、形 だ け 済 ます お 役 所仕 事 で の 取り 組 み がみ て と れ まし た 。 一

部 の 事 例 です が 、 特 に市 場 で 操作 ミ ス な のか 、 セ シウ ム を 計 測 し て いな

い 事 例 が あり 堂 々 と 測定 結 果 がで て い た り、 長 期 間に わ た り 定め ら れた

メン テ ナ ンス を し て いな い 事 例な ど も あ りま し た 。億 単 位 の 内部 被 曝 の

WB C の検 査 に おい ても 、内部 被 曝 がな いの に 被 曝し て い る と言 わ れ 精度

の低 い 検 査結 果 で 、 しか た が なく 学 生 や 市民 に 検 査結 果 の 提 供を お 願い

し調 べ 、 研修 不 足 を 指摘 し 改 善を 求 め た り も し ま した 。 改 善 には 一 年近

くか か り まし た が 、 その 頃 に は 汚 染 や 被 曝は な く 意味 は な い 状態 で 残念

でし た 。  

 

４ −７．安心の為の食品の詳細測定  

 自 ら 食 品測 定 器 を 入手 し 、 学ん だ こ と で、 実 際 に講 習 ・ 指 導を 行 い行

政 の 改 善 につ な げ る こと が で きた こ と は 、市 民 へ の安 心 に も つな が りま

した 。 ま た、 実 際 に 持ち 込 ま れ た 食 材 ・ 食品 を 、 詳細 に 測 定 する こ とで

汚染 の 実 態把 握 が で きま し た 。ま た 、 心 配な お 母 さん 方 の ニ ーズ に 応じ
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て対 応 が 可能 で 、 行 政で は 対 応で き な い スー パ ー など の 販 売 品や 行 政の

ス ク リ ー ニ ン グ の 1 /2 0 以 下 の 下 限 値 で 精 密 な 測 定 で 安 心 し て も ら う こ

とで し た 。特 に 飲 料 水 、 牛 乳 や米 、 野 菜 など の 詳 細測 定 で す 。  

 学 校 給 食の 牛 乳 も 計測 し て 欲し い と 、 ずっ と 持 ち込 ま れ て いま す 。 学

校現 場 に おい て も 、 口に は 出 せな い け ど 、不 安 に 思っ て い る 方と か たく

さん い ま す。 牛 乳 を 飲ん で い るけ ど 不 安 な 保 護 者 や、 牛 乳 を 飲ま な い児

童・ 生 徒 が 市 内 で も 1 00 0 人 ぐ ら いい まし た 。 2 01 2 年 4 月 か ら 詳 細に 測

定 し 続 け てネ ッ ト 公 開 し て い ます 。 測 定 結果 を 見 て「 牛 乳 飲 める と 信じ

て飲 め る よう に な り まし た 」ま た、「み ん なと 一 緒 に飲 め た」と言 っ て ニ

コ ニ コ 喜 ん で 学 校 か ら 帰 っ て き た と か 、「 安 心 し て 飲 ま せ る こ と が で き

る。」と 連 絡 が あ りま した 。で も ち ょっ と 前ま で は 、お 母さ ん が「 飲む な 」

とい う か ら我 慢 し て いた け ど 、お母 さ ん が「 いい よ 」と 言っ てく れ て「 や

っぱ り 飲 めて 良 か っ た」 と い う子 ど も が いた ん で す。 や っ ぱ り、 そ うい

った 背 中 を押 し て あ げる 情 報 も必 要 だ と 思い ま す 。食 の 安 全 につ い て何

ベク レ ル まで 大 丈 夫 だと か の 議論 で 、 ど こま で 測 る技 術 を も って い ない

とい け な いの か 、 こ の時 期 は 精密 な 測 定 が求 め ら る時 期 で 、 でき る かぎ

りお 母 さ んた ち が 望 む基 準 に 寄り 添 う よ うに し て いま し た 。 国の 基 準を

満た す で 測定 す れ ば よい と い う気 持 ち は あり ま せ んで し た 。  

 お 母 さ んた ち を 含 めて 、 い ろい ろ な 人 の 想 い を 背負 っ て い ると こ ろも

あり ま す 。 ま た 、 こ うい っ た 測定 技 術 を 公開 し て いた ら 、 多 くの 問 い合

わせ が あ り、 様 々 な 測定 所 で 同じ 機 種 が 導入 さ れ たよ う で す 。そ の 後 、

測定 器 メ ーカ ー と も 情報 交 換 を 密 に 行 う こと が で き、 よ り 充 実し た サポ

ート を し て頂 き 、 な んと か 測 定を 続 け る こと が で きて い ま す 。  

 た だ 、 機械 な の で やっ ぱ り 測れ る 限 界 はあ り ま す。 お 母 さ んた ち には

「こ こ ま でし か 測 れ ませ ん で した 。」と きっ ぱ り と言 い ま す 。精 度は 当然

で何 が 測 れて 何 が 測 れて な い かと い う の はち ゃ ん と知 る と い うこ と が大

事だ と 感 じま し た 。  

 

５．行政と狂信的な放射能嫌いの団体への対応  
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 今 回 の 原発 の 事 故 によ る 放 射線 汚 染 で は、 反 政 府的 な 考 え 方や 、 反原

発 ・ 反 放 射能 の 的 な 方々 が 数 多く い ま す 。科 学 的 でな い 放 射 能の 危 険情

報を 信 じ 、不 安 を 押 し付 け る 方々 が い ま す。 実 際 に、 隣 接 す る村 で 放射

性物 質 を 焼却 す る 焼 却場 な ど が稼 働 す る 時に 、 心 配な お 母 さ ん達 の 団体

が 大 き な 声で 危 険 を アピ ー ル して い ま し た。 実 際 にい わ き 市 の清 掃 セン

ター で は 、市 内 の 震 災瓦 礫 の 焼却 を し て いま し た 。宮 城 や 岩 手の 震 災瓦

礫 を 広 域 処分 す る 際 には 、 他 県 で は 反 対 運動 や 放 射能 を 拡 散 する な とし

て 大 き な 話題 に な り まし た が 、 放 射 能 汚 染の あ る 福島 の 瓦 礫 は地 元 で処

分し て い ます 。 そ の よう に 不 安を あ る な か で 、 い わき 市 の 清 掃セ ン ター

の試 験 焼 却の 結 果 や 周辺 モ ニ タリ ン グ デ ータ を み ると 間 違 い が あ り 、信  

頼 性 が な く、 役 所 が 発表 し て いる 空 か ら の放 射 性 物質 の 降 下 物の 測 定も

同様 に 信 頼性 が あ り ませ ん で した 。 役 所 に問 い 合 わせ て み る と、 数 値を

P D F に し て 公開 す る だけ で 、実 際 に 数値 の意 味 や 内容 を グ ラ フ化 し た り 、

検討 し た りは し て い なか っ た そう で す 。また 、測定 を 依 頼さ れた 業 者 も、

この 測 定 では よ く な いと わ か って い た が 、役 所 か ら言 わ れ た 通り 測 定し

図  4  福 島 市 の 保 育 園 の 散 歩 コ ー ス ・ 公 園 の 詳 細 モ ニ タ リ ン グ 2014  
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た と の こ とで し た 。その よ う なこ と か ら 、20 12 年末 ご ろか ら 降下 物 、2 013

年 6 月 か ら 空気 中 の ダス ト の 計測 を 開 始 し対 応 を 始め て 続 け てい ま す 。

降下 物 の 測定 で は 水 を蒸 発 さ せる 為 に 乾 燥機 の 購 入か ら 、 乾 燥さ せ てく

れる ボ ラ ンテ ィ ア に お願 い し たり 、 ま た 、ダ ス ト を集 め る 機 材を 貸 して

いた だ き 、集 塵 装 置 を 動 か す 発電 機 を 寄 付し て い ただ い た り 、 専 門 の測

定を 助 け て 頂 い た り 、と て も 大変 な 活 動 にな り ま した 。  

また 、 実 際 の 幼 稚 園 など の 保 育施 設 で 、 ある 系 列 団体 の 方 が 土壌 汚染

や 放 射 線 量な ど 測 定 し、 園 児 が園 庭 の 土 を、 誤 飲 した ど う す ので す か？

な ど 園 長 先生 に 迫 り 、止 む に 止ま れ ず 保 護者 会 と 園長 先 生 と で相 談 し、  

 

 

私へ 支 援 の依 頼 が あ りま し た 。実 際 に そ の測 定 結 果を み る と 知識 不 足で

良く 意 味 が分 か ら な い結 果 で した 。 緊 急 に 保 育 施 設を 詳 細 に 様々 な モニ

タリ ン グ （空 間 ・ 土 壌・ ダ ス ト） を 実 施 し ま し た 。そ し て 、 園外 活 動も

心配 な 方 がい て 対 応 でき ず に 困っ て い る こと を 相 談さ れ 、 図 4 図 5 のよ

うに 、 学 生た ち と で 保育 施 設 の散 歩 コ ー ス や 公 園 など の モ ニ タリ ン グ を

図  5  い わ き 市 の 幼 稚 園 の 園 庭 放 射 線 測 定 マ ッ プ  
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実施 し 、 ホッ ト ス ポ ット ・ 被 曝調 査 を 行 いま し た 。ま た 、 行 政 が モ ニタ

リン グ を しっ か り と 実施 し て いな い 里 山 や 登 山 コ ース 、 遠 足 コー ス など

も 調 査 し 、 将 来 の 活 動を 支 援 しま し た 。  

 同 時期 に 、そ の 幼 稚園 だ け の騒 ぎ で な く、 小 中 学校 の 校庭 や公 園 な ど

を 、 そ の 心配 な お 母 さん 達 の 団体 が 独 自 に調 べ さ せろ と 言 っ て騒 ぎ 始め

まし た 。そ こで 、 2 0 13 年 6 月頃 に 、専用 の測 定 機 を 、地 域 の 支援 を 得 な

がら 私 の 方で 100 万 で購 入 し 、い わ き 市 に貸 し 出 しま す と 教 育委 員 会に

支援 を 申 し出 た の で すが 対 応 は鈍 い 状 態 で し た 。 教育 委 員 会 の目 を 覚ま

させ る 意 味で 、 娘 達 の小 学 校 の校 庭 に は 除染 の 失 敗で 、 2 度 の除 染 を し

て も 最 高 で約 60 万 ベク レ ル / k g の 土 壌 汚染 が 校 庭に 残 っ て いる こ と 知ら

せ 、 図 ６ の よ う に 、 とり あ え ず児 童 が 近 寄ら な い で済 む よ う に対 策 をし

ても ら い 、 そ の 団 体 が調 査 に 来て 大 騒 ぎ なら な い よう に 防 御 しま し た。

なぜ な ら その 団 体 は 某大 手 新 聞社 や 海 外 の T V 局 な どに 活 動 を売 り 込 み、

記 者 を 引 き連 れ て 、 活動 し て いた か ら で す。 同 様 のこ と が 公 園等 で もあ

り 、 い わ き市 原 子 力 災害 対 策 課か ら 、 除 染未 実 施 の 市 内 の す べて の 公園

や校 庭 の 詳細 モ ニ タ リン グ の 指導 を 相 談 され 、 詳 細モ ニ タ リ ング の 指導

と ホ ッ ト スポ ッ ト の 確認 を 行 い、 除 染 し 対応 し ま した 。  

除染 実 施 済み の 小 中 学校 の 校 庭の 再 モ ニ タリ ン グ ・再 除 染 に つい て は、

市 で 予 算 措置 が さ れ ず、 原 因 究明 の 進 ま ない 状 態 でし た 。 学 校の 教 員 は

教育 委 員 会へ 私 た ち は わ か ら ない 。 除 染 業者 は 間 違い な く 除 染し た とい

う 、 教 育 委員 会 は 確 認し た 。 環境 省 は 現 場の 報 告 で除 染 が お わっ て 汚染

がな い と 聞い て い る 。責 任 の なす り 合 い が始 ま り 、誰 一 人 子 供達 の こと

心 配 し て すぐ に ど う しよ う と いう 人 は い ませ ん で した 。 対 応 が進 ま ない

理由 に 、す で に 除染 し綺 麗 に なっ て い る と環 境 省 に報 告 し て いる こ と で 、

食い 違 い 生じ ミ ス を 認め な い こと か ら 、 簡単 に は フォ ロ ー ア ップ 除 染の

実施 に 予 算が つ き ま せん で し た。行 政は 子供 の 安 全を 優 先 と 言い な が ら、

実 際 は 給 食も そ う で すが 、 す べて 外 部 か らの 予 算 でし か 動 か ない 状 態で

した 。実際 に 小 学校 の除 染 時 のモ ニ タ リ ング の デ ータ の 閲 覧 を申 し 出 て、

しぶ し ぶ 探し て 持 っ てき た 除 染時 の モ ニ タリ ン グ デー タ を み ると 、 震災  
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後 に 4 年間 で 3 人も

担当 者 が 変更 さ れ、

引 き 継 ぎ も 十 分 で

な く 、 市 内 小 中 で

200 校 弱あ る 調 査を

一 人 に 対 応 さ せ る

状 況 で 役 所 の 仕 事

の ず さ ん さ に 身 を

切 ら れ る 思 い で し

た 。 20 15 年 2 月に

除 染 実 施 済 み の 教

育 機 関 の 詳 細 モ ニ

タ リ ン グ ＆ ホ ッ ト

ス ポ ッ ト 調 査 の 予

算が つ き 、私 に 詳 細 な モ ニ タ リン グ の 指 導 と 監 督 の依 頼 が あ り 実 際 する

こと が で き ま し た 。 そし て 、 私の 娘 の 小 学校 の 校 庭も 3 回 目 の除 染 が実

施さ れ た のは 、 土 壌 汚染 を 報 告 し て か ら ２年 後 、 震災 か ら 4 年と 5 ヶ月

も経 っ て いま し た 。 です が 、 当初 の 目 的 であ る 団 体か ら の 対 応 に は 成功

は し ま し た。  

 ま た 、同様 に いわ き市 が 、2 014 年度 産 米 を 2014 年 11 月か ら給 食 に 使

うこ と を 打ち 出 し 、 その 心 配 なお 母 さ ん 達の 団 体 は、 地 元 産 のお 米 を給

食に 利 用 する こ と 拒 み、 市 内 の新 聞 の 折 り込 み に 反対 の ち ら しを 入 れる

など 、 全 国規 模 で 反 対署 名 な どを 展 開 し 大騒 ぎ す る と い う 取 り組 み なっ

て い ま し た。 そ の た め 同 年 9 月に 、 図 7 のよ う に 教育 委 員 会 から 保 護者

宛に 説 明 文と 踏 み 絵 に近 い 同 意書 が 送 ら れて き た 。そ し て 、 一般 的 に 心

配な お 母 さん 達 か ら 相談 の 連 絡が た く さ ん舞 い 込 みま し た 。 本当 に まだ

心配 な 方 がこ ん な に いる の だ なと 実 感 し まし た 。 実際 に 教 育 委員 会 から

の文 章 を みる と 、 市 の給 食 食 材の 独 自 基 準値 な ど を全 く 守 れ てい な い嘘

だら け の 検査 の 文 章 で、 実 際 に ど こ か ら お米 が ど のよ う に し て届 く かも

確認 し て い な い こ と が わ か り まし た 。 資 料 は 、 ホ ーム ペ ー ジ から 、 コピ

図  6  最 高 60 万 Bq /kg 以 上 の 濃 縮 し た 土 壌 汚 染 が  

あ っ た 小 学 校 の 校 庭  
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ペし て 資 料作 っ て 、 それ そ の まま 保 護 者 に配 っ て いま し た 。 そこ に 記載

され て い る福 島 県 学 校給 食 会 の食 材 測 定 の基 準 の 数値 に も 疑 惑が あ り、

その 測 定 器 を 作 っ た 会社 に 調 査依 頼 し 、 検証 し て もら い 、 や はり そ の数

値 は 計 測 でき な い こ とが わ か り連 絡 し て も 対 応 し ない 状 況 で あり ま し た。

福島 県 教 育委 員 会 に 相談 し て も、 別 組 織 とし て 対 応は し な か った 。 結果

とし て 、 いわ き 市 の 配布 し た 資料 は 、 信 用で き な いこ と を 証 明し 、 赤線

で添 削 し「間 違 っ て ます 」「 わ ざ と間 違 えた ん で しょ 」っ た ら「 い や 、わ

ざと じ ゃ ない 」、多 くの 保 護 者が 心 配 し 、署 名活 動 な どし て 注目 さ れ てい

るな か 、 踏み 絵 の よ うな 同 意 書を 提 出 さ せ、 説 明 文に 間 違 い があ る ので

再度 を 調 査し て く だ さい と い いま し た 。 それ で き ない と い う 回答 だ った

ので 、「ち ゃ ん と教 育長 や 市 長に 確 認 し て下 さ い 」と 伝 え た 「問 題 な し」

とい う 回 答で し た 。 市民 に 間 違え た 情 報 のま ま 食 べる ・ 食 べ ない を させ

た強 引 な 導入 で し た 。  

 実 際 に 他の 県 内 の 自治 体 で も同 様 の 取 り組 み で した 。 せ め てい わ き市

だけ で も しっ か り し た測 定 結 果で 、 安 心 して 導 入 して 欲 し か った の で残

念 で な り ませ ん で し た 。 最 終 的に は 、 い わき 市 は 、無 理 や り 給食 の お米

100k g 単 位 で届 く 全 量（ 1 %） を 測定 し 対応 す る こと に な り まし た。 完 全

な 力 技 で す 。実 際 、私 が 測 定 指導 し て い る N P O の測定 所 は 予想 外 の 測定

の上 澄 み で目 が ま わ る忙 し さ に な り ま し た。  お米 を 測 定を 始め て 1 年

以上 経 ち ます が 、 セ シウ ム の 検出 は あ り ませ ん 。 測定 後 の お 米め は すで

に 1 ト ン 以 上山 積 み で す 。 そ のお 米 の 代 金 が 給 食 費か ら 出 て いる の か？

市の 予 算 で で て い る のか も 不 明で す 。 検 討も な く 膨大 な 測 定 を継 続 する

よう で す 。始 め る の はよ い が 、辞 め る 基 準を 十 分 に説 明 も な いま ま 、予

算が つ く 間は 黙 っ て 継続 し 、 いつ の 間 に かフ ェ ー ドア ウ ト す る繰 り 返し

に な っ て いま す 。  

 

６．放射線測定を通じたオンオフでの市民の方との交流  
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 震 災 後 、 1 年 間 で お役 所 が 実施 す る 放 射線 に 関 する リ ス コ ミ的 な 活動

は 、 ご 高 名な 方 を お 招き し た 安心 安 全 の 講演 会 が 乱立 し ま し た。 そ れで

安心 で き る方 も い た と思 い ま す が 、 内 容 が一 般 的 な事 柄 に な りや す く、

実際 に 地 元地 域 に あ った 内 容 でな く な り 、お 役 所 が開 催 す る 講演 会 に、

2 年 目の 参 加 者が 減 少し 、 動 員す る 電 話 連絡 が あ る有 様 で し た。 20 12 年

9 月 に 開 催の い わ き 市 医 師 会 主催 の 健 康 フォ ー ラ ムの 講 演 依 頼 が あ り、

一般 的 な 事柄 で な く 、「 今 こ こは ど う な の？ 」と い う 身近 な 放射 線 の 事柄

につ い て お話 し し て ほし い と 依頼 が あ り 、講 演 す るこ と に な りま し た。

今 さ ら 私 が話 し て も 人が 集 ま らな い の で は と 思 っ たの で す が 、会 場 に入

りき れ な いほ ど 多 く の 方 に 来 場し て い た だき 、 地 元に 寄 り 添 う取 り 組み

に 興 味 を いた だ け た のだ と 感 じま し た 。 その 後 、 2 年 間 近 く 「 い わ き市

はど う な の？ 」「 こ の幼 稚 園 のど う な の ？ 」とい う 感 じの 講 演会 や 相 談会

が 、 市 民 団体 や 保 育 施設 か ら あり ま し た 。 私 の や って い る こ とも 同 じリ

スコ ミ だ と思 う ん で すけ ど 、 まず は 、 お 母さ ん た ちの 話 を 聞 いて 、 手間

はか か る けど そ の 要 望に あ っ たで き る 限 りの 測 定 して 、 測 定 結果 を もと

図  7  地 元 産 米 を 給 食 に 使 用 す る 為 に 保 護 者 に 配 布 さ れ た 資 料  
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にお 話 を する よ う に しま し た 。 や は り 私 の取 り 巻 く境 遇 （ 小 さな 娘 がい

るこ と や 、 一 時 的 で ある が 母 子避 難 し て いた こ と 、妻 が 食 品 汚染 を 嫌っ

てい た こ と） が 同 じ であ る こ とも 重 要 だ った と 感 じて い ま す 。ま た 、 役

所 に 対 し ても 問 題 が あれ ば 、 きち ん と 指 摘し 、 必 要が あ れ ば 協力 す ると

ころ な ど も、 同 様 に だと 感 じ てい ま す 。 また 、 講 演会 で 一 番 安心 し て い

ただ け る のが 、最 終 的に 難 し い内 容 で は なく 、「 先 生の ご 家 族の 方 は、食

べて ま す か？ 水 道 水 は飲 ん で ます か ？ 屋 外で 遊 ん でま す か ？ ここ に 住み

続け ら れ ると 思 い ま すか ？ 」と い う問 い に 対 し て、食 べて い ます 。「 私 の

家 族 は 、飲 んで い ま す 。遊 ん で いま す 。住み 続 け る予 定 で す 。」と この 一

言で あ っ たと 思 い ま す。  

実 際 に ５ 年間 の 活 動 を通 し て 、ウ ェ ブ サ イト に は 200 万 件 以 上の アク

セス が あ りま し た 。 図 8 の よ うに WE B サイ ト を 何百 回 も 見 て頂 け てい

るリ ピ ー ター の 方 も いま す 。 アン ケ ー ト や ア ク セ ス内 容 か ら 興味 関 心を

分析 し 対 応し た 時 期 から 、 ツ イッ タ ー の リツ イ ー トの 反 応 み て 関 心 ごと

を調 べ る こと 、 震 災 当初 は あ まり 普 及 し てい ま せ んで し た が 、フ ェ イス

ブッ ク に なり る と 興 味の あ る 内容 や 、 住 所 、 年 齢 、性 別 を み て、 ど のよ

うな 人 が どの よ う な 事柄 を 興 味関 心 が あ るか 知 る こと が で き るよ う にな

って き ま した 。  

時 期 に よ り、 測 定 の 要望 は す ごい 変 化 し てき ま す 。震 災 直 後 にお いて

は、空 間放 射 線 量を 大ま か で もと に か く 早く 知 り たい と い う こと で し た。

ただ 、 情 報が だ ん だ ん増 え て くる と 、 今 度は 精 度 を求 め た り 、絶 対 正し

いの か と いう 信 頼 性 を求 め る 時期 が あ り まし た 。 そう し て 、 数値 に 慣れ

てく る と 、今 度 は 「 だい た い こん な も ん だよ ね ！ 」と お お よ そで も 納得

し満 足 し てく れ る よ うに な っ てき ま す 。 空間 線 量 だけ で な く 食品 測 定で

も同 様 で した 。 で す から 、 放 射線 に 対 す る市 民 の 反応 は 、 3 つの フ ェー

ズ が あ り 、 各 汚 染 の 測定 ご と に第 1 フ ェ ーズ は 緊 急時 に と に かく 知 りた

い。 第 ２ フェ ー ズ は 詳細 ・ 信 頼・ 実 態 を 知り た い 。 第 3 フ ェ ーズ で は、

安定 期 に なり 、だい たい い つ もと 変 わ ら ない よ ね 。興 味 が 薄 れて く る か、

また 別 こ とを 知 り た いと い う 時期 に な り ます 。  
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図  8  2011.9-2016 .2 ま で の ホ ー ム ペ ー ジ の 閲 覧 ペ ー ジ 数 の 推 移 と ア ク セ ス 回 数  

図  9  2016.2 の Facebook の 閲 覧 者 の 年 齢 性 別 の 割 合  
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 ま た イ ンタ ー ネ ッ トで お つ きあ い の あ る方 を 見 てみ る と 、 最初 か らと

いう 人 と は今 は ほ と んど や り とり を し て いま せ ん。半 年か 1 年く ら い で、

納得 し て 満足 さ れ る から で す 。や り と り する 期 間 が半 年 の 人 もい れ ば、

数ヶ 月 の 人も い ま す 。福 島 県外 に 避 難し てい た 人 から 、子ど もが 幼 稚 園・

小学 校 に あが る タ イ ミン グ で 避難 先 か ら 戻ろ う と 思っ て い る けど 、 果た

して 戻 っ てい い か ど うか と い うの で 悩 み 始め る の です 。最 初 の 1、2 年と

いう の は 、幼 稚 園 の 入園 申 し 込み の シ ー ズン の 8 月 、 9 月 で 選択 に 迫ら

れま す 。 次の 年 に 戻 ろう と す ると 、 も う そこ で 申 し込 ま な き ゃい け ない

から で す 。そ れ を 過 ぎる と 、 今度 は 小 学 校に 上 が るタ イ ミ ン グと い うこ

とで 、 年 末か ら 1 月 くら い に かけ て も う 戻っ て い いか と い う 相談 が 来ま

す 。 市 民 の方 か ら の 相談 を 受 けて み て わ かる の は 、人 々 が 決 断す る タイ

ミン グ に は必 然 性 が ある と い うこ と で す 。こ の 前 もい ら っ し ゃっ た 浪江

町の 方 は 東京 に 2 年 間避 難 し てい ま し た 。そ の 方 はい わ き に 戻ら れ たの

です が 、 それ は 子 ど もが 高 校 受験 で 福 島 県内 の 高 校に 入 ろ う と思 っ た瞬

間に ス イ ッチ が 入 っ たよ う で す。 そ の 直 前ま で は スイ ッ チ が 入ら な かっ

たん だ と 思い ま す 。 そこ で 戻 るか ど う か 考え て 、 私の ホ ー ム ペー ジ サイ

トを 見 て 、戻 ろ う と 決め た よ うで す 。 そ のた め 、 震災 後 か ら ずっ と つき

あっ て い る方 は そ ん なに い な いで す 。 は やく 放 射 線の こ と な ど忘 れ て、

生 活 す る こと が よ い と思 い ま す。 変 わ っ たこ と で いえ ば 、 母 子避 難 して

いる お 父 さん か ら の 相談 も あ りま し た 。 避難 し て いる 母 子 や 放射 線 を心

配し て い る母 親 が ク ロー ズ ア ップ さ れ ま すが 、 お 父さ ん も 同 様に 多 くの

悩み を 抱 えて い ま し た 。その 相 談 には 、「 どう し た ら母 子 が 避 難を や めて

戻っ て く るか ？ 」「 本当 に こ こで 母 子 を 呼び 戻 し て良 い の か ？ 」など 様々

でし た 。 どの よ う に アド バ イ ス し た か は ？ 内 緒 で す。  

 

これまでの活動について WEB アンケート  

 20 14 年 1～ 3 月 に 、私 の 放 射線 の ホ ー ムペ ー ジ とフ ェ イ ス ブッ ク から

視 聴 者に ア ン ケ ー ト を 実 施し 、 115 件 の 回 答 があ り ま し た 。 結 果 を末 尾

の資 料 に 掲載 し て お りま す 。 初期 の 方 で 見続 け て いる 方 は 少 ない と 思い
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ま す が 、 また 、 ア ン ケー ト の 応え て く だ さっ た 方 は、 好 意 的 な気 持 ち が

強い 方 が 中心 だ と 思 い ま す 。 少な か ら ず です が 視 聴者 の 状 況 を知 る こと

が で き ま した 。 そ し て、 下 記 のよ う に 情 報を み て 、参 考 に し て頂 け たこ

とが わ か りま し た 。  

・ 不 安 が 解消 さ れ 安 心し て い わき に 住 み 続け よ う とし た 方  

・避 難 先 から 見 て 安 心し て 戻 って こ ら れ た方  

・ 保 護 者 の目 線 で 、 生活 に 密 着し た 活 動 で 安 心 し て頂 け た 方  

・ 食 品 汚 染や 空 気 、 他の 汚 染 の状 況 を 知 って 安 心 して く れ た 方  

・ 行 政 不 信の 方 に お いて は 、 第三 者 的 な 情報 と し て見 て い た だけ た 方  

・行 政 の 問題 に 立 ち 向か っ て いく 姿 を み て安 心 し てく れ た 方  

・ 測 定 の 疑問 ・ 放 射 能の 疑 問 が払 拭 で き た方  

・ 詳 細 測 定で 食 品 の 安全 性 に 安心 が 持 て た方  

 

 幼 い 子 ども を 育 て る保 護 者 とし て 、 最 初の 1 年 目 はこ こ に 住ん で いい

の ？ か ら 始ま り 、 空 間 放 射 線 ・外 部 被 曝 が気 に な る 時 期 で 、 行政 が 動か

ない 中 で 、市 民 自 ら が力 を あ わせ て 調 査 しま し た 。 私 も 目 が 回る 忙 しさ

で 地 域 の 汚染 マ ッ プ を作 り ま した 。2 年 目に な り 食品 汚 染 に 感心 が 移 り、

地元 の 食 材 は ？ 内 部 被曝 が 気 にな る 時 期 にな り ま した 。 行 政 は WB C の

導 入 か ら 給食 の 食 材 、 自 家 消 費の 食 材 、 飲料 水 は ？と い う 時 期で 自 ら食

品 汚 染 の 測定 に 忙 し く す る な かで 、 行 政 の問 題 点 の改 善 に 取 り組 む 時期

でし た 。 そし て 、 3 年目 に な り 、 放 射 能 に負 け ず に、 園 庭 で 遊ん で いい

の ？ 公 園 で遊 ん で い いの ？ 散 歩し て も い いの ？ 除 染は し っ か りで き てい

るの ？ 水 道水 は ？ 地 元の お 米 は？ 地 域 の 汚染 は ？ と、 震 災 後 から ず っと

ミネ ラ ル ウォ ー タ ー だっ た 方 や遠 く か ら お米 を 食 べて い た 方 が、 水 道水

や ご 両 親 が作 っ た お 米を 食 べ たい 、 近 所 で遊 び た いな ど 身 近 な状 況 につ

いて 興 味 が 移 っ て い く時 期 に なり ま し た 。最 後 は 、集 団 検 診 が始 ま った

甲 状 腺 ガ ンは ？ と い う の が 4 年 目で し ょ う。 残 念 なだ が ら 私 では 何 も手

助け す る こと が で き ない 、 見 守る し か で きな い 事 柄で し た 。  

８．まとめ  
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 イ ン タ ーネ ッ ト で は、 今 回 の災 害 時 に 非常 に 有 効的 に 情 報 を 共 有 でき

た事 柄 も 多か っ た と 思い ま す 。た だ 、 放 射線 に 関 して 行 政 の 発信 す る 情

報 に 関 し ては 、 信 用 がで き な いと い う 方 も少 な く はあ り ま せ んで し た。

そ の 反 対 に放 射 線 ・ 放射 能 を 危険 と す る デマ に 近 いブ ロ グ や サイ ト 、非

常に 多 く 存在 し 、 避 難し て い る方 に 不 安 にさ せ た り、 混 乱 さ せる 結 果に

な り ま し た。 地 域 で 地道 に 測 定活 動 を 通 し、 行 政 と異 な る ア プロ ー チで

情報 発 信 し活 動 で き た こ と は 重要 で あ っ たか も し れま せ ん 。 アン ケ ート

の記 述 に もあ り ま し たが 、 私 の測 定 活 動 の後 ろ 姿 を見 て 、 信 用し て いた

だき 、 安 心し て 頂 け た人 が 多 かっ た の で は な い か と思 い ま す 。こ の よう

な 災 害 の 緊急 時 に お いて 、 多 くの 方 が 、 何か し な け 場 と 取 り 組ん だ と思

いま す 。 私も 、 放 射 線 に 関 し ては 全 く の 素人 で 、 放射 線 と い う未 知 の 取

り組 み で した が 、 ガ ムシ ャ ラ に取 り 組 む 姿が 、 同 じ 幼 い 子 ど も持 つ 保護

者 の 支 え にな れ た の だと 思 い ま し た 。 今 まで ５ 年 間活 動 を 影 から 、 支援

して 頂 い た方 々 に 対 して 、 ご 支援 ・ ご 協 力に 心 よ り御 礼 申 し 上げ ま す。  
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資 料：2014 年 1−3 月 に 実 施 し た WE B＆ FA C E B OOK で の ネ ッ ト ア ン ケ ー

ト 結 果 よ り  
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質問 ： 情 報の ど の よ うな と こ ろが 参 考 に なり ま し たか ？ （ 一 部抜 粋 ）  

不安 の 解 消  

  漠 然 と し た 不 安 の 解 消 や 子 供 が で き て か ら 特 に 心 配 だ っ た 食 べ 物 、 水 に つ

い て と て も 参 考 に な っ た ．  

  不 安 な 気 持 ち が 和 ら ぎ ま し た 。  

  役 所 で な い 誰 か が 測 定 を し て 情 報 発 信 し て く れ て い る と い う 安 心 感  

  住 み 続 け ら れ る と 思 え た 。  

  測 定 限 界 に 挑 戦 し て よ り 正 確 な デ ー タ を 示 す こ と で 市 民 自 ら 考 え て 頂 き 、

納 得 し た う え で 故 郷 に 住 み 続 け る 道 を 選 ん で 欲 し い と い う 活 動 は 、 安 全 だ

と 繰 り 返 す だ け で は 得 ら れ な い 本 当 の 安 心 感 を 与 え て く れ た と 思 い ま す 。

ど う も 有 難 う 御 座 い ま し た 。  

  マ ス コ ミ 情 報   仕 事 復 帰 し て 夜 勤 と 育 児 の 両 立 や 妊 娠 で の 不 調 で 原 発 や 放

射 能 に 関 す る 情 報 を ﾁｪ ｯ ｸで き な い 事 が あ り ま し た が 、 先 生 が 情 報 を 出 し て

く れ た 為 凄 く 助 か り ま し た 。そ の 他 に 、震 災 当 時 か ら 約 ２ 年 間 栃 木 の ｱﾊﾟｰﾄ

を 借 り て 週 末 避 難 し て い ま し た 。け れ ど 、い わ き 市 で 住 み 続 け ら れ る と 判 断

し 避 難 先 の ｱﾊﾟｰﾄを 解 約 し ま し た 。  

  日 常 生 活 を す る 上 で 、 今 や 気 に し 過 ぎ て は い け な い も の と 思 う よ う に な り

ま し た 。  

  避 難 先 か ら 戻 っ て き て か ら 、生 活 し て い く 上 で 必 要 な 情 報 を 得 ら れ ま し た 。 

ツ イ ッ タ ー で 原 発 関 連 の 情 報 を 闇 雲 に 調 べ て み て は 悲 観 し て い た 時 も あ り

ま し た が 、リ ア ル タ イ ム モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト や 、食 品 測 定 、降 下 物 、空 気 中
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の ダ ス ト の 測 定 、 水 道 水 や 牛 乳 の 測 定 の お か げ で 頭 の 中 を 整 理 す る こ と が

で き ま し た 。  い わ き で 暮 ら す こ と は こ の サ イ ト な し で は 考 え ら な か っ た で

す 。  講 演 会 の ビ デ オ も 子 育 て 期 間 で な か な か 会 場 へ 行 け な か っ た の で ネ ッ

ト で 自 分 の 時 間 で 拝 見 で き た の は と て も あ り が た か っ た で す 。  

  具 体 的 な 数 字 を た く さ ん 見 る こ と に よ っ て 、 素 人 な り に 相 場 観 の よ う な も

の を 持 つ こ と が で き る よ う に な っ た 。 汚 染 マ ッ プ に よ り 安 心 し て 活 動 で き

る 場 所 が 広 が り 、 食 品 測 定 に よ り 多 く の 地 産 品 を 安 心 し て 選 択 で き る よ う

に な っ た 。  

  様 々 な デ ー タ が 、 自 治 体 の 測 定 結 果 の よ う に 疑 い を 持 た ず に 見 る こ と が で

き 、初 期 は 避 難 先 か ら い わ き へ 戻 る 基 準 に 、戻 っ た あ と は 食 品 、給 食 の 結 果

を 参 考 に さ せ て い た だ い て い ま す 。  

  こ ち ら の Ｈ Ｐ で 、さ ま ざ ま な 部 分 の 実 際 の 測 定 値 を 知 る こ と が で き 、心 か ら

感 謝 し て い ま す 。  時 に 不 安 感 が 薄 ら い だ り 、ま た 、時 に 予 想 外 で 汚 染 さ れ

て い る 実 態 に 気 づ か さ れ た り ・・  行 政 の 値 は 、あ る 時 期 か ら 参 考 に も な ら

ず 見 て も い な い の で す が 、こ ち ら の サ イ ト は 、生 活 に 密 着 し て い る の で 、な

に よ り 参 考 に な り ま す 。  

  県 内 産 の 食 物 は 、な ん と な く … と 理 由 だ け で 避 け て い ま し た 。正 直 、測 定 済

規 定 値 以 内 と 言 わ れ て も 信 用 し て い い の か 分 か ら な か っ た し 。  で も 、こ ち

ら を 拝 見 し て か ら 県 内 産 の 物 も 買 う よ う に し ま し た 。 先 生 の 活 動 が な か っ

た ら 、 今 も 県 内 産 、 近 県 産 避 け て い た と 思 い ま す 。  

  保 護 者 の 目 線 に た っ て く れ て い る 活 動 。学 校 給 食 の 牛 乳 測 定 は 、と て も 安 心

で き ま し た 。定 時 降 下 物 も 、福 島 市 で は な く 、い わ き 市 の 数 値 が 知 れ て 、と

て も 勉 強 に な り ま し た 。 マ ス ク へ の 執 着 心 が 和 ら い だ 気 が し ま す 。  

  役 所 の よ う に 単 な る デ ー タ を 提 供 す る の で は な く 、 ど の よ う に 計 測 す れ ば

真 実 が 見 え て く る の か を 突 き 詰 め 、役 所 や 報 道 で た だ「 安 全 」と さ れ て い る

レ ベ ル は こ れ だ と 示 し 続 け た こ と は 、大 変 素 晴 ら し い こ と だ と 思 う ．先 生 の

活 動 の お か げ で 、本 当 の い わ き の 姿 を 知 る こ と が で き ま し た 。先 生 は 市 民 が

欲 し が っ て い た 情 報 を ３ 年 間 提 供 し 続 け ま し た 。あ り が と う ご ざ い ま し た 。 

  普 段 目 に 見 え な い 汚 染 を 測 っ て 教 え て く だ さ る の で 、現 状 把 握 と 不 安 を 少 し

で も は 減 ら し た い 思 い で み て い ま す 。 あ と 、 事 故 の こ と を 忘 れ な い よ う に 。 



 

 

 

143 災害後の人々の移動とアソシエーションの人類学・社会学的研究 

  い わ き 市 の 空 気 中 の ダ ス ト 調 査 が ，こ こ 以 外 で は わ か ら な い た め 安 心 材 料 に

な っ て い ま す 。サ ー ベ イ メ ー タ ー も 職 場 近 く の 数 値 が 高 い こ と が わ か り 気 を

付 け て い ま す 。  

  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト の 正 確 さ 、汚 染 の 状 態 、水 道 水 、ス ー パ ー の 野 菜 、牛 乳 、

米 、給 食 、洗 濯 物 な ど 日 々 の 生 活 の 中 の 不 安 を 解 消 し て 住 み 続 け る 希 望 を 頂

き ま し た 。      

  測 定 器 を 持 っ て い な い の で 、 漠 然 と し た 不 安 が あ っ た の で 参 考 に な っ た 。  

  実 際 に 口 に す る ス ー パ ー の 食 材 が 問 題 な い こ と 。  再 浮 遊 が 気 に す る レ ベ ル

で は な い こ と 。  

  い わ き で 生 活 す る 自 信 が つ い た  

  住 み 続 け ら れ る か と い う 不 安 に 対 し て 客 観 的 に デ ー タ を 示 し て 下 さ っ て い

る の で 役 立 っ て い ま す 。  

  役 所 の デ ー タ に 疑 問 を 持 ち 、 い ろ い ろ 調 べ る よ う に な っ た 。  不 安 を あ お る

b l o g や ニ ュ ー ス 記 事 に 慌 て な く な っ た 。  

  避 難 し た 際  知 ら な け れ ば 避 難 出 来 な か っ た  

  自 分 た ち の 生 活 を 確 認 す る 指 標 に な っ た 。  

  信 頼 で き る 専 門 家 が い る と い う こ と が 、 心 の 支 え に な っ た 。  

  自 分 の 今 住 ん で い る 地 域 が 、ど の よ う な 状 態 な の か ？ 日 々 投 稿 さ れ て い る 情

報 に 感 謝 申 し 上 げ ま す ！ 怖 が る ば か り で は い け な い 。自 分 の 目 と 耳 で 正 確 な

情 報 を 見 極 め な け れ ば ・ ・ ・  

  こ の 地 で 住 み 続 け る こ と に 自 信 を 持 て ま し た 。  

 

測 定 情 報  

  リ ア ル タ イ ム モ リ タ リ ン グ ポ ス ト は 、ほ ぼ 毎 日 見 た 。食 品 測 定 値 に よ り 、野

菜 等 の 食 料 品 を ど ん な 産 地 を 購 入 す る か の 判 断 材 料 と し た 。  

  測 定 の 数 値 や 情 報 が 本 当 に き ち ん と し た 値 な の か 分 か り 参 考 に な っ た 。  

・ 食 品 測 定 に 誤 差 が あ る こ と を 知 っ た 。・ 給 食 の 測 定 現 場 が 混 乱 し て い る こ と を

知 っ た 。（ 学 校 の お 便 り を 鵜 の み に し な い ）・牛 乳 、水 道 水 に 対 す る 疑 念 が 払 し ょ

く さ れ た 。・ 役 所 の 提 示 す る 資 料 、 デ ー タ に 疑 問 を 持 つ ア タ マ を わ す れ な い 。  

  現 在 進 行 形 で 、避 難 先 か ら 自 宅 に 戻 る か 否 か 悩 ん で い ま す が 、い つ も 参 考 に
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さ せ て 頂 い て い ま す 。  

  い わ き 市 の 汚 染 度 合 い  

  地 元 さ ん の 野 菜 が 食 べ ら れ る か 知 り た か っ た 。  

  気 を 付 け な け れ ば な ら な い 食 品 、 場 所 な ど 参 考 に な り ま す 。  

  公 の デ ー タ の 信 憑 性 と 読 み 方 が わ か っ た こ と  

・ 汚 染 マ ッ プ   当 時 、 線 量 計 を 持 っ て お ら ず 実 家 周 辺 の 線 量 が 高 い の を マ

ッ プ で 知 り ま し た 。  

・ 食 品 測 定   何 を 食 べ さ せ て よ い の か 不 安 で と に か く 遠 方 の 物 を ！ と 頑 張 っ て

い ま し た 。け れ ど お 米 を 測 定 し て 頂 い た り 、ど の 食 品 が 高 い の か 知 る こ と が で き

食 品 選 び の 参 考 に な り ま し た 。（ お 米 も 測 定 し て 頂 い い た 為 安 心 し て 作 っ た 米 を

安 心 し て 食 べ ら れ ま し た ）  

・ 降 下 物   ど の く ら い な の か 分 か ら ず 不 安 ば か り で し た 。 情 報 を 知 る 事 は 安 心

に も 繋 が り ま し た 。  

・ 空 気 中 の ダ ス ト   結 果 を 知 り 外 で 息 子 を 外 で 思 い っ き り 遊 ば せ る こ と が で き

る よ う に な り ま し た 。  

・ 給 食 測 定   測 定 の 講 習 に 参 加 さ せ て い た だ き 本 当 に 参 考 に な り ま し た 。 給 食

（ 保 育 園 の 給 食 ） を 食 べ さ せ る こ と も 不 安 で し た が 、 安 心 し ま し た 。  

・牛 乳 ＆ 水 道 水   「 役 所 は 嘘 を 公 表 し て い る 」と か「 水 道 管 を 通 っ て 家 に 来 る こ

ろ に は ｾｼｳ ﾑが ど こ か で 混 入 す る の で は ？ 」 と か 色 々 な 事 を 考 え て し ま い 水 道 水

を 使 う こ と が 怖 く 、ﾍﾟｯ ﾄﾎﾞ ﾄ ﾙば か り 使 用 し て い ま し た 。  水 道 水 の 結 果 を 知 り 不

安 な く 水 道 水 を 使 う よ う に な り ま し た 。  

  モ ニ タ リ ン グ は ど れ を 信 用 し て い い の か わ か ら な い と 思 っ て い た の で 、 本

当 に よ く 参 考 に し て い ま し た 。 何 か 原 発 に 不 具 合 が あ っ た と い う ニ ュ ー ス

の 度 に 確 認 を し ま し た 。  

  放 射 線 測 定 で 自 分 が 不 思 議 と 思 っ て い た 部 分 が 取 り 上 げ ら れ 知 識 が 深 め ら

れ た と 感 じ て い ま す  線 量 も だ い ぶ 低 下 し て き ま し た が 、こ の 地 に 住 み 続 け

る 為 の 測 定 ・ 考 え 方 ・ 対 応 の ア ド バ イ ス お 願 い し ま す  

  給 食 時 の 牛 乳 を 飲 む よ う に し ま し た 。  

  給 食 の 牛 乳 測 定 結 果 が と て も 安 心 材 料 に な っ た ．そ の 他 、身 近 な ス ー パ ー の

野 菜 測 定 が と っ て も 参 考 に な り あ り が た い ．  降 下 物 や ダ ス ト の 測 定 も「 今
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の い わ き の 量 」 を し っ か り 理 解 し て  安 心 材 料 ＆ 警 戒 の 目 安 に で き る の で 、

本 当 に 助 か る ．  

  余 震 の 度 に 原 発 の 様 子 が 心 配 に な り 、 リ ア ル タ イ ム モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト に

上 昇 が な い か 見 て い た 。  

  つ い 見 過 ご し て し ま う よ う な 所 で も や は り 汚 染 さ れ て い た こ と を 確 認 で き

た 。  

  職 場 で 食 品 測 定 を す る の で 参 考 に な り ま し た ．  

 

放射 線 情 報・ 放 射 線 教育 ・ 活 動  

  身 近 な 事 柄 か ら 放 射 能 に 対 す る 知 識 を 深 め る こ と が で き 、 マ ス コ ミ の 過 剰

な 反 応 な ど に 対 し て も 自 分 な り に 判 断 で き る よ う に な っ た 。  

  他 で は 得 ら れ な い デ ー タ が あ り 、と て も 参 考 に な っ て い ま す 、あ り が と う ご

ざ い ま す 。  

  客 観 的 な デ ー タ で 主 観 的 な 判 断 材 料 に な っ た 。  

  震 災 か ら 約 3 年 経 っ て 、地 元 い わ き の 放 射 線 が ど の よ う に 変 化 し て い る か 数

字 で 知 る こ と が で き る の で 。  

  他 の 情 報 と の 比 較 が で き た  

  震 災 直 後 も い わ き を 離 れ ず 、ず っ と 居 続 け て い る の で 情 報 は と て も あ り が た

か っ た 。一 時 避 難 し て い た 人 た ち に も 情 報 を 伝 え る こ と が で き 、い ろ い ろ ア

ド バ イ ス す る こ と が で き て 重 宝 で し た 。  

  住 め る の か ？ も し く は 避 難 す べ き か の 判 断 材 料 に な っ た 。  

  子 供 の 生 活 を 考 え る 上 で 、食 べ 物 や 水 、外 遊 び な ど 判 断 に 迷 っ た 時 に 、と て

も 参 考 に な り ま し た 。  

  い わ き 周 辺 で の 食 品 や 環 境 の 本 当 の 汚 染 状 況 が 確 認 で き 、今 後 ど う す る べ き

か の 判 断 材 料 に な っ た 。 お 役 所 の 対 応 状 況 も 参 考 に な っ た 。  

  現 実 を 他 の 人 に 伝 え る こ と 。信 用 で き な い 自 治 体 な ど と 対 比 す る に は と て も

い い で す 。  

  今 春 、岩 手 に 引 っ 越 す 予 定 が あ り ま す 。空 間 線 量 の 計 測 手 段 は 価 格 、扱 い 方

な ど 比 較 的 手 軽 に な り 自 分 で も 計 測 で き ま す が 、食 品 に つ い て は 自 分 で と い

う わ け に い か な い の で 、引 っ 越 し 先 の 付 近 で 、持 ち 込 み で 食 品 測 定 を や っ て
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く れ る と こ ろ を 見 つ け て 、公 開 結 果 な ど を 見 て い ま す 。福 島 に 引 っ 越 す わ け

で は あ り ま せ ん が 、食 品 測 定 の こ と を 勉 強 し て お き た く 、測 定 ツ ー ル の 種 類

や 方 法 、 注 意 す べ き 点 な ど は メ モ し て 参 考 に し て い ま す 。 私 は 日 常 的 に F B

を 見 て い る の で 、そ ち ら が F B で 情 報 発 信 さ れ て い る と い う の も 、 見 て い る

理 由 の ひ と つ で す 。  

  布 施 先 生 の 講 演 会 に 参 加 出 来 た 事 。信 頼 の 出 来 る 計 測 を さ れ て い る と 、納 得

出 来 た 事 。  

  マ ス コ ミ や 公 的 機 関 の 嘘 の 情 報 は 全 く 信 じ ら れ な か っ た の で 、地 道 に 測 定 し

て く だ さ っ た 正 確 な 情 報 が と て も 参 考 に な り ま し た 。  い わ き は 危 険 と い う

印 象 が だ い ぶ 払 拭 で き た の で は な い か と 思 い ま す 。  

  様 々 な 情 報 が 交 錯 す る 中 、比 較 的 信 用 で き る 情 報 源 と し て 活 用 さ せ て 頂 い て

お り ま す 、  大 変 な 作 業 と は 思 い ま す が 引 き 続 き 貴 グ ル ー プ の 御 活 躍 を 陰 な

が ら 応 援 致 し ま す 。  

  自 分 の 身 の 回 り の 汚 染 に つ い て 、こ の よ う な 場 所 は 気 を つ け よ う と か 、食 品

に つ い て も 、 汚 染 の 傾 向 と か が 理 解 で き 、 と て も 役 立 っ て い ま す 。  特 に 、

放 射 線 の 測 定 の 難 し さ に つ い て は 、 理 解 が 進 み ま し た 。  

  リ ア ル タ イ ム モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト は 、震 災 直 後 の 早 い 段 階 か ら 公 開 し て く だ

さ っ て い て 、本 当 に あ り が た か っ た で す 。当 時 、線 量 計 が 手 に 入 ら ず 、ビ ク

ビ ク し て 暮 ら し て い た の で 、 常 に あ の 数 値 を チ ェ ッ ク し て い ま し た 。  

  両 親 の 住 む い わ き 市 の 汚 染 状 況 と 両 親 の 認 識 が あ る 程 度 一 致 し て い る の か

ど う か を 知 る た め に 役 に た ち ま し た 。  

  自 主 避 難 中 な の で 、戻 る タ イ ミ ン グ を 判 断 す る た め に 、す べ て と て も 役 立 っ

て い ま す 。  特 に 、モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト 、食 品 、給 食 、身 近 な 汚 染 、降 下 物 、

空 気 中 の ダ ス ト は 気 に な り ま す 。  戻 っ た ら 、 上 荒 川 、 中 央 台 で 生 活 す る の

で 、 中 央 台 は ま だ 高 い な と い う 印 象 で す 。  下 が っ て き て は い ま す が 、 現 在

の 住 ま い と 比 べ る と ま だ 何 倍 も 高 く 、 恐 怖 心 が あ り ま す 。  

  そ れ ま で 放 射 能 と い う も の に 全 く 興 味 が 無 く そ こ ま で 身 近 に 感 じ な か っ た

の が 、こ の 震 災 を 経 験 し 他 人 事 じ ゃ な く 自 分 の 身 近 に 放 射 能 が あ り 、そ れ が

人 体 に 影 響 す る 等 の 事 が 知 れ て 大 変 為 に な り ま し た 。  
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その 他  

  福 島 県 か ら 遠 く 離 れ て 時 間 も 経 過 し た 今 も 、 精 神 的 に 苦 し い 状 態 が 続 い て

い る こ と が 良 く わ か っ た ．  

  測 定 に 関 す る 情 報 、被 曝 に 関 す る 情 報 に 信 頼 性 が あ り 、と て も 参 考 に な っ て

い ま す 。海 外 で す が 、日 本 輸 入 商 品 に 不 安 が あ り 、ど の よ う に 食 の 安 全 を 確

保 す る か 試 行 錯 誤 し て い ま す 。日 本 食 は ほ ぼ 絶 っ て い ま す 。そ れ は 検 査 が さ

れ て い な い か ら 。情 報 が な い か ら 選 択 が で き ず 、判 断 が で き ず 、避 け る こ と

し か で き な い 状 況 で す 。  

  ・S N S 上 の 情 報 が 断 片 化 し て い る こ と が 再 認 識 で き る 。 「 福 島 県 民 の 総 意 」

は な い こ と が 再 認 識 で き る 。   

・ 放 射 能 に 向 き 合 う 意 味 が 報 道 や S N S か ら は 発 信 で き な い こ と が 再 認 識 で

き る 。  

・ 原 子 力 災 害 が 差 別 問 題 へ と 発 展 し て い く こ と が 読 み 取 れ る 。  

・ チ ェ ル ノ ブ イ リ 事 故 の デ ー タ と 福 島 第 一 事 故 と の デ ー タ を 単 純 比 較 す る

こ と に 意 味 を な さ な い こ と が 理 解 で き る 。  

・ 福 島 第 一 事 故 の 影 響 を 福 島 県 固 有 の 問 題 と し て 捉 え な け れ ば な ら な い こ

と が 読 み 取 れ る  

・放 射 線 の 専 門 知 識 を 持 っ た 人 間 が 、統 計 学 や 社 会 学 の 知 識 を 有 し 、社 会 情

勢 に 合 わ せ て 住 民 不 安 に 応 え て い く 必 要 性 を 感 じ た  

 

感 想  

  子 供 が で き て 、今 迄 以 上 に 心 配 に な っ て し ま い 、去 年 の 初 め 頃 か ら 参 考 に さ

せ て い た だ い て お り ま し た 。最 初 は 出 来 る な ら 子 供 を 連 れ て 県 外 へ 避 難 し た

か っ た の で す が 、経 済 的 な 問 題 等 で 、い わ き で 生 活 せ ざ る を え な い 状 況 に あ

り 、 情 報 を 集 め て い た と こ ろ F a c e b o o k の ア カ ウ ン ト を 知 り フ ォ ロ ー さ せ て

い た だ い て お り ま し た 。勉 強 中 で 知 識 も 乏 し い た め コ メ ン ト を 入 れ る こ と も

無 か っ た の で す が 、情 報 を 出 し て い た だ け る の を 大 変 あ り が た く 思 っ て お り

ま し た 。  

  細 や か な 、 食 料 品 等 の 測 定 値 、 モ リ タ リ ン グ ポ ス ト は 続 け て 欲 し い 。  

  い つ も 身 近 な 事 柄 か ら 放 射 能 に 関 す る 情 報 が 報 告 さ れ て い て 非 常 に 参 考 に
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さ せ て い た だ き ま し た 。 で き れ ば 今 後 も 続 け て も ら え れ ば と 思 っ て い ま す 。 

  出 来 得 れ ば 今 後 も 活 動 を 続 け て い た だ き た い で す  

  食 品 の 測 定 や 身 近 な 汚 染 の 測 定 情 報 あ り が と う ご ざ い ま し た 。と て も 参 考 に

な り ま し た  

  今 ま で の 活 動 に 心 か ら 御 礼 申 し 上 げ ま す 。「 福 島 」 ←（ 実 は こ の く く り に 納

得 が い か ず 、な ん と か 自 分 の 言 葉 で 反 論 し た い と 考 え 続 け て い る の も 先 生 の

サ イ ト を 拝 見 し て い る 大 き な 理 由 で す 。ス ケ ー プ ゴ ー ト に さ れ て い る 気 が し

て な ら な い 。） に 住 み 続 け る も の と し て 、 知 識 を つ け 胸 を 張 っ て 子 ど も に 住

み 続 け た 理 由 を 伝 え た い 。  も う 一 つ 大 切 な こ と は 、 こ ど も 本 人 が 県 外 に 出

た 時 に し っ か り 自 分 の 生 い 立 ち に 目 を 向 け 、 必 要 な ら ば 相 手 に 正 し い 情 報 、

知 識 を 伝 え ら れ る 人 間 に 育 て た い 。そ の た め に は 先 生 の サ イ ト は 本 当 に 情 報 、

勉 強 材 料 の 宝 庫 で し た 。  ・ 今 後 へ の 希 望 は 食 品 測 定 を 継 続 し て ほ し い 。  ・

汚 染 マ ッ プ な ど も こ の ま ま い け ば 値 は ど ん ど ん 下 が っ て い く で し ょ う か ら 、

そ の 経 緯 も 見 た い 。  ・ 無 理 の な い 範 囲 で 継 続 を お 願 い し た い 。    

  こ の よ う な 活 動 が な け れ ば 、風 化 し た 情 報 、間 違 っ た 情 報 を 信 じ て 生 活 し て

い た と 思 い ま す 。こ れ か ら も 、い ろ い ろ と 大 変 だ と は 思 い ま す が 頑 張 っ て く

だ さ い ! !  

  最 近 の 新 聞 記 事 等 の 紹 介 は 参 考 に な り ま し た 。ま た 、役 所 仕 事 に は 期 待 も 信

頼 も し て い ま せ ん の で 誰 か が 測 定 を し て く れ て い る こ と が 安 心 感 に つ な が

り ま し た 。  

  規 模 を 縮 小 し て で も 構 い ま せ ん の で 、出 来 れ ば 今 後 も 続 け て 頂 け れ ば 嬉 し い

で す 。ま だ ま だ 放 射 能 は す ぐ 身 近 に あ る も の で す し 、年 月 が 経 つ に つ れ 、溜

ま り や す い 場 所 に は 溜 ま っ て 行 く か も 知 れ ま せ ん 。分 か っ て い れ ば 気 を つ け

ら れ る し 、何 を 気 を つ け れ ば 安 心 で き る か 分 か る の で 、測 定 は 大 変 あ り が た

く 思 っ て お り ま す 。    

  質 問 5 は 失 礼 で は あ り ま せ ん か ？ 年 齢 性 別 等 で 区 別 さ れ た ほ う が い い の で

は ？ 子 育 て 中 ？ だ か ら っ て そ う い っ た 差 別 は い ら な い の で は ？ 子 供 云 々 関 わ

ら ず に 今 、 い わ き 、 福 島 に 生 き て い る 人 達 に 向 け て 考 え て 頂 き た い と 思 い ま

す 。  

  い つ も 丁 寧 に 情 報 収 集 ＆ 発 信 を し て い た だ き 、あ り が と う ご ざ い ま す 。  今 後
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に 希 望 す る こ と で す が 、 食 品 ＆ 土 壌 等 の 測 定 を し て 頂 い た 際 、 詳 細 デ ー タ を

公 表 し て い た だ け た ら と て も 嬉 し い で す 。や は り 子 育 て 中 の 今 、数 b q の も の

で も 気 に な っ て し ま う た め 、 避 け た い と 思 っ て い る か ら で す 。 た だ そ れ が 福

島 全 体 を 否 定 し た い 訳 で は あ り ま せ ん の で 、逆 に 、Ｎ Ｄ に な っ た も の も 、具 体

的 情 報 を 示 し て 頂 け た ら 嬉 し い で す 。 本 当 は 行 政 に 期 待 し な け れ ば な ら な い

こ と で す ね 。  

  ご 苦 労 を お 察 し し ま す 。可 能 な 限 り 計 測 を 継 続 さ れ る こ と を 祈 念 い た し ま す 。 

  息 子 も 外 で 遊 ぶ こ と が 楽 し く 、 保 育 園 以 外 で も 週 末 は 夫 と 近 く の 公 園 で 思 い

っ き り 遊 ん で い ま す 。 布 施 先 生 の 測 定 結 果 を 見 て な け れ ば き っ と 家 の 中 に 息

子 を 閉 じ 込 め て い た と 思 い ま す 。「 大 丈 夫 」と 言 わ れ る だ け じ ゃ な く 、数 値 を

み て 判 断 で き る こ と が と て も 良 か っ た で す 。    

  私 と し て は 一 般 に 販 売 し て い る 食 品 や 水 道 水 は 気 に し て お り ま せ ん 。 季 節 や

気 候 で 変 動 す る 降 下 物 や 移 動 モ ニ タ リ ン グ が 参 考 に な り ま す 。  

  こ の 先 、ど ん な こ と が 起 こ る か わ か ら な い の で 、ﾓﾆﾀﾘﾝ ｸ ﾞ ﾎ ﾟ ｽ ﾄを 確 認 で き な い

と か 、 汚 染 マ ッ プ が 確 認 で き な く な っ て し ま っ た ら 正 直 不 安 で す が 、 長 年 の

地 道 な 作 業 、ご 報 告 を 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。ﾓﾆﾀ ｼﾝｸ ﾞ ﾎ ﾟ ｽ ﾄや 汚 染 マ

ッ プ 、 年 に 数 回 で も 食 品 の 計 測 な ど が 残 っ て い た ら い い な と 思 い ま す 。  

  自 分 は 放 射 能 に 関 し て は 無 知 に 近 い 。  そ の 点 線 性 は 、多 角 的 な 面 で 研 究 し て

お ら れ 不 足 ・ 不 備 な 点 を ・ 間 違 い を ず ば り 提 言 ・ 改 善 を 求 め る  こ の よ う な 活

動 が 必 要 と 思 い ま す 。 今 後 も 継 続 お 願 い し ま す  

  い つ も 精 密 な 測 定 と 中 立 の 立 場 で 情 報 を U P し て く だ さ り あ り が と う ご ざ い

ま す 。 貴 サ イ ト に 救 わ れ た こ と が 何 度 も あ り ま す 。 震 災 直 後 は 放 射 能 の 怖 さ

で い っ ぱ い で し た が 、 時 が た つ に つ れ 問 題 の 風 化 は も と よ り 、 価 値 観 の 相 違

に よ る 人 同 士 の 争 い が ネ ッ ト 上 で 目 に 付 く よ う に な り ま し た 。 ど ん な 状 況 で

も 冷 静 に 物 事 を 判 断 し 、見 つ め る こ と 、調 べ る こ と 、学 ぶ こ と の 大 切 さ を 学 び

ま し た 。 今 後 も お 仕 事 と の 両 立 は 大 変 か も し れ ま せ ん が 是 非 続 け て 頂 き た く

存 じ ま す 。 食 品 測 定 に 関 し て は 貴 サ イ ト の 測 定 の 右 に 出 る も の は な い と 思 っ

て い ま す 。  

  事 故 当 初 に 比 べ 放 射 能 へ の 関 心 が 薄 れ て き て い ま す が 、 こ ち ら の サ イ ト を み

る と ホ ッ と で き ま し た 。  
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  歩 行 サ ー ベ イ は 画 期 的 な 取 り 組 み だ と 思 い ま す 。 今 後 も 継 続 し て い た だ け た

ら 有 り 難 い で す 。 食 品 等 に つ い て も 、 詳 細 な 測 定 が あ れ ば こ そ 見 え て く る も

の が 大 き い と 感 じ て い ま す 。 今 ま で の 感 想 は 「 ど れ ほ ど 救 わ れ た か わ か り ま

せ ん 。  

  実 家 が い わ き で す 。月 1 で 帰 省 し て お り ま す 。  行 政 発 表 の 数 値 は 全 く あ て に

な ら な い の で 、 こ ち ら の 情 報 は 貴 重 な 記 録 だ と 思 い ま す 。    

  先 生 の ご 活 動 の お か げ で 、 い ろ い ろ な こ と を 知 る こ と が で き 、 子 育 て を い わ

き で 続 け て い い の か ？ と い う 不 安 の 中 で も 、 自 衛 策 を 考 え 、 家 族 と 一 緒 に が

ん ば る こ と が で き ま し た 。県 や 東 電 、国 、市 、ど れ も 信 じ ら れ な い と 思 う こ と

も 多 々 あ り ま し た が 、先 生 の お 言 葉 は 信 じ る こ と が で き ま し た 。  可 能 な 範 囲

で 、 食 品 や 給 食 の 牛 乳 の 測 定 、 先 生 の ご 意 見 な ど を 知 る こ と が で き た ら な ぁ

と は 思 い ま す が 、 先 生 や ご 家 族 の ご 苦 労 や 大 変 さ を 思 う と 、 続 け て く だ さ い

と は 言 え ま せ ん 。た く さ ん の お 母 さ ん た ち が 、先 生 の ご 活 動 に 救 わ れ ま し た 。  

  言 葉 で は つ く せ な い ほ ど 感 謝 し て い ま す 。  震 災 の 年 、恐 怖 の 中 で 生 活 し 続 け

て い た こ ろ 、 わ ざ わ ざ 自 宅 へ き て い た だ き 測 定 し て い た だ い た も の で す 。 そ

の 節 は あ り が と う ご ざ い ま し た 。 今 で も 、 隣 の 空 き 地 に 山 積 み に な っ た ま ま

の 枯 れ 葉 を 見 る に つ け 、 ま た 側 溝 の 取 替 え 工 事 の 粉 塵 や 、 お 正 月 の 神 社 の お

焚 き 上 げ な ど 、被 曝 の 影 響 は な い も の な の か ど う か・・毎 日 い ま だ に 不 安 が 消

え る こ と は あ り ま せ ん 。 原 発 地 区 と 行 き 来 す る ト ラ ッ ク や 、 街 の 建 築 現 場 な

ど の 粉 塵 だ ら け の 中 で の 生 活 は 、ス ト レ ス 以 外 な に も の で も あ り ま せ ん 。  漠

然 と し た 行 政 の 空 間 線 量 で は あ ま り 意 味 が な く 、 そ れ ぞ れ の 場 所 や シ ー ン で

の 実 測 値 を 知 り た い も の で す 。 今 後 も 、 ど う か い ろ い ろ な シ ー ン で の 測 定 を

公 表 し 続 け て い た だ き た い と 、 切 に 希 望 す る ば か り で す 。 ど う ぞ よ ろ し く お

願 い し ま す 。  

  こ れ か ら も 情 報 発 信 を 続 け て い た だ き た い と 思 い ま す 。 参 考 に な る 情 報 が 満

載 で 、 本 当 に 感 謝 し て い ま す 。  

  危 な そ う な 食 材 の 測 定 を 今 後 も 続 け て い た だ け る と  と て も 助 か り ま す 。ま た 、

福 島 第 一 原 発 の 作 業 は 続 い て い ま す の で 、 ダ ス ト や 降 下 物 の 測 定 も 、 頻 度 は

多 く な く て も 、 引 き 続 き 公 開 し て い だ だ け る と  大 変 助 か り ま す 。  

  震 災 後 、 今 の 様 に リ ア ル タ イ ム で 線 量 を 知 る 手 段 が な か っ た の で 、 本 当 に 頼
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り に し て い ま し た 。  い わ き か ら 自 主 避 難 し 、自 宅 に 戻 っ て 不 安 で い っ ぱ い の

頃 、こ ち ら の サ イ ト を 見 つ け ま し た 。  行 政 、 東 電 が 信 頼 を 失 っ た 時 、先 生 の

よ う な 方 が い ら っ し ゃ っ て 多 く の 方 が 救 わ れ た の で は な い か と 思 い ま す 。   

本 当 は 、国 、自 治 体 、東 電 が も っ と し っ か り し て 欲 し い と こ ろ で す が … …   そ

の 分 先 生 の 貴 重 な 時 間 も お 金 も 、相 当 費 や さ れ た の で は な い で し ょ う か 。  先

生 の よ う な 方 の 存 在 は す ご く 貴 重 で す 。    

  役 所 な ど よ り も 、先 生 の 情 報 が 一 番 、信 頼 で き ま す 。い ま ま で 、さ け て い た 食

材 も 安 心 し て 食 べ ら れ る よ う に な り ま し た 。 こ れ か ら も 先 生 の 無 理 が な い 程

度 で か ま い ま せ ん の で 情 報 発 信 を お 願 い し た い で す 。  

  今 後 と も で き れ ば 変 わ ら ぬ 情 報 発 信 を お 願 い で き れ ば し た い と 思 っ て お り ま

す 。   

  自 宅 や 職 場 の 線 量 を 知 り 安 心 し て 生 活 を さ せ て も ら う の に 役 立 ち ま し た 。  

  細 か な 神 経 を つ か う た い へ ん な 作 業 で す が 、 測 定 す る こ と が 人 々 に 安 心 を 与

え る と 思 い ま す 。 が ん ば っ て く だ さ い 。  

  先 生 の ３ 年 間 の 活 動 に 感 謝 し て お り ま す 。 市 民 の 早 急 な 情 報 要 求 が な い 現 状

で は 、 先 生 に も 情 報 提 供 の プ レ ッ シ ャ ー と い う 気 苦 労 の な い 生 活 に 戻 っ て い

た だ き た い 。  た だ ひ と つ 。こ の サ イ ト の 情 報 は 後 世 の た め に も ア ク セ ス 環 境

を 維 持 す る こ と は 可 能 で し ょ う か ？   

  ず っ と 続 け て 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

  真 面 目 に 取 り 組 ん で い る と 感 じ ら れ る サ イ ト で あ り 今 後 も 続 け て ほ し い と 思

い ま す 。  

  学 校 給 食 の 問 題 は 知 っ て い ま し た 。 先 生 の 活 動 を ご 存 知 で は な い の で し ょ う

か ？ 子 供 を 思 う 気 持 ち は わ か り ま す が … 反 対 に「 や は り 福 島 は 全 て が 危 な い 」

と 誤 解 さ れ て し ま い 将 来 子 ど も た ち に 違 う 被 害 が 起 こ ら な い か 心 配 で す 。 先

生 に は 感 謝 の 気 持 ち で 一 杯 で す 。 あ り が と う ご ざ い ま す 。 ご 苦 労 が 多 い と 思

い ま す が 、 先 生 の 活 動 が も っ と も っ と 広 ま り 、 少 し で も 安 心 し て 生 活 出 来 る

方 が 増 え て 欲 し い で す 。   

  同 じ 地 域 に 住 ん で い ま す の で 情 報 の 全 て が 参 考 に な り ま す 。  正 直 、事 故 後 は

中 央 台 に も う 住 め な い の で は と 思 い ま し た が 、 幅 広 い 各 種 の デ ー タ か ら 問 題

な い と 判 断 出 来 る ま で 、そ う 時 間 は か か り ま せ ん で し た 。  特 に 食 品 に 関 し て
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は 自 分 で 測 定 す る こ と な ど 無 理 で す か ら 大 変 助 か り ま す 。   

  い ま も か な り 参 考 に さ せ て も ら っ て い ま す 。 す べ て の 学 校 の 通 学 路 の 定 期 的

な 測 定 と 対 処 を 市 に 働 き か け て ほ し い 。  

  い つ も 、お 忙 し い 中 あ り が と う ご ざ い ま す 。先 生 の 活 動 の お 陰 で 、客 観 的 事 実

を 知 る こ と が で き て 、 精 神 的 に 随 分 楽 に な り ま し た 。   

  食 品 や 環 境 の 汚 染 に 対 す る 不 安 は 当 然 有 り ま す が 、 そ れ 以 上 に 国 や 自 治 体 の

対 応 へ の 不 信 感 が 大 き く 、 自 主 避 難 か ら 帰 す 事 が 出 来 な い 。  

  あ て に な る 、 情 報 だ と お も う の で 、 い つ ま で も 、 計 測 し 続 け て 欲 し い 。  

  先 生 の ご 活 躍 で 、 行 政 の 方 も 動 い て く れ る よ う に な り 大 変 た す か っ て お り ま

す 。  

  私 は 、震 災 後 す ぐ に 埼 玉 県 に 母 子 避 難 し て お り ま す 。 県 外 に 避 難 し て い る と

い わ き か ら 逃 げ 出 し た と い う 罪 悪 感 と な ん と か 早 く い わ き が 汚 染 地 帯 で は な

い と は っ き り し た デ ー タ が 欲 し い と 思 う よ う に な り ま し た 。 生 ま れ 育 っ た い

わ き を 悪 く 言 わ れ た く な か っ た の で す 。 自 分 で 避 難 し て い て 矛 盾 し て い ま す

が 、 本 音 は い わ き が 大 好 き で 仕 方 が な い の で す 。 い わ き に い る 家 族 も 友 人 も

と て も 大 切 で す 。 色 々 な 情 報 を 得 よ う と ネ ッ ト 検 索 し て い ま し た ら 、こ ち ら

の H P や フ ェ イ ス ブ ッ ク に 出 会 え ま し た 。 そ れ か ら は 、 細 か い デ ー タ と 真 実

を 追 究 す る た め に 労 力 を 費 や し て い る ご 苦 労 に い つ も 感 謝 し な が ら 拝 見 さ せ

て い た だ い て お り ま し た 。 埼 玉 に 避 難 し て い る 福 島 県 民 の 皆 様 に も 時 折 デ ー

タ を 見 せ て い ま し た 。皆 さ ん 、「 国 は 信 用 で き な い け ど 、こ の H P は あ り が た

い ね 」 と お っ し ゃ っ て お り ま し た 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。   

  腰 の 重 す ぎ る 役 所 対 応 を 含 め て 、 生 活 者 レ ベ ル か ら 詳 細 な 情 報 を 長 期 に わ た

り 発 信 し て 下 さ り 、 心 よ り 感 謝 し ま す 。 危 機 意 識 が 薄 ら ぐ 中 で も 不 安 は 取 り

除 け な い の で 、も し 可 能 で し た ら（ 大 変 な ご 苦 労 が あ る と は 思 い ま す が ）、頻

度 は 少 な く て も 定 期 的 に 情 報 発 信 し て い た だ け ま し た ら あ り が た く 存 じ ま す 。 

  現 在 い わ き 市 を 離 れ て お り ま す が 、 事 故 直 後 に 被 曝 し た 事 実 は 消 せ る は ず も

な く 、 今 後 、 そ れ が ど の よ う に 健 康 に 影 響 す る の か が 、 一 番 の 感 心 事 で す 。  

  本 当 の デ ー タ と し て 1 番 信 用 し 、 閲 覧 し て 参 り ま し た 。  

  本 当 に 生 活 に 直 結 す る 情 報 が た く さ ん あ り 、 更 新 さ れ る の を 心 待 ち に し て お

り ま し た 。



 

 

 

筆者 ら は 、福 島 県 い わき 市 に 自主 避 難 し てい る 保 護者 と グ ル ープ イン

タビ ュ ー をす る 機 会 を得 る こ とが で き た 。参 加 者 は幼 児 を 抱 える 母 親が

中心 で 、 放射 線 あ る いは 放 射 能曝 露 に よ る子 ど も の健 康 へ の リス ク を心

配し て の 避難 で あ っ た。 元 の 居住 地 は 、 放射 能 の 飛散 量 が 避 難勧 告 を受

けた 地 域 では な か っ たが 、 報 道等 で 局 所 点在 的 に 高い 濃 度 が 伝え ら れて

いた 地 域 であ っ た 。 ある 家 族 は、 仕 事 の ため に 父 親の み 単 身 残り 、 母親

と子 ど も が自 主 避 難 して い た 。週 末 ご と に父 親 が 車で 自 主 避 難先 に 駆け

つけ る 生 活に 終 止 符 を打 ち 、 元の 居 住 地 に戻 る べ きか ど う か を悩 ん でい

た。 他 の 家族 の 母 親 は、 さ ら に遠 く に 避 難す べ き かど う か 悩 んで い た。

しか し 収 入を は じ め 避難 先 で 始ま る 新 し い生 活 に 対す る 不 安 もあ る 。子

供の 甲 状 腺疾 患 検 査 で陽 性 反 応が で て 、 精密 検 査 をう け る こ とに な り不

安を 抱 え てい る 母 親 の話 も 伺 った 。 そ こ には 、 放 射線 に よ る 健康 リ スク

と向 か い 合い 、 移 住 につ い て 悩む 人 々 が いた 。 人 々の 健 康 を 守る こ とを

謳う 公 衆 衛生 学 か ら でき る ア プロ ー チ を 考え る 発 端と な っ た 。  

東日 本 大 震災 に 関 す る多 く の 公衆 衛 生 学 的研 究 で は、 被 災 者 ある いは

避難 所 暮 らし を 続 け てい る 人 々に お け る 健康 状 態 の評 価 が 行 われ て お り、

身体 的 あ るい は 精 神 的健 康 へ の影 響 や 、 医療 へ の アク セ ス の 制約 な どが

数多 く 報 告さ れ て い る。災 害後 の 人 の移 動と ア ソ シエ ー シ ョ ンの 人 類 学・

社会 学 的 研究 に お け る公 衆 衛 生学 的 ア プ ロー チ と して 、 自 主 避難 者 が共

Chapter 7 

公衆衛生学的リスクコミュニケーションアプロー

チによる移動選択の支援の可能性と限界  

 

豊川智之  

１ .  健康リスクと移民  
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通し て 抱 える 健 康 へ のリ ス ク の理 解 と 行 動選 択 へ の支 援 が 考 えら れ た。  

リス ク の 理解 に は 、 化学 ・ 物 理学 的 な 測 定、 疫 学 や毒 性 学 に よる 影響

評価 、 法 曹、 行 政 な どの 支 援 や制 限 な ど 、多 様 で 理解 困 難 な 専門 的 知識

が求 め ら れる 。 さ ら にリ ス ク には 不 確 実 性と い う 特徴 が あ る 。不 確 実性

のあ る リ スク に 対 し て、 理 解 を深 め 行 動 を選 択 す るた め に リ スク コ ミュ

ニケ ー シ ョン と い う アプ ロ ー チが と ら れ る。 本 章 では 公 衆 衛 生学 に おけ

るリ ス ク を概 説 し 、 本研 究 課 題対 象 者 が 抱え る 避 難あ る い は 帰宅 と いう

問題 に 対 して 、 リ ス クコ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンの 応 用 によ る 支 援 の可 能 性に

つい て 考 察を 加 え る 。  

 

公 衆 衛 生 学 に お い て 健 康 へ の 有 害 事 象 を 引 き 起 こ す リ ス ク の 評 価 に

用い ら れ る疫 学 に つ いて 紹 介 し、 リ ス ク の不 確 実 性に つ い て 説明 す る。  

 

２－１．疫学におけるリスク指標  

疫学 と は 、公 衆 衛 生 学研 究 の ひと つ で 、 人間 集 団 を対 象 に 行 われ 、ど

のよ う な 人達 に 病 気 が多 い の かを 示 し 、 対策 を 講 じる 学 問 と いわ れ る。

例え ば 、 感染 症 や が んの 多 い 地域 や 職 場 など の 病 気が 多 く 発 生し て いる

とこ ろ に 着目 し た り 、化 学 物 質へ の 曝 露 やス ト レ ス過 多 な ど 多い 職 種、

喫煙 や 飲 酒、 食 生 活 や運 動 習 慣と い っ た 生活 習 慣 など に 着 目 する 。 疫学

研究 で は 病気 を 引 き 起こ す 可 能性 が あ る もの の 影 響を う け る こと を 曝露

と呼 ぶ 。放 射 線 を浴 びる こ と や、喫 煙な どの 有 害 な生 活 習 慣 だけ で な く、

予防 的 な 効果 が あ る 運動 習 慣 など も 曝 露 と呼 ぶ 。  

特定 の 曝 露を 受 け た 者に 病 気 が多 い こ と を示 す に は、 そ の 曝 露を 受け

てい な い 対照 者 と の 比較 が 必 要で あ る 。 さら に 、 病気 に 罹 っ てい る 人数

を比 較 し ただ け で は 不十 分 で ある 。 例 え ば、 あ る 疾患 Ａ の 患 者数 だ けを

比較 し て 病気 の 多 少 を議 論 す るの は 、 分 母と な る 人口 が 加 味 され て いな

いた め 、 片手 落 ち で ある 。 病 気の 多 さ を 示す に は 割合 で 示 す こと が 必要

２ .  疫学における健康リスク  
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であ る 。  

リス ク を 評価 す る に は、 患 者 の割 合 （ 有 病率 、 有 病割 合 ） で は不 十分

であ り 、 新し く 病 気 に罹 っ た 人の 割 合 （ 罹患 率 、 発症 率 ） で 評価 し ない

とな ら な い。 病 気 で 無か っ た 者が 病 気 に なる と い う変 化 を 評 価す る 必要

が有 る 。 例え ば 、 喫 煙の 曝 露 によ っ て 引 き起 こ さ れる 発 ガ ン への 影 響評

価を 試 み る場 合 を 考 える 。 説 明を 簡 単 に する た め 、喫 煙 者 5 人と 非 喫煙

者 5 人を 比 較 した とし よ う （実 際 の 研 究で は も っと 数 が 多 い）。 その 後

10 年 間 のう ち に 喫 煙者 の うち 4 人 、非 喫煙 者 の うち 1 人 が 注目 す る 疾患

を発 症 し たと し よ う 。喫 煙 者 にお け る 4 人の 発 症 者の う ち 3 人は 発 症後

に禁 煙 し たと す る 。10 年 後 の時 点 で の 情報 だ け で喫 煙 習 慣 別の 病 気 の者

の割 合 を 求め る と 、 喫煙 者 は ２人 に 減 っ てお り そ のう ち １ 人 が病 気 を有

して い る。他 方、 10 年後 の 時 点で の 非 喫 煙者 に は、喫 煙 をや めた 者 が 含

まれ て 、8 人 中 4 人 が病 気 を 有し て い る こと か ら 、と もに 罹 患率 は 0 .5 と

なり 喫 煙 と病 気 に は 関連 が な いこ と に な る。 あ る 一時 点 だ け の調 査 で、

途中 の 曝 露の 変 化 に つい て 調 べて い な い 研究 で は 、喫 煙 に よ り病 気 にな

った と い う因 果 関 係 だけ で な く、 病 気 に より 喫 煙 をや め た と いう 逆 の因

果関 係 も 入り 込 ん で しま い 、 評価 し た い 関係 を 打 ち消 す こ と があ る 。こ

のよ う に 、病 気 と 曝 露の 情 報 をあ る 一 時 点の 情 報 だけ で 評 価 する こ とを

横断 研 究 とよ び 、 そ のよ う な 研究 で は リ スク を 評 価で き な い とさ れ る。

重要 な こ とは 、 曝 露 の情 報 が 先立 ち 、 そ の後 の 発 症を 評 価 し なけ れ ばな

らな い 。 その よ う な 研 究 を 疫 学で は 縦 断 研究 と 呼 ぶ。 福 島 の 事故 以 前に

発症 し て いな い こ と を示 す こ とが で き な い場 合 は 、縦 断 研 究 とし て の正

確さ を 下 げて し ま う こと に な る。  

これ ら の こと を 踏 ま えて 、 先 ほど の 例 で 疫学 研 究 にお け る リ スク （罹

患率 ） を 求め る 。 ま ず、 分 母 は、 観 察 開 始時 点 で の喫 煙 状 況 別の 人 数で

ある 。 次 に分 子 は 観 察期 間 内 に新 た に 発 症し た 人 数で あ る 。 先ほ ど の図

で リ ス ク を 求 め る と 、 喫 煙 群 の リ ス ク は 4 ÷5＝ 0 . 8 非 喫 煙 群 の リ ス ク は

1 ÷5＝ 0 .2 とな る 。リ スク（ 罹患 率）と 有 病率 は と もに 曝 露 の 状況 別 の 人

数で 病 気 の人 数 を 割 ると い う 比率 の 計 算 とい う 意 味で と て も 似て い る が、 
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図 1  横断研究における有病率と縦断研究における罹患率  

 

人 数 の 数 え 方 の 違 い に よ り 、 そ の 示 す 内 容 に は 大 き な 隔 た り が あ る 。

この 違 い を理 解 し な いと 、 リ スク を 理 解 した こ と には な ら な い。 ま た、

リス ク が 小さ い こ と は、 影 響 が現 れ た 人 の障 害 度 が小 さ い こ とと は 一致

しな い 。 どん な に 死 亡リ ス ク が小 さ く て も、 不 運 にも リ ス ク の影 響 を受

けて し ま った 者 は 指 が無 く な るな ど の 小 さい 影 響 では な く 、 死亡 し てし

まう 。  

 

２－２．疫学研究におけるリスク指標の比較方法  

曝露 群 と 非曝 露 群 の それ ぞ れ のリ ス ク を 得た ら 、 次に そ れ ら を比 較す

る。 比 較 する 方 法 に は、 比 と 差の 2 つ が ある 。 図 1 を 例 に と ると 、 比を

とる 場 合 は 0 .8 ÷0 .2＝ 4 .0 で リス ク 比 （ 相対 危 険 度） で 4 倍 のリ ス ク があ

ると 表 現 し 、差を と る場 合 は 、0 .8 -0 .2＝ 0 .6 でリ ス ク 差（ 寄 与危 険 度 ）で

0 . 6 の リ ス ク が 高 ま る と 表 現 す る 。 そ し て わ れ わ れ が 日 常 生 活 で よ く 目

にす る の は前 者 で あ る。  

ここ で 、 曝露 群 が 5 00 人 中 4 人 発 症 、 非曝 露 群が 500 人 中 1 人 発 症と

いう 発 症 しな い 人 が たく さ ん いる （ 発 症 者が 少 な い） 場 合 を 考え る 。こ
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のと き の それ ぞ れ の リス ク は 、 0 .00 8 と 0 .0 02 と なる 。 リ ス ク差 は 0 . 006

にな る が 、リ ス ク 比 は 4 の ま ま であ る 。 リス ク 比 の場 合 は 対 照群 の リス

クが 小 さ けれ ば 、 実 際に 影 響 を受 け て 発 症す る 者 の人 数 は わ ずか で あっ

ても 大 き な値 と な っ てし ま う 。宝 く じ を 10 枚買 う こ とが 多い と 思 うが 、

それ は 1 枚 買 っ た 場合 の 10 倍 あた る 可能 性 が ある わ け だ が、 も と もと

の 1 枚 の あ たる 確 率 が低 け れ ば、 あ た る こと は 少 ない の で あ る。 倍 とい

う言 葉 で 表現 さ れ る リス ク 比 は、 リ ス ク の印 象 を 高め る 恐 れ があ る 。ま

た、 放 射 線リ ス ク 評 価で は 過 剰リ ス ク と いう 言 葉 が使 わ れ る が、 こ れは

リス ク 比 から 、 元 々 のリ ス ク 分を 意 味 す る 1 を 引 い た数 で あ る。 こ の数

値を 得 る まで に 、 リ スク の 計 算で 割 り 算 、リ ス ク 比の 計 算 で 割り 算 、そ

して 引 き 算と 計 算 回 数が 多 く 、言 葉 も 似 てい る の で混 乱 し て しま う が、

小さなリスクを大きな数値に拡大できる点でリスク比 と似ている。  

疫学では、特定の曝露が原因で死亡あるいは発症する人数を推定することや、

一 人の効果 を得 るのに必要 な総曝露人数 を計算する。前者 は、喫煙が原因で

死亡の推定者数 として用 いられる。後 者 は、新 しい治 療法 は従来の治療法 より

一 人分だけ効果を出すのに必要な治療数 を計算するときに求められ、その人数

が小 さいと効果が大 きいことを意味する。これらを応用すると、体内 に摂取 した放

射能量による死亡数またはがん患者数の増加や、どの程度の基準値ならば 1 人

も死亡者やがん患者を出さないのかをある程度予測することができる。  

 

２－３．疫学研究  

疫学 研 究 の特 徴 の ひ とつ に 人 を対 象 と す るこ と が 挙げ ら れ る 。疫 学研

究は 動 物 実験 と 異 な り、 人 に おけ る 評 価 を試 み る 研究 と も い える 。 曝露

の影 響 を 評価 す る に は人 体 実 験と い う こ とも 考 え られ る が 、 薬の 開 発な

どの 一 部 の例 外 を 除 いて 人 体 実験 は 行 う こと が で きな い 。 特 に人 体 に有

害な も の は倫 理 的 に 不可 能 で ある 。 そ の ため 、 疫 学研 究 は 、 喫煙 な ど の

よう に 自 ら選 択 し て 曝露 し て いる 者 や 、 不運 に も 危険 物 質 に 曝露 し てし

まっ た 者 にお け る 健 康影 響 を 観察 す る こ とで 、 擬 似的 な 実 験 を行 お うと

する 。 放 射線 の 影 響 評価 研 究 は、 広 島 や 長崎 を は じめ と す る 放射 線 曝露
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者を 長 期 追跡 す る 研 究が あ り、被 爆 時の 状況 か ら 被ば く 線 量 が予 測 さ れ、

その 後 の 健康 影 響 を 継続 的 に 記録 し て い る。 こ の デー タ ベ ー スは 放 射線

影響 の 科 学的 知 見 と して 非 常 に有 用 な も のと な っ てお り 、 上 記の リ スク

計算 に 応 用す る こ と が可 能 で ある 。 広 島 ・長 崎 の 研究 か ら 一 度に 被 爆し

た放 射 線 量に よ る が んの 発 症 リス ク が 報 告さ れ て おり 、 成 人 が  2 00  mSv

以上 の 線 量を 被 爆 し た場 合 に、が ん にか かる 者 が 増加 し た が 、20 0 mS v 以

下の 低 線 量域 で は 明 確な 増 加 は確 認 さ れ てい な い 。  

 

２－４．感度と特異度  

自主 避 難 家族 の 問 題 には 甲 状 腺疾 患 の 検 診結 果 が あっ た 。 検 診の 結果

は検 査 の 結果 に は 陽 性と 陰 性 があ る た め 、検 査 の正 し さ を評 価す る に は、

正し く 陽 性と 判 定 で きた 割 合 （感 度 、 敏 感度 と も 言う ） と 、 正し く 陰性

と判 定 で きた 場 合 （ 特異 度 ） に分 け て 評 価す る 。 例え ば 、 病 気を 有 する

5 人 のう ち 4 人 に 正 しく 陽 性 判定 が 出 た 場合 は 、4÷ 5＝ 0 .8 か ら 、感 度 0 .8

と計 算 さ れる 。 正 し く陽 性 判 定さ れ た 者 を真 陽 性 、誤 っ て 陰 性判 定 され

たも の を 偽陰 性 と 呼 ぶ。 他 方 、病 気 で な い 5 人 の うち 3 人 を 正し く 陰性

判定 と 下 した 場 合 は 、 3 ÷5＝ 0 .6 か ら 、 特 異度 0 .6 と計 算 さ れ る。 正 しく

陰性 判 定 され た 者 を 真陰 性 、 謝っ て 陽 性 判定 さ れ た者 を 偽 陽 性と 呼 ぶ。

感度 と 特 異度 の 式 を 式で 表 す と次 の よ う にな る ：  

 

（感 度 の 式） 真 陽 性 /（真 陽 性 +偽陰 性 ）  

（特 異 度 の式 ） 真 陰 性 /（ 真 陰 性 +偽 陽 性 ）  

 

敏感 度 を 高め る に は 病気 の 者 の見 落 と し を少 な く する こ と で ある 。同

じ検 査 法 のま ま 基 準 値を 緩 め て多 く の 病 気の 者 に 陽性 判 定 を 下す よ うに

する こ と もで き る 。 しか し そ の結 果 、 病 気で な い 者に 誤 っ た 陽性 判 定を

出し て し まう よ う に なる 。感度 と 特 異度 は、一 方を 改 善 しよ うと す る と、

他方 が 悪 化す る 関 係 にあ る 。 病気 の あ る 者と 無 い 者を 誤 る こ とな く 判定

でき る 検 査が 理 想 的 だが 、 そ のよ う な 精 密検 査 は 費用 が 高 額 であ る こと
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や、 直 接 臓器 か ら サ ンプ ル を 取り 出 す な ど身 体 を 傷つ け る こ とに な るな

ど侵 襲 性 が高 い こ と など か ら 多く の 人 が 受け る 検 査に は 向 い てい な いこ

とが 多 い 。  

 

２－５．陽性反応的中度と陰性反応的中度  

患者 に と って 検 査 は 、判 定 さ れた 陽 性 あ るい は 陰 性と い う 結 果の 正し

さが 気 に なる と こ ろ であ る 。 被検 者 に 下 され た 陽 性あ る い は 陰性 判 定の

正し さ は 、検 査 の 精 度指 標 で ある 感 度 と 特異 度 と は異 な る 。 判定 結 果の

正し さ の 指標 は 、 陽 性反 応 的 中度 と 陰 性 反応 的 中 度と い う 別 の指 標 で評

価さ れ る 。  

 

（陽 性 反 応的 中 度 の 式） 真 陽 性 /（ 真 陽 性 +偽 陽 性 ）  

（陰 性 反 応的 中 度 の 式） 真 陰 性 /（ 真 陰 性 +偽 陰 性 ）  

 

陽 性 反 応 的 中 度 の 分 母 は 病 気 の 有 無 に 関 わ ら ず 陽 性 判 定 が 出 た 者 で

あり 、図 2 の 場 合は 、4 ÷（ 4+ 2）＝ 0 .67 とな る 。陰 性 反 応的 中度 の 分 母は

病気 の 有 無に 関 わ ら ず陰 性 判 定が 出 た も ので あ り 、3 ÷（ 3+ 1）＝ 0 .75 とな

る。 陽 性 反応 的 中 度 と陰 性 反 応的 中 度 は 患者 が 多 い（ 有 病 率 の高 い ）地

域と そ う でな い 地 域 では 結 果 が異 な っ て しま う 。 例え ば 、 図 3 の よ うに

病気 で な い人 が 2 0 人に 増 え 、病 気 に か かっ て い る人 が 少 な い集 団 で検

査し た 場 合を 考 え る 。同じ 検 査 法で は 特 異度 は 変 わら な い の で 、こ の 20

人か ら 真 陰性 が 12 人 、偽陽 性が 8 人 と なる こ と が期 待 さ れ る 。この 場 合

の陽 性 反 応的 中 度 は 、病 気 の 者 5 人 に おけ る 真 陽 性 4 人 を含 め て 、 4 ÷

（ 8+ 4） ＝ 0 .3 3 と な り、 先 ほ ど の 0 . 60 から 低 下 して い る 。 病気 の 者 が少

ない （ 有 病率 が 低 い ）と 偽 陽 性が 増 加 し 、陽 性 反 応的 中 度 は 低下 す る。

この 時 、 陰性 反 応 的 中度 は 、 1 2÷（ 1 2+ 1）＝ 0 . 92 と 高 く なる 。  
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有 病 率 が 高 い 場 合 （ 病 気 で 無 い 人 が 少 な い ）  

  

 

有 病 率 が 低 い 場 合 （ 病 気 で な い 人 が 多 い ）  

 

図 2  有 病 率 の違 いによる陽 性 反 応 的 中 度 と陰 性 反 応 的 中 度  
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がん部 位 別 の年 齢 調 整 罹 患 率 （ 1 0 万 人 対 ）   がん部 位 別 年 齢 調 整 死 亡 率 （ 1 0 万 人 対 ）  

 

罹患率：National Cancer Center Korea: Annual 

report of cancer statistics korea より転載 

基準年：2000 年韓国人口 

 

 

図 3 韓国の部位別罹患率と死亡率の年次 

 
 
 
 
 

死亡数・人口：WHO Mortality Database (ICD-10)

より著者作成 

基準年：2000 年韓国人口 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ － ６ ． 有 効 な が ん 検 診  

が ん 検 診 の 有 効 性 の 判 断 は 、 感 度 や 特 異 度 が 高 い だ け で は な い 。 見

つ け た が ん を 治 療 す る 方 法 が あ る こ と 、 そ し て 治 療 の 結 果 、 死 亡 率 を

減 少 さ せ る こ と が で き た か が 重 要 で あ る 。 言 い 換 え る と 、 治 療 法 が な

い が ん や 、 治 療 し な く て も 治 癒 す る が ん 、 進 行 の 遅 く 死 に 至 ら し め る

が ん で は な い が ん な ど は 見 つ け て も 効 果 が な い 。 現 在 、 有 効 な 検 診 法

が あ る が ん に は 、 胃 が ん （ 胃 Ｘ 線 ）、 子 宮 頚 部 （ 細 胞 診 ）、 乳 房 （ 視 触

診 と 乳 房 Ｘ 線 の 併 用 ）、肺 が ん（ 胸 部 Ｘ 線 と 喫 煙 者 の 喀 痰 検 査 の 併 用 ）、

大 腸 が ん（ 便 潜 血 検 査 ）で あ り 、こ れ 以 外 の 検 査 法 や が ん に つ い て は 、

発 見 率 が 高 か っ た と し て も 、 死 亡 率 を 改 善 す る 効 果 は 確 認 さ れ て い な

い 。 甲 状 腺 が ん に は 、 残 念 な が ら 死 亡 率 を 減 少 さ せ る ほ ど の 有 効 な 検

診 法 が 無 い 。 治 療 し た と し て も 死 亡 率 の 低 下 が 期 待 で き な い 。 さ ら に
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は 不 要 な 治 療 に よ る 身 体 へ の ダ メ ー ジ も あ る 。 韓 国 で は 検 診 に よ り 甲

状 腺 が ん の 発 見 数 （ 罹 患 率 ） が 飛 躍 的 に 増 大 し た が 、 そ の 後 死 亡 率 の

低 下 が 見 ら れ な か っ た 。 も と も と の 甲 状 腺 が ん に よ る 死 亡 率 が 低 い こ

と を 鑑 み れ ば 死 亡 に い た る 甲 状 腺 が ん の 陽 性 反 応 的 中 度 は 低 い 。 子 ど

も へ の 放 射 線 影 響 を 恐 れ る 保 護 者 に と っ て 、 少 し で も 発 症 リ ス ク を 軽

減 で き る の で あ れ ば 、 検 診 を 受 診 さ せ た い と 願 う 。 ま た 医 療 側 も 見 落

と し て は い け な い と 丁 寧 に 診 る こ と で 陽 性 判 定 が つ き や す く な る 。 見

落 と し は 減 る が 、偽 陽 性 が 増 え て し ま い 、陽 性 反 応 的 中 度 は 低 下 す る 。

精 密 検 査 で も 同 様 の こ と が 起 こ り 、 治 療 が お こ な わ れ る と 治 療 に よ る

放 射 線 被 爆 や 体 に メ ス を い れ る こ と に な る 。 慎 重 に 行 お う と す る 配 慮

が 甲 状 腺 が ん を 増 や し 、 不 要 な 治 療 を 受 け さ せ る 結 果 を 導 く 恐 れ が あ

る 。  

 

人 体 に 危 害 を 加 え る 可 能 性 の あ る リ ス ク に 対 し て は リ ス ク の 制 御 を

試 み る 。 ま ず 、 リ ス ク の 制 御 に は い く つ か の ア プ ロ ー チ が あ り 、 リ ス

ク を 排 除 す る こ と が 最 も 明 確 な 制 御 で あ る 。 し か し 、 排 除 で き な い 場

合 は 、 リ ス ク に 曝 さ れ る 人 た ち の 避 難 が 手 段 の 一 つ と な る 。 そ の 他 、

影 響 範 囲 に よ っ て は フ ェ ン ス な ど の 物 理 的 障 壁 に よ っ て 隔 離 す る （ 近

接 で き な い よ う に す る ）、接 触 時 間 や 摂 取 量 の な ど 制 限 付 き の 許 容 、あ

る い は 許 容 （ 対 策 な し ） に わ け る こ と が で き る 。 福 島 の 原 発 事 故 の 際

も 、 行 政 に よ る 強 制 的 な 避 難 地 域 が 敷 か れ 、 自 主 避 難 勧 告 な ど の レ ベ

ル わ け が 行 わ れ て い る 。 こ れ ら の 制 御 を 行 政 や 民 間 、 個 人 な ど 行 う 主

体 に よ っ て 分 け る こ と が で き る 。  

生 活 上 の 全 て の 行 動 や 物 事 に は わ ず か で は あ る が リ ス ク は 存 在 す る 。

３ ． リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  



 

 

 

163 災害後の人々の移動とアソシエーションの人類学・社会学的研究 

日 常 生 活 で 欠 か せ な い 、 歩 行 に は 転 倒 事 故 や 交 通 事 故 の 外 傷 の リ ス ク

が あ り 、 飲 食 に は 喉 に 詰 ま ら せ る 窒 息 の リ ス ク の ほ か 、 食 中 毒 な ど の

感 染 の リ ス ク が あ る 。 す べ て の リ ス ク を 排 除 ま た は 隔 離 す る こ と は 不

可 能 で あ る 。 そ の た め リ ス ク を 評 価 し 選 択 的 に 対 策 を 講 じ る こ と に な

る 。 エ ボ ラ 出 血 熱 や 狂 犬 病 な ど 一 般 に 感 染 性 が 高 く 致 死 性 の 高 い 感 染

症 な ど は 、 個 人 の 自 由 よ り 公 衆 の 利 益 を 優 先 し て 、 法 律 に よ り 隔 離 が

行 わ れ る 。 他 方 、 感 染 リ ス ク が 低 く 致 死 性 の 無 い 感 染 症 に 対 し て は 、

医 療 機 関 の 報 告 、 予 防 接 種 の 提 供 、 あ る い は 普 通 の 風 邪 症 状 を 起 こ す

程 度 の 感 染 症 で あ れ ば 明 確 な 個 別 対 策 は 無 い も の ま で あ る 。 自 動 車 事

故 な ど リ ス ク が 小 さ く な い も の で あ っ て も 、 対 策 の 困 難 さ 、 あ る い は

ベ ネ フ ィ ッ ト と の 比 較 か ら 年 齢 や 資 格 制 度 な ど を 付 し て 制 限 付 で 容 認

さ れ る も の が あ る 。 緩 慢 な リ ス ク に 対 し て は 、 法 制 度 に よ る 制 御 の 範

疇 に 収 め る こ と が せ ず 、 各 個 人 あ る い は 地 域 社 会 で 総 合 的 な 判 断 が 求

め ら れ る 。  

リ ス ク 認 知 は 個 人 間 で ば ら つ き が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の 背

景 に は 、 リ ス ク に 対 し て 許 容 的 な 態 度 を と る 者 や 拒 絶 的 な 態 度 を と る

者 な ど と い っ た 性 格 的 な も の や 、 職 業 的 背 景 や 教 育 レ ベ ル な ど で リ ス

ク に 対 す る 知 識 や 経 験 の 差 な ど が 挙 げ ら れ る 。 普 段 か ら リ ス ク に 囲 ま

れ て 生 活 し て い る こ と を 認 知 し て お ら ず 、 リ ス ク が 無 い 状 態 「 リ ス ク

ゼ ロ 」 が 達 成 可 能 で あ る か の 幻 想 を 抱 く 者 が い る こ と や 、 目 に 見 え な

い 物 質 に よ る リ ス ク に 対 し て 鋭 敏 に な る 者 が い る な ど 、 感 覚 的 な も の

に よ り リ ス ク の 許 容 が 異 な る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ の た め 、 リ ス ク

情 報 を 伝 達 し リ ス ク リ テ ラ シ ー に ア プ ロ ー チ す る こ と や リ ス ク 制 御 に

対 し て 共 通 認 識 を 得 る こ と が 非 常 に 困 難 で あ る 。  

個 人 ご と に リ ス ク 認 知 が 異 な っ て い て も 、 各 人 が 選 択 し て リ ス ク 対

策 を 講 じ れ ば よ い が 、 地 域 社 会 な ど の 集 合 体 で こ の 総 合 的 な 判 断 を す
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る 際 に 、 集 合 体 レ ベ ル で の リ ス ク 認 知 と リ ス ク 制 御 の 判 断 を 下 さ な け

れ ば な ら な い 。 リ ス ク 制 御 の 民 意 と で も 言 え る こ の 概 念 は 、 リ ス ク が

高 け れ ば 行 政 が 判 断 を 下 す も の で あ る が 、 リ ス ク が 低 い 場 合 に は 、 地

域 住 民 な ど の 特 定 社 会 集 団 に よ っ て な さ れ る 。 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン と は 、 リ ス ク 情 報 を も と に リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の た め の 共 通 認 識

構 築 の た め の プ ロ セ ス を さ す 。 今 回 の 対 象 者 は 、 家 族 単 位 で の リ ス ク

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 当 て は ま るであろう。  

 

３ － １ ． リ ス ク ラ ン キ ン グ  

単 一 の リ ス ク 情 報 の 公 開 は 偏 っ た リ ス ク 認 識 を 生 じ や す く 、 適 切 な

リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト の 妨 げ に な る 。 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い

て 重 要 な こ と は 、 リ ス ク 情 報 を 多 角 的 に 集 積 し 、 他 の リ ス ク と 照 ら し

合 わ せ る こ と で あ る 。 リ ス ク が 高 い も の の ほ か 、 低 く て も 関 心 が 引 か

れ る も の ま で 多 様 な リ ス ク を 含 め る 。ど の く ら い の リ ス ク が あ る の か 、

高 め に 見 積 も っ た 場 合 か ら 低 め に 見 積 も っ た 場 合 ま で 示 す と と も に 、

乳 幼 児 や 妊 婦 、 高 齢 者 や 障 碍 者 な ど の ハ イ リ ス ク 集 団 に 限 定 し た 際 の

リ ス ク な ど に つ い て も 示 す 。 科 学 的 確 か ら し さ や リ ス ク を 軽 減 す る 対

策 の 実 行 可 能 性 に つ い て も そ の 費 用 と と も に 示 さ れ る 必 要 が あ る 。 こ

の よ う な 情 報 を 元 に 行 わ れ る リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル の ひ と

つ に リ ス ク ラ ン キ ン グ が あ る 。  

リ ス ク ラ ン キ ン グ で は 、 前 述 し た よ う な 多 様 で 多 角 的 な リ ス ク の 説

明 や リ ス ク 値 の 表 、 リ ス ク 対 策 の 具 体 的 な 描 写 な ど の リ ス ク 情 報 が 記

載 さ れ た パ ン フ レ ッ ト が 渡 さ れ る 。 で き る だ け 平 易 な 表 現 で 記 載 す る

よ う に し た も の で あ る 。 そ こ で 得 ら れ た リ ス ク 情 報 を 元 に 、 対 策 す べ

き リ ス ク に つ い て 順 序 （ ラ ン キ ン グ ） を 各 個 人 で つ け て い く 。  

こ の 各 個 人 の リ ス ク ラ ン キ ン グ の 結 果 は ば ら ば ら で あ る 。 次 に グ ル
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ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 う 。 そ の 過 程 で ラ ン キ ン グ 結 果 の 集 約 化 が

期 待 さ れ る 。 グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 多 様 な ス テ ー ク ホ ル ダ ー で

反 復 す る と 、 集 約 さ れ た ラ ン キ ン グ 結 果 は 似 通 っ た も の に な る こ と か

ら 、 ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン レ ベ ル に お け る リ ス ク ラ ン キ ン グ を 得 る こ と が

で き る ア プ ロ ー チ と 期 待 さ れ る 。  

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と い う ア プ ロ ー チ は 東 日 本 大 震 災 後 の 公

衆 衛 生 学 的 活 動 と し て 用 い ら れ て い る 手 法 で あ る 。 し か し 、 平 易 な 文

章 で あ っ て も 、 リ ス ク 情 報 の 理 解 が 困 難 で あ る と い う 根 本 的 問 題 を 解

消 し き れ て い な い だ け で な く 、 科 学 的 ア プ ロ ー チ の 限 界 も 含 ま れ て い

る 。  

 

３ － ２ ． リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に よ る 支 援 ア プ ロ ー チ の 可 能 性 と

限 界  

 ポピュレーションレベルにおけるリスクランキングは、個 人 のリスクランキングとの不

一 致 は 生 じ る 。 自 主 避 難 者 も 同 様 に 、 行 政 に よ る 指 示 と 本 人 の リ ス ク

認 識 の 乖 離 を 抱 え て い る 。 そ の た め 、 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 行

っ た と し て も 、 こ の 乖 離 と い う 問 題 は 繰 り 返 さ れ て し ま う 。 こ の よ う

に 、 科 学 的 説 明 や 行 政 に よ る 指 導 と い っ た 社 会 の 知 識 と 、 自 分 の 行 動

が 矛 盾 す る と き に 、認 知 的 不 協 和 を 起 こ し 、不 快 感 を 抱 く よ う に な る 。

こ れ は 例 え ば 、 喫 煙 者 の 認 知 的 不 協 和 で は 、 認 知 を 否 定 す る こ と で 行

動 を 正 当 化 ・ 強 化 す る こ と が 知 ら れ て い る 。  

 ま た 、 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に は 数 値 を 理 解 す る 能 力 が 求 め ら

れ る 。 数 学 的 表 現 や 物 理 的 表 現 は 、 リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す

る 嫌 悪 感 を 抱 か せ る 可 能 性 も あ る 。 放 射 線 ・ 放 射 能 の リ ス ク 表 現 で は

そ の よ う な 表 現 が 行 わ れ る こ と が 多 く 、 そ の こ と も 理 解 を 妨 げ る 要 因

に な っ て い る 。 自 分 で 管 理 で き な い リ ス ク は 、 メ リ ッ ト を 受 け る よ り
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も デ メ リ ッ ト を 受 け る イ メ ー ジ の み を も ち が ち で 、 最 悪 の シ ナ リ オ を

想 定 す る こ と が 多 く な る 。 例 え ば 「 事 故 が 絶 対 に 起 き な い こ と は 確 約

で き な い 」 と い っ た 表 現 が な さ れ る と 、「 事 故 が 発 生 す る こ と が あ る 」

と 理 解 し て 、 そ の 事 故 の 最 悪 の シ ナ リ オ を 想 定 す る こ と に な る 。 こ の

よ う に ネ ガ テ ィ ブ な も の を 過 大 評 価 す る こ と は 行 動 経 済 学 に お い て プ

ロ ス ペ ク ト 理 論 と 呼 ば れ 、 特 に 損 失 が 意 識 さ れ る 局 面 で は 、 低 確 率 の

も の の ほ う が よ い と 評 価 さ れ る こ と が 明 ら か に な っ て い る 。  

 

３ － ３ ． リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 研 究 者 側 の 意 図  

研 究 者 は住 民 が放 射 線 リスクに対 して不 安 になるのは正 しい知 識 が無 いから

であり、不 安 を解 消 するに正 しい知 識 を与 えればよいと考 える。これを欠 如 モデ

ル（知 識 の補 填 モデル）という。しかし、科 学 的 、技 術 的 な話 をわかりやすく伝 え

るような努 力 をしたとしても、不 安 は解 消 されない。プロスペクト理 論 からはむしろ

余 計 に不 満 を高 めてしまうことが考 えられ、欠 如 モデルには限 界 がある。この不

安 の背 景 には、度 重 なる行 政 や科 学 に対 する不 満 の蓄 積 があり、伝 達 のわかり

にくさだけが原 因 ではない。行 政 に対 しては、自 分 たちの声 を聞 いてもらえないこ

とや、意 思 決 定 の場 に参 加 することができず、その仕 組 みも機 会 も無 いこと、科

学 に対 しては不 確 実 性 に 対 す る 不 安 が あ る 。科 学 で は リ ス ク を 完 全 に は

予 測 で き な い 。 不 確 実 性 は 、 科 学 者 と 異 な り 一 般 住 民 に と っ て 無 視 で

き な い 点 で あ り 、 科 学 者 の 不 真 面 目 さ に 映 っ て し ま う 。 不 確 実 性 が あ

る に も か か わ ら ず 、 科 学 者 は 自 信 を も っ て い る 。 科 学 が 万 能 で は な い

こ と を 一 般 市 民 は す で に 気 が つ い て い る が 、 そ の こ と に 科 学 者 は 気 づ

い て い な い 。 い ま だ に 科 学 者 は 科 学 が 万 能 で あ る 可 能 の よ う な 言 い 方

を す る 。 科 学 者 に と っ て は 不 確 実 性 と い う の は 当 た り 前 で あ る 。 と こ

ろ が 一 般 市 民 側 は 、 不 必 要 な 不 確 実 性 あ る い は リ ス ク は 受 け 入 れ た く

な い 。 特 に 不 必 要 と 思 わ れ る も の や 他 者 の 行 為 に よ る 不 本 意 な 不 確 実
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性 は 受 け 入 れ た く な い と い う 感 覚 が 働 く が 、 原 発 を 含 む 科 学 技 術 も こ

れ に 当 て は ま る 。  

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 ゼ ロ リ ス ク へ の 要 求 に つ い て

例 に 考 え る 。 ゼ ロ リ ス ク と い う 概 念 も 科 学 者 側 の 視 点 に よ っ て 生 じ た

も の と 考 え る こ と も で き る 。 ゼ ロ リ ス ク を 求 め る 者 の 多 数 は こ れ 以 上

無 駄 な リ ス ク が 増 え る の は 困 る と い う 主 張 で あ り 、 科 学 者 は 一 般 住 民

の ゼ ロ リ ス ク を 誤 謬 し て い る 可 能 性 が あ る 。 ゼ ロ リ ス ク の 問 題 は 、 住

民 が 簡 単 な 対 策 に よ っ て ゼ ロ リ ス ク に で き る 方 法 が あ る と 考 え て い る

と こ ろ と い う 指 摘 が あ る 。 実 現 可 能 な 対 策 は 費 用 が か さ む こ と な ど の

具 体 的 な 説 明 が 進 む と 、 リ ス ク の 受 容 へ と 態 度 が 変 容 す る 。 リ ス ク 対

策 の 説 明 は 、 平 時 の リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で 丁 寧 に 行 わ な け

れ ば な ら な い 。 問 題 が 生 じ て か ら で は 後 手 に な り 、 手 抜 き を 隠 す 言 い

訳 と 解 釈 さ れ か ね な い 。 リ ス ク が 、 1 0 0 万 人 に 一 人 と い う 低 い 確 率 だ

と し て も 、 そ の 一 人 が 自 分 に な っ て し ま う こ と も あ る 。 も し そ う な っ

て し ま っ た と き に は 、 何 で 自 分 な の だ と 非 常 に 不 公 平 な 感 覚 、 運 の 悪

さ を 感 じ て し ま い 、 苦 し ん で し ま う こ と も あ る 。 特 に 自 分 の 子 供 に 対

し て は 特 に 少 し で も 無 駄 な リ ス ク を 減 ら し た い 願 う も の で あ る 。  

リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は 進 展 度 に よ り 3 段 階 に 分 け る こ と が で

き る 。 第 1 段 階 は 、 リ ス ク 情 報 の 開 示 の み で 済 ま せ て し ま う 状 態 。 住

民 側 の 理 解 に 変 化 は 期 待 で き な い 。第 2 段 階 と は 、説 明 、教 育 、宣 伝 、

説 得 な ど を 交 え た リ ス ク コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で あ る 。 説 得 に 効 果 的 な

心 理 学 的 テ ク ニ ッ ク や マ ー ケ テ ィ ン グ 手 法 の 活 用 も 含 ま れ る が 、 対 象

住 民 に 見 透 か さ れ て し ま い 、 信 用 を 失 い か ね な い 。 自 分 の 考 え と 同 じ

意 見 以 外 は 拒 絶 す る 状 態 に な り 、 絶 望 感 に 対 す る 共 感 を 求 め る よ う に

な る 。 第 3 段 階 で は 、 ナ ラ テ ィ ブ な ア プ ロ ー チ を 中 心 に 据 え 、 双 方 向

的 な 意 見 交 換 を 通 じ た 信 頼 の 醸 成 が み ら れ る よ う な 段 階 で あ る 。 こ こ
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で は リ ス ク 認 識 に 関 し て 、 合 意 に 至 ら なくてもよい。  

信 頼 を醸 成 できるには、誰 がどのように行 うべきだろうか？その答 えのひとつは、

当 事 者 自 身 が主 体 的 にリスクを評 価 できる技 能 や知 識 を身 につけ、情 報 を発

信 できるようになることである。実 際 には困 難 がお多 く、パートナーとして、当 事 者

に地 理 的 あるいは社 会 的 に近 い存 在 で、知 識 を有 する専 門 職 が求 められる。そ

の専 門 性 がリスクと関 わっているとともに、リスクに曝 されている住 民 との信 頼 関 係

を既 に構 築 できている場 合 や構 築 できる素 因 があることが望 ましい。地 理 的 ある

いは社 会 的 な結 びつきの薄 い外 部 者 は、これらの者 と関 係 性 を構 築 し、技 術 、

知 識 、資 源 などの点 から高 度 で頻 繁 な支 援 を行 うことが効 果 的 であろう。  

 

３ － ４ ． 柏 の 事 例 紹 介  

放 射 線 ・放 射 能 による汚 染 からの脱 却 に農 家 と消 費 者 が一 緒 に取 り組 んだ

興 味 深 い事 例 が千 葉 県 ・柏 市 で行 われている。当 地 では震 災 以 前 から地 産 地

消 をめざして地 元 農 家 と消 費 者 を結 ぶ地 域 活 性 化 事 業 が進 められていた。しか

し福 島 の原 発 事 故 以 降 、柏 は高 放 射 線 線 量 に関 する報 道 があり、消 費 者 の

客 足 が遠 のき、地 元 農 家 は作 物 の放 射 能 汚 染 に対 する術 を見 出 せずにいた。

そのような中 、前 述 の事 業 を進 めていたグループは、農 作 物 中 の放 射 能 量 を測

定 する機 器 を購 入 し個 人 測 定 サービスを開 始 した団 体 をはじめ、多 様 な消 費

者 を交 えた円 卓 会 議 を開 いていた。  

その会 議 は、初 めこそ重 苦 しい雰 囲 気 であったが、震 災 後 に行 われたアンケ

ートにより、地 元 の農 作 物 を買 い控 えしている層 は安 心 感 や信 頼 感 といったもの

を求 めていることがわかった。この結 果 を好 意 的 に受 け止 めた地 元 農 家 は、自

分 たちの農 地 と農 作 物 を積 極 的 に測 定 して汚 染 が少 ないことを明 らかにしてい

く。しかし、地 元 農 作 物 の地 産 地 消 が復 調 するまでには多 難 な道 のりであり；安

全 基 準 値 の自 己 決 定 、わかりやすい情 報 発 信 、測 定 方 法 の修 正 と専 門 家 の

バックアップ、専 門 的 知 識 の無 い消 費 者 が納 得 する方 法 と説 明 を繰 り返 して、
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障 害 を一 つ一 つ乗 り越 えるのに 1 年 を要 した。多 くの関 係 者 が巻 き込 まれること

で、それぞれの専 門 性 にばらつきがあっても、それぞれが役 割 を担 うことができた。

たとえば、ある主 婦 は、専 門 用 語 や結 果 のわかりにくさを代 弁 することで、わかり

やすい情 報 発 信 に貢 献 した。  

 

３ － ５ ． ま と め  

この事 例 からは、リスクの測 定 、測 定 方 法 と結 果 の理 解 、アンケート調 査 の肯

定 的 な解 釈 、多 様 な関 係 者 の巻 き込 みの重 要 性 が示 されており、リスクコミュニ

ケーションとも解 釈 できる内 容 であった。そしてここで触 れられている内 容 は、福 島

からの自 主 避 難 者 が抱 えている不 安 感 ・不 信 感 とも一 致 している。しかし、参 加

者 の多 くは、農 地 やマイホームなど当 該 地 域 から離 れられない特 性 を有 している

者 が少 なくなく、自 主 避 難 家 族 とは、地 域 との結 びつきの希 薄 さという点 で異 な

っている。そしてこの希 薄 さは、リスク認 識 に影 響 を与 える自 己 効 力 感 などにも負

の影 響 を与 えるだろう。しかし、同 じリスクを共 有 する者 として、避 難 地 域 から手 を

指 し伸 ばされれば、自 主 避 難 家 族 にも果 たすべき役 割 がそこに見 出 されることを

期 待 したい。  
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2003 年 の春 、私 は北 京に い た 。大学 院 博 士課 程 で の調 査 研 究 のた め に

中国 に 渡 り、清 華大 学を 拠 点 とす る 生 活 もす で に 1 年 半 が 経 過し て い た。

8 月 の 帰 国を 控 え 、 残り の 数 カ月 間 は 主 に西 南 地 方に お い て 現地 調 査を

おこ な う 計画 で あ っ た。 私 に とっ て は 、 そう し た タイ ミ ン グ で遭 遇 した

のが 、当 初 は 新型 の 急性 肺 炎 とい わ れ た 、SA R S（ S e ve r e  A cu t e  R es p i r a to r y  

S ynd r o me ,  重 症 急性 呼吸 器 症 候群 ）（ 1 ） の流 行 で あっ た 。 SA R S は、 最 終

的に 世 界 中で 8 000 名強 の 発 症者 と約 8 00 名 弱の 死 者 を出 すこ と に なる

感染 症 で あっ た が 、 もっ と も 感染 が 拡 が った の が 北京 で あ っ た。  

さて 、 私 の中 国 滞 在 最後 に 予 定し て い た 現地 調 査 は、 渡 中 前 から の

念願 で あ った 。 幾 つ かの ス テ ップ を 踏 ん でよ う や く実 施 の 準 備が 整 い、

充実 し た 滞中 生 活 の 集大 成 と 位

置付 け た もの だ っ た 。そ れ ゆ え

私は こ の 機会 を 逃 さ ない よ う 、

でき る 限 り中 国 に 留 まり た い と

いう 気 持 ちを 持 っ て いた 。 今 に

して 思 え ば、 現 地 調 査は 一 時 帰

国し た 後 、安 全 が 確 認さ れ て か

ら実 施 し ても よ か っ たか も し れ

ない 。 博 士論 文 の 完 成は 先 延 ば

しに な っ たか も し れ ない が 、 リ

スク を 過 小評 価 し て いた の で はな い か 。 しか る に 私は 結 局 、 清華 大 学に

い た 118 名 の 日 本人 留学 生 の うち 、 最 後 まで 残 っ た若 干 名 の うち の 1 人

Chapter 8 

非自発的な移動現象としての避難行動  中国北

京の SARS 感染拡大時における日本人留学生のケ

ースから  

浜本篤史  

国 別 S A R S 感 染 者 数 （ 2 0 0 2 . 11 . 1 - 0 3 . 7 . 3）  

 発 症 者 数  死 者 数  

中 国  5 3 2 7  3 4 9  

香 港  1 7 5 5  2 9 9  

カ ナ ダ  2 5 1  4 3  

台 湾  3 4 6  3 7  

シ ン ガ ポ ー ル  2 3 8  3 3  

ベ ト ナ ム  6 3  5  

フ ィ リ ピ ン  1 4  2  

タ イ  9  2  

マ レ ー シ ア  5  2  

そ の 他  8 8  2  

合 計  8 0 9 6  7 7 4  

出 典 ： 世 界 保 健 機 関 （ 2 0 0 3 . 1 2 . 3 1 現 在 ）  
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にな っ た 。冷 静 に 状 況判 断 し た結 果 の つ もり で は ある が 、 他 方で 、「な

んと し て も残 り た い 」、 あ るい は、「 残 ら なけ れ ば なら な い 」 とい う 思い

を強 化 し てい っ た 側 面も 否 定 でき な い 。 この 態 度 決定 の メ カ ニズ ム は、

今で も 自 分で 十 分 に 説明 で き ない 。  

SA R S 感 染の 拡 大と いう 危 機 的状 況 下 、 とど ま る のか 帰 国 す るの か の

意思 決 定 を迫 ら れ た のは 私 だ けで は な い 。む し ろ 、 個 人 的 状 況は 異 なる

にせ よ 、 ほと ん ど の 留学 生 が この よ う な 経験 を し たと い っ て よい 。 そし

てそ こ に は、 懸 命 に 状況 判 断 しよ う と し てい た 留 学生 の 姿 が 紛れ も なく

あっ た 。 しか し 、 早 くに 帰 国 した 留 学 生 もい れ ば 、私 の よ う に最 後 まで

残っ た 者 もい る 。 こ れら を 分 ける 要 因 は 何な の か 。私 は 当 時 、こ の 避難

行動 に つ いて 状 況 把 握を お こ なう た め の 質問 紙 調 査を 清 華 大 学と 中 国人

民大 学 の 日本 人 留 学 生を 対 象 に二 度 に わ たっ て お こな っ た 。 その 結 果

は、 帰 国 後に 実 施 し たイ ン タ ビュ ー 調 査 （ 2 ） と あ わ せて 『 SA R S 感染 拡

大状 況 下 にお け る 北 京在 住 日 本人 留 学 生 の認 識 と 対処 行 動 に 関す る 調査

報告 』（ 20 07 ,  全 93 頁） と し て整 理 し て いた が 、 それ を ま と め直 す 機 会

をも た な いま ま で あ った 。 今 回、 本 科 研 プロ ジ ェ クト の 活 動 に加 わ るな

か、 こ こ での 避 難 行 動お よ び リス ク 認 識 は、 非 自 発的 な 移 動 現象 の 一事

例と し て 東日 本 大 震 災に お け る避 難 行 動 を考 え る 上で も な ん らか の 示唆

が得 ら れ るの で は な いだ ろ う か     この よ う な考 え か ら 本稿 で は、

同報 告 書 の一 部 を 書 き直 す こ とに し た 。  

では ま ず 、私 自 身 の 認識 や 行 動も 含 め な がら 、 問 題経 過 （ 3 ） を確 認 し

てい こ う 。  

 

２－１．問題潜在期（ 2003 年 4 月 5 日まで）  

新種 の 感 染症 、SA R S の罹 患 者 がは じ め て出 た の は、2 002 年 11 月 広 東

省仏 山 市 にお い て と され る（ 4 ）。も っ と も 、こ の 最 初の 症 例 が 特定 さ れた

のは 後 の こと で あ り 、SA R S は当 初 、正 体 不明 の 非 定型 肺 炎 と して 、2002

２． SARS 問題の経過と避難行動  
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年末 か ら 翌 2 00 3 年 にか け て 広東 省 各 地 で感 染 が 広が っ た 。 これ も 後に

明ら か に なっ た こ と だが 、SA R S は 特 に 、感染 力 の 強い 特 定 の 患者 、いわ

ゆる ス ー パー ・ ス プ レッ ダ ー から 集 中 的 被害 が 生 じた 。 そ の スー パ ー・

スプ レ ッ ダー の 一 人 が、 非 定 型肺 炎 の 治 療に あ た って い た 広 州市 の 医師

であ る 。 同医 師が 2 月 21 日 に チェ ッ クイ ン し た香 港 の メ トロ ポ ー ルホ

テ ル 9 階 では 、外 国 人を 含 む 宿泊 客 と 訪 問客 12 人 以 上 が感 染し 、こ こ か

ら SA R S は ベト ナ ム 、シ ン ガ ポー ル 、 カ ナダ な ど 世界 へ 広 が って い った

ので あ る 。 3 月 中 旬 に発 生 し た、 プ リ ン ス・ オ ブ ・ウ ェ ー ル ズ病 院 での

院内 感 染 およ び 医 療 関係 者 家 族へ の 2 次 感染 、 3 月 下 旬に は 香港 九 龍 島

の 淘 大 花 園（ ア モ イ ガー デ ン ）で の 集 団 感染 は 、 いず れ も ス ーパ ー ・ス

プレ ッ ダ ーを 介 在 し て局 所 的 に感 染 が 拡 大し た ケ ース で あ る 。  

北京 へ の 感染 源 の 一 人は 、 3 月 中 旬に S A R S 患者 の 親戚 を プ リン ス ・

オ ブ ・ ウ ェ ー ル ズ 病 院 に 見 舞 っ た 中 国 人 男 性 と さ れ る ( 5 )。 し か し 、 こ の

段階 で は 北京 へ の 感 染ル ー ト も実 態 も 明 らか に な って は い な かっ た 。よ

って 、北 京 の人 々 の あい だ で は（中 国 人 、日本 人 に かか わ ら ず）、この ニ

ュー ス に つい て は 知 って い て も、 少 な く とも 3 月 中 は、 一 般 にそ れ ほど

注目 度 が 高く な か っ た。 ど こ か遠 い 世 界 で起 き て いる 出 来 事 に過 ぎ なか

った の で ある 。  

私自 身 は 、広 東 省 で 何か の 病 気が 流 行 し てい る こ とを は じ め て伝 聞し

たの は 、2003 年 2 月 頃だ っ た 。研究 活 動 のた め に 3 ヶ 月 ほ ど 重慶 に 滞在

して い た とき で 、 小 さな 新 聞 記事 と 周 り の雑 談 の なか で 接 し たと 記 憶し

てい る 。 しか し 、 大 して 気 に はと め て い なか っ た 。 2 月 下 旬 に北 京 に戻

った 直 後 には 、 清 華 大学 と 北 京大 学 の 大 学食 堂 で 爆発 事 件 が 発生 し た。

この 事 件 では 爆 発 に 利用 さ れ た缶 が 日 本 製で あ っ たこ と か ら 、私 を 含む

日本 人 留 学生 の 多 く が公 安 当 局に よ る 任 意の 事 情 聴取 を 受 け た。 こ の一

件は も ち ろ ん SA R S とは 無 関 係で あ る が 、日 頃 の 安全 に つ い て意 識 を高

める 出 来 事で あ っ た 。さ らに 3 月 上 旬、広 東省 を 旅 行し て い た 友人 か ら、

南方 地 方 で風 邪 か 何 か（ こ れ が後 の SA R S で あ る ）が 大 流 行 して お り、

大変 な 事 態に な っ て いる こ と を聞 い た 。 こう し た 流れ の な か で嫌 な 予感

がし た 私 は、 こ の ニ ュー ス に 特に 注 意 す るよ う に なっ て い た 。  
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２－２．問題認知期（ 4 月 6 日から 4 月 19 日まで）  

北京 在 住 日本 人 に と っ て SA R S 問 題と は 、4 月 6 日 に 北京 出 張 中 の ILO

技能 開 発 局長 （ フ ィ ンラ ン ド 人） が 亡 く なっ た ニ ュー ス が 最 初と い って

いい だ ろ う。 北 京 で SA R S に よる 死 者 が公 表 さ れた のは 4 例目 で あ った

が、中 国全 土 で 亡く なっ た 外 国人 は 初 の ケー ス だ った 。さら に 4 月 9 日、

中関 村 の 日系 企 業 で 中国 人 従 業員 の 感 染 が判 明 し た一 件 は 、 北京 日 本人

コミ ュ ニ ティ に と っ て身 近 で 起き た 出 来 事で あ り 、1 0 日 に 在 中国 日 本商

工会 議 所 主催 に よ り 開か れ た SA R S 説 明 会で は 、約 350 人の 参加 者 が 集

まる ほ ど であ っ た。こう し た 状況 の な か 、 4 月 12 日 に 外務 省 は、北 京市

へ「 渡 航 ・滞 在 す る 場合 に は 、安 全 対 策 に十 分 注 意を 払 う よ う」 危 険情

報（レ ベ ル 1） ( 6 )を 発出 し た 。北京 の 街 頭で は 、4 月 上旬 に はま だ マ スク

を着 用 す る人 は 少 な く、 そ れ ほど 緊 張 感 もな か っ たが 、 中 旬 にな る と街

頭に は マ スク 姿 が 珍 しく な く なっ て い っ た 。こ の 間 、4 月 16 日に は WHO

の専 門 家 チー ム に よ りコ ロ ナ ウィ ル ス が 病原 体 で ある こ と が 断定 さ れ、

SA R S の 感 染 ル ー ト は 空 気 感 染 が 懸 念 さ れ つ つ も 飛 沫 感 染 が 有 力 視 さ れ

るな ど 感 染源 に 関 す る解 明 も 進ん だ 。  

各大 学 で は、 対 外 経 済貿 易 大 学な ど 一 部 の大 学 で 入校 制 限 が はじ まっ

たほ か 、 北京 大 学 で はキ ャ ン パス 内 で 感 染の 疑 い が生 じ る な ど SA R S は

より 身 近 に感 じ ら れ る危 険 と なっ て い っ た 。し か し この 段 階 では 、SA RS

が日 常 生 活に お け る 最大 の 関 心事 項 に な って は い たも の の 、 忍び 寄 る危

機に 不 安 を感 じ る こ とも あ れ ば、 興 味 本 位の 笑 い 話と し て 扱 われ る こと

もあ る な ど 、SA R S への 危 機 認識 に は 濃 淡が あ っ た 。そ し て 全体 的 に は、

日本 人 留 学生 の 多 く は帰 国 を 決断 す る よ うな 具 体 的対 応 を と るに は 至っ

てい な か った 。  

私自 身 は 、衛 生 条 件 のよ い と ころ で 生 活 して い る はず の 外 国 人も 被害

に遭 っ た とい う ニ ュ ース に 釘 付け に な っ た。 そ し て、 す で に 危険 が 差し

迫り つ つ ある の で は ない か 、 これ は 認 識 を改 め な けれ ば な ら ない か 、と

緊張 が 走 った 。 し か し、 こ れ はお ぼ ろ げ な不 安 で あっ た 。 確 証が な いた
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め、 い や 、確 証 が な いこ と を 理由 と し て 、問 題 を 直視 す る こ とか ら 目を

背け よ う とし て い た のか も し れな い 。  

 

２－３．問題顕在期（ 4 月 20 日から 27 日まで）  

事態 が 一 変し た の は 、4 月 20 日日 曜 日の 夕刻 、中 国 政府 衛 生 部が 北 京

での 感 染 者数 を 5 日 ぶり に 発 表し た と き であ る 。 感染 者 数 3 39 人 （ うち

死者 数 18 人、治 癒 者数 33 人 ）、疑い 例 402 人は 、既 発 表 数 の 8 倍 を 超え

る数 字 で あっ た 。  

忘れ も し ない 。 こ の 日、 私 は アル バ イ ト 先の 新 聞 社に い た 。 重大 発表

がお こ な われ る こ と を把 握 し てい た 記 者 とと も に 、こ の テ レ ビニ ュ ース

をリ ア ル タイ ム で 観 たの だ っ た。 テ レ ビ を観 た 瞬 間、 こ れ を どう 受 け止

めて よ い のか 、 す ぐ に呑 み 込 めな か っ た が、 中 国 政府 が 感 染 者数 を これ

まで 過 小 に公 表 し て きた こ と は明 白 で あ り、「今 回 の 修正 数 も 本当 の 数字

では な く 、実 際 は さ らに 感 染 者が い る の では な い か」 と い っ た 疑 念 を払

拭す る こ とは で き な かっ た 。「今 日 は 早 く帰 っ た ほう が い い 」と いう 記者

の声 に 促 され 、 私 は 新聞 社 を 出た 。 人 気 のな い 街 頭は い つ も と変 わ らな

いの だ が 、静 寂 に 包 まれ た 北 京の 街 が や けに 不 気 味に 感 じ ら れた 。 そし

てタ ク シ ーを 拾 い 、清華 大 学 への 帰 路、「 今 こう し て いる あ いだ も 危 ない

のか も し れな い 」、「 ここ に 来 るの も 今 日 が最 後 に なる の だ ろ うか 」、「こ

れか ら の 状況 判 断 は 覚悟 が い るだ ろ う 」 とい っ た こと が 、 グ ルグ ル と頭

のな か を 駆け 巡 っ た 。  

翌朝 に な ると 、 北 京 社会 の さ まざ ま 混 乱 と対 応 が はじ ま っ て いた 。街

頭を 歩 く 人々 は 一 斉 にマ ス ク 姿 と な る ほ ど緊 張 の 度合 い が 急 変し た 。ス

ーパ ー で は買 い 占 め に走 る 客 で混 乱 と の ニュ ー ス も流 れ た。各大 学 で は、

SA R S 感 染者 の 出 た 北方 交 通 大学 で 21 日に い ち 早く 休 校 措 置が と ら れ、

24 日 か ら は学 生 宿 舎が 隔 離 封鎖 さ れ た 。清 華 大 学で も 2 1 日、 大 学 の出

入り が 身 分証 に よ っ てチ ェ ッ クさ れ る よ うに な り 、部 外 者 の 構内 立 ち入

りが 禁 止 され る よ う にな っ た 。さ らに 2 2 日 には 外 務省 よ り 、北 京市 に つ

いて 「 渡 航の 是 非 を 検討 す る よう 促 し 、 不要 不 急 の渡 航 を 延 期す る よう
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お勧 め す る」 と の 危 険情 報 （ レベ ル 2） ( 7 )が出 さ れる に 至 っ た。  

こう し た 情勢 の な か 、北 京 に おけ る 大 学 の対 応 処 置は 国 家 の 指示 によ

り統 一 的 にな さ れ て いた の で はな か っ た 。大 学 ご とあ る い は 専攻 学 科ご

とに よ っ ても 異 な り 、休 校 措 置を と る 学 科も あ れ ば対 応 を 決 めか ね てい

る機 関 も あっ た 。 た だ、 語 学 取得 を 目 的 とす る 留 学生 が 在 籍 する 漢 語班

（中 国 語 語学 コ ー ス ）は 、暫 定 的 休校 措 置 がと ら れ たと こ ろ が 多か っ た。

また 、 5 月 に予 定 さ れて い た H S K（ 漢 語 水平 考 試 ）は 、 21 日 時点 で 延 期

が決 ま っ た 。こ の よ うな 状 況 下 、23 日 に 韓国 政 府 によ る 帰 国 勧告 が 発出

され た こ とも あ り 、 各大 学 留 学生 の う ち 韓国 人 の ほと ん ど が 素早 く 帰国

し、 遅 れ て、 日 本 人 留学 生 の 多く も 帰 国 準備 を は じめ て い っ た。  

私は こ の 段階 で 、 と にか く 状 況把 握 に つ とめ て い た。 感 染 ル ート や感

染リ ス ク 、感 染 し た 場合 の 症 状、 各 大 学 の対 応 や 日本 政 府 の 動向 、 そし

て中 国 政 府 や WH O によ る 情 報の 信 憑 性 につ い て 、で き る だ け客 観 的に

判 断 し よ う と し た 。 中 国 研 究 者 の 卵 と し て 、 SA R S を 通 し て 中 国 を 理 解

した い 、 誕生 し た ば かり の 胡 錦濤 政 権 が どう 反 応 する の か 現 地に い なが

ら体 験 し たい 、 と い った 使 命 感や 怖 い モ ノ見 た さ 、あ る い は 野次 馬 根性

とい っ た ほう が よ い かも し れ ない が 、そ うし た 気 持ち も た し かに あ っ た。

しか し 、 生命 の リ ス クを 冒 し てま で 執 着 する 必 要 はな い と 自 覚的 で はあ

った 。 そ して 、 帰 国 とい う 選 択肢 を 意 識 しな が ら 、い ざ と い うき の ため

の荷 物 の 整理 は お こ なっ た が 、得 ら れ る 情報 か ら は必 ず し も その 緊 急性

があ る と は考 え な か った 。  

 

２－４．問題動態期（ 4 月 28 日－ 5 月上旬）  

しか し 、2 0 日 の 感染 者修 正 発 表か ら 1 週 間が 経 ち 、公表 さ れ てい る 感

染者 数 だ けを み て も SA R S の 猛威 は 収 まる 気 配 をみ せ な か った 。 そ して

人々 の 不 安は 、 公 表 値以 上 に 感染 が 拡 大 して い る ので は な い かと い う懸

念を 伴 っ たも の で あ った 。  

こう し た 状況 の な か 、各 大 学 は SA R S 感 染防 止 を さら に 強 化 する 措置

をと っ た 。中 国 人 民 大学 で は 27 日 午後 から 、 清 華大 学 で も 4 月 26 日 夕
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刻の 予 告 後 、4 月 2 8 日月 曜 日 から 大 学 封 鎖が は じ まっ た 。学 内居 住 者の

外出 を 禁 止す る と 同 時に 、 外 部者 の 入 構 を厳 密 に 制限 す る こ とで 学 内の

安全 確 保 をは か っ た ので あ る 。さ ら に 、 学内 に お いて も 、 居 住す る 学生

宿舎 ご と に（ ○ 号 楼 に住 む 学 生は 、第 1 4 食 堂の み 利用 可 能 とい っ た 具合

に） 利 用 でき る 食 堂 を限 定 す る措 置 が と られ 、 学 生宿 舎 間 の 移動 も 制限

され た 。こ の措 置 は 、万一 、学 内関 係 者 から 感 染 疑い 者 が 生 じた と き に、

当該 学 生 が居 住 す る 宿舎 や 利 用し て い る 食堂 を た だち に 封 鎖 し、 接 触の

あっ た 関 係者 を 特 定 して 、 感 染拡 大 を 防 ぐ狙 い が あっ た 。  

各 大 学 に お け る 留 学 生 へ の 対 応 は 帰 国 を 勧 め る と い っ た よ う な こ と

はな く 、 基本 的 に 各 自の 判 断 に委 ね ら れ てい た 。 一方 、 帰 国 を希 望 する

学生 に 対 して は そ の 便宜 的 措 置が と ら れ てい た 。 各留 学 生 に おい て この

段 階 で は 、 SA R S 感 染 が ど の 程 度 広 が る の か 、 こ れ か ら ど う い う 状 況 が

起こ る の か、 予 測 が つき に く い状 態 で あ った が 、 この よ う な タイ ミ ング

で北 京 の 日本 大 使 館 から 出 さ れた の が、「 帰 国が 適 当 」との 帰国 の 勧 めで

ある 。 こ れは 、 北 京 在住 日 本 人の 全 体 向 けで は な く、 留 学 生 に特 化 して

出さ れ た 勧告 で あ っ た。  

外務 省 は 4 月 2 9 日 、従 来出 し てい た 危 険情 報 と は別 に 、北 京在 留 邦 人
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向け に 、「在 留 邦 人 で一 時 的 に北 京 市 を 離れ る こ とが 可 能 な 方は 、帰 国の

可能 性 を 含め 検 討 さ れる こ と をお す す め しま す 」 との 勧 告 を 発出 し た。

1989 年 の天 安 門 事 件以 来 の こと で あ る 。こう し た 状況 に 前 後し て 、帰国

を決 め る やい な や 即 座に 帰 国 する 留 学 生 、あ る い はリ タ ー ン ビザ の 手続

きを と っ てか ら の 者 など も 含 め、 5 月 上 旬ま で に 北京 在 住 日 本人 留 学生

の多 く が 相次 い で 帰 国し て い った 。 日 本 への 帰 国 者は 、 万 一 の感 染 拡大

を防 止 す るた め に 、 SA R S 潜 伏期 間の 10 日間 、自 宅待 機 す る よう に 厚生

労働 省 お よび 各 機 関 より 要 請 され た 。  

日本 人 留 学生 の 帰 国 ラッ シ ュ が一 段 落 し た 5 月 7 日夕 刻 、 清 華大 学で

は留 学 生 の利 用 食 堂 とし て 指 定さ れ て い た食 堂 の 厨房 ス タ ッ フに 感 染の

疑い が 生 じ、 翌 8 日 から 食 堂 が入 っ て い た建 物 全 体が 閉 鎖 さ れた 。  

また 、 北 京に 残 っ た 清華 大 学 の学 生 の う ち、 一 部 学生 は 大 学 敷地 外の

宿舎 に 居 住し て い た が、 キ ャ ンパ ス 封 鎖 のた め に 授業 に 出 席 でき な くな

って い た 。そ の た め 入構 希 望 者若 干 名 が 7 日 よ り 一定 期 間 の隔 離 措 置を

受け 、 留 学生 宿 舎 に 移っ て い った 。 こ の よう に 、 残っ た 留 学 生は 封 鎖さ

れた キ ャ ンパ ス の な かで 、 日 常生 活 上 の 制約 と と もに 生 活 し てい た 。  

この よ う に刻 々 と 状 況が 変 わ るな か 、 私 も当 然 に キャ ン パ ス 内に 閉じ

込め ら れ 、行 動 の 自 由が 奪 わ れた 。 そ し て状 況 判 断を し つ つ 、身 の 危険

を少 し で も感 じ た と きに は 、 直ち に 空 港 へ直 行 す る決 意 は 固 めた 。 同時

に、 こ の 状況 が 数 日 程度 で 解 除さ れ る と は思 え ず 、長 期 戦 に なる こ とを

悟ら ざ る を得 な か っ た。 い つ 平常 時 の 中 国に 戻 る のか 見 通 し は立 た ない

なか 、 自 分は 冷 静 な 判断 を し てい る の か 、留 ま る こと を 正 当 化し よ うと

して い る だけ な の か 、自 問 自 答す る こ と もあ っ た 。  

 

２－５．問題安定期（ 5 月中旬－下旬）  

5 月 も 中 旬に な る と 、新 た な 感染 者 数 が さほ ど 伸 びず 、 事 態 は安 定し

てき た 。 私は 、 得 ら れる 情 報 を全 面 的 に 信用 す る こと は で き ない と 、心

のど こ か で疑 い つ つ も、 大 学 封鎖 措 置 が とら れ て 以降 、 少 な くと も 大学

キャ ン パ ス内 で は 緊 張感 が 緩 和さ れ た と いう の が 肌で は 感 じ てい た 。こ
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の頃 に な ると 新 た に 帰国 す る 留学 生 は ほ とん ど お らず 、 残 留 組も 比 較的

に落 ち 着 きを 取 り 戻 しつ つ あ った 。 し か し 5 月 中 は 概ね 、 封 鎖体 制 が維

持さ れ た まま 時 間 が 流れ て い った 。  

こ の よ う に 北 京 の 感 染 状 況 が 落 ち 着 い た か に み え た 頃 、 日 本 で は

SA R S 感 染の 不 安と 動揺 が 広 がっ た 。 5 月 17 日、 18 日 か ら 3 日 にか け て

関西 方 面 を旅 行 し て いた 台 湾 人医 師 が S A R S に 感 染し て い た とい う ので

あっ た 。 報道 に 接 す る限 り は 、日 本 国 内 があ る 種 のパ ニ ッ ク に陥 っ てい

るよ う に もみ え た 。また 、他 地 域よ り 感 染伝 播 が 遅か っ た 台 湾で は 、5 月

下旬 を ピ ーク に 感 染 が拡 大 し てい た 。  

北京 は こ のま ま 沈 静 化に 向 か うの か 、 そ れと も 突 発的 に 感 染 が増 える

こと が あ るの か 私 に は判 断 で きな か っ た 。キ ャ ン パス 内 は 落 ち着 て いる

が、 キ ャ ンパ ス 外 の 状況 は 知 り得 な か っ た。 こ う した な か 、 感染 リ スク

のあ る 人 ごみ や 飛 行 機を 経 て 、日 本 に 帰 国す る こ との ほ う が 危険 で ある

よう に も 思わ れ た 。 封鎖 解 除 の気 配 を 感 じる こ と はな か っ た が、 帰 国リ

ミッ ト が 8 月に 迫 る なか 、 こ のま ま 中 国 にい れ ば 現地 調 査 が でき る 環境

に戻 っ た とき に す ぐ に行 動 に 移す こ と が でき る 。 これ が 、 私 が残 ろ うと

した ほ と んど 唯 一 の 積極 的 な 理由 で あ っ た。  

 

２－６．問題収束期（ 6 月－ 7 月）  

6 月 に 入 ると 、 各 大 学の 封 鎖 措置 も 漸 次 緩和 さ れ てい っ た 。 清華 大学

で は 6 月 1 日、 学 外 に帰 省 帰 宅し て い た 学生 の 入 校が 許 可 さ れる よ うに

なり 、 留 学生 の 隔 離 期間 も 短 くな っ た 。 学内 ス ー パー や 食 堂 の営 業 時間

も 通 常 通 りに 戻 っ て いっ た 。  

前後 して 6 月 10 日 、外 務 省 は北 京 在 留 邦人 に 発 した 「 帰 国 を促 す勧

告」（ 4 月 29 日）を 削除 し た。6 月 24 日 には 、WH O が 北京 への 渡 航 延期

勧告 を 解 除、 外 務 省 も北 京 の 危険 情 報 （ レベ ル 1）を 解 除 し た。 そ して

同日 、各大 学 の なか で最 も 厳 重な 封 鎖 体 制に あ っ た清 華 大 学（ 6 月 2 4 日 ）

と中 国 人 民大 学 も 2 ヶ月 に お よぶ 大 学 封 鎖を つ い に解 い た の であ っ た。

こう し て 、北 京 の 緊 張状 態 が 緩和 さ れ る につ れ 、 一時 帰 国 し てい た 日本
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人留 学 生 も戻 っ て く るよ う に なっ た 。  

 以 上 が 、私 自 身 を 含め た 主 に日 本 人 留 学生 を 取 り巻 く SA R S 問 題 の経

過で あ る が、 で は 、 質問 紙 調 査の 結 果 を みて い く こと に し よ う。  

 

３－１． SARS 質問紙調査の概要  

2002 年 10 月に お け る北 京 の 長期 滞 在 者 は 71 20 人（ 外 務 省 領事 部 移住

部政 策 課 ）で あ る 。 この 外 務 省統 計 は 、 在留 届 を 大使 館 に 提 出し て いる

滞 在 者 に 基 づ い て い る た め 必 ず し も 実 像 を 反 映 し て い な い が 、 SA R S 感

染拡 大 当 時、 北 京 に は少 な く とも 1 万 人 を超 え る 日本 人 が 生 活し て いた

と考 え ら れる 。そ の うち 、留 学 生 は以 下 のデ ー タ から も 2 00 0 人 ～ 30 00 人

前後 で あ ろう と 推 測 され て い る。  

 

 

北 京 の 各 大 学 に お け る 日 本 人 お よ び 韓 国 人 留 学 生 数  

（ 2003 年 3 月 現 在 ,  短 期 留 学 生 は 含 ま な い ）  

 日 本 人  

留 学 生 数  

韓 国 人  

留 学 生 数  

留 学 生  

総 数  

北 京 語 言 文 化 大 学 （ 海 淀 区 ）  500  5 6 0  2 1 0 0  

北 京 大 学 （ 海 淀 区 ）  320  3 4 0  9 2 0  

北 京 外 国 語 大 学 （ 海 淀 区 ）  300  3 1 0  7 2 0  

北 京 師 範 大 学 （ 海 淀 区 ）  199  3 9 4  8 4 8  

清 華 大 学 （ 海 淀 区 ）  104  2 6 0  6 4 6  

中 国 人 民 大 学 （ 海 淀 区 ）  84 4 6 0  7 1 8  

対 外 経 済 貿 易 大 学 （ 朝 陽 区 ）  80 8 5  3 1 0  

北 京 第 二 外 国 語 大 学 （ 朝 陽 区 ）  78 2 9 4  4 6 5  

北 京 理 工 大 学 （ 海 淀 区 ）  70 1 0 8  2 3 0  

北 京 広 播 学 院 （ 朝 陽 区 ）  70 4 5  1 2 0  

中 央 戯 劇 学 院 （ 東 城 区 ）  57 1 7  1 0 4  

首 都 経 済 貿 易 大 学 （ 朝 陽 区 ）  56 5 8  2 1 0  

そ の ほ か  347  1 0 9 3  2 4 2 3  

合 計  2 26 5  4 0 2 4  9 8 1 4  

出 典 ： 株 式 会 社  日 本 ア ジ ア 文 化 セ ン タ ー H P  

< h t t p : / / w w w. j a c c . c o . j p / a s i a / l o n g / l o n g _ c h i n a 3 _ i n d e x . h t m >  

 

３． SARS 質問紙調査の概要と結果  
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北京 で は、駐 在 員ら がオ フ

ィ ス ビ ル の 建 ち 並 ぶ 朝 陽 区

東 三 環 路 沿 い を 主 な 生 活 居

住圏 に し てい る の に 対し て 、

留 学 生 の 生 活 範 囲 は 大 学 機

関 が 集 積 す る 海 淀 区 に お け

る場 合 が 多い 。本調 査の 対 象

と し た 清 華 大 学 と 中 国 人 民

大 学 も ま さ に 海 淀 区 に 位 置

する 大 規 模大 学 で あ る。清 華

大 学 は 理 工 系 の 名 門 と し て

よく 知 ら れ、中 国人 民大 学 は

社 会 科 学 分 野 で 評 価 の 高 い

大学 で あ る両 大 学 は 、日 本 人

留 学 生 の サ イ ズ も 上 表 の 通

り同 規 模 であ り 、 SA R S 拡大

状況 下 に おい て は、大学 封 鎖

が 最 も 徹 底 さ れ て い た 点 で

も共 通 し た 特 徴 を も つ。  

両大 学 を 調査 対 象 と した 理 由 は、 危 機 的 状況 下 に おい て 調 査 実施 が可

能か ど う かに よ る 恣 意的 な も ので あ る 。 清華 大 学 は調 査 者 （ 筆者 ） 自身

が当 時 在 籍し て お り 、調 査 票 の配 布 お よ び回 収 が 可能 で あ る と予 測 でき

た。 ま た 、他 に 一 定 程度 の 日 本人 留 学 生 数が あ り 、調 査 協 力 を依 頼 でき

そう な 在 籍者 が い る かど う か の点 か ら 、 中国 人 民 大学 を 選 定 した 。 同じ

く日 本 人 留学 生 の 多 い北 京 大 学も 調 査 対 象と し て 検討 し た が 、同 大 学で

は調 査 計 画時 点 で す でに 学 内 に感 染 者 が 発生 し て いる 状 況 に あり 、 留学

生の 動 揺 が大 き よ う に感 じ ら れた 。 ま た 、帰 国 準 備に 入 っ て いる 学 生が

多い と 予 想さ れ 、 調 査実 施 が 困難 で あ る と判 断 し た。  

他の 大 学 につ い て も 上記 の 観 点か ら 調 査 実施 可 能 性が 低 く 、 最終 的に

は清 華 大 学お よ び 中 国人 民 大 学の 二 大 学 に絞 る こ とに し た 。 した が って

第 1 回 調 査 （ 2 0 0 3 年 4 月 2 3 日 － 2 5 日 実 施 ）  

 男 性  女 性  計  

清 華 大 学  3 2  2 1  5 3  

中 国 人 民 大 学  1 0  1 3  2 3  

計  4 2  3 4  7 6  

 

第 2 回 調 査 （ 2 0 0 3 年 5 月 4 日 － 5 日 実 施 ）  

 男 性  女 性  計  

清 華 大 学  1 3  8  2 1  

中 国 人 民 大 学  5  3  8  

計  1 8  1 1  2 9  

 

清 華 大 学 に お け る 日 本 人 留 学 生 の 帰 国 者 推 移

（ 清 華 大 学 日 本 人 会 調 べ （ 8 ））  

 4/2 4  4 / 3 0  5 / 8  5 / 1 6  

帰 国 者  
35 

4 1  7 3  9 3  

帰 国 予 定 者  45 2 2  2  

確 認 さ れ た 日 本

人 留 学 生 総 数  
--- 1 1 7  1 1 7  1 1 8  

帰 国 者 の 割 合

（ ％ ）  
--- 3 5 . 0  6 2 . 4  7 8 . 8  
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以下 に 記 述す る 本 調 査の 結 果 は必 ず し も 、北 京 に 留学 す る 日 本人 留 学生

全体 を 説 明す る も の では な い とこ と を あ らか じ め 確認 し て お きた い 。特

に、 清 華 大学 に お い て 2003 年 4 月 入 学 生の ほ と んど は 、 学 外住 宅 施設

（キ ャ ン パス に 隣 接 して は い るが ） で 生 活し て い たた め に 、 本調 査 対象

には 含 ま れて い な い こと に も 留意 さ れ た い。  

こう し て 、清 華大 学 およ び 中 国人 民 大 学 の日 本 人 留学 生 を 対 象に 、2 回

にわ た っ て簡 易 質 問 紙調 査 を 留置 法 に よ り実 施 し た。4 月 22 日に 3 -4 名

を対 象 と した プ リ テ スト を 行 った 後 、第 1 回 調査 は 4 月 23 日夜 か ら 4 月

25 日 午 後の あ い だ に配 布 回 収し 、第 2 回調 査 は 、第 1 回 調 査と 同 一 の対

象者 に 対 して 、 5 月 4 日 午前 から 5 日 午 後に か け て行 わ れ た 。  

第 1 回 と第 2 回 の 調 査時 点 で は、 留 学 生 をめ ぐ る 外的 環 境 が 大き く異

なる 。 そ れは 端 的 に いえ ば 、第 1 回 調 査 時は 事 態 が急 変 し て いた 時 期で

あっ た の 対し て 、 第 2 回 調 査時 は 予 断 を許 さ な い状 況 に は 続い て い たも  

のの 、問題 が 一 段 落 する 過 程 にあ っ た こ とで あ る。第 1 回調 査時 点 で は、

両大 学 に おい て 学 外 者の 入 構 チェ ッ ク は 行っ て い たも の の 学 内封 鎖 は実

施さ れ て いな か っ た 。  

しか し 、第 2 回 調 査 時点 で は 、両 大 学 は 学内 封 鎖 が完 全 実 施 され てお

り、 学 内 の留 学 生 宿 舎に 居 住 する 留 学 生 は原 則 と して 帰 国 手 続き お よび

帰国 以 外 は学 外 に 出 るこ と が でき な く な って い た ので あ る （ 同時 に 学外

居住 者 は 学内 に 入 る こと が で きな く な っ たた め 、 授業 を 受 け るた め に一

週間 の 隔 離措 置 を 受 ける 留 学 生も い た）。  

 こ う し た状 況 下 、 調査 票 の 配布 ・ 回 収 にあ た っ ては 、 筆 者 のほ か 日本

人留 学 生 数 名 の 協 力 を得 て 、 知り う る 限 りの 日 本 人留 学 生 の 各部 屋 を訪

問し た 。 調査 の 趣 旨 を説 明 す ると と も に 調査 票 を 配布 し 、 ほ かの 部 屋を

回り な が ら数 十 分 か ら数 時 間 後、 あ る い は翌 日 に 再度 回 収 に まわ っ た

（学 外 居 住者 の 一 部 には 、 イ ンタ ー ネ ッ トに よ る 配布 ・ 回 収 を行 っ

た）。 こう し て第 1 回調 査 は 76 人 、第 2 回 調査 は 29 人 か らの 調 査 票が

回収 さ れ た。 調 査 票 を渡 し て 回収 で き な かっ た ケ ース は 若 干 数で あ るか

ら、 厳 密 に算 出 し た わけ で は ない が 、 回 収率 は 9 0％ 以 上 で ある と 考 え

てよ い 。第 2 回 調 査 のサ ン プ ルが 少 な い のは 、 第 1 回 調 査 か ら第 2 回調
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査実 施 ま での 約 10 日の あ い だに 、 帰 国 した 留 学 生が 多 か っ たこ と に よ

る。 な お 、夏 休 み や 春休 み に 数週 間 か ら 数ヶ 月 の あい だ 中 国 語を 学 習す

るケ ー ス は短 期 留 学 と呼 ば れ るこ と も あ るが 、 SA R S 感 染拡 大時 は こ れ

らの 短 期 留学 生 は お らず 、 本 調査 対 象 に も含 ま れ てい な い 。  

 
 

3-2   SARS 調査結果の概要  

1）  調 査 対象 者 の 属 性  

清華 大 学 53 名、中 国 人民 大 学 23 名 をあ わせ た 第 1 回 調 査 対 象者 76 名

の属 性 と して 、私費 留学（ 7 2 .0％ ）に よ る漢 語 進 修生（ 4 9 .3％）が それ ぞ

れ最 多 で ある 。性 別 は 、男性（ 55 .3％）、女 性（ 44 .7％ ）で ある 。年 齢 層

は最 多 が 22 歳 以下 （ 51 .3％ ） であ り 、 平均 年 齢は 24 .3 歳 であ っ た 。  

また 、 居 住環 境 は 、 留学 生 2 人部 屋 （ 56 .2％） が 最 も多 い 。 なお 滞 在

歴は 分 散 して お り 、 1 ヶ 月 以 上 3 カ 月 未 満（ 23 .7％）、 6 カ 月 以 上 1 年 未

満 （ 25 .0％）、 1 年 以 上 2 年 未 満 （ 22 .4％ ）、 2 年 以 上 （ 21 .1％ ）と い う 結

果で あ っ た。  

 

2） SA R S に つい て の 認識  

SA R S が 不 安 か ど

うか の 質 問（ 問 1 3）

につ い て、「 と て も不

安で あ る」と「 少 し不

安 で あ る 」 と の 回 答

者を あ わ せる と 、第 1

回 79 .7％（ 59 人 ）と

第 2 回 7 2 .4％（ 21 人 ）は そ の 割合 に お い て大 差 な い。し か し 、こ の う ち、

「と て も 不安 で あ る 」だ け を みて い く と 、第 1 回 32 .4％（ 2 4 人）、 第 2

回 は 17 . 2％（ 5 人 ）と 割合 が 減 少し て い る 。一 方 で、「 あま り 不 安で な い 」

との 回 答 割合 は 、第 1 回 16 .2％（ 12 人 ）より 第 2 回 20 .7％（ 6 人）の ほ

うが 増 加 して い る 。  

17.2%

31.6%

55.2%

46.5%

20.7%

15.8%

6.9%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

第2回

第1回

問13 SARS感染の不安

とても不安である 少し不安である

あまり不安でない 不安でない
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問 14 SA R S 感 染 に 関 す る 不 安 （ 複 数 回 答 , ％ ）  

  第 1 回  第 2 回  

1)す で に 自 分 が 感 染 し て お り 、 間 も な く 発 症 す る 可 能 性 。  7.0  1 4 . 8   

2 )今 は 大 丈 夫 だ が 、 今 後 、 自 分 が 感 染 す る 可 能 性 。  67.6   6 6 . 7   

3 )自 分 が 感 染 す る と 思 わ な い が 、 今 後 、 日 常 生 活 に さ ま ざ ま な 制

約 が 生 じ る 可 能 性 。  
43.7   3 7 . 0   

4 )自 分 が 感 染 す る と 思 わ な い が 、 留 学 目 的 の 達 成 へ 支 障 が 生 じ る

可 能 性 。  
38.0   3 3 . 3   

5 )  自 分 が 感 染 す る と 思 わ な い が 、今 後 、帰 国 で き な く な る 可 能 性 。 22.5   2 2 . 2   

6 )感 染 し た 際 の 、 死 の 可 能 性 。  26.8   7 . 4   

7 )感 染 し た 際 の 、 中 国 で 適 切 な 治 療 が 受 け ら れ な い 可 能 性 。  49.3   5 9 . 3   

8 )感 染 し た 際 の 、 治 療 ・ 入 院 な ど の 費 用 。  28.2   3 7 . 0   

9 )感 染 し た 際 の 、 留 学 目 的 の 達 成 へ 支 障 が 生 じ る 可 能 性 。  31.0   4 4 . 4   

1 0 )感 染 し た 際 の 、 帰 国 で き な く な る 可 能 性 。  28.2   4 0 . 7   

1 1 )感 染 し た 際 の 、 偏 見 や 差 別 を 受 け る 可 能 性 。  14.1   2 2 . 2   

1 2 )感 染 し た 際 、自 分 が 新 た な 感 染 源 と な っ て 他 人 に 迷 惑 を か け る

可 能 性 。  
56.3   7 0 . 4   

1 3 )感 染 し た 際 、 日 本 の 家 族 ・ 友 人 等 へ 心 配 を か け る こ と 。  53.5   5 9 . 3   

1 4 )自 分 で も よ く わ か ら な い が 、 と に か く 不 安 。  15.5   3 . 7   

1 5 )そ の ほ か  0 7. 4  

 

不安 の 内 容に つ い て（問 14）、自 己の 感 染に 関 係 する の か（ 選択 肢 1、

2、 6－ 13）、 あ るい は感 染 と は無 関 係 の もの か （ 選択 肢 3－ 5） を 区別 す

るた め に 、例え ば「 留学 目 的 達成 の 支 障 」であ っ て も、「 感 染に よ る 留学

目的 達 成 の支 障 」 と 「感 染 は しな い が 留 学目 的 達 成の 支 障 」 の二 種 類の

選択 肢 を 用意 し た 。 その 結 果 は上 表 の 通 りで あ る 。  

第 1 回調 査 で 不安 の内 容 と して 最 も 多 く挙 げ ら れた の が、「今 は 大 丈

夫だ が 、今 後、自 分 が感 染 す る可 能 性」67 . 6％（ 48 人）で あ った 。以下 、

「 感 染 に より 他 人 へ の感 染 拡 大」 56 . 3％（ 40 人）、「感 染 に より 日 本の

家族・友 人 等 へ かけ る心 配 」 5 3 .5ｎ ％（ 38 人 ）と 続 く など 、全体 的 傾 向

とし て は SA R S に 感 染し な い と断 言 で き るほ ど 楽 観し て い な いこ と がう

かが え る 。ただ し 、S A R S に感 染 した と し ても 、生 命 の危 機 に 晒さ れ る ほ

どの 危 険 とは 感 じ て おら ず 、 日本 に い る 家族 や 友 人に か け る 心配 、 そし

て自 分 と 接触 の あ っ た友 人 ら が隔 離 措 置 を受 け る こと に よ っ て迷 惑 をか

ける と い うこ と を 危 惧し て い る割 合 が 高 いこ と が 示唆 さ れ る 。こ の 傾向

は、 第 1 回よ り 第 2 回で よ り 強く な っ て いる 。  
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3）   SA R S につ い て の情 報 入 手手 段  

問 18 は、 SA R S 情 報の 入 手 手段 に つ い てや や 細 かく 項 目 設 定し た 、 複

数選 択 式 の設 問 で あ る 。SA R S 情 報 の 入 手手 段 と して「 友 人・知人 等 との
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％ 問19  SARS情報の手段別入手・交換相手（1回目）

メール 電話 直接
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そのほか

問18 SARS情報の入手手段（第1回，複数選択）

は 、特 に 頻 度 が 多 い 選 択 肢（ 3 つ ま で ） 
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情報 交 換」を 選 択し た回 答 者 は全 体 の 9 4 .7％（ 72 人）にの ぼり 、その う

ち 、特 に 頻 度が 高 い と記 し た 回答 者 分 が 25 .0 %（ 19 人 ）含 まれ る 。同 様

に、「 日本 語 の イン ター ネ ッ トサ イ ト 情 報」 も 9 2 .0％ （ 70 人） と 高 い選

択率 を 示 して い る が 、こ の ２ つが 突 出 し てい る 。 とり わ け 、 この 「 日本

語の イ ン ター ネ ッ ト 情報 」は、うち 特 に 頻 度が 高 い との 回 答 者 分が 44 .7％

（ 34 人 ）にも 達 し て おり 、日 本 人留 学 生 の最 大 の 情報 源 に な って い ると

い え る だ ろう 。  

問 19 は 、「 メ デ ィア 情報 以 外 には 誰 か ら どの よ う な手 段で S A R S 情報

を得 た り 、交 換 し て いる の か 」と の 設 問 であ り 、 友人 ・ 知 人 等と の 情報

交換 に つ いて 細 か く 把握 す る ため に 設 定 した 。手 段 別 にみ て いく と 、「直

接会 っ て 」は「 電 話（携 帯 含）」、「メ ー ル」と 比 して 平 均 選 択数 が 最 も多

いが 、な かで も 、「 大学 内 の 日本 人 」 8 6 . 5％（ 6 4[ 40 ]人）が 一 番多 く 、「 大

学内 の 韓 国人 」 59 . 5％（ 44 [9 ]人 ）も 多 い 。「 メ ール 」 お よび 「電 話 （ 携  

帯含 ）」では 、い ず れ も「 日本 に いる 家 族・友 人・知 人 」が ト ップ で あ る。

これ ら は 数年 前 の 留 学状 況 と 比べ て 、 日 本お よ び 中国 に お け るイ ン ター

ネッ ト 利 用の 普 及 、 安価 な 国 際電 話 料 金 によ る と ころ が 大 き いと い えよ

う。 ま た 、メ ー ル で 「大 学 内 の日 本 人 会 」が 多 い のは 、 特 に 清華 大 学の

日本 人 会 役員 に よ っ て毎 日 の よう に メ ー ル配 信 が なさ れ て い た影 響 が多

いと 思 わ れる 。 一 方 、留 学 先 大学 機 関 か らは 一 部 の留 学 生 が メー ル 受信

して い た が、 留 学 生 を管 轄 す る留 学 生 弁 公室 に は 清華 大 学 ・ 中国 人 民大

学と も メ ール 連 絡 の 体制 は 構 築さ れ て お らず 、 も っぱ ら 掲 示 板で の 通知

が主 な 連 絡手 段 と な って い た 。  

次い で 、 多種 多 様 な SA R S 情報 の な か から 、 日 本人 留 学 生 はど の よう

な種 類 の 情報 を 知 っ てい る の か（ 人 づ て に聞 い た もの も 含 む ）に つ いて

聞い た の が問 22 で ある 。 こ の設 問 は 、 第 1 回と 第 2 回 で 異な る 項 目を

設け た 。 これ に よ れ ば、 時 系 列的 に 調 査 時点 と 近 い項 目 に つ いて よ り認

知度 が 高 いわ け で は なく 、 情 報の 種 類 に よっ て 認 知度 は 異 な ると い う結

果に な っ た 。病原 体 が特 定 さ れる よ う な 香港 の ニ ュー ス は 、問 23 では 知

りた い 情 報の 種 類 の トッ プ に あが っ て い るの に か かわ ら ず 、 北京 に おけ

る感 染 状 況に つ い て のニ ュ ー ス（ 4 月 6 日お よ び 4 月 9 日） と比 較 し た
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場合 に 、 認知 度 が 低 かっ た 。 また 北 京 大 学図 書 館 で の 感 染 状 況は 、 マス

メデ ィ ア に取 り 上 げ られ な か った ニ ュ ー スで あ る が、 地 理 的 に近 い 場所

での 出 来 事で あ っ て も認 知 度 が低 か っ た 。  

 

問 22 SA R S に つ い て 知 っ て い る ニ ュ ー ス （ ％ ）  

第 1 回  

① 北 京 出 張 中 の ILO（ 国 際 労 働 機 関 ） 局 長 が 死 亡  （ 4/6）       5 6 . 6   

② 北 京 ･中 関 村 の 日 系 企 業 で 中 国 人 従 業 員 の 感 染 が 判 明 （ 4/9）      6 7 . 1   

③ 香 港 政 府 、 民 間 団 地 の SARS 集 団 感 染 は 、 浴 室 配 水 管 の 水 蒸 気 が 原 因 の

可 能 性 が 高 い と 発 表 （ 4/17）      
5 0 . 0   

④ 北 京 大 学 図 書 館 の 図 書 館 員 に 感 染 の 疑 い が 生 じ 、図 書 館 利 用 が 停 止 さ れ

る （ 4/18）  
34. 2   

⑤ 中 国 政 府 衛 生 部 、従 来 の 発 表 を 大 幅 に 上 回 り 、北 京 で の 感 染 者 数 339 人 、

死 者 数 18 人 と 発 表  （ 4/20）  
96. 1   

第 2 回  

⑥ 在 中 国 日 本 大 使 館 、北 京 の 日 本 人 留 学 生 に 対 し て「 帰 国 が 適 当 」と 帰 国

の 勧 め を 出 す （ 4/28）         
9 6 . 6   

⑦ 外 務 省 、北 京 在 住 日 本 人 に 対 し て 、帰 国 の 検 討 を 促 す 勧 告 を 出 す（ 4/29） 82. 8   

⑧ 北 京 の SARS 患 者 、 広 東 省 を 初 め て 上 回 り 1440 人 に な る （ 4/30）  86. 2   

⑨ 北 京 市 昌 平 区 小 湯 山 に 建 設 さ れ た 大 型 隔 離 施 設 に 、 SARS 患 者 の 移 送 は

じ ま る （ 5/1）  
75. 9   

⑩ 厚 生 労 働 省 、 中 国 全 土 か ら の 帰 国 者 に 対 し て 、 帰 国 後 10 日 間 他 人 と の

接 触 を 控 え 、 外 出 時 に マ ス ク 着 用 す る 要 請 を は じ め る （ 5/1）      
8 2 . 8   

 

とこ ろ が 、第 2 回 調 査時 に は この よ う な バラ ツ キ は少 な か っ た。 この

5 つ のニ ュ ース の な かで は 、⑨ とい っ た 留学 生 と は直 接 関 係 のな い SA R S

情報 に つ いて は 認 知 度が や や 低か っ た が 、し か し第 1 調 査 時 の各 ニ ュー

スの 認 知 度と 比 べ る と決 し て 低い 数 値 で はな い 。 この 理 由 と して 、 帰国

者層 と 残 留者 層 と の あい だ に そも そ も 情 報収 集 の 範囲 に 差 異 があ っ たこ

とが 考 え られ る 。 一 方で 、 第 1 回調 査 時 には 危 険 認知 が 高 ま る過 程 であ

った の に 対し 、 第 2 回調 査 時 には 危 険 状 況が 継 続 して い た と いう 状 況要

因が 影 響 して い る の かも し れ ない 。  

 

4）  今 後 の対 応 と 対 策  

「 い ま 現 在 、 SA R S が 原 因 に よ る 帰 国 を 検 討 さ れ て い ま す か 」 と い う

設問 （ 問 2 4） に つ いて 、 第 1 回 調査 時 点で は 帰 国決 定 3 2 . 9％（ 25 人 ,選

択 肢 4・ 5）、検 討中 15 . 8％（ 12 人 ,選 択 肢 3）、残留 50 .0％（ 38 人 ,選 択 肢

1・ 2） と 、態 度 決 定 はさ ま ざ まで あ っ た 。こ れ ら を分 け る 要 因の 検 討と
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して 、 問 25 で は 、 帰国 に

つい て「 まっ た く 検 討し て

いな い 」とす る 回 答 者を 除

い た 6 6 人に 聞 い た 。そ の

結果 、66 人 の う ち「 危険 性

が高 い と 自分 で 判 断 」と 答

えた の が 37 .9％ （ 2 5 人）、

以下 同 様 に「 授 業 が ない の

なら 、滞 在す る 意 味 がな い

から 」1 6 . 7％（ 11 人）、「 日

本の 家 族・友 人・知 人が 心

配 し て い る か ら 」 1 6 .7 ％

（ 11 人 ） と の 理 由 が 多 か

った 。  

第 2 回 調 査時 点 で は 、帰

国決 定 75 . 9％（ 22 人 ,選 択肢 4・ 5）、 検 討 中 10 .4％ （ 3 人 ,選 択 肢 3）、 残

留 3 4 .9％ （ 1 0 人 ,選 択 肢 1・ 2）で あ っ た。 そ の 判断 基 準 と して 「 危 険性

が高 い と 自分 で 判 断 」が ト ッ プで あ る の は第 1 回 調 査時 点 と かわ ら ない

が 、 2 番 目に く る の は新 た に 選択 肢 が 設 けら れ た 「外 務 省 ・ 在中 国 日本

大使 館 が 帰国 を 勧 め てい る か ら」19 . 2％（ 5 人 ）であ っ た。また 、第 1 回

では 比 較 的回 答 率 の 高か っ た 「授 業 が な いの な ら 、滞 在 す る 意味 が ない

から 」、「 日本 の 家 族 ・友 人 ・ 知人 が 心 配 して い る から 」 は 、 第 2 回 では

上位 に あ がら な か っ た。  

帰 国 決 定 者 が ど の く ら い の 期 間 で 北 京 に 戻 る 予 定 な の か に つ い た 問

26 で は 、第 1 回 調 査時 の 該 当者 2 5 名 のう ち 、「 2 週 間 以 内」 お よ び「 ま

った く 状 況次 第 」 の 各 5 人 （ 2 5 . 0％ ） が トッ プ で 、状 況 次 第 であ る がな

るべ く 早 く戻 っ て き たい と 考 えて い る 留 学生 が 多 いこ と が 示 唆さ れ る。

一方 で 「 3－ 6 ヶ 月 以内 」 4 人 （ 20 .0％ ）と 、 長 期的 に 考 え てい る 留 学生

もい る 。第 2 回 調 査 時で は 、 該当 者 16 名の う ち 「ま っ た く 状況 次 第 」 7

人 （ 43 .8％ ）が ト ッ プで 、「 1 ヶ 月 以上 2 ヶ 月以 内 」 3 人、「 3－ 6 ヶ 月以  
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問24 帰国の検討

そのほか

すでに近日中の帰国日が決まっている

帰国を決め、各種手続き・手配の準備をはじめている

いま現在、かなり迷っている

今後の状況次第だが、帰国の可能性は低い

まったく検討していない
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内 」 3 人 （ 1 8 . 8％ ） が続 く が、「 2 週 間 以内 」 と 答え た 留 学 生は い な かっ

た。 第 2 回 調査 時 に おい て は 外務 省 の 退 避勧 告 が 出さ れ て い る情 勢 下、

2 週 間以 内 に戻 っ て くる の は 現実 的 で な いと 考 え られ た と の だろ う 。  

問 28 では 、日本 人 留学 生 自 身が 、 SA R S に関 連 す る情 報 ア クセ ス 状 況

およ び 対 応行 動 に つ いて ど の よう に 考 え てい る の かを 、 中 国 人学 生 や韓

国人 留 学 生と の 比 較 で間 隔 尺 度に よ り 質 問し た 。 集計 結 果 に よれ ば 、情

報ア ク セ ス状 況 に つ いて は 、中 国人 学 生 との 比 較 で平 均 ス コ ア 2 . 19、韓

国国 人 留 学生 と の 比 較で 平 均 スコ ア 2 .6 9 と、中 国人 学 生 と の差 異 が 大き

いと 認 識 され て い た 。  
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そのほか

外務省・在中国日本大使館が帰国を勧めているから

日本の所属先機関が、帰国を勧めているから

日本の家族・友人・知人が心配しているから

周りの友人・知人が帰国を勧めるから

大学・留学生弁公室等が帰国を勧めているから

日常生活が制約されるのは不便だから

授業がないのなら、滞在する意味がないから

危険性が高いと自分で判断

問25 帰国検討/決定の理由 第1回 第2回
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問26  帰国決定・予定者における北京復帰予定
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6ヶ月以上してから

まったく状況次第

今回が完全帰国なので、もう戻っ

てこない
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次に 、対 応行 動 に つ いて は 、中国 人 学 生 との 比 較 で平 均 2 .08、韓国 人

留学 生 と の比 較 で 平 均 1 . 87 と い う 結果 であ っ た 。すな わ ち 、日 本人 留 学

生は 、 情 報ア ク セ ス 状 況 で は 近い と 考 え る韓 国 人 留学 生 の ほ うが 、 対応

行動 に お いて は 中 国 人学 生 よ りも 違 い が 大き い と 認識 し て い るこ と がは

っき り し た。  

 

４－１． SARS のリスク特性と留学生の基本的性格  

さて 以 下 では 、 帰 国 判断 に お ける 規 定 要 因に つ い て検 討 す る が、 その

前に 、リ ス ク問 題 と して の SA R S は一 体 いか な る 特性 を も っ てい た の か、

まず 確 認 して お こ う 。  

すで に 述 べた 通 り 、 留学 生 の みな ら ず 北 京の 人 々 が SA R S の 深刻 さに

直面 し た のは 、4 月 20 日 の 中国 政 府 衛 生部 の 発 表に よ る 。留学 生 は 4 月

20 日 前後 の 一 定期 間、 S A R S を 話 題と した 冗 談 をい い あ っ てい る こ とが

多か っ た 。し か し 、 冗談 が 多 かっ た と い って も 、 緊張 感 に 欠 ける 悪 ふざ

けば か り だっ た わ け では な い 。冗 談 や 笑 いの 延 長 線上 に ウ ワ サ話 が 混じ

り、 ま た 同時 に 、 忍 び寄 る 不 安を 感 じ て もい た の であ る 。 自 由回 答 欄に

みら れ た「 段々 、SA R S をネ タ に した 笑 いが 困 難 にな っ て き まし た 」と い

う記 述 は 、ま さ に ゆ っく り や って 来 た S A R S の 特 性を 示 し た もの で ある

４．帰国判断における規定要因  
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問28 情報アクセスおよび対応行動についての中国人・韓国
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かなり違う 少し違う どちらともいえない あまり違わない 違わない
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とも い え る。  

この よ う に緩 や か に やっ て 来た SA R S だ った が 、20 日 の報 道 は衝 撃 的

だっ た 。そ して そ れ 以降 、感 染 状況 に つ いて の 予 測は 可 変 的 であ り 、刻 々

と現 状 認 識と 対 処 行 動の 判 断 に差 し 迫 ら れる こ と にな っ た 。 しか し それ

でも な お 、それ で も 地震 や 津 波な ど の よ うな ケ ー スと 比 べ れ ば 、SA R S は

段階 的 に やっ て き た リス ク で ある と い え る。 2 1 日 以 後 の報 道状 況 で は、

感染 症 源 とし て コ ロ ナウ ィ ル ス、 感 染 経 路と し て 飛沫 感 染 、 症状 と して

発熱 に 咳 であ る と い うこ と の ほか に 、 致 死率 に つ いて も （ す べて の 留学

生が こ れ らを 把 握 し てい た か どう か は と もか く ） 比較 的 早 い 段階 で 明ら

かに な っ た。 も ち ろ ん、 北 京 在住 者 に と って 十 分 不安 な 状 況 では あ った

が、 そ れ でも 、 リ ス クは 突 発 的に 訪 れ た ので は な く、 一 定 程 度 の 時 間的

経 過 と と も に 到 来 し た の で 、 判 断 猶 予 の 時 間 が あ っ た 。 こ う し た SA R S

のリ ス ク 特性 を ま ず は確 認 し てお き た い 。  

次に 、 留 学生 の 基 本 的性 格 を 取り 上 げ た い。 留 学 生と い う 存 在は 、突

発的 出 来 事に よ っ て 、一 時 帰 国を 余 儀 な くさ れ る よう な 状 況 に遭 遇 する

と、な んと か し てそ れを 回 避 しよ う と す る傾 向 を 持っ て い る 。な ぜ なら 、

各留 学 生 は、 留 学 に 至る ま で の過 程 に お いて そ れ 相応 の コ ス トを 払 って

いる た め に、 留 学 期 間の 中 断 とい う 事 態 は、 基 本 的に コ ス ト 損失 を 意味

する か ら であ る 。総 じて い え ば、「 残ら なけ れ ば なら な い 理 由 」と は 、明

確な 客 観 的理 由 の ほ かに 、 留 学生 が し が みつ い て いた
． ． ．． ． ． ．．

何 か が あり 、 それ

は、「留 学 に費 や し て いる コ ス ト損 失 の 回 避」と いう こ と もで きる だ ろ う。

留学 と は 、そ れ ぞ れ の人 生 設 計上 の 重 要 イベ ン ト であ る こ と が多 く 、そ

れに い た るま で に は 多大 な コ スト を か け てい る 。 した が っ て 留学 生 は、

意識 的 に か無 意 識 的 にか 、目 前 の リス ク を過 小 評 価す る 一 方 で、「 残 らな

けれ ば な らな い 理 由 」を 正 当 化し 、 最 大 化す る 傾 向を も っ て いた と いっ

てよ い 。 では 次 に 、 その 「 残 らな け れ ば なら な い 理由 」 に つ いて 在 籍身

分ご と に みて み よ う 。  
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４－２．在籍身分ごとの規定要因  

日 本 人 留 学 生 が 帰

国 か 否 か の 判 断 を す

る場 合 、SA R S の 危 険

度 だ け が 問 題 な の で

はな い 。む しろ 、SA R S

そ の も の と い う よ り

は 、中 国 社 会が 、大 学お よ び 留学 生 弁 公 室が 、SA R S に 対 し てど の よ うな

対応 を と るの か （ 留 学生 生 活 を制 約 す る のか ） の ほう が 重 要 であ っ た。

以下 で は 、そ れ ぞ れ 立場 の 異 なる 留 学 生 の在 籍 身 分ご と に 、 帰国 判 断す

る際 の 規 定要 因 を 検 討し て お こう 。 そ し てそ の 前 提と し て 、 留学 生 の一

部に は 、派 遣 元 企業 や所 属 大 学の 判 断 に より 帰 国 の強 制 力 が 働く も の の、

多く の 留 学生 は 基 本 的に 自 分 自身 で 帰 国 か残 留 か の判 断 を 決 める 状 況に

あっ た こ とは 再 度 確 認し て お きた い 。  

 

４－３．在籍身分に還元できない要因 ――外部者からの説得・諫言受け入

れなど  

以上 、 在 籍身 分 に 規 定す る 要 因を み て き た。 で は 、留 学 生 は みな 、以

上の よ う な「 残 ら な けれ ば な らな い 理 由 」を 正 当 化、 最 大 化 させ る と同

時に 、 リ スク を 過 小 評価 し て いき 、 最 終 的に は 残 留し て い っ たの だ ろう

か。 事 実 は、 そ う で なか っ た 。そ こ で 重 要な 役 割 を担 っ た の が、 日 本に

いる 家 族 、所 属 機 関 とい っ た 第三 者 で あ る。 つ ま り、 こ れ ら 第三 者 が留

学生 自 身 の帰 国 判 断 に影 響 を 与え る こ と で、 多 く の留 学 生 が 帰国 し てい

った の で ある 。  

ここ で 重 視し た い の が、 留 学 生本 人 と 日 本に い る 家族 や 所 属 機関 との

あい だ で は、 必 ず し も危 機 意 識が 一 致 し てい な い とい う 点 で ある 。 むし

ろ、 両 者 のあ い だ に はリ ス ク 認識 の 点 で ギャ ッ プ が大 き か っ た。 日 本に

いる 家 族 は、 マ ス メ ディ ア で 報じ ら れ る 内容 に よ っ て SA R S に対 す るイ

メー ジ を 基本 的 に 形 成す る 。 一方 、 北 京 にい る 留 学生 は 、 現 地の 生 活環

在 籍 身 分  帰 国 判 断 の 焦 点  

漢 語 進 修 生  

普 通 進 修 生  

H S K 受 験 、 授 業 料 ・ 寮 費 返 還 、 問 題

終 息 後 の 部 屋 確 保 、 本 科 入 学 試 験  

本 科 生・研 究 生  試 験 お よ び 単 位 認 定  

高 級 進 修 生  研 究 計 画 の 遂 行  
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境の な か で SA R S を 経験 し て いる が 、 こ うし た 経 験は し ば し ば日 本 にい

る家 族 と は共 有 さ れ ない の で ある 。 こ の こと は 外 務省 が 発 出 する 退 避勧

告等 で も 同じ 傾 向 が みら れ た 。私 が 知 る 限り で は 、北 京 在 住 留学 生 のな

かに は 、 外務 省 が 発 出す る 退 避勧 告 等 は 、状 況 後 追い 的 で あ ると 考 える

人が 少 な くな か っ た 。し か し 日本 に い る 家族 に と って 、 退 避 勧告 の 発令

は北 京 の 危険 度 が 一 段と 高 ま った 、 あ る いは 確 定 的に な っ た こと を 意味

する も の であ り 、 家 族の リ ス ク認 識 を 媒 介し て 、 留学 生 の 避 難行 動 に影

響を も っ たの で は な いか と 考 えら れ る 。 本調 査 の 設問 25 で は一 定 程 度、

そう し た 仮説 が 成 り 立ち う る こと を 示 し てい る が 、こ の デ ー タか ら だけ

では 十 分 に裏 付 け ら れて い る とは い え な い結 果 で もあ っ た 。  

在籍 身 分 に還 元 さ れ ず、 ま た 家族 や 所 属 機関 と い った 第 三 者 を媒 介と

する 帰 国 判断 以 外 に も、 関 係 する と 思 わ れる 要 因 につ い て 言 及し て おこ

う 。そ れ は、「 この あ と中 国 が どう な っ て いく か 見 てみ た い」（ 9 ）と い っ た

興味 本 位 的態 度 の ほ か、「 ど う せだ か ら 、残 っ てし ま う」（ 1 0 ） と い う状 況

依存 的 な 判断 の 仕 方 もあ る 。 さら に 、 留 学生 の 帰 国判 断 基 準 には 、 客観

的外 部 条 件だ け に 依 拠す る の でな く 、 ま た論 理 的 判断 に よ っ て態 度 決定

され て い たわ け で は な い 。 日 本人 留 学 生 のあ い だ で集 団 圧 力 的心 理 が存

在し た こ とが 、 筆 者 の観 察 で みら れ た 傾 向で あ る 。こ う し た 傾向 は 韓国

人留 学 生 のあ い だ で よく み ら れた が 、日 本人 留 学 生の あ い だ でも 確 か に、

「み ん な が残 っ て い るか ら 残 る」「 み ん なが 帰 る から 帰 る 」とい っ た 状況

が あ っ た （ 1 1 ）。 ま た 、 日 本 人 留 学 生 の 人 数 規 模 と 日 頃 の つ き あ い の 密 度

は、 認 識 と対 応 行 動 に影 響 す ると 考 え ら れる 。 日 本人 留 学 生 同士 の 日頃

の交 流 の なか で も 、 親し い つ きあ い の あ る数 名 が 帰国 す れ ば 、友 人 がい

な く な っ て し ま う た め に 、 SA R S の 危 険 度 や そ の ほ か の 諸 条 件 に 関 係 な

く、 自 分 も 帰 国 す る とい う 行 動を と る か もし れ な い。 実 際 、 筆者 が 知っ

てい る 実 例の 範 囲 で は、 特 に 、中 国 滞 在 歴が 短 く 、語 学 力 も 初歩 レ ベル

の学 生 に はそ の よ う な傾 向 が あっ た よ う に見 受 け られ る 。 さ らに 、 属性

に還 元 で きな い 要 因 とし て 、 例え ば 留 学 生宿 舎 に 滞在 し て い るの か 、学

外に 居 住 して い る の かと い っ た居 住 条 件 も帰 国 す るか 否 か の 選択 に 影響

を及 ぼ す だろ う 。  
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と こ ろ で 、 韓 国 人 留 学 生 の 動 向 は 、 日 本 人 留 学 生 と 対 比 的 で あ っ た 。

韓国 人 留 学生 は、4 月 20 日の 発 表 直後 、21 日 か ら の数 日 間 のう ち に、ほ

とん ど が 帰国 し て い った 。 こ の韓 国 人 の 退避 行 動 の背 景 と し て二 要 因を

まず は 指 摘で き る。第一 は 、韓 国 政 府に よる 迅 速 な帰 国 勧 告 によ る も の、

第二 は 、 5 月 11 日 に予 定 さ れて い た H S K 延 期に よ り 、積 極的 な 滞 在理

由を 失 っ たた め で あ る。 韓 国 人留 学 生 が 続々 と 帰 国し て い っ た時 期 、清

華大 学 の 日本 人 留 学 生の 多 く が態 度 決 定 して い な かっ た が 、 韓国 人 の危

機管 理 意 識の 高 さ に よる も の であ る と 捉 える こ と も、 あ る い は逆 接 的に

日本 人 留 学生 の 危 機 管理 意 識 の低 さ と し ての 説 明 も可 能 で あ ろう 。  

しか し こ のこ と は 、 韓国 人 に 比べ て 、 日 本人 は 危 機意 識 が 足 りな いと

は簡 単 に 結論 付 け ら れな い 。 この 行 動 の 背景 に は 、韓 国 社 会 にお け る資

格重 視 の あり よ う 、 国家 の 判 断、 親 子 関 係、 留 学 生活 に お け るネ ッ トワ

ーク の 濃 淡な ど の 諸 要因 が 、 日本 人 留 学 生と は か なり の 程 度 異な っ てい

るか ら で ある 。 こ こ では こ れ らの 点 に 深 く立 ち 入 らな い が 、 一部 の 日本

人留 学 生 にと っ て 、 とり わ け 漢語 進 修 生 にと っ て 、普 段 、 教 室で 机 を並

べて い る 韓国 人 留 学 生の 帰 国 によ っ て 、 事態 の 深 刻さ を 実 感 する と いう

ケー ス も みら れ た の は確 か で ある 。 一 方 で、 東 南 アジ ア か ら の留 学 生の

なか に は 、大 学 封 鎖 期間 中 、 緊張 感 が み られ ず 、 深夜 ま で 友 人と 集 まっ

て楽 し そ うに 過 ご し てい る 様 子は 、 体 調 管理 に 気 を配 っ て 過 ごし て いた

日本 人 留 学生 に と っ ては 、 暢 気に み え た だろ う 。 自由 記 入 欄 にみ ら れた

「日 本 人 と一 緒 に い るこ と が ほっ と で き る」（ 清 華大 ,  女 性 ）との 感 覚も

この よ う な背 景 を 下 にし て い ると い え る だろ う 。  

 

５－１．リスク認知と避難行動  

一般 に 、 危機 状 況 発 生時 に お ける 退 避 行 動に つ い ては 、 以 下 のよ うな

図式 が 成 り立 っ て い ると 考 え られ る だ ろ う。 す な わち 、 留 学 生は 現 在の

危機 状 況 が「 残 ら な けれ ば な らな い 理 由 」を 凌 駕 する の な ら 帰国 判 断を

５．知見のまとめ  
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下す が 、「残 ら な け れば な ら ない 理 由 」に比 し て 危険 認 知 度 がそ れ ほ どで

もな い な ら残 留 す る 、と い う 説明 で あ る 。  

 

残らなければならない理由＜危険認知度＝帰国  

残らなければならない理由＞危険認知度＝残留  

 

この 単 純 図式 は SA R S の 場 合 でも 一 見 、 成り 立 っ てい る よ う にみ える

が 、こ れ だ けで は 十 分で は な いよ う に 思 える 。な ぜ なら 、SA R S とい う リ

スク 認 知 はき わ め て 不確 実 な もの に な ら ざる を 得 なか っ た か らで あ る。

確か に 症 状や 感 染 ル ート 、 致 死率 に つ い ては 比 較 的早 い 段 階 で明 ら かに

なっ た と いえ る か も しれ な い 。し か し そ れで も SA R S に よ っ て死 ぬ 可能

性 が 50％ぐ ら い あ ると 考 え る留 学 生 も いれ ば 、そ の 可能 性 はゼ ロ で ある

と 感 じ て いる 留 学 生 もい る （ 本稿 で は 省 略し た が問 10 より ）。ま た 、罹

患し た 場 合の 致 死 率 が 5％ 以 下で あ る と いう 医 学 的知 見 が 仮 に把 握 され

たと し て も、 自 身 の 周辺 で 感 染者 が 出 た とい う ニ ュー ス に 接 すれ ば 、す

ぐそ こ ま で危 険 が 迫 って き た と感 ず る も ので あ る 。  

こう し た リス ク 認 知 は、 地 球 温暖 化 に 対 する 我 々 の態 度 と よ く似 てい

るよ う に 思え る 。 C O 2 の 排 出 量増 大 を 主要 因 と する 地 球 温 暖化 説 が 仮に

事実 だ と して も 、 そ の影 響 を どの 程 度 深 刻に 感 じ てい る か は 人に よ って

異な る の であ る 。 た また ま あ る夏 が 猛 暑 であ れ ば 、地 球 温 暖 化の 影 響が

すぐ 近 く まで 迫 っ て いる よ う にも 考 え る 。も ち ろ ん SA R S が 緩や か にや

って 来 た リス ク と い って も 、 地球 温 暖 化 の速 度 と 比べ る べ く もな い が、

基本 的 に はま さ に こ れと 同 じ だっ た 。一 方で 、こ の よう な 不 確実 性 は「残

らな け れ ばな ら な い 理由 」 を 正当 化 、 強 化す る 作 用を も 果 た した で あろ

う。 重 要 なの は 、 こ のよ う な SA R S の リ スク 認 知 が、 人 に よ って 異 なる

こ と を 許 容 す る 程 度 に SA R S は 不 確 実 だ っ た の で あ る 。 換 言 す れ ば 、

SA R S は そ の 結 果 に お い て
． ． ． ． ． ． ． ．

、 各 留 学 生 に リ ス ク の 過 小 評 価 を 許 容 す る よ

うな 感 染 症だ っ た と いえ る だ ろう 。  

以下 、 日 本人 留 学 生 にお け る 態度 決 定 （ 危機 的 状 況下 に お け る帰 国か

否か の 判 断） を ま と めよ う 。  
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（ 1）  日 本 人 留 学 生 と い う 存 在 は 、留 学 に そ れ な り の コ ス ト を 払 っ て い る た め に 、

そ れ を 中 断 さ せ る よ う な 出 来 事 に 対 し て は 、 そ の リ ス ク を 過 小 評 価 す る 傾

向 を 持 っ て い る 。 一 方 で 、 日 本 人 留 学 生 は 「 残 ら な け れ ば な ら な い 理 由 」

を 正 当 化 、 最 大 化 す る 傾 向 も 有 し て い る 。  

（ 2）  S A R S は 、 地 震 や 津 波 の よ う な リ ス ク と 比 べ る と 態 度 決 定 を 迫 ら れ る ま で

一 定 程 度 の 時 間 的 猶 予 が あ っ た 。 ま た 、 上 述 の よ う に 、 各 留 学 生 が そ の リ

ス ク を 過 小 評 価 す る こ と を 許 容 す る よ う な 不 確 実 性 を と も な っ て い た 。  

（ 3）  日 本 人 留 学 生 は 、 全 体 と し て S A R S に 対 す る リ ス ク 認 識 は 高 く な か っ た と

い え る 。に も か か わ ら ず 、最 終 的 に 約 8 0％ の 日 本 人 留 学 生 が 帰 国 し た 理 由

は 、 日 本 の 所 属 機 関 か ら の 決 定 、 さ ら に 心 配 し て い る 家 族 を 安 心 さ せ る た

め と い う 要 因 が 強 か っ た 。 大 使 館 や 外 務 省 の 危 険 情 報 が 直 接 、 帰 国 か 残 留

か の 判 断 に 影 響 し た ケ ー ス は 多 く な い と み ら れ る 。  

（ 4）  正 規 の 学 部 生 や 大 学 院 生 に と っ て は 、 S A R S に 対 す る 危 機 認 識 や 授 業 料 お

よ び 部 屋 代 の 返 還 問 題 よ り も 、 授 業 が 継 続 さ れ る の か ど う か 、 試 験 は 延 期

さ れ る の か ど う か い っ た 大 学 各 学 部 の 対 応 が 、 帰 国 す る か 否 か の 重 要 な 判

断 要 因 で あ っ た 。 ま た 、 進 学 や 就 職 を 控 え て い る 留 学 生 に と っ て は 、 H S K

（ 漢 語 水 平 考 試 ） が 予 定 通 り 実 施 さ れ る の か 、 延 期 さ れ る の か も 大 き な 要

因 と な り え た 。  

（ 5）  日 本 人 留 学 生 は 、 自 分 を 含 む 日 本 人 留 学 生 が と っ た S A R S へ の 対 応 に つ い

て 、 中 国 人 学 生 お よ び 韓 国 人 留 学 生 と は 異 な っ て い る と 認 識 し て い た 。 特

に 、 韓 国 人 留 学 生 は ウ ワ サ が 錯 綜 し て い た 点 、 素 早 く 帰 国 し た 点 で 、 自 分

た ち 日 本 人 留 学 生 と は 対 応 行 動 が 大 き く 異 な る と 認 識 し て い た 。  

（ 6）  S A R S に 関 す る 情 報 入 手 に お い て 、 日 本 人 留 学 生 の あ い だ で も 情 報 格 差 が

あ っ た 。中 国 滞 在 期 間 の 短 い 留 学 生 は 、S A R S 関 連 情 報 の 認 知 度 が 総 じ て 低

か っ た 。  

 

５－２．災害心理学における正常性バイアス  

 こ こ ま での 記 述 で 、災 害 研 究あ る い は 心理 学 に 通じ て い る 読者 は すで
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に気 付 い てい る だ ろ う。 本 事 例か ら 得 ら れた 知 見 は、 災 害 心 理学 に おけ

る「 正 常 性バ イ アス 」お よ び「 同 調 バイ アス 」に よっ て 、一 定程 度 以 上、

説明 が 可 能で あ る 。 筆者 は 本 調査 実 施 お よび 報 告 書（ 20 07） 執筆 時 にお

いて 、 こ の概 念 に 通 じて い な かっ た が 、 本章 の 結 びと し て 補 足す る こと

にし た い 。  

 広 瀬 弘 忠（ 20 04）によ れ ば、「 あ る範 囲ま で の 異常 は 、異 常だ と 感 じず

に、正 常 の範 囲 内 の もの と し て処 理 す る 」（ 広 瀬弘 忠 ,  20 04 :1 2）よ う にな

って お り 、こ の よ う な心 の メ カニ ズ ム を 「正 常 性 バイ ア ス 」 と呼 ぶ 。そ

して 、 こ のバ イ ア ス によ っ て 、私 た ち は 「身 に 迫 る危 険 を 危 険と し てと

らえ る こ とを さ ま た げて 、 そ れを 回 避 す るタ イ ミ ング を 奪 っ てし ま うこ

とが あ る」（ 同 上）。 つま り 、 災害 時 に は パニ ッ ク 状態 に な り やす い とし

ばし ば い われ る が 、 実際 に は、「 多 くの 人び と は かな り 理 性 的に 行 動 し、

パニ ッ ク など の 異 常 行動 や 、 略奪 や 暴 力 行為 な ど の逸 脱 行 動 が実 際 に起

こる こ と は少 な い」（ 広 瀬弘 忠 ,  20 04 : 30）と いう の が 災害 心 理学 に お ける

常 識 に な って い る と いう 。 広 瀬弘 忠 は さ らに こ う 指摘 す る 。  

 

か り に 危 険 を 感 じ た か ら と い っ て 、 直 ち に 避 難 行 動 を 始 め る わ け で は な い 。

そ の 次 に は 、危 険 の 大 き さ を 評 価 す る 段 階 が く る の で あ る 。な か に は 危 険 を

過 大 に と ら え る 人 び と も い る が 、一 般 に は 、危 険 は 、実 際 に も 過 小 に 評 価 さ

れ る 傾 向 が あ る 。そ の た め に 、多 く の 災 害 で は 、避 難 勧 告 や 避 難 指 示 が だ さ

れ て も 、 そ れ に 従 っ て 避 難 す る 人 び と は 少 な い （ 広 瀬 弘 忠 ,  2 0 0 4 : 8 4）。  

 

この 指 摘が SA R S に も当 て は まる だ ろ う か。SA R S は 、広瀬（ 2006）が

以下 に 論 じる よ う な 、ま さ に ゆっ く り と 迫る 危 険 であ る と い う点 に おい

て、 避 難 行動 の 遅 れ を説 明 す る典 型 例 と いっ て よ さそ う で あ る。  

 

  我 々 の 注 意 は 急 激 に 変 化 す る も の 、 す ば や く 動 く も の に 、 よ り 多 く 向 け ら れ

る 。だ が 、少 し ず つ 変 化 す る も の や 、ジ リ ッ ジ リ ッ と 近 づ い て く る も の に は 、

あ ま り 注 意 を 払 わ な い の で あ る （ 広 瀬 ,  2 0 0 6 : 3 4）。  
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とす れ ば 、こ の「 正 常性 バ イ アス 」は 、 4 月 20 日段 階 で す ぐに 帰 国を

決め な か った 日 本 人 留学 生 の 行動 を ま さ に説 明 し てい る よ う に思 わ れ る。

しか し 、こ こに 疑 問 が生 じ る。「 正 常性 バイ ア ス 」は 、基 本 的に す べ ての

人間 が 普 遍的 に 持 っ てい る 心 理的 メ カ ニ ズム の 傾 向で あ る が 、同 じ 留学

生で も 、 日本 人 留 学 生と 韓 国 人留 学 生 は なぜ 異 な って い た の だろ う か。

広瀬（ 2 006）はこ の 点、「正 常 性 バイ ア ス」の 現れ 方 は「 個 人や 社 会、文

化、民族 、歴史 の 違 いな ど に よっ て 異 な る」（ 広 瀬 ,  20 06 :3 9）とし た 上 で、

特に 日 本 人が 陥 り や すい と 以 下の よ う に 警鐘 を な らし て い る 。  

 

日 本 人 は 、突 然 振 り か か っ て く る リ ス ク に 対 し て は 、き わ め て 緩 慢 な 対 応 し

か で き な い 。緊 急 事 態 で の 舵 取 り が 下 手 な の で あ る 。リ ス ク 管 理 に お け る 経

験 不 足 が 原 因 で あ る （ 広 瀬 ,  2 0 0 6 : 4 1）。  

 

安 全 や 安 心 が 空 気 や 水 と 同 じ よ う に 当 た り 前 で 、い く ら で も ふ ん だ ん に あ る

と 信 じ 込 ま さ れ て き た 日 本 人 は 、正 常 性 バ イ ア ス の ワ ナ に お ち い る 危 険 性 が

特 に 高 い （ 同 上 ）。  

 

安 全 に 慣 れ す ぎ て し ま っ た 日 本 人 に と っ て 、危 険 を 意 識 す る こ と の 心 的 負 担

は 大 き い 。我 々 は 安 心 を 求 め よ う と す る 志 向 が 強 い た め に 、自 分 た ち を 不 安

に す る よ う な 不 安 喚 起 の し か け を 、心 の 中 に 持 ち た く な い の だ 。安 全 よ り 安

心 を 優 先 さ せ る の で あ る 。そ の た め 、リ ス ク 経 験 の 豊 富 な 欧 米 や 他 の ア ジ ア

の 人 々 に 比 べ て 、突 然 の 大 災 害 や 大 事 故 に 巻 き 込 ま れ た と き に 、凍 り つ き 症

候 群 に か か る 人 が 特 に 多 く な る と 危 惧 さ れ る （ 広 瀬 ,  2 0 0 6 : 5 5）。  

 

こ の よ う な 広 瀬 の 指 摘 が ど の 程 度 妥 当 な の か 、 筆 者 は 判 断 で き な い 。

ほか に 、「 み ん なが 残っ て い るか ら 残 る 」「 み んな が 帰 るか ら帰 る 」 とい

った 行 動 パタ ン は 、 やは り 災 害心 理 学 に おい て 「 同調 性 バ イ アス 」 と呼

ばれ る も ので あ る 。 広瀬 は こ れを 「 同 化 性バ イ ア ス」 と と も に「 正 常性

バ イ ア ス 」 の 二 つ の 下 部 バ イ ア ス と し て い る （ 広 瀬 ,  20 06 :3 5 -3 7）。 韓国

人留 学 生 がい ち 早 く 帰国 し て いっ た 際 に は、 こ の 要素 も 大 き く関 与 して
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いた と 考 えら れ る 。  

他方 、 広 瀬は 、「リ スク に 対 する 反 応 の 四つ の 型 」と し て、「過 剰 な 自

衛反 応 」（ エ イ ズ／ 大津 波 ）、「合 理 的 な 反応 」（食 品 添 加物 ／ハ シ カ ワク

チン の 後 遺症 な ど）、「 過 剰関 心 と 無関 心 の交 互 反 復」（ 遺 伝 子組 み 換 え食

品 ／ 環 境 ホ ル モ ン な ど ）、「 強 い 恐 怖 反 応 」（ SA R S／ 変 異 型 ク ロ イ ツ フ ェ

ル ト ヤ コ ブ 病 ） を 提 示 し て い る （ 広 瀬 ,  2006 : 130 -1 3 6）。「 強 い 恐 怖 反 応」

タイ プ で あ る SA R S は、 マ ス メデ ィ ア の 情報 が 雪 だる ま の よ うに 肥 大化

し て 、 強 い 恐 怖 反 応 が 個 人 と 社 会 を 支 配 す る の だ と い う 。 S A R S が この

よう な リ スク 特 性 を もつ の で あれ ば 、「 正常 化 バ イア ス 」は 避難 の 遅 れに

つな が る とい う よ り は、 冷 静 な判 断 を も たら す 機 能を も つ と いう こ とに

もな る 。 その 際 、 マ スメ デ ィ ア報 道 に よ って の み 状況 を 知 る 外部 者 と、

現地 在 住 者と の 感 覚 のギ ャ ッ プが 鍵 に な りそ う で ある が 、 リ スク 認 知の

違い は ど こか ら 生 じ て 、い か な る反 応 が「 正し い 」とい え る のだ ろ う か。

東日 本 大 震災 に お い て、 津 波 発生 直 後 、 ある い は 福島 第 一 原 発の 直 後の

反応 に お いて も 、こ のよ う な「 正常 化 バ イア ス 」が 観察 さ れ たで あ ろ う。

また 、 震 災直 後 か ら 1 カ月 、 2 カ 月 時 点、 さ ら に現 在 に 至 るま で 避 難生

活を 送 っ てい る 人 の なか に 、 リス ク 認 知 が自 身 と 家族 や 周 囲 のあ い だで

異 な る こ とで 軋 轢 や スト レ ス を抱 え て し まっ た 被 災者 も 少 な いな い だろ

う。 こ れ らの 避 難 行 動の メ カ ニズ ム を 考 える 上 で も、 災 害 研 究の 成 果は

いう ま で もな く 、 非 自発 的 な 人の 移 動 現 象に つ い ての 知 見 を つな ぎ 合わ

せて 、 学 際的 に 検 討 して い く こと は 重 要 であ る よ うに 思 わ れ る。  

 

注  

( 1 )  中 国 語 で は 「 非 典 型 肺 炎 」、 こ れ を 略 し て 「 非 典 」 と 呼 ば れ た 。  

( 2 )  2 0 0 6 年 1 2 月 ～ 2 0 0 7 年 5 月 の あ い だ に 6 名 に 対 し て 実 施 し た 。 う ち 3 名 分 は

研 究 協 力 者 の 井 出 千 晶 （ 早 稲 田 大 学 大 学 院 ア ジ ア 太 平 洋 研 究 科 博 士 課 程 ＝ 当

時 ） が 実 施 し た も の で あ る 。  

( 3 )  こ こ で の 記 載 は 、 当 時 の 各 種 新 聞 報 道 、 ウ ェ ブ サ イ ト 、 麻 生 幾 （ 2 0 0 4）、 広 瀬

茂（ 2 0 0 4）、伊 藤 裕 美 子（ 2 0 0 3）、N H K 報 道 局（ 2 0 0 4）、「 財 経 」雑 誌 編 集 部（ 2 0 0 3）、

岡 部 信 彦 （ 2 0 0 3）、 代 田 智 明 （ 2 0 0 3 a ,  2 0 0 3 b）、 世 界 保 健 機 関 （ 2 0 0 3）、 原 琦 ・

子 衿 編 （ 2 0 0 3）、 な ど の ほ か 、 現 地 で 直 接 知 り 得 た 情 報 を 統 合 し て い る 。  

( 4 )  2 0 0 3 年 5 月 7 日 付 毎 日 新 聞 は 、 北 京 の ニ ュ ー ス サ イ ト 「 千 竜 ネ ッ ト 」 の 報 道

と し て 、広 州 市 呼 吸 病 研 究 所 の 鐘 南 山 所 長 が 、S A R S 第 一 例 は 従 来 報 告 さ れ て

い る 2 0 0 2 年 11 月 よ り 早 い 7 月 で あ る と 語 っ た と 伝 え て い る 。こ の 記 事 で は 、

中 国 の S A R S 臨 床 研 究 第 一 人 者 の 発 言 と し て 注 文 し て い る が 、 患 者 が 発 見 さ
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れ た 場 所 な ど 不 明 で あ る 。  

( 5 )  こ の 男 性 が 3 月 1 5 日 に 乗 っ た 香 港 か ら 北 京 へ の 航 空 便 で は 、同 乗 し た 乗 客 乗

務 員 が 2 4 人 感 染 し た と さ れ る 。  

( 6 )  外 務 省 危 険 情 報 は 以 下 の 4 レ ベ ル が あ る 。「 十 分 注 意 し て く だ さ い 」（ レ ベ ル

１ ）、「 渡 航 の 是 非 を 検 討 し て く だ さ い 」（ レ ベ ル 2）、「 渡 航 の 延 期 を お す す め

し ま す 」（ レ ベ ル 3）、「 退 避 を 勧 告 し ま す 」（ レ ベ ル 4）。  

( 7 )  外 務 省 の H P に は 以 下 の よ う に 注 記 さ れ た 。「 北 京 市 で の 感 染 者 が 大 幅 に 増 加

し た こ と を 踏 ま え 、 同 市 が 我 が 国 と 地 理 的 に 近 く 交 流 も 盛 ん で あ る こ と 、 同

市 の 死 亡 者 数 が 香 港 及 び 中 国 広 東 省 に 危 険 情 報 を 発 出 し た 4 月 3 日 時 点 で の

香 港 に お け る 死 亡 者 数 を 上 回 っ て い る こ と 、 更 に は 、 同 市 に お け る 感 染 経 路

が ベ ト ナ ム 等 の 他 の 域 内 感 染 地 域 と は 異 な り 明 ら か に な っ て い な い こ と 等 を

勘 案 の 上 発 出 」。  

( 8 )  本 デ ー タ は 清 華 大 学 日 本 人 会 が 日 本 人 留 学 生 の 安 全 確 認 と 帰 国 状 況 を 把 握 す

る た め に 収 集 さ れ た も の で あ る 。 し た が っ て 、 こ こ で 帰 国 予 定 者 と は 、 本 人

が 帰 国 の 意 思 を 明 確 に も っ て い る と い う 一 点 に 基 づ い て い る と 考 え て よ い だ

ろ う 。 ま た 、 帰 国 予 定 者 の ほ と ん ど は 、 リ タ ー ン ビ ザ お よ び 航 空 券 手 続 き 中

か 、 あ る い は す べ て の 準 備 が 完 了 し て 帰 国 日 を 待 っ て い る 状 態 で あ ろ う 。 な

お 、4 月 2 4 日 の デ ー タ は 帰 国 者・帰 国 予 定 者 を あ わ せ た 数 の み 明 ら か で あ る 。  

( 9 )  井 出 千 晶 に よ る 中 国 人 民 大 学 本 科 生（ 男 性 ）へ の イ ン タ ビ ュ ー（ 2 0 0 6 . 1 2 .  2 3）。  

( 1 0 )  筆 者 に よ る 北 京 語 言 文 化 大 学 大 学 院 生（ 女 性 ）へ の イ ン タ ビ ュ ー（ 2 0 0 6 . 1 2 . 2 1）。 

( 11 )  同 上 。  
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1999 年 の コ ソ ボ 紛 争 に よ っ て 生 じ た 国 内 避 難 民 の 大 部 分 は セ ル ビ ア

に避 難 し てい る が 、 その 数 は 2 01 5 年 現 在 2 21 ,31 9 人と な っ てお り 、「 長

期化 す る 難民 状 況 」が継 続 し てい る（ U N C H R、20 15）。こ の 数 はコ ソ ボ紛

争が 終 結 し、 大 量 の 避難 民 が 流失 し た 時 に記 録 さ れた も の か らほ と んど

変わ っ て いな い 。そ れで は 、な ぜ 国内 避 難民 の 数 はこ の 15 年も の 間 変わ

って こ な かっ た の だ ろう か 。 クロ ア チ ア やボ ス ニ ア出 身 の 難 民の 数 は減

って い る にも 拘 わ ら ず、 コ ソ ボ出 身 国 内 避難 民 の 数は 一 向 に 減ら な いの

はな ぜ で あろ う か （ U N H C R ,2015）。  

まず 、一番 大 き な理 由は 、政治 的 な 状況 で、 2008 年 に コソ ボ は一 方 的

独立 宣 言 を行 っ た が 、セ ル ビ アは こ れ を 承認 し て いな い こ と であ る 。す

なわ ち 、 コソ ボ 出 身 国内 避 難 民は 国 境 を 渡っ て お らず 、 国 内 で移 動 した

だけ で あ る。 そ れ が 非自 発 的 移動 で あ っ たと し て も、 避 難 先 の国 （ セル

ビア ） の 立場 か ら は 、国 境 を 渡っ て い な い限 り 避 難民 の 法 的 地位 に 特別

な変 化 は なく 依 然 と して 彼 ら は国 内 避 難 民の ま ま であ る 。 こ のよ う な状

況下 で コ ソボ 出 身 国 内避 難 民 は現 在 セ ル ビア に 居 住し て い る が、 常 居所

はコ ソ ボ にあ る た め 帰還 し な い限 り 避 難 状態 は 継 続す る 。  

また 、 ２ つ目 の 理 由 は、 国 内 避難 民 は 難 民と 比 べ 領域 国 に 特 別な 国際

法上 の 義 務が 生 じ な い た め 、 放置 さ れ や すい こ と であ る 。 難 民の 庇 護国

には 、 難 民が 避 難 問 題の 恒 久 的解 決 を す るこ と が でき る ま で 手厚 く 支援

をす る 義 務が あ る 。 もし こ の 義務 を 怠 れ ば、 当 該 国は 国 際 的 な非 難 は免

れな い 。 しか し 、 国 内避 難 民 の領 域 国 は 、他 の 市 民と 区 別 し て特 別 の保
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護を 与 え なく と も 、 他の 国 か ら非 難 さ れ るこ と が ない 。 国 内 避難 民 保護

条約 な る もの が な い から で あ る。 し た が って 、 特 に財 源 に 限 りの あ る場

合に は 、緊 急 状 態が 終わ っ て しま う と 国 内避 難 民 は忘 れ 去 ら れて し ま い、

避難 民 問 題の 恒 久 的 解決 が 達 成さ れ な い まま に な って し ま う こと が あ る。 

さら に 、 ３つ 目 の 理 由は 、 国 内避 難 民 は どの よ う な状 況 に な った らそ

の問 題 が 解決 さ れ た こと に な るの か に つ いて の 基 準が 明 確 に なっ て いな

いか ら で ある 。 こ れ まで は 「 帰還 の 条 件 が満 た さ れる こ と 」 と「 他 の市

民と 同 程 度の 生 活 を 達成 す る こと 」 が 恒 久的 解 決 の条 件 で あ ると さ れて

きた（ T he  B ro ok in g  In s t i tu t io ns ,2 010）。し かし 、紛 争が 一 段落 する と 、緊

急援 助 も 途絶 え 、 国 内避 難 民 はそ の 存 在 を忘 れ 去 られ て し ま い、 問 題は

自然 消 滅 して き た の であ る 。 しか し 、 問 題は 決 し て終 わ っ て はい な かっ

た。 な ぜ なら ば 、 ほ とん ど の 場合 こ れ ら の基 準 を 達成 す る こ とは 困 難で

ある か ら であ る 。  

本研 究 で は、 １ つ 目 と２ つ 目 の理 由 で あ る政 治 的 ・法 律 的 問 題が 解決

でき て い なく て も 、 ３つ 目 の 理由 で あ る 避難 民 問 題の 恒 久 的 解決 の 基準

が明 確 に なれ ば 、 解 決の 方 向 性は 見 つ か ると い う 立場 で 研 究 を進 め た。

たと え 、 従来 の 恒 久 的解 決 の 基準 を 満 た して い な くて も 恒 久 的解 決 を達

成で き る ため の 基 準 は何 か に つい て 研 究 した 。 研 究方 法 と し ては 、 コソ

ボ国 内 避 難民 の 現 状 を把 握 し 、彼 ら へ の 聞き 取 り 調査 を 実 施 し、 ど うし

たら 避 難 民問 題 の 恒 久的 解 決 を実 現 で き るか を 明 確に し た 。 その 上 で、

恒久 的 解 決を 達 成 す るた め の 条 件 が 満 た され て い ない 理 由 と それ を 満た

すた め の 政策 が 進 ま ない 理 由 を特 定 し 、 今後 の 方 策を 考 察 し た。  

この 結 果 、他 の 住 民 と同 程 度 の生 活 水 準 を達 成 す るこ と が で きな くて

も、 自 ら の空 間 を 確 保す る こ とが で き れ ば国 内 避 難民 問 題 の 恒久 的 解決

は可 能 で ある こ と が 明ら か に なっ た 。 こ れは 再 び 移動 せ ず に 安定 し た生

活が で き るこ と が 避 難民 に と って 最 も 重 要で あ る こと を 示 し てい る と思

われ る 。 この た め に は、 国 内 避難 民 の 財 産権 の 回 復ま た は 補 償が 必 要で

ある 。しか し 、国 内 避 難民 の 安 全が 確 保 さ れて い な いた め 帰 還 は進 ま ず、

コソ ボ 国 内機 関 に よ る妨 害 が ある た め 財 産権 回 復 訴訟 に お い て出 さ れた

判決 も 執 行さ れ て お らず 、 国 内避 難 民 の 財産 補 償 を請 求 す る ため の 訴訟

も進 ん で いな い 。 し たが っ て 、こ の 問 題 は、 国 際 機関 の 法 的 責任 を 問う

こと が で きる よ う に すれ ば 解 決が 可 能 に なる で あ ろう と 結 論 した 。  

本研 究 は 、こ れ ま で 進ま な か った 国 内 避 難民 問 題 の恒 久 的 解 決を 達成
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する た め の方 策 を 避 難民 の 視 点か ら 探 す もの で 、 避難 民 自 身 の言 動 によ

って 国 際 的な 基 準 に まで 高 め るた め の 先 例と な る 可能 性 を 秘 めて い る。

以下 の 章 では 、 長 期 化す る 難 民状 況 に あ るコ ソ ボ 出身 国 内 避 難民 の 問題

に光 を 当 てる こ と に より 、 避 難民 は ど の よう な 理 由で 生 じ た か、 避 難民

の現 状 は どう か 、 避 難民 の 現 状に つ い て の現 地 調 査、 避 難 民 の恒 久 的解

決に と っ て重 要 な 要 素、 財 産 権回 復 を 実 現す る た めの 制 度 、 そし て 、財

産権 回 復 を阻 む 障 害 につ い て 考察 を す る 。  

本研 究 は 、 20 11年に 発生 し た 東日 本 大 震 災に よ っ て生 じ た 避 難者 問 題

の解 決 に も示 唆 を 与 える も の と考 え ら れ る。 東 日 本大 震 災 は 激甚 災 害に

指定 さ れ 、被 災 地 の 復興 が 声 高に 論 じ ら れて い る が、 生 活 基 盤を 失 った

避難 者 の 問題 を 解 決 する た め には 何 が 必 要な の か が明 確 に な って お ら

ず、 支 援 には 自 治 体 間で 差 が ある た め 、 共通 の 支 援方 針 や シ ステ ム が求

めら れ て いる （ 田 並 、 20 12）。 こ の 震災 によ る 避 難者 は 、 住 居や 農 地 を

破壊 さ れ 、生 活 基 盤 を失 っ て 避難 し て い る人 々 や 、原 発 事 故 の放 射 能漏

れに よ り 避難 し て い る人 々 で ある が 、 震 災か ら 4年 が 経 過し た現 在 、 未

だに 合 わ せて 約 22万 人と な っ てい る （ 復 興庁 、 201 5）。 この 長期 化 し て

いる 避 難 者の 問 題 を 解決 す る には 、 強 制 避難 や 自 主避 難 が 起 こり 、 帰還

でき る 見 込み の な い まま 長 期 間が 経 過 し て避 難 民 問題 が 解 決 され て いな

い事 例 を 研究 し 、 ど のよ う な 状態 に 至 れ ば 避 難 状 態か ら 生 じ る問 題 を解

決し た と 言え る の か につ い て の示 唆 を 得 られ る だ ろう 。  

 

 ２－１．ユーゴスラビアにおける民族主義の噴出  

ユー ゴ ス ラビ ア 連 邦 は、 第 二 次大 戦 に お ける 枢 軸 国に 対 す る パル チザ

ンの 勝 利 によ って 1 945 年 に 建 設さ れ た 、チ ト ー を首 相 と す る 6 つ の共

和国 か ら なる 連 邦 で あっ た 。 チト ー は 以 前か ら 存 在し た 民 族 間の 緊 張を

緩和 す る ため 、「 兄 弟愛 と 統 一」とい う 標語 を 掲 げ、ユー ゴ スラ ビ ア 人の

国家 と し て、 い か な る民 族 も 支配 的 な 立 場を 築 く こと は で き ない 体 制を

目指 し た 。し か し 、 ユー ゴ ス ラビ ア 連 邦 はセ ル ビ ア人 主 体 の セル ビ ア王

 ２．コソボ出身国内避難民が生じた背景  
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家の 下 で の国 家 で あ った た め 、以 前 か ら 存在 し た セル ビ ア 人 に対 す るク

ロア チ ア 人、 ア ル バ ニア 人 の 反発 は 消 え るこ と は なく 、 分 離 主義 と して

燻っ て い た。 こ れ に 対し て 、 チト ー （ ク ロア チ ア 出身 ） は 民 族主 義 によ

る不 満 の 訴え を 受 け 入れ ず 、 厳し く 弾 圧 した た め 、な ん と か 分離 主 義を

抑え る こ とが で き て いた 。  

しか し 、チト ー は 各 民族 か ら の圧 力 に 押 され 、1 974 年 に憲 法 を改 正 し、

連邦 を 構 成す る 共 和 国（ マ ケ ドニ ア 、 セ ルビ ア 、 ボス ニ ア ・ ヘル ツ コビ

ナ、 ク ロ アチ ア 、 ス ロベ ニ ア 、モ ン テ ネ グロ ） の 権限 を 拡 大 せざ る を得

なく な っ た。 こ れ に 伴い 、 セ ルビ ア 共 和 国の 一 地 方で あ っ た コソ ボ に自

治 権 が 一 部認 め ら れ るこ と に なり 、 多 く のセ ル ビ ア人 が 暴 力 にさ ら され

コソ ボ か ら脱 出 し た 。1 980 年 チト ー が 死 去す る と 、コソ ボ の 経済 悪 化も

相ま っ て 、自治 権 へ の主 張 は さら に 高 ま った 。19 81 年 に は ア ルバ ニ ア人

によ る 暴 動が 発 展 し 、コ ソ ボ を７ 番 目 の 共和 国 に する よ う に 要求 す る抗

議運 動 が コソ ボ 全 土 に拡 大 し てい っ た 。 そし て 、 セル ビ ア 正 教会 の 聖堂

の破 壊 や 、修 道 士 に 対す る 暴 行な ど も 頻 繁に 起 こ った 。 こ の 時、 多 くの

比較 的 裕 福な セ ル ビ ア人 は 財 産を 売 却 し てコ ソ ボ を去 っ た が 、貧 し い農

民た ち の ほと ん ど は 去る こ と がで き な か った （ 月 村、 20 07）。  

この よ う な抗 議 の 背 景に は 、コソ ボ の 人 口の 大 多 数（ 9 割 ）はア ル バニ

ア人 で あ るに も 拘 わ らず 、 政 治は セ ル ビ ア人 が 実 権を 握 り 、 就職 も セル

ビア 語 が 話せ な い と 要職 に 就 けな い な ど の差 別 的 な状 況 が あ った（ 柴田、

1999）。この よ う な 状況 が 生 じた 理 由 と して は 、コ ソ ボは 中 世セ ル ビ ア王

国の 中 核 的な 領 土 を 成し 、 こ の時 に 多 く の聖 堂 が 建設 さ れ 、 セル ビ ア正

教会 の 聖 地と な っ た ため 、 多 数派 （ 9 割 以上 ） の セル ビ ア 人 にと っ て宗

教、 文 化 「揺 籃 の 地 」と な っ たこ と が 背 景に あ る 。こ の 時 、 セル ビ ア人

とア ル バ ニア 人 の 関 係は 極 め て良 好 で あ った（ 中 里 、2 00 0）。しか し 、そ

の後 セ ル ビア は オ ス マン ト ル コに 支 配 さ れ、 多 く のセ ル ビ ア 人が コ ソボ

を脱 出 、 アル バ ニ ア 人が コ ソ ボに 移 住 し 1 87 8 年に 自 治 を 求め る プ レズ

レン 同 盟 を設 立 し た 。さ ら に 、第 二 次 大 戦期 に 起 こっ た ア ル バニ ア 人に

よる 虐 殺 から 逃 れ る ため に コ ソボ を 脱 出 した セ ル ビア 人 は 、1945 年 3 月

16 日 に 発効 さ れ た「 入植 者 の 帰還 を 禁 じ る臨 時 法 案 」に よ り 帰還 を 許さ

れな か っ た 。そ の 結 果 、セ ル ビ ア人 は 少 数派 と な って し ま っ た 。よ っ て、
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コソ ボ に おけ る セ ル ビア 人 の 地位 を 向 上 させ る 政 策が 取 ら れ るこ と にな

った の で ある （ Mac Shan e , 20 1 2 ;百瀬 、 2 0 08 ;Ta w i l , 200 9）。  

 

 ２－２．コソボにおけるアルバニア人とセルビア人の関係悪化  

1989 年 3 月 23 日 、セル ビ ア 共産 党 議 長 スロ ボ ダ ン・ミロ ソ ビッ チ は 、

憲法 を 改 正し て コ ソ ボの 自 治 権を 取 り 消 し、 ア ル バニ ア 人 の 官僚 や 共産

党の 指 導 者を 一 斉 に 解雇 し 、セ ルビ ア 人 を後 任 に 充て た 。1 9 91 年 に は財

産権 に 関 する 一 連 の 法律 を 制 定し 、 コ ソ ボの 人 口 の民 族 構 成 を変 更 した

り、 特 定 の民 族 が 国 を離 れ る 結果 を 招 く よう な 財 産の 取 引 を 禁じ た 。こ

れは 、 主 にセ ル ビ ア 人が 所 有 して い る 財 産を ア ル バニ ア 人 に 売却 す るこ

とを 禁 じ た法 律 で あ って 、 差 別的 な 内 容 であ る と 考え ら れ た 。ま た 、社

会主 義 時 代に 国 有 化 した 土 地 （当 時 は 社 会有 の 住 宅な ど に な って お り、

主に ア ル バニ ア 人 が 住ん で い た） を 元 の 所有 者 （ 殆ど が セ ル ビア 人 ）に

戻す た め の法 律 や 民 営化 の た めの 法 律 も 制定 さ れ 、土 地 の 再 私有 化 が行

われ た （ Ta w i l , 20 09）。  

これ に 対 して 、 ア ル バニ ア 人 は自 ら 国 家 機関 か ら 退き 、 独 自 の非 公式

な並 列 機 関を 設 立 し た。 こ れ によ っ て 対 立は さ ら に激 し く な り、 セ ルビ

ア 警 察 は 、 コ ソ ボ 解 放 軍 （ K LA） の 拠 点 地 で あ る ド レ ニ ツ ァ 地 方 で ア ル

バニ ア 系 住民 を 殺 害 した 。これ に よ って 、セ ル ビア 警 察は K LA と 武 力衝

突す る よ うに な っ た 。 19 98 年 3 月 3 1 日 、国 連 安 全保 障 理 事 会は 、 決議

116 0 を 採 択し て 、 セル ビ ア 警察 の 過 度 の武 力 行 使 と K LA のテ ロ リ スト

行為 を 厳 しく 非 難 し て、 ユ ー ゴス ラ ビ ア 連邦 の 一 体性 を 維 持 しな が らコ

ソボ の 自 治権 を 拡 大 する 解 決 案へ の 支 持 を表 明 し た。 5 月 ～ 6 月 に かけ

て 2 0 , 00 0 人 の ア ル バ ニ ア 人 が ア ル バ ニ ア や モ ン テ ネ グ ロ や 他 の 西 洋 諸

国に 避 難 した ( Ma lc o m , 199 9)。  

 

２－３．コソボからのアルバニア人避難民の流出  

1998 年 3 月 2 8 日 ～ 9 月 まで に 西 欧諸 国 に庇 護 を 求め て 避 難 した ア ル

バニ ア 人 の難 民 は 約 35 0 ,0 00 人 、国 内 避難 民 が 17 5 , 000 人 でと な っ た 。 9

月 23 日 、 国連 安 全 保障 理 事 会は 、 決 議 1199 を採 択 し て 「コ ソ ボ の状 況

の悪 化 が 、こ の 地 域 の平 和 と 安全 に 対 す る脅 威 を 構成 す る 」 こと を 確認
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した 。 こ の決 議 は 、 軍隊 に よ る攻 撃 の 停 止、 難 民 と避 難 民 の 帰還 、 人道

支援 機 関 の活 動 の 確 保を 遵 守 する よ う に ユー ゴ ス ラビ ア 連 邦 に要 求 し た。

10 月 13 日 、 N ATO は、 国 連 安全 保 障 理 事会 決 議 11 99 に 規 定さ れ た コソ

ボで の 危 機に 関 し て 、同 盟 国 が武 力 の 威 嚇、 必 要 であ れ ば 武 力の 行 使を

正当 化 す る根 拠 が あ ると 見 な すと 発 言 し た。 こ れ に対 し て 、 ミロ ソ ビッ

チ は 国連 安 全 保 障 理 事 会 決 議 11 99 に 従 う こ とに 合 意 し 、 空 爆 の 危機 は

回避 さ れ た (U N H C R , 2000 )。  

10 月 25 日、 停 戦 が 実現 し 、 アル バ ニ ア 人の 難 民 と避 難 民 が 自宅 への

帰還 を 開 始し た 。し かし 、12 月 に は、K L A の動 きに よ っ て戦 闘が 再 開 し

た。 そ し て、 19 99 年 1 月 1 5 日 、 セル ビア 治 安 部隊 が ラ チ ャッ ク 村 を襲

撃し 、45 人の ア ル バ ニア 人 を 殺害 し た こ とに よ っ て 、コ ソ ボ 情勢 は 一気

に流 動 化 した 。 コ ソ ボ検 証 使 節団 は 、 ラ チャ ッ ク 事件 を 調 査 して 虐 殺の

事実 を 認 定し 、 こ れ を契 機 と して 安 全 保 障理 事 会 と欧 州 安 全 保障 協 力機

構（ O SC E）が 、事 件 を非 難 し 、敵対 行 為 の即 時 停 止を 要 求 し 、ユー ゴ 連

邦と の 交 渉を 開 始 す るこ と に なっ た ( J ud a h ,2 002 )。  

1999 年 2 月 6 日 、連 絡調 整 グ ルー プ が 、ユー ゴ 連 邦と セ ル ビ ア人 勢 力

の代 表 者 、ア ル バ ニ ア人 の 代 表者 を 招 聘 して 、 フ ラン ス の ラ ンブ イ エで

和平 交 渉 を開 始 し た 。コ ン タ クト グ ル ー プは コ ソ ボ和 平 案 を 紛争 各 派に

提示 し た。内 容は K LA の 武 装解 除 と セ ルビ ア 軍 の撤 退 、コ ソボ で の 自治

権の 回 復 であ る 。O S C E が E U と協 力 して 履行 使 節 団を 派 遣 し て、選 挙 や

法律 の 履 行な ど の 監 視に 当 た り 、N ATO がコ ソ ボ 展開 軍（ K FO R）を派 兵

して 、国境 地 域 の武 装解 除 を 促進 し 、ユ ーゴ 連 邦 全土 に 展 開 する と し た。

アル バ ニ ア人 の 代 表 は、 こ の コソ ボ 和 平 案に 署 名 した が 、 ユ ーゴ 連 邦と

セ ル ビ ア 人 の 代 表 者 は こ れ を 拒 絶 し て 、 3 月 18 日 、 交 渉 は 決 裂 し た

( J ud ah , 20 08 )。  

 

２－４． NATO によるセルビア武装勢力への武力攻撃  

1999 年 3 月 24 日 、 N ATO が、 国 連 安全 保障 理 事 会の 武 力 行 使容 認 決

議を 採 択 する こ と な しに （ 一 方的 に ） コ ソボ 自 治 州の セ ル ビ ア武 装 勢力

の軍 事 基 地に 対 す る 武力 攻 撃 を開 始 し た 。こ の 時 アル バ ニ ア 人の 近 隣諸

国へ の 難 民は 7 0 , 00 0 人 、西洋 諸 国へ の 難民 は 1 00 , 000 人 、国内 避 難 民は

260 , 000 人 と なっ て いた 。しか し、こ の 空爆 開 始 を契 機 と し て、ユ ーゴ 連
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邦軍 、 ユ ーゴ 警 察 、 セル ビ ア 人武 装 勢 力 がコ ソ ボ での ア ル バ ニア 人 に対

する 組 織 的な 強 制 追 放を 開 始 して 、 ア ル バニ ア 人 はア ル バ ニ アと マ ケド

ニア に 大 量避 難 し た 。こ れ ら の難 民 に 対 して は 、 N ATO は 本 格的 な 人道

支援 を 行 った ( J u dah , 2002 )。  

1999 年 4 月 以 後 、 N ATO は 、ユー ゴ 連 邦 のベ オ グ ラー ド に も 空爆 を拡

大し て 、 テレ ビ 局 や 発電 施 設 など の 民 生 施設 に も 攻撃 を 加 え た。 ユ ーゴ

連邦 に 対 する 空 爆 で は、爆 撃機 が 3 5 ,2 19 回出 撃 し、空 爆 の死 者は 約 5 ,00 0

人に 達 し た。 ま た 、 誤爆 で 2 ,00 0 人 の 民 間人 が 犠 牲に な っ た とし て いる

（ G P F,19 99）。し か し 、この よ う な空 爆 は 、コソ ボ で のア ル バニ ア 人 を強

制的 に 排 除し て い る ユー ゴ 連 邦軍 や ユ ー ゴ警 察 、 セル ビ ア 人 武装 勢 力に

直接 的 に 危害 を 加 え るこ と に は成 功 し な かっ た 。 それ ゆ え 、 アル バ ニア

人の 避 難 は継 続 し 、 紛争 終 結 まで に 難 民 の総 数 は約 842 ,0 00 人に ま で増

大し た 。 アル バ ニ ア 人の 難 民 は、 ア ル バ ニア に 4 45 , 000 人 、 マケ ド ニア

に 24 2 ,0 00 人、モ ン テネ グ ロに 70 ,000 人 、ボ ス ニ ア・ヘ ル ツェ ゴ ヴ ィナ

に 22 ,000 人 、 セル ビア に 6 3 ,0 00 人が 避難 し 困 難な 生 活 を 余儀 な く され

た (U N H C R , 200 0 )。  

6 月 10 日、国 連 安全 保障 理 事 会は 、決議 1244 を 採択 し て 、N ATO が 中

心と な る コソ ボ 展 開 軍（ K FO R）の 派遣 と 、コ ソ ボの 自 立と 自 主政 府 の 確

立を 促 す ため の 国 連 コソ ボ 暫 定行 政 ミ ッ ショ ン（ U N M IK）の 設立 を 決定

した が 、 コソ ボ の 地 位は 未 定 であ る と し た。 当 決 議は 「 全 て の難 民 と避

難民 が 妨 害さ れ る こ とな く コ ソボ の 自 宅 へ帰 還 で きる こ と 」 を確 保 する

ため の 国 連の 責 任 に つい て 言 及し て い る が、 こ れ らの 避 難 民 はア ル バニ

ア人 避 難 民で あ り セ ルビ ア 人 避難 民 の こ とで は な かっ た 。 同 日、 ユ ーゴ

連邦 軍 や ユー ゴ 警 察 部隊 が コ ソボ か ら の 撤退 を 開 始し て 、 1 2 日 、 N ATO

がコ ソ ボ での 軍 事 占 領を 開 始 した ( J u dah , 2008 )。  

 

２－５．コソボからのセルビア人避難民の流出  

セル ビ ア 軍の 撤 退 と N ATO の 軍 事占 領 の知 ら せ を受 け て、アル バ ニ ア

やマ ケ ド ニア に 避 難 して い た アル バ ニ ア 人難 民 が 、大 規 模 か つ急 速 にコ

ソボ へ の 帰還 を 開 始 した 。6 月 15 日 ～ 20 日の 間 に、ア ル バニ ア人 1 00 ,00 0

人が 自 主 的に 帰 還 し た。 初 めの 3 週 間 で 、 50 0 , 000 人 が帰 還 して 、 199 9  
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地図―１ コソボ滞在の国内避難民（2013 年 8 月） 

 

注 1：UNHCR と IDMC のデータを参考にして作成した  

注 2：矢印は現地調査を行った国内避難民の避難経路（1999 年 6 月～2013 年 8 月） 
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注 1：UNHCR と IDMC のデータを参考にして作成した 

注 2：矢印は現地調査を行った国内避難民の避難経路（第 4 章参照） 
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年末 、 空 爆以 前 の 難 民を 含 めて 820 ,0 00 人以 上 が 帰還 に 成 功 した 。 しか

し、 ア ル バニ ア 人 が 帰還 す る 一方 で 、 セ ルビ ア 人 と他 の 少 数 民族 に 対す

る強 制 退 去事 件 が 続 発す る よ うに な っ た 。こ れ に より 、 セ ル ビア 人 、ロ

マ人 、 エ ジプ ト 人 、 アシ ュ カ リ人 に よ る 大量 移 動 が始 ま り 、 アル バ ニア

人 に よ る 彼 ら の 財 産 に 対 す る 略 奪 、 破 壊 や 焼 き 払 い が 始 ま っ た

(O SC E , 2011)。 し か し、 6 月 10 日に 採 択さ れ た 国連 安 全 保 障理 事 会 決議

1244 に よる と N ATO に略 奪、破 壊 や焼 き払 い を 防止 す る 義 務は な か った

た め 、 N ATO は こ の 略 奪 、 破 壊 や 焼 き 払 い を 止 め よ う と は し な か っ た

（ U N ,1 999）。  

 

３－１．コソボ出身国内避難民のセルビアでの定住  

ユー ゴ 連 邦軍 と ユ ー ゴ警 察 部 隊が コ ソ ボ から 撤 退 する と 、 避 難先 から

帰還 し た アル バ ニ ア 系住 民 は セル ビ ア 系 住民 と ミ ロソ ビ ッ チ 政権 へ の共

犯者 と 見 做さ れ た ロ マ人 他 少 数民 族 に 対 する 復 讐 を開 始 し た 。彼 ら は焼

き討 ち 、 略奪 、 暴 力 など を 広 範に 行 い 、 新た な 「 民族 浄 化 」 と言 え る状

態を 作 り 出し た 。 そ の結 果 、 セル ビ ア 系 住民 と 他 の少 数 民 族 の大 量 難民

を発 生 さ せた 。 こ れ らの 避 難 民は そ の ほ とん ど が セル ビ ア と モン テ ネグ

ロへ と 避 難し 、 1999 年の 年 末 には 2 30 , 00 0 人 とな っ た 。こ れ ら国 内 避 難

民は ク ロ アチ ア と ボ スニ ア か らの 5 00 ,00 0 人 の難 民 と合 流 す るこ と に な

っ た (Taw i l , 2 009 )。  

これ ら の 国内 避 難 民 の多 く は セル ビ ア 南 部の ク ラ リエ ボ 、 ニ ーシ 、ベ

オグ ラ ー ドに 避 難 を した 。 北 部の ノ ヴ ィ サド や ス ボテ ィ カ に は比 較 的少

数の 国 内 避難 民 が 避 難を し た 。セル ビ ア 難民 省 は 、2 01 2 年 の 時点 で セル

ビア 国 内 に避 難 し て いる 国 内 避難 民 の 数 は 約 22 5 , 000 人 （ 1 5 , 000 人 と推

定さ れ る 登録 さ れ て いな い ロ マ人 を 含 め て）、コ ソ ボ 国内 の セ ルビ ア 人居

住区 に 避 難を し て い る避 難 民は 10 ,600 人（ ミ トロ ヴ ィツ ァ は北 が セ ルビ

ア人 居 住 区、 南 が ア ルバ ニ ア 人居 住 区 と なっ て お り、 南 に 避 難し て いる

アル バ ニ ア人 避 難 民 は 7 , 300 人 ）と 推 定 した 。し か し 、セ ル ビア で は 20 00

年以 来 国 内避 難 民 の 登録 は 行 われ て い な いし 、 コ ソボ へ の 帰 還し た 国内

避難 民 の 数も 反 映 さ れて は い ない 。 ま た 、セ ル ビ ア国 内 で 地 域統 合 を完

３．コソボ出身国内避難民の現状  



 

 
 

212 Chap.9 斎藤一正 pp.202-251 

了 し た か も し れ な い 避 難 民 の 数 も 考 慮 に 入 れ ら れ て い な い の で あ る  

( ID MC , 201 2)。  

 

３－２．支援を必要とする国内避難民の数  

以上 の 視 点か ら 、 国 内避 難 民 の人 権 に 関 する 特 別 報告 者 は 、 国内 避難

民へ の 適 切な 対 応 を 計画 す る ため に 、 援 助の 必 要 性に 基 づ い た登 録 をす

るよ う に 勧告 を 行 っ た（ U N  H u man  R ig h t s  C oun c i l， 20 09 a）。 これ を 受け

て、セ ルビ ア 難 民省（ SC R）と 国連 難 民 高等 弁 務 官事 務 所（ U N H C R）は、

国内 避 難 民の 自 立 を 促す 活 動 を支 援 す る ため に 、 全て の 国 内 避難 民 の数

を特 定 化 する の で は なく 、 彼 らの 経 済 的 ・社 会 的 な状 況 を 把 握す る ため

に、 彼 ら がど の よ う な支 援 を 必要 と し て いる か と いう 観 点 か ら調 査 を行

い、 そ の 数を 割 り 出 した 。  

この 調 査 によ る と 、働け る 年 齢層 の 国 内 避難 民 の 56％ 程 度 が失 業 して

おり 、国 内 避難 民 全 体の 79％が 貧 困 状 態で 生 活 して い る 。にも か か わら

ず、彼ら の 2 6％ し か 政府 援 助 を受 け て い ない 。こ の よ うな 状 況に お い て、

未 だ に 避 難 に 伴 う 支 援 を 必 要 と す る と 認 定 さ れ た 国 内 避 難 民 は 97 , 28 6

人存 在 す る 。彼ら の 86％ は 住 宅で 生 活 し てい る が 、こ の内 の 12％ し か住

宅を 所 有 して い な い （国 内 避 難民 全 体 で は 49％ が所 有 ）。 残 りの 14％は

住宅 と し ては ふ さ わ しく な い 建物 に 居 住 して い る 。支 援 を 必 要と し てい

る国 内 避 難民 の 4 9％（ 全 体 では 47％ ）は コ ソ ボに 住 宅 を 所有 し て お り、

13％（ 全 体 では 2 4％ ）は強 制 移 動の 後 、すで に 住 宅を 売 却 し てい る 。こ

れら の 住 宅を 売 却 し た国 内 避 難民 の 2 4％（ 全 体の 3 7％ ）は 避難 地（セ ル

ビア ） で 住宅 を 所 有 して い る が、 こ れ は コソ ボ の 住宅 の 売 却 が避 難 地で

の新 た な 住宅 購 入 を 可能 に し たた め で あ る。 ま た 、コ ソ ボ に 所有 す る彼

らの 住 宅の 61％ は 完全 に 破 壊さ れ て お り 、1 8％ が 深 刻な 被 害を 受 け てい

る（ 1 0％は 状 況が 分 かっ て い ない ）。ま た、コ ソボ に 所有 す る彼 ら の 住宅

の 43％ は不 法 占 拠 され て お り 、30％ は 略奪 さ れ てい る（ 1 8％は 状 況 が分

かっ て い ない ）。コ ソボ に 財 産を 所 有 す る 国 内 避 難民 の 30％は 再 建 築の

申請 を 出 した が 、そ のう ち の 15％ し か 認め ら れ ず 、30％ は 財産 の 再 占有

の訴 訟 を 提起 し た が 、その う ちの 14％ し か認 め ら れて い な い 。この よう

な状 況 で、支 援を 必 要と す る 国内 避 難 民 の 94％（ 全 体で は 7 9％）が 住 宅

関 連 の 支 援 を 必 要 と し て い る と い う 調 査 結 果 が 出 て い る (U N H C R ,2011 )。 
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避難 開 始 から 1 5 年 経っ た 今、まだ 1 , 25 2 名 は公 認 避難 民 集 団住 宅 に 居

住 して い る （ R S ,20 1 5）。 彼ら 避 難 民 は限 ら れた 支 援 し か 得る こ とが で き

ない 。に もか か わ ら ず 、地 域 統合 を 進 め る意 図 か らか 、難 民 省と U N H CR

は 20 05 年 以 来 集団 住宅 の 閉 鎖を 行 っ て きた 。閉 鎖 さ れた 後 は 、住民 は 社

会住 宅 に 移さ れ た が 、ま だ 特 別の 支 援を 必要 と し てい る（ U N H C R ,200 8 )。

また 、 動 くこ と の で きな か っ た避 難 民 は 閉鎖 さ れ た集 団 住 宅 に残 っ てい

る 。ロ マ 人 、ア シ ュ カリ 人 、エ ジプ ト 人 など の 少 数民 族 に 属 する 人 々 は、

住宅 と し て認 め ら れ てい な い プレ ハ ブ や テン ト の よう な 場 所 に居 住 して

おり 、強制 立 ち退 き の脅 威 に さら さ れ て いる 。実際 に、2009 年か ら 2 012

年ま で に約 2 , 500 人 がベ オ グ ラー ド の 非 公認 居 住 区の 住 宅 か ら強 制 立ち

退き を 執 行さ れ た （ E R R C , 20 12 ;A mne s t y, 2010 )。  

 

３－３．国内避難民の個人文書を取得する権利  

最初 の 避 難か ら 1 5 年が 経 過 して い る に も拘 わ ら ず、 多 く の 国内 避難

民は 国 内 避難 民 の 地 位の 証 明 書を 所 持 し てお ら ず 、再 発 行 す るこ と も困

難と な っ てい る 。 こ のこ と に よっ て 、 国 内避 難 民 は政 治 的 、 市民 的 、経

済的 、 文 化的 な 権 利 を享 受 す る可 能 性 を 奪わ れ て いる 。 紛 争 中に 文 書が

破壊 さ れ たり 、 紛 失 した り し た多 く の 国 内避 難 民 は市 民 権 を 証明 し なけ

れ ば な ら な い 。 し か し 、 こ れ を 証 明 す る た め に は 誕 生 地 (コ ソ ボ )で 出 生

証明 書 を 手に 入 れ な けれ ば な らな い 。 ま た、 紛 争 中に 市 民 権 や財 産 権に

関す る 登 録所 は セ ル ビア 南 部 のい く つ か の市 役 所 に移 転 さ れ た。 し たが

って 、 以 前は 国 内 避 難民 が 文 書を 入 手 す るに は こ れら の 市 役 所ま で 足を

運ぶ 必 要 があ っ た 。 しか し 、 現在 で は 遠 距離 か ら コン ピ ュ ー タア ク セス

でき る よ うに な り 多 少問 題 は 改善 さ れ た (U N H C R ,20 07 )。  

さら に 、 文書 を 取 得 する 権 利 は、 セ ル ビ ア当 局 が コソ ボ 当 局 によ って

発行 さ れ る文 書 を 認 めな い こ とに よ っ て 、さ ら に制 限 さ れる こと に な る。

これ は 国 内避 難 民 に よる 年 金 など の 権 利 の享 受 を 制限 す る こ とに つ なが

る。 特 に 、コ ソ ボ で の労 働 年 月を 証 明 す る文 書 が 認め ら れ な いた め 、多

くの 国 内 避難 民 は 正 当な 額 の 年金 を 受 け 取る こ と がで き な い 。ま た 、こ

の文 書 の 不承 認 は 教 育を 受 け る権 利 や 労 働を 行 う 権利 に も 影 響を 与 え る。

なぜ な ら 、セ ル ビ ア 当局 は コ ソボ 発 行 の 学業 成 績 証明 書 を 認 めな い から

であ る (P ra x i s , 2 009 )。  
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セル ビ ア 当局 は 、ID カー ド を 含む 多 く の 個人 文 書 を発 行 す る ため に は、

所有 権 の 権原 に よ っ て証 明 さ れる 公 式 に 登録 さ れ た居 住 地 を 必要 と す る。

よっ て 、 正式 に 登 録 され て い ない 住 居 に 居住 し て いる 国 内 避 難民 は 文書

を取 得 で きな い こ と にな る 。 なぜ な ら ば 、彼 ら は 公式 の 賃 借 契約 を 結ん

で お ら ず、以 前 のコ ソボ で の 住所 を 取 り 消す こ と がで き な い から で あ る。

した が っ て、国 内避 難民 は 人 道支 援 や 社 会給 付 を 受け る こ と がで き な い。

住居 が 登 録さ れ て い ない ロ マ 人は 特 に 影 響を 受 け るが 、 非 公 認の 集 団住

宅に 居 住 する 国 内 避 難民 も 影 響を 受 け る 。ただ し 、2 010 年 に 健康 保 険の

手続 法 が 修正 さ れ 、 固定 さ れ た住 所 を 保 持し て い ない 人 で も 健康 カ ード

の 発 行 を 許 さ れ る よ う に な っ た こ と に よ っ て 、 か な り 改 善 し た

( ID MC , 201 0)。  

 

３－４．国内避難民のコソボへの帰還の可能性  

コソ ボ 紛 争 が 1 99 9 年に 終 結 して ち ょ う ど 15 年 目 の 2 01 4 年 末ま で に、

コソ ボ に 帰還 し た 国 内避 難 民 の数 は お よ そ 25 ,430 人 と 算定 され て い る。

しか し 、 2 004 年 3 月の 一 連 の暴 動 に よ って 少 数 民族 が 攻 撃 され て 以 来、

国内 避 難 民の 帰 還 率 は減 り 続 け 、コソ ボ が一 方 的 に独 立 を 宣 言し た 2 008

年に 底 を 着き 、 582 人ま で 落 ち込 ん だ 。 その 後 、 少し 回 復 し 、 20 09 年に

1 ,1 53 人 と な り、 201 0 年に は 1 ,043 人 帰 還し た 。 ただ し 、 こ れら の 国 内

避難 民 が 帰還 し た 理 由は セ ル ビア で の 統 合が 進 ん でい な い た めで あ り、

帰 還 以 外 に 選 択 肢 が な か っ た た め だ と 考 え ら れ て い る ( ID MC ,20 10 )。 つ

まり 、 帰 還 し た い と 考え る 国 内避 難 民 は コソ ボ が 危険 な た め 帰還 を 諦め

てい た の だが 、 セ ル ビア で の 統合 も 完 了 して お ら ず、 統 合 も 選べ な いと

いう ジ レ ンマ に 直 面 して い る ので あ る 。  

帰 還 率 が 低 い 主 な 理 由 は コ ソ ボ で の 安 全 の 欠 如 、 移 動 の 自 由 の 欠 如 、

社会 給 付 受給 権 の 制 限、 経 済 的な 見 込 み の欠 如 と 、財 産 の 再 占有 の 困難

さで あ る 。し か し 、 これ ら の 状況 を 引 き 起こ し て いる 根 本 的 な理 由 は、

帰還 を 調 整す る 地 元 市役 所 の 資金 不 足 と 調整 不 足 のみ な ら ず 、コ ソ ボ国

内機 関 が 国内 避 難 民 は特 別 の 支援 を 必 要 とし て い るこ と を 認 識せ ず 、他

の市 民 と の間 で 彼 ら を差 別 的 に扱 っ て き た か ら で ある 。 こ の よう な 状況

を把 握 し た上 で 、 国 内避 難 民 は帰 還 を 選 択し な か った た め で ある と 考え

られ る 。 それ ゆ え に 、援 助 資 金供 与 者 （ ドナ ー ） は帰 還 と 再 建プ ロ グラ
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ムに 出 資 した が ら な い。 な ぜ なら ば 、 支 援が な さ れて も 長 期 間帰 還 しな

いで 住 宅 が放 置 さ れ たり 、 再 建さ れ た 住 宅が 売 り に出 さ れ た りす る から

であ る （ U N  H u ma n  R ig h t s  C ou nc i l , 20 09b）。 し かし 、「 国 内 強 制移 動 に 関

する 指 導 原則 」（ 19 9 8） が 定め て い るよ うに 「 差 別す る こ と なし 」（原 則

4）に「 移動 と 居住 地を 選 ぶ 自由 」（原 則 14）を尊 重 し なけ れば な ら ない

（ U N ,1 998）。 こ れ は 国際 人 権 A 規 約 12 条と 欧 州 人権 条 約 第 4 議定 書 2

条で も 保 障さ れ て い る。 よ っ て、 ド ナ ー は国 内 避 難民 が コ ソ ボに 所 有す

る財 産 を 補償 す る た めに セ ル ビア に 住 宅 を建 設 す れば 良 い こ とに な る。

しか し 、 ドナ ー は こ れに も 積 極的 で は な い。 地 域 統合 の 先 例 を作 る と、

将来 的 に 自ら も 難 民 を受 け 入 れる 義 務 を 負こ と に なる か ら で ある 。  

2009 年 にコ ソ ボ・メ トヒ ヤ 省と U N H C R は集 団 住 宅に 居 住 す る国 内 避

難民 で コ ソボ に 帰 還 した い 人 を支 援 す る ため の 登 録を 行 っ た とこ ろ 、約

1 ,2 00 家 族 が 名 乗 り を 挙 げ た 。 U N H C R が 帰 還 民 に 対 す る 支 援 を 行 い 、

U N DP が住 宅の 再 建 を行 う と いう も の で あっ た。帰 還 を可 能 にす る に は、

約 85 0 戸 の 住 宅を 建 設し 、 240 戸 の住 宅 の強 制 退 去を 行 わ な けれ ば な か

った 。 し かし 、 ほ と んど の 場 合こ れ ら の 家族 は 登 録し た に も 拘わ ら ず、

最終 的 に は帰 還 を 断 るの が 常 であ っ た 。 しか も 、 国内 避 難 民 は自 ら が少

数民 族 と なる 元 住 宅 への 帰 還 を拒 否 し 、 代わ り に セル ビ ア 人 居住 区 への

帰還 を 優 先す る こ と が明 ら か にな っ た ( ID MC ,20 10 )。この 傾 向は「 難 民 と

避難 民 の 住宅・財産 の回 復 に 関す る 国 連 原則 」（ U N , 20 05）が「財 産 権を

回復 す る こと が 不 可 能な 場 合 のみ 補 償 を 認め る 」と 定 め てい る原 則 21 を

適用 す る と、 財 産 権 を回 復 で きて も 帰 還 がで き な い避 難 民 の 問題 は 解決

でき な い こと に な り 、こ の 原 則の 修 正 が 必要 で あ るこ と を 顕 して い る。

避難 民 は 帰還 の 可 能 性の 如 何 に拘 わ ら ず 補償 し て もら え る 権 利を 必 要と

して い る ので あ る 。  

 

３－５．国内避難民のセルビアへの統合の可能性  

セ ル ビ ア 政 府 の 公 式 な 立 場 は 主 に 避 難 民 の 帰 還 を 促 進 す る こ と で あ

った が 、 避難 民 が 帰 還よ り 統 合を 選 ん だ ため 地 域 統合 を 進 め る方 向 へと

政策 の 転 換を 図 っ て きた 。この 一 環と し て、「 住 宅 の権 利」を 規定 し た 国

際人 権 B 規 約 11 条 1 と 社 会権 規 約 委員 会の 一 般 的意 見 ４ に 基づ い て 、

集団 住 宅 の閉 鎖 、 ク ロア チ ア とボ ス ニ ア から の 難 民を 統 合 す るた め のプ
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ログ ラ ム を延 長 す る こと に よ り、 代 替 住 居を 供 給 する こ と に 重点 的 に取

り組 ん だ 。住 宅 の 建 設や 暮 ら しを 立 て る ため の 支 援と し て 、 元集 団 住宅

の居 住 者 は彼 ら が 選 んだ 村 に 家を 建 て る ため の 支 援を 得 る こ とが で きた

ので あ る （ C ou nc i l  o f  E u r op e ,2 00 9）。  

セル ビ ア 政府 は 国 連 ハビ タ ッ ト、イ タ リ ア政 府 、E U と 協 力 し 、難 民、

国内 避 難 民、 及 び 社 会的 弱 者 のた め の 社 会住 宅 を 建設 し た 。 この プ ロジ

ェク ト の 受益 者 は 最 初の 3 年 間 は賃 貸 料 の支 払 い を免 除 さ れ 、そ の 後は

収入 に 応 じた 社 会 的 な賃 貸 料 を支 払 う 義 務が あ る 。ま た 、 セ ルビ ア 政府

は N G O や 国際 機 関 と連 携 を とり 、 特 に 老人 や 障 害者 な ど の 社会 的 弱者

であ る 居 住者 に 保 護 され た 社 会的 住 宅 を 供給 し て いる 。 こ の 住宅 の 供給

にお い て は、 指 定 さ れた 家 族 が他 の 居 住 者の 面 倒 を見 て 、 公 共サ ー ビス

提 供 者 と の 連 絡 を 取 る 制 度 が 取 ら れ て い る ( ID MC ,2 012 )。 こ の プ ロ ジ ェ

クト の 一 環と し て E U は 20 12 年 に国 内 避難 民 の ため に 12 フラ ッ ト を建

設し 、 46 人 が 入 居 した （ G ru pa , 20 12）。  

 

以上 の よ うに 、15 年 もの 間 セ ルビ ア で 生 活を し な がら 避 難 民 問題 の解

決を 待 つ 人々 は ど の よう な 気 持ち で い る のだ ろ う か。 国 内 避 難民 へ の聞

き取 り 調 査に よ り 彼 らの 恒 久 的解 決 に は 何が 必 要 なの か を 探 って い く。

以下 で は 、筆 者 が 2 013 年 8 月に 2 度 （ 1 週間 ず つ）、 セ ル ビア の ク ラリ

エボ と コ ソボ 北 部 の レポ サ ビ ッチ （ セ ル ビア 人 居 住地 域 ） に て、 国 際ボ

ラン テ ィ ア連 絡 協 議 会（ J N IV）の協 力 を 得て 聞 き 取り 調 査 を 行っ た 際に

得た 情 報 を基 に 、 ど のよ う な 状態 に 至 っ たら 避 難 状態 を 終 了 した と 言え

るか に つ いて 考 察 を 行う 。 聞 き取 り 調 査 の対 象 と して 選 ん だ のは 貧 しく

困窮 し た 生活 を 余 儀 なく さ れ 、未 だ 恒 久 的解 決 に 至っ て い な いと 思 われ

るセ ル ビ アと コ ソ ボ 国内 の 非 公認 の 集 団 住宅 に 居 住す る 避 難 民で あ る。

調査 は セ ルビ ア 語 話 者で あ る 避難 民 に 対 して セ ル ビア 語 と 英 語の 通 訳者

を介 し て 行っ た 。 質 問内 容 は 、避 難 当 時 の状 況 、 現在 の 生 活 状況 、 仕事

の有 無 、 身分 証 明 書 の有 無 、 援助 の 有 無 、帰 還 の 意思 、 財 産 権の 回 復、

避難 状 態 の終 了 の 有 無等 で あ る（ 避 難 経 路は 稿 末 地図 参 照）。  

４．コソボ出身国内避難民の現地調査  
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４－１セルビアの非公認避難民集団住宅に居住する年配者  

2013 年 8 月 4 日 、ク ラリ エ ボ の近 郊 の 非 公認 の 避 難 民 集 団 住 宅に 住む

マリ ア ・ ネデ リ コ ビ ッチ さ ん （ 85） に 聞 き取 り 調 査を 行 っ た 。  

１） 避 難 当時 の 状 況  

私に は 6 人の 子 ど も 、16 人 の 孫が い ます 。私た ち は 19 99 年 6 月 17 日

に 長 年 住 ん だ コ ソ ボ の ク リ ナ か ら 脱 出 を す る こ と に な り ま し た 。 N ATO

の爆 撃 が 終わ っ た 後 、国 連 安 全保 障 理 事 会決 議 12 44 に よ っ てユ ー ゴ連

邦軍 と 警 察部 隊 が コ ソボ か ら 撤退 す る と 、す ぐ に 私た ち は 誰 から も 保護

され な く なり ま し た 。ア ル バ ニア か ら 帰 還し た ア ルバ ニ ア 人 たち に よる

セル ビ ア 系住 民 に 対 する 攻 撃 が始 ま り ま した 。 こ の時 、 兵 士 であ っ た私

の息 子 は アル バ ニ ア と接 す る コソ ボ 国 境 を守 る た めに 戦 い 、 命を 落 とし

まし た 。 私と 一 緒 に 暮ら し た アル バ ニ ア 人た ち は 、紛 争 後 に アル バ ニア

から セ ル ビア に 入 国 した ア ル バニ ア 人 よ りも セ ル ビア 人 と 良 い関 係 にあ

りま し た 。私 は ア ル バニ ア 系 住民 の 隣 人 と良 い 関 係に あ り ま した 。  

２） 現 在 の状 況  

しか し 、 私の 家 は 破 壊さ れ ま した 。 し か も、 私 の 家族 は 財 産 を売 るこ

とも で き ませ ん 。 ア ルバ ニ ア 人は 紛 争 前 には 低 い 価格 で セ ル ビア 人 の住

宅を 購 入 する こ と を 申し 出 て いま し た 。 アル バ ニ アか ら 入 国 して き たア

ルバ ニ ア 人た ち は お 金を 持 っ てい な か っ たに も 拘 わら ず セ ル ビア 人 から

住宅 を 購 入し ま し た 。誰 か が 彼ら に お 金 を渡 し た に違 い あ り ませ ん 。し

かし 、紛争 後 は 財産 を購 入 す る話 は 一 切 しな く な りま し た。なぜ な ら ば、

コソ ボ は 彼ら の 領 土 とな っ た から で す 。 私は 今 ま でに ２ 度 自 分の 家 を見

に帰 え り まし た が 、 私の 家 財 は全 て 盗 ま れて な く なっ て い ま した 。 私は

今で も ま だ以 前 一 緒 に住 ん で いた ア ル バ ニア 人 た ちと は 暮 ら せる と 思っ

てい ま す 。私 の 家 か ら物 を 盗 んだ の は き っと ア ル バニ ア か ら 来た ア ルバ

ニア 人 た ちに 違 い な いの で す 。彼 等 の せ いで 元 隣 人で あ っ た アル バ ニア

人と 一 緒 に暮 ら せ な くな っ た ので す 。  

３） 身 分 証明 書 と 常 居所  

私は セ ル ビア の ID カー ド を 持っ て い ま すが 、 常 居所 は コ ソ ボの まま

です 。 こ のカ ー ド を 取得 す る ため に は 出 生証 明 書 が必 要 で 、 これ を 発行

もら う た めに コ ソ ボ まで 行 か なけ れ ば な りま せ ん でし た 。 加 えて 、 私は

国内 避 難 民（ ID P）カー ド も 持っ て い ま す。こ のカ ー ド によ って 、セル ビ
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アに 来 て から 3 年 間 人道 的 援 助を 受 け る こと が で きま し た 。 しか し 、そ

の後 は 何 も受 け 取 る こと が で きな く な り まし た 。 私の 娘 の 夫 は一 時 的居

住地 の 証 明書 を 持 っ てい ま す 。こ れに よ って 娘 は ID P カ ード を取 得 す る

こと が で きま す 。 こ のカ ー ド を援 助 団 体 など に 見 せる と 援 助 を受 け るこ

とが で き ま す が 、 政 府か ら は 受け る こ と はで き ま せん 。 こ の カー ド は単

に国 内 避 難民 で あ る こと を 証 明す る だ け で、 具 体 的に は 何 に も役 に 立た

ない の で す。  

ID P カー ドを 得 る た めに 一 時 的居 住 地 を 証明 す る 必要 が あ る のは 、居

住地 を 証 明で き な い から こ そ ID カ ー ド でな く ID P カー ド を取 得 し よう

とし て い るこ と と 矛 盾す る の では な い か とい う 疑 問が 生 じ る 。  

４） 帰 還 の意 思 、 仕 事の 有 無 、避 難 状 態 の終 了 の 有無  

私は 子 ど もと 一 緒 だ った ら コ ソボ に 帰 還 した い と 思っ て い ま す。 しか

し、 私 の 子ど も は 帰 還し た い とは 考 え て いま せ ん 。最 初 、 私 は集 団 住宅

の廊 下 で ８年 間 暮 ら しま し た が、 今 で は 自分 だ け の部 屋 で 生 活し て いま

す。 私 は 文化 セ ン タ ーで の 仕 事を 持 っ て おり 、 こ この 人 々 と の関 係 もと

ても 良 く 、こ の 場 所 を自 分 の 家だ と 考 え てい ま す 。常 居 所 を 避難 地 へと

変更 す る と、 国 内 避 難民 と し て援 助 を 受 ける こ と がで き な く なり ま す。

私は 自 分 のも の で は ない で す が部 屋 に 住 んで い る ので 、これ を家（ H O ME）

だと 思 っ てい ま す 。 私の 娘 （ 4 5） は 4 人 の子 ど も を持 つ 既 婚 者で す が、

夫が ト ラ ック と 土 地 を売 っ て 家を 購 入 し まし た 。 彼女 も 夫 も 仕事 を 持っ

てい な い ので す が 、 避難 民 状 態か ら は 脱 出し た と 思っ て い る と思 い ます

（ N ed e l jko v i c ,20 13）。  

この こ と から 、 所 有 者と な る かは 別 と し て、 自 分 が占 有 す る こと がで

きる 家 を 持つ こ と は 彼ら の 生 活を 安 定 す るた め に は欠 か せ な い要 素 であ

ると 言 え る。  

 

４－２．セルビアの非公認避難民集団住宅に居住する主婦  

201 3 年 8 月 4 日、 クラ リ エ ボ近 郊 の 非 公認 の 避 難民 集 団 住 宅を 訪 れ、

ズビ ッ チ 家の 主 婦 で ある ス タ ンブ ア さ ん に聞 き 取 り調 査 を 行 った 。  

１） 避 難 当時 の 状 況  

私は ス タ ンブ ア（ 57）で、夫 はル ビ チ ャ・ズ ビッ チ（ 60）と 言い ま す 、
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子ど も た ちは ア レ ウ サン ダ ー（ 27）、ミ ロ ス（ 20）、アレ ウ サ ン ドラ（ 1 9）、

スタ ニ チ ャ（ 1 8）で す。私 たち は 19 99 年 7 月 に クリ ナ 地 方 自治 体 の べル

コヴ ォ 村 を脱 出 し ま した 。紛 争 後に K FO R が入 っ てき ま し た が、ユー ゴ

連邦 軍 と セル ビ ア 警 察が 撤 退 した た め 、 私た ち は 危険 を 感 じ まし た 。ク

リナ に 住 む全 て の セ ルビ ア 系 住民 は 一 斉 に避 難 を 開始 し ま し た。 避 難を

した 全 て の住 民 は 1 つの 列 を なし て 1 つ の方 向 へ 向か っ て 行 進し ま し た。

私た ち は まず べ ラ ノ バッ チ へ 向か い 、 4 日間 歩 い て到 着 し ま した 。 そこ

で屋 根 の ない 学 校 の 校舎 に 3 ヶ 月間 滞 在 しま し た が、 学 校 が 始ま っ たの

で、 そ こ を出 て ヴ ィ タノ バ ッ チへ と 向 か いま し た 。 最 初 の 5 日間 は クラ

リエ ボ の ある 公 園 で 過ご し 、 その 後 ヴ ィ タノ バ ッ チの 避 難 民 の集 団 住宅

へと 移 動 しま し た 。  

２） 生 活 状況  

最初 、こ の 集団 住 宅 では 40 家 族 が 生活 をし て い まし た 。そ のう ち の 何

家族 か は クラ リ エ ボ 自治 体 が ベラ ノ バ ッ チに 建 て たア パ ー ト に移 り まし

た 。そ こ で は、電 気 代と ガ ス 代だ け を 支 払え ば 生 活が で き ま した 。た だ、

3 年 後 に は賃 貸 料 を 支払 わ な けれ ば な ら なく な る と聞 き 、 ま たア パ ート

もと て も 狭か っ た た め、 私 た ちは そ こ へ 引っ 越 し をし な い こ とに し まし

た 。  

３） コ ソ ボの 住 宅 状 況、 ア ル バニ ア 人 に 対す る 認 識  

私 た ち は コ ソ ボ に あ る 住 宅 が ど う な っ て い る か 確 認 す る た め に 一 度

戻っ た こ とが あ り ま す。 私 た ちは 住 宅 所 有の 証 明 書を 持 っ て いま す が、

住宅 問 題 を解 決 す る ため に 連 絡し て き た 人は 今 ま でに 誰 も い ませ ん 。避

難民 の 中 でコ ソ ボ に 置い て き た財 産 を 売 却す る こ とが で き た 人は ほ とん

ど都 市 出 身で す 。村 出身 の 人 々は 財 産 を 売却 す る こと は で き てい ま せ ん。

私た ち は イス ラ ム 教 徒、 キ リ スト 教 徒 の 如何 を 問 わず コ ソ ボ のア ル バニ

ア系 隣 人 とと て も 良 い関 係 を 築い て い た 。一 つ の 学校 に ど ち らの 民 族に

属す る 生 徒も 居 て 、 仲良 く 勉 強を し て い まし た 。 しか し 、 1 9 99 年 4 月、

セル ビ ア 系住 民 の 子 ども は 学 校へ 行 く の を止 め 、 6 月 に は 脱 出し な けれ

ばな ら な くな り ま し た。  

４） 身 分 証明 書  

脱出 の 際、ID カ ー ド を置 い て 来た 人 も い まし た 。ク リ ナ の登 記所 は セ

ルビ ア の クラ ウ ジ ェ ヴァ ッ ツ に移 さ れ た ので 、ID カ ード の 再 発行 は 難し
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くな り ま した 。し か し、私 た ちは コ ソ ボ を常 居 所 とす る セ ル ビア の ID カ

ード を 持 って い ま す 。し か し 、 ID P カ ー ドを 得 る こと が で き るか は わか

りま せ ん 。  

５） 財 産 権の 回 復 、 帰還 の 意 思  

私 は 現 在 滞 在 し て い る 集 団 住 宅 は 誰 が 所 有 し て い る の か を 知 り ま せ

ん。 最 初 にこ こ に 来 たと き は 、空 き 家 で した が 、 現在 は ど う もク ラ リ エ

ボ自 治 体 の所 有 と な って い る よう で す 。 最初 の 3 年 間は 、 赤 十字 か ら食

料や 衛 生 用品 を 受 け 取り ま し た。 私 た ち はク ラ リ エボ 自 治 体 の支 援 によ

って 与 え られ た 資 材 を使 っ て 新し い 家 を 建設 し 始 めま し た 。 私の 夫 はセ

ルビ ア 森 林で 働 い て おり 、 月 20 0 ユ ー ロ を受 け 取 って い ま す 。し か し、

これ で は 食料 費 し か 賄え ま せ ん。 た だ 、 夫は 働 い てお り 、 子 ども た ちは

学校 に 行 って い る の で、 私 た ちに は 他 の 市民 と 同 じ社 会 給 付 の権 利 があ

り、 医 療 保険 な ど 受 給で き ま す。 私 た ち はコ ソ ボ の故 郷 に 帰 還し た いと

思っ て い ます が 、 子 ども た ち はそ う 思 っ てい ま せ ん。 彼 ら は ヴィ タ ノバ

ッチ の 人 々に 受 け 入 れら れ て いる 感 覚 を 持っ て い るた め 、 ヴ ィタ ノ バッ

チが 第 二 の故 郷 だ と 思っ て い ます 。  

６） 統 合 の有 無  

ど う な っ た ら 統 合 を 達 成 し た と 言 え る の か に つ い て は 私 に は 分 か り

ませ ん 。た だ 、私 た ち には セ ル ビア で の 自 主定 住 以 外の 選 択 が ない の で、

この 方 法 しか 考 え ら れま せ ん 。し か し 、 私は 避 難 民が 通 常 の 生活 を 送れ

るよ う に する た め に はお 金 が 最も 重 要 で ある と 思 いま す 。 子 ども た ちは

学校 で 受 け入 れ ら れ てお り 、 問題 を 抱 え てい ま せ ん。 で す か ら、 子 ども

たち は コ ソボ を 故 郷 と考 え る こと は で き ませ ん 。 なぜ な ら ば 、ヴ ィ タノ

バッ チ が 彼ら の 故 郷 だか ら で す（ Z ub i c ,  2013）。  

 

４－３．セルビアの非公認避難民集団住宅に居住する元炭鉱労働者  

2013 年 8 月 4 日 、ク ラリ エ ボ 近郊 の ヴ ィ タノ バ ッ チを 訪 れ る 。非公 認

の避 難 民 集団 住 宅 在 住の ラ ザ ー・ カ ラ ジ ッチ さ ん に聞 き 取 り 調査 を 行っ

た 。  

１） 出 身 地、 ア ル バ ニア 人 と セル ビ ア 人 の関 係  

私は ク リ ナ自 治 体 の デル ス ニ ク村 の 出 身 です 。 コ ソボ に あ る 私の 住宅
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はま だ あ りま す が 、 現在 ア ル バニ ア 人 に 占有 さ れ てい ま す （ 彼は 損 壊し

た家 の 写 真を 見 せ て くれ た ）。 コ ソ ボで は、 1 3 世 紀 に オス マン ト ル コ帝

国の 影 響 でイ ス ラ ム 教へ 改 宗 させ ら れ た セル ビ ア 人は 正 教 徒 のセ ル ビア

人の 財 産 を破 壊 し ま した 。 な ぜな ら 、 彼 らは も と もと 正 教 徒 でし た が、

オス マ ン トル コ 帝 国 によ っ て イス ラ ム 教 に改 宗 さ せら れ た た め、 ア ルバ

ニア 人 と して 信 用 さ れる よ う にす る 必 要 があ り 、 セル ビ ア 人 を憎 ん でい

るふ り を した か っ た から で す 。  

２） コ ソ ボに あ る 住 宅の 状 況  

私は 一 度 コソ ボ の 自 分の 家 に 戻り ま し た 。私 の 土 地に は イ ス ラム 教に

改宗 し た セル ビ ア 人 の子 ど も が遊 ん で い まし た 。 彼ら は 私 に 「ど こ から

来た の ？ 」と 聞 い て きま し た 。私 は ア ル バニ ア 語 を流 暢 に 話 せる の で、

アル バ ニ ア語 で 「 オ ラホ バ ッ チ出 身 だ 」 と 答 え ま した 。 私 は 情報 を 得る

ため に 、 アル バ ニ ア 人で あ る ふり を し ま した 。 彼 らは 「 ど う して こ こに

来た の で すか 」 と 私 に尋 ね ま した 。 私 は 「何 か 盗 むも の は 残 って い ない

か知 り た んだ ！ 」 と 答え ま し た。 す る と 、彼 ら は 「心 配 し な くて も 大丈

夫で す 。 私た ち が 全 て盗 み ま した か ら 」 と答 え ま した 。 彼 ら はイ ス ラム

教に 改 宗 させ ら れ た セル ビ ア 人な の で 、 アル バ ニ ア人 で あ る ふり を して

いる の で す。 子 ど も たち は 私 の土 地 で 牛 を飼 っ て いま し た 。 そこ に かつ

て私 の 父 親が 飼 っ て いた 牛 で ある 「 ブ レ ナ」 が い るこ と に 気 付き 、 私は

思わ ず 「 ブレ ナ ！ 」 と呼 ぶ と 、そ の 牛 は 応 え て く れま し た 。  

３） 帰 還 の意 思  

私が 村 を 訪れ た と き 、カ ト リ ック 教 徒 と イス ラ ム 教徒 の ア ル バニ ア人

がい ま し た。 私 は 彼 らの 家 に 行き 、 お 茶 やコ ー ヒ ーを 一 緒 に 飲み ま した

が、 全 く 問題 は 生 じ ませ ん で した 。 そ の 後、 私 は よく コ ソ ボ を訪 れ るよ

うに な り まし た が 、 問題 は あ りま せ ん 。 通常 、 イ スラ ム 教 徒 へ改 宗 した

セル ビ ア 人は 彼 ら 同 士の 仲 が あま り よ く なく 、 正 教徒 の セ ル ビア 人 に帰

って き て 欲し い と 思 って い ま す。 彼 ら は 1 3 年 前と 同 じ よ うに 生 活 した

いと 思 っ てい る の で す。 私 は 避難 生 活 を 始め る 前 に石 炭 会 社 で 3 2 年間

働き ま し た。 そ の 会 社に は 6 20 人の 従 業 員が 働 い てい ま し た が、 セ ルビ

ア人 は た った 2 0 人 でし た 。し か し 、私 たち セ ル ビア 人 は ア ルバ ニ ア 人と

の間 で 問 題を 起 こ し ませ ん で した 。 私 は 炭鉱 で 動 かし て い た 機械 の 鍵を

今で も 持 って い ま す 。コ ソ ボ のカ フ ェ に 行っ た と き、 皆 が 私 と話 し をし
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たが り ま した 。 も し コソ ボ に 家が あ っ た ら、 私 は 帰る こ と が でき る と思

いま す 。  

私は 常 居 所を コ ソ ボ のク リ ナ とす る ク ラ リエ ボ 発 行の セ ル ビ ア ID カ

ード を 持 って い ま す 。 ID P カ ー ドは 持 っ てい ま せ ん。 し か し 、私 は 年金

を受 給 し てい ま す 。 息子 は 支 援し て く れ ませ ん が 、娘 は 支 援 して く れて

いま す 。 また 、 あ る パン 屋 が 毎日 パ ン を 支給 し て くれ ま す 。 しか し 、私

が所 有 し てい る コ ソ ボに あ る 財産 に つ い て問 題 に しよ う と し た人 は 今ま

でに い ま せん で し た  ( Ka r az ic , 2 013 )。  

 

４－４．セルビアの非公認避難民集団住宅に居住する元農業従事者  

2013 年 8 月 4 日 、ク ラリ エ ボ 近郊 に 住 む ボイ セ ビ ッチ・ブ ラ ティ ス ラ

ブさ ん （ 5 9） に 聞 き 取り 調 査 を行 っ た 。  

１） 避 難 当時 の 状 況  

1999 年 に 行わ れ た N ATO に よる 空 爆 に よっ て 多 くの 家 屋 が 破壊 され

まし た 。 爆弾 の 着 弾 点か ら 5 00 メー ト ル 以内 の 全 ての 家 屋 は 破壊 さ れま

した 。 当 時投 下 さ れ た爆 弾 は 不 発 弾 と し てそ の ま ま残 さ れ て おり 、 子ど

もた ち は いつ も 危 険 にさ ら さ れて い ま す 。1999 年 の 紛争 が 終 結す る とす

ぐに ア ル バニ ア 人 を 守る た めに K FO R が コソ ボ に 派遣 さ れ ま した 。紛争

終結 の 2 ヶ 月後 、 私 の息 子 で ある ジ ュ ゴ スラ ブ ・ ブラ テ ィ ス ラブ は トラ

クタ ー を 盗ま れ な い よう に し たと こ ろ 、 これ を 盗 みに 来 た セ リフ ・ カス

トラ テ ィ とい う 人 物 に殺 害 さ れま し た 。 しか し 、 この 犯 罪 に 対し て は何

の 処 罰 も 行 わ れ ま せ ん で し た 。 旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア 国 際 戦 犯 法 廷 （ IC T Y）

は何 が 起 こっ た の か を調 査 を する た め に ここ に 来 まし た が 、 その 後 何も

行動 を 起 こし ま せ ん でし た 。  

２） コ ソ ボに 残 し た 住宅 の 状 況  

K FO R の 隊長 と し て 行動 し て いた イ タ リ ア人 の フ ァビ オ 将 軍 は、 私に

「も し ク リン ト ン が 全て の セ ルビ ア 人 を 殺せ と い うな ら 、 私 たち は 実行

する 」と言 い まし た 。紛 争 終結 の 40 日 後、私 はコ ソ ボに あ る自 分 の 家を

見に 行 き まし た 。 し かし 、 何 人も の 人 々 が待 ち 伏 せを し て い て、 投 石を

され ま し た。 こ の た め、 K FO R のフ ァ ビ オ将 軍 は 私を 私 の 住 宅が あ る場

所ま で 連 れて 行 く こ とは で き ませ ん で し た 。その 15 日 後 、私 はド イ ツ軍
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に頼 み 、 装甲 車 を 使 って 私 の 家ま で 連 れ て行 っ て もら い ま し た。 行 って

みる と 、 ドブ ロ シ ュ にあ る 私 の家 は ブ ル ドー ザ ー によ っ て 破 壊さ れ てい

まし た 。 そし て 、 ド ブロ シ ュ の市 役 所 は 私が 自 分 の家 に 戻 る こと を 二度

と許 し て くれ ま せ ん でし た 。 私は 困 っ た ので ペ ッ チの 警 察 に 行き 、 2013

年 5 月 13 日と 6 月 3 日に こ の 問題 に つ いて 報 告 書を 提 出 し まし た 。 し

かし 、 こ れに 対 す る 対処 は 何 もし て く れ ませ ん で した 。  

３） 身 分 証明 書  

私は 本 拠 地を コ ソ ボ とす る セ ルビ ア の I D カー ド を持 っ て い ます 。私

はコ ソ ボ で生 ま れ 4 5 年 間暮 ら し まし た 。他 の 一 般市 民 （ ア ルバ ニ ア 人）

はセ ル ビ ア人 が コ ソ ボの 先 住 民で あ る こ とを 認 め てい ま す 。 にも か かわ

らず 、 201 2 年に コ ソボ の ID カ ー ドを 取得 し よ うと し ま し たが 、 で きま

せん で し た。 コ ソ ボ の登 記 所 は 1 99 9 年 以前 に 発 行さ れ た 誕 生証 明 書を

提示 す る よう に 求 め てき た の です が 、 私 がこ れ を 取得 で き な かっ た ため

です（ こ れ はコ ソ ボ に行 か な いと 取 得 で きな い ）。し か も 、私 は ID P カー

ドも 取 得 して い ま せ ん。 私 は セル ビ ア 政 府か ら は 避難 生 活 に 対す る 援助

を何 も 受 けて い ま せ ん。 セ ル ビア で は 仕 事を 得 る こと も で き ない た め、

月 130 ユ ー ロの 年 金 と医 療 保 険を セ ル ビ ア政 府 か ら受 け て 生 活を し てい

ます 。  

４） 帰 還 の意 思 、 仕 事の 有 無 、生 活 状 況  

私は コ ソ ボに 帰 還 し たい と 考 えて い ま す 。し か し 、私 は セ ル ビア 人が

多数 派 と なる コ ソ ボ 北部 に は 帰り た い と は思 い ま せん 。 か つ て住 ん でい

たコ ソ ボ 南部 の 村 に 帰り た い と思 っ て い るか ら で す。 私 は ア ルバ ニ ア人

とは と て も良 い 関 係 を築 い て いま し た 。 しか し 、 紛争 後 、 彼 らは ア メリ

カ人 の テ コ入 れ に よ り敵 対 的 とな っ て し まい ま し た。 私 の 兄 はス イ スに

住ん で い て、 資 金 を 出し て ク ラリ エ ボ に 私の 家 を 建て て く れ まし た 。し

かし 、 私 には 仕 事 が あり ま せ ん。 で す が 、私 は 農 家と し て の 自分 の 仕事

をし た い と思 っ て い ます 。 そ して 、 そ の ため に は ドブ ロ シ ュ は最 高 の土

地な の で す。 セ ル ビ ア人 が 仕 事を す る た めに 海 外 に渡 航 す る こと が 難し

くな っ て いる た め 、 私の 子 ど もた ち で さ えも 海 外 で仕 事 を 得 るこ と がで

きま せ ん 。セ ル ビ ア に対 す る 経済 制 裁 （ 1991～ 200 3 年 ）は 電車 、 家 具、

ヒー タ ー の３ 大 産 業 を閉 鎖 に 追い 込 み ま した 。 こ の期 間 に 、 セル ビ アは

コ ソ ボ の 領 土 を 諦 め た ら 経 済 制 裁 は 止 め て も 良 い と 言 わ れ ま し た
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（ B r a t i s l a v,2 013）。  

 

４－５．コソボ北部セルビア人居住地区の非公認避難民集団住宅に居住

する年配者  

2013 年 8 月 5 日、コ ソボ 北 部 のレ ポ サ ビ ッチ を 訪 れた 。そし て、非 公

認の 避 難 民集 団 住 宅 に住 む ラ ト ミ ル カ ・ ヴチ ノ ビ ッチ さ ん （ 62） に 聞き

取り 調 査 を行 っ た 。  

１） 避 難 当時 の 状 況  

私は コ ソ ボの ク リ ナ 出身 で す 。 19 99 年 6 月 18 日 、 皆が 同 時に ク リ ナ

を脱 出 し たた め 、 私 も一 緒 に 脱出 し ま し た。 そ の 後、 私 は か つて 自 分の

家が あ っ た場 所 へ 戻 って み ま した が 、家 は破 壊 さ れて い ま し た。そ して 、

そこ に は 隣人 が 占 拠 して い ま した 。そ の 土地 は 10 ㎡ あ たり 5 ,0 00 ユ ー ロ

です が 、 そこ に 不 法 占拠 し て いる 隣 人 は 1 , 000 ユ ーロ し か 払お う と しま

せん 。そ して 、彼は「こ の 値 段で 買 うか 、そ れ と もそ の まま にす る か（不

法占 拠 を 放置 す る ） だ」 と 言 って い ま す 。  

２） 身 分 証明 書 、 支 援状 況  

私 は ID P カー ド を所 持し て い ます 。こ れ によ っ て 、赤十 字 か ら冬 に は

燃料 と な る木 材 、 食 料を 受 給 して い ま す 。私 の 娘 はか つ て 市 役所 に 勤め

てい ま し たが 、 2 008 年（ コ ソボ が 一 方的 独立 宣 言 をし た 後）に解 雇 さ れ

てし ま い まし た 。 一 般市 民 は 国内 避 難 民 を支 援 す るべ き で あ ると 思 いま

すが 、 彼 らは そ の よ うな こ と は行 っ て い ませ ん 。 国内 避 難 民 だと い うだ

けで 、 差 別的 な 扱 い をさ れ る こと が あ り ます 。（ Vuc in o v ic ,2 0 13）。  

 

４－６．コソボ北部セルビア人居住地区の非公認避難民集団住宅に居住

する男女  

2013 年 8 月 6 日、コ ソボ 北 部 レポ サ ビ ッ チを 訪 れ た。こ こで 、さ ら に

別の 非 公 認避 難 民 集 団住 宅 を 訪れ た 。 そ して 、 ミ ラン カ ・ ス ラブ コ ビッ

チさ ん と（ 45）とス タン コ ビ ッチ・ス ベ テン さ ん (60 )に 聞き 取り 調 査 を行

った 。  

１） 避 難 当時 の 状 況  



 

 

 

225 災害後の人々の移動とアソシエーションの人類学・社会学的研究 

私（ ミ ラ ンカ さ ん ） はか つ て プリ ズ レ ン に在 住 し てい ま し た 。紛 争が

終結 す る と、 ア ル バ ニア 人 は 武器 を 持 っ て私 た ち を脅 し に 来 まし た 。そ

こで 、 199 9 年 6 月 1 3 日 、 私 は脱 出 しま した 。 セ ルビ ア 人 が 用意 し た バ

スに 乗 っ てニ ー シ の ホテ ル ま で移 動 し ま した 。 そ こで 、 5 日 間滞 在 しま

した 。 そ の後 、 私 は シチ ェ ヴ ォに 行 き 、 そこ で 3 日 間を 過 ご しま し た。

その 後 、 さら に ポ リ ャナ に 移 送さ れ 、 そ こで あ る 学校 の 校 舎 で 5 日 間を

過ご し 、 スメ デ レ ヴ ォに あ る 避難 民 の 集 団住 宅 へ 移動 し ま し た。  

２） 住 居 、生 活 状 況  

私は そ こで 4×4 ㎡ の部 屋 に 8 年 間 を 過 ごさ な け れば な ら な かっ た 。ス

ペー ス が なか っ た た め、 私 の 子ど も た ち はそ こ に 滞在 す る こ とは で きま

せん で し た 。2 007 年 8 月 、私は ブ レ ヴェ ニク に 行 きま し た 。そし て 、201 3

年 5 月 に レ ポサ ビ ッ チに た ど り着 き ま し た。 私 は この 避 難 民 のた め の集

団住 宅 に 住む 人 々 と 仲良 く 暮 らし て い ま す。 彼 ら の中 に は 仕 事を 持 って

いる 人 や 、年 金 を 受 給し て い る人 も い ま す。 私 は コソ ボ の I D カー ドと

ID P カー ド を持 っ て いま す 。 しか し 、 私 は紛 争 以 前に 住 宅 を 所有 し てい

なか っ た ので 、 戻 る こと の で きる 住 宅 は あり ま せ ん。  

３） 避 難 状況  

私（ ス タ ンコ ビ ッ チ さん ） は クロ ア チ ア 出身 の 難 民で レ ポ サ ビッ チに

一時 的 居 住地 を 得 ま した 。私の 元 妻 はク ロア チ ア で住 宅 を 所 有し て お り、

そこ に 私 も一 緒 に 住 んで い ま した が 、 1 9 91 年 か ら 1 995 年 ま で続 い たク

ロア チ ア の独 立 戦 争 中に 私 は そこ を 追 い 出さ れ ま した 。 し た がっ て 、私

にも 戻 る こと の で き る住 宅 が あり ま せ ん 。こ の こ とか ら 、 私 の 人 生 目標

は子 ど も たち （ 15 歳の ダ ニ ツア と 1 0 歳の ド ラ ゴリ ブ ） が 路上 で 暮 らさ

なく て 済 むよ う に 自 分の 空 間 を持 て る よ うに な る こと と な り まし た 。そ

して 、 ミ ラン カ と 一 緒に 生 活 する こ と を 希望 し て いま す 。  

４） 支 援 状況  

U N H C R は私た ち に「 もし 貴 方た ち が コ ソボ に 土 地を 購 入 し たら 、住宅

を建 設 す るた め の 資 材を 提 供 する 」 と 約 束し ま し た。 し か し 、私 た ちに

は土 地 を 買う こ と が でき る 財 産は あ り ま せん 。 た だ、 私 た ち が職 業 紹介

所へ 行 っ たと き 、ス タッ フ は 医療 カ ー ド の期 限 の 延長 を し て くれ ま し た。

この 医 療 カー ド や ID P カード が あれ ば、薬代 は 支 払う 必 要 が あり ま す が、

無料 で 医 療を 受 け る こと が で きま す 。 こ のこ と で 、大 変 助 か って い ます
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（ S la vko v i c ,20 13 ;  S ve t en ,20 13）。こ の 住 宅支 援 の 約束 は 帰 還 を「住 宅 に住

む権 利 」の 享 受の 条 件に し て いる の で、「居 住 地を 選 ぶ自 由 」の 侵 害と な

るの で は いか と い う 疑問 が 生 じる 。  

 

以上 の 調 査か ら 分 か るこ と は 、彼 ら は セ ルビ ア で 仕事 を 得 る こと が非

常に 困 難 であ り 、 自 分の 住 宅 を持 つ こ と を望 ん で いる こ と で ある 。 たと

え法 的 に 所有 権 を 移 転し な く とも 、 特 定 の住 宅 を 排他 的 に 占 有す る こと

がで き る こと が 重 要 なの で あ る。そ れ故 、集団 住 宅 で生 活 を し てい て も、

自分 の 空 間を 確 保 で きれ ば 恒 久的 解 決 は 達成 で き ると 言 え る 。生 活 水準

が他 の 市 民と 同 程 度 に到 達 し てい る か ど うか は さ ほど 重 要 で はな い 。最

低限 の 生 活水 準 に 達 して い れ ば、 排 他 的 に占 有 で きる 住 宅 を 得る こ とに

より 移 動 のな い 安 定 した 生 活 が可 能 に な り、 住 所 を得 る こ と によ り 仕事

も得 や す くな る か ら であ る 。し たが っ て 、『 IA SC（ 機関 間 常 設委 員 会 ）国

内避 難 民 の恒 久 的 解 決の 枠 組』（ 2 01 0 年 ）が 恒 久 的解 決 の 基 準と し て定

める「 他の 市 民と 同 程度 の 生 活」に達 し なく て も、「他 の 市 民と 差 別 され

ずに 人 権 を享 受 」し 、「 自 分の 空 間 を確 保 」で き る こと が 重 要で あ る 。そ

して 、「 国 内避 難 民 の自 由 意 思を 尊 重」した 上 で、こ れを 実 現し て い く必

要が あ る （ B r oo k i ng , 2010）。  

 

５－１．国内避難民の帰還を促す条件の未達成  

コソ ボ の 自宅 に 帰 還 する こ と がで き る の であ れ ば 、国 内 避 難 民の 避難

状態 は 終 了し た と 言 える は ず であ る 。 以 前の よ う に自 分 の 空 間を 持 てる

よう に な るか ら で あ る。 し た がっ て 、 ま ずは こ の 可能 性 に つ いて 考 察す

る必 要 が ある 。 国 際 社会 と セ ルビ ア 政 府 によ る 国 内避 難 民 問 題の 解 決策

に お け る 優先 も 帰 還 であ っ た 。2 002 年 の「 難民 と 国 内避 難 民 問題 の 解決

に対 す る 国家 戦 略 」 は帰 還 を 最優 先 に 置 く政 策 を 目指 し た 。 しか し 、安

全が 確 保 され な い た めに 元 の 場所 に 戻 れ ない 場 合 を考 慮 し て 、暫 定 政府

自治 機 構（ P ISG）、U N M IK、セ ルビ ア 政 府が 2006 年 に 発効 した「 国内 避

難民 の 自 発的 か つ 持 続可 能 な 帰還 の た め の議 定 書 」は 、 元 の 自宅 に 戻る

５．コソボ出身国内避難民問題の恒久的解決にとって重要な要
素  
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だ け で は な く 、 コ ソ ボ の 他 の 場 所 に 戻 る こ と も 帰 還 に 含 め る と し た

(R S ,20 02 ; R S ,20 06 )。この よ う な変 更 が 必 要と な っ たの は 、N ATO や KFO R

がセ ル ビ ア人 を 守 ら なか っ た ため で あ り 、こ の た めに 避 難 民 が発 生 した

こと を 考 える と 、 彼 らの 問 題 の恒 久 的 解 決を 達 成 する 責 任 は 国際 機 関が

担っ て い ると 考 え ら れる 。  

しか し 、 当議 定 書 は 国内 避 難 民の 帰 還 を 促す よ う な影 響 力 を 持た なか

った 。なぜ な ら、コ ソボ の 地 位が 決 定 し てい な い から で あ る 。 20 08 年 の

コソ ボ の 一方 的 独 立 宣言 以 来 、コ ソ ボ 政 府は こ の 200 6 年 の 議定 書 に拘

束さ れ な いと 考 え て いる 。 国 家承 認 が 不 完全 な 状 態で は 、 コ ソボ 政 府は

国内 避 難 民の 安 全 を 確保 す る 動機 を 見 出 せな い 。 した が っ て 、コ ソ ボの

政府 機 関 は帰 還 を 促 進す る 努 力を し て い るよ う に 見せ か け て はい る が、

国内 避 難 民の 恒 久 的 解決 に は 関心 を 払 お うと は せ ず、 こ れ を 可能 と する

ため に 必 要な 財 源 も 当て て こ なか っ た (O SC E ,2 010 )。コソ ボ が この よ う な

姿勢 を 取 って い る の は、 国 内 避難 民 は 国 境を 超 え てセ ル ビ ア に滞 在 して

いる と み なし 、 そ の 存在 そ の もの を 否 定 して い る から で あ る 。セ ル ビア

から の 独 立を 宣 言 し たコ ソ ボ はア ル バ ニ ア人 に よ る国 で あ り 、こ の 状態

が正 し い と考 え て い るの で あ る。 し た が って 、 こ の過 程 に よ って 生 じた

国内 避 難 民は 不 正 義 を正 す た めに 生 じ て しま っ た ので あ っ て 、不 正 義な

状態 で は ない と い う わけ で あ る。 帰 還 で きな い 避 難民 は 、 勝 手に 帰 らな

いだ け だ と言 う （ B u ca j , 201 3）。  

実際 に セ ルビ ア が コ ソボ の 独 立を 認 め て いな い と いう 事 実 は 、国 内避

難民 の 帰 還に 対 す る コソ ボ の 協力 を 阻 ん でき た 。 そし て 、 帰 還を 促 さな

い不 安 定 な雰 囲 気 を 作り 出 し てい る。帰 還者 数 は 20 00 年の 1 ,9 06 人 か ら

2003 年 のピ ー ク 時 の 3 , 801 人 へと 増 え 続け た 。し かし 、 20 04 年 3 月に 5

万人 以 上 のア ル バ ニ ア人 に よ るセ ル ビ ア 人に 対 す る暴 動 が 起 こっ て 以 来、

帰還 の 数 は減 少 し 続 けた 。 こ の暴 動 は 新 たに 4 ,2 00 人の 国 内 避難 民 を発

生さ せ 、 K FO R、 U N M IK 警 察 、 コ ソボ 警 察の 目 の 前で 何 十 も の教 会 、 何

百も の 住 宅を 炎 上 さ せた こ と によ り 、 帰 還は 不 可 能と い う 重 大な 心 理的

影響 を 国 内避 難 民 に 与え た (H RW,20 04 )。  

これ ら の 暴動 に よ っ て、 ア ル バニ ア 人 が セル ビ ア 系少 数 民 族 をコ ソボ

社会 に 受 け入 れ る 準 備が で き てい な い の では い か とい う 認 識 が広 が り、

暴力 を 鎮 める た め の 国際 社 会 の治 安 部 隊 の能 力 や 意図 に つ い ても 信 用が

失わ れ て しま っ た 。 K FO R や U N M I K は 国内 避 難 民の 財 産 を 保護 す るこ
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とは で き なか っ た 、 いや 、 し よう と は し なか っ た ので あ る 。 少数 民 族の

彼ら は 直 接暴 力 の 影 響を 受 け たか ど う か にか か わ りな く 、 不 安と 孤 立の

中に 取 り 残さ れ た の であ る 。  

帰還 者 数 は 20 05 年 に 2 , 126 人 、 2 006 年 は 1 , 66 9、 200 7 年 は 1 ,8 16 人、

2008 年は 582 人 、 20 09 年 は 1 , 15 3、 20 12 年は 1 ,0 43 人で あ っ た 。帰 還 の

継続 的 な 減少 は 低 強 度の 嫌 が らせ が 継 続 して い る しる し で あ り、 彼 らに

対 す る 散 発 的 な 凶 悪 犯 罪 が 続 い て い る 証 拠 で あ る （ O SC E , 20 12）。 ま た 、

財産 権 の 回復 が な さ れて い な いこ と や 、 移動 の 自 由が ま ま な らな い ため

基本 的 な サー ビ ス を 受け ら れ ない こ と は 少数 民 族 の持 続 可 能 な帰 還 の大

きな 障 害 とな っ て い る。2 000 年 ～ 20 1 4 年 の間 の 帰 還数 は 計 2 5 ,4 30 人（国

内避 難 民 全体 の 11％ ）で あ る が、少 数民 族に 属 す る人 々 は 低 強度 の 民 族

的動 機 に よる 安 全 を 損な う 事 件で 苦 し ん でい る 。 たと え ば 、 身体 的 また

は言 葉 に よる 攻 撃 、 放火 、 投 石、 脅 迫 、 嫌が ら せ 、略 奪 で あ る。 ま た、

銃撃 や 殺 人な ど の 強 度の 高 い 事件 も 起 こ って い る (U N H C R ,20 06)。コソ ボ

政府 も 国 際機 関 も 有 効な 対 策 を講 じ て い ない 。  

こ の よ う な 状 況 下 で は 、 国 内 避 難 民 は 彼 ら の 意 思 に 反 し て 強 制 的 に コ

ソボ に 帰 還さ せ ら れ るべ き で はな い し 、 セル ビ ア に送 り 返 さ れる べ きで

もな い（ 19 98 年 ID P 指導原 則 28）。コ ソボ で は 迫害 の 危 険 があ る し、セ

ルビ ア で は避 難 先 で の統 合 が 上手 く い か ず、 第 二 次移 動 の 危 険に さ らさ

れる か も しれ な い か らで あ る 。こ の よ う な状 況 が 続い て い る にも か かわ

らず 、 国 連事 務 総 長 特使 で あ るエ イ デ 大 使は 、 200 5 年 10 月 にコ ソ ボの

基準 （ 法 の支 配 、 民 主主 義 、 移動 の 自 由 、少 数 民 族の 帰 還 と 保護 ） の実

施に つ い て報 告 書 を 提出 し た 。当 報 告 書 は、 少 数 民族 保 護 に 問題 が ある

と判 断 し たに も 拘 わ らず 、 コ ソボ の 地 位 を決 定 す る過 程 を 始 める 時 が来

たと 結 論 づけ た ( L i n dsa y,  2 009 )。2 005 年 11 月 に国 連 事 務総 長 特使 と し て

マル テ ィ ・ア チ サ ー リ氏 が 任 命さ れ て コ ソボ の 地 位に 関 す る 交渉 は 開始

した 。しか し、交 渉 は上 手 く いか ず、コ ソボ は 2 008 年 に一 方的 独 立 宣言

を行 っ た（ 月村 、20 09）。この よ う に 、コソ ボ が 少数 民 族 の 権利 保 護 を怠

って い る にも か か わ らず 国 際 社会 が コ ソ ボを 独 立 させ よ う と した こ と は、

コソ ボ の 独立 は N ATO が介 入 し たと き か ら決 定 さ れて い た こ とを 示 唆す

るも の で はな い だ ろ うか 。  
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５－２．国内避難民の帰還の意思の低下  

200 7 年の 生 活 水準 調査 に よ ると 国 内 避 難民 の 50％ が コソ ボへ の 帰 還

の意 思 を 示し て い た が、 2011 年 の ID P 必要 性 評 価に よ る と この 数 字は

20％ ま で 低下 し て い た。 コ ソ ボ国 内 で の 少数 民 族 への 差 別 と 暴力 、 コソ

ボ独 立 の 可能 性 の 高 まり な ど の理 由 で 、 国内 避 難 民は 帰 還 の 希望 を 捨て

しま っ た ため で あ る (U N H C R ,2011 )。セ ル ビア 難 民 省は セ ル ビ アの E U 加

盟の た め の基 準 を 満 たす た め に再 編 さ れ てお り 、2009 年 に は「 移民 管理

戦略 」が採 択 さ れ、 2002 年 の「 難 民と 国 内避 難 民 問題 の 解 決 に対 す る 国

家戦 略 」 が修 正 さ れ た。 こ れ によ っ て 、 セル ビ ア 政府 と 国 際 社会 は 国内

避難 民 の 帰還 よ り も 地域 統 合 を促 進 す る こと を 優 先す る 政 策 に変 更 する

よう に な った (R S ,2 0 09 )。  

 

５－３．国内避難民のセルビアへの統合の重要性  

セ ル ビア 政 府 は 「 2 0 11 年 ～ 20 14 年 ま で の 難 民と 国 内 避 難 民 の 問 題解

決の た め の国 家 戦 略 」を 発 布 した 。 こ れ によ っ て 、国 内 避 難 民は 常 居所

地を 変 更 して も 国 内 避難 民 に 対す る 支 援 を失 わ ず 、住 民 と し ても 社 会的

給付 を 得 るこ と が で きる よ う にな っ た 。 ただ し 、 当該 文 書 は 難民 を 統合

する た め の戦 略 に つ いて は 詳 述し て い る が、 国 内 避難 民 の 統 合に つ いて

は「 統 合 」と い う 言 葉を 避 け 「生 活 状 況 の改 善 」 とい う 言 葉 を使 っ て述

べて い る のみ で あ る (R S ,20 10 )。この 言 葉 はど ん な 状況 で も 帰 還し そ うも

ない 脆 弱 な国 内 避 難 民を 恒 久 的に 地 域 統 合す る た めの 措 置 を 意味 す るの

か、 国 内 避難 民 の 自 立性 を 高 め将 来 的 に 帰還 を 可 能と す る た めの 一 時的

な措 置 な のか は 分 か らな い 。 即ち 、 生 活 状況 が 改 善し て も 、 統合 が 完了

した の か どう か は 不 明と い う こと に な る 。  

生 活 状 況 を 改 善 す る た め の 支 援 を し て い く と 決 定 し た こ と は 評 価 で

きる が 、 具体 的 に は どの よ う にし た ら 地 域統 合 を 完了 で き る かを 示 さな

けれ ば な らな い 。 国 内避 難 民 はセ ル ビ ア に常 居 所 を変 更 す る とコ ソ ボで

の賃 金 の 補償 と し て の金 銭 的 援助 を 得 る こと が で きな く な る ため 、 これ

を行 お う とは し な い 。し か も 、仕 事 を 得 るこ と が 難し く 、 自 立す る こと

が困 難 な 国内 避 難 民 にと っ て 自ら の 力 の みで 自 主 的定 住 を 達 成す る こと

は至 難 の 業で あ る。よっ て 、生 活 の 基盤 とな る 住 居の 確 保 が 先決 と な る。
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特に 強 制 移住 以 前 に 自ら の 空 間を 持 て る 住宅 に 居 住し て い た のな ら ば、

この 状 態 を回 復 し な いと 避 難 状況 に よ っ て生 じ た 困難 か ら 脱 出で き たと

は言 え な い。 し か し 、肝 心 の 国内 避 難 民 の住 宅 は 破壊 さ れ て いた り 、別

の住 人 が 占有 し て い たり す る ため 使 用 す るこ と は 不可 能 で あ る場 合 が多

い。 し た がっ て 、 住 宅問 題 を 解決 す る こ とが 国 内 避難 民 の 問 題を 解 決す

る上 で 最 重要 課 題 で ある こ と にな る 。  

 

５－４．国内避難民の住宅を確保するための政策  

この 問 題 の解 決 を 図 るた め 、U N M I K は コソ ボ 住 宅・財産 局（ H D P）を

設立 し た 。こ の 機 関 はコ ソ ボ の財 産 権 回 復問 題 を 解決 す る た めに 財 産権

問題 の 訴 訟を 受 理 し 、判 決を 出 した (U N M IK, 19 99 a )。し かし 、た とえ 国 内

避難 民 の 財産 権 を 認 める 判 決 を出 し 、 不 法占 有 者 に強 制 退 去 命令 を 出し

ても 、U N M I K 警 察 や コソ ボ 警 察が こ れ を 執行 し な いた め 、占 有者 が 戻っ

てき て 再 占有 し て し まう と い うこ と が 起 こっ て い る。 し か も 、た と え判

決が 執 行 され て も 、 国内 避 難 民の 多 く は 安 全 が 確 保さ れ て い ない た めに

帰還 す る 意思 を 持 て ず、 そ の 権利 を 享 受 する こ と がで き な い 。も し 、帰

還す る 意 思が な い の であ れ ば 、財 産 権 の 回復 は 補 償に よ っ て 行う 他 はな

い。 市 場 価値 に 見 合 った 補 償 額を 与 え れ ば、 避 難 地の セ ル ビ アで 適 切な

住宅 を 購 入す る こ と が可 能 で ある 。 住 宅 が購 入 で きれ ば 、 自 分の 空 間を

確保 で き るの で 、 国 内避 難 民 問題 の 恒 久 的解 決 に つな が り や すい 。  

 

５－５．国内避難民の財産権回復のための国際的基準  

財産 権 は 世界 人 権 宣 言 17 条 や 欧州 人 権 条約 第 一 議定 書 1 条で 保 障さ

れて い る 。国 内避 難 民問 題 と の関 係 に お いて は 、「国 内 強 制 移動 に 関 する

指導 原 則」（ 1 998 年 ）の 原則 29 が、所 轄官 庁 は 国内 避 難 民 が財 産 権 を回

復し 再 占 有を 可 能 に する よ う に支 援 し 、 回復 が 不 可能 な 場 合 は適 切 な補

償を 獲 得 する か 、 別 の形 態 の 正当 な 補 償 を得 る こ とが で き る よう に する

義務 を 負 うと し て い る（ U N , 19 98）。「 難 民 と避 難 民 の住 宅・財 産の 回 復に

関す る 国 連原 則 」（ 2 005 年 ）の 原 則 2 も 、財 産 権 を紛 争 前 の 状態 へ 戻す

こと（ 修正 的 正義 ）が国 家 の 優先 義 務 で ある と し、原則 21 で財 産 権 の回
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復が 不 可 能な 場 合 に のみ 補 償 が認 め ら れ ると し て いる（ U N ,2 005 a）。しか

し 、こ の 原 則で 使 用 し て い る 修正 的 正 義（ r e s to ra t i ve  ju s t i c e）は当 事 者間

の和 解 を 醸成 す る た めに 当 事 者の 意 思 を 尊重 す る 司法 ア プ ロ ーチ で 使用

され る 言 葉で あ る 。 した が っ て、 原 状 回 復が 不 可 能な と き の み補 償 を認

める の で はな く 、 国 内避 難 民 の意 思 を 尊 重し 、 彼 らが 希 望 す れば 補 償を

認め な け れば な ら な いと 解 釈 すべ き で あ る。  

人権 侵 害 の被 害 者 に 対す る 救 済に つ い て は、 世 界 人権 宣 言 8 条、 人種

差別 撤 廃 条約 6 条 、 市民 的 ・ 政治 的 権 利 に関 す る 国際 規 約 2 条が 約 束し

てい る（ U N , 194 8 , 19 66a ,19 66 b）。そ し て 、国際 司 法 裁判 所は 2004 年 にパ

レス テ ィ ナ占 領 地 の 壁建 設 に つい て の 勧 告的 意 見 を出 し 、 壁 建設 の 結果

によ っ て 生じ た 自 然 人や 法 人 所有 の 財 産 損害 は 補 償さ れ る べ きだ と した

（ IC J ,  20 04）。その 際 に、補 償は 違 法状 態 をそ れ 以 前の 状 態 に 戻す も の 、

また は そ れと 同 価 値 の金 銭 賠 償で な け れ ばな ら な いと す る 常 設国 際 司法

裁判 所 の ホル ジ ョ ワ 工場 事 件 を引 用 し て いる（ P C IJ , 192 8）。さら に 、欧州

人権 裁 判 所は 、 ゼ ニ デス ・ ア レス テ ィ ス 事件 に お いて ト ル コ 政府 に よる

補償 は 財 産権 回 復 措 置と し て は十 分 で は ない と し 、欧 州 人 権 条 約 1 3 条

によ る 効 果的 な 救 済 は金 銭 賠 償よ り も 原 状回 復 を より 重 ん じ てい る こと

を示 し た（ E C H R ,2 00 5）。し か し、人 権侵 害犠 牲 者 に対 す る 補 償の 原 則 を

示し た『 ヤ ンボ ー レ ン・バ シ ウ ーニ 原 則 』では 、「原 状 回 復 が不 可 能 な場

合の み 」 とい う 限 定 を取 り 払 い、 犠 牲 者 は完 全 か つ効 果 的 な 補償 を 受け

る権 利 が ある と し た (U N ,2 006 a )。  

 

この よ う に、 国 内 避 難民 の 恒 久的 解 決 の ため に は 財産 権 を 回 復す る必

要が あ る 。しか し 、コソ ボ 紛 争後 の 復 興 に関 し て 定め た 安 保 理決 議 1 244

には 、 特 に財 産 権 回 復に 言 及 した 箇 所 は 含ま れ て いな い 。 し たが っ て、

U N M IK は 1 99 9 年 に 最 初 の 大 規 模 請 求 制 度 と し て コ ソ ボ 住 宅 ・ 財 産 局

（ H P D） を 設 立 し た 。 当 機 関 は 、 紛 争 後 の 正 義 を 達 成 す る た め に 、 避 難

民の 財 産 回復 の 権 利 と故 郷 へ 帰還 す る 権 利の 実 現 を目 標 と し て掲 げ 、コ

ソボ 紛 争 に関 連 し て 起こ っ た 財産 権 問 題 に関 す る 請求 を 受 け 付け 、 財産

権の 所 在 につ い て 判 決を 出 し た (U N M I K, 1999 a )。  

６．コソボ出身国内避難民の財産権回復を実現するための制度  
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６－１．大規模財産権回復制度への請求と判決  

コソ ボ 住 宅・財 産 局（ H P D）に提 出 され た案 件 は ３種 類 あ る 。１つ は 、

198 9 年 3 月 22 日 以 降に 制 定 され た 差 別 的法 律 に よっ て 失 っ た財 産 に 対

する ア ル バニ ア 人 に よる 請 求 （ A 請 求 ） で、 所 有 権や 使 用 権 （占 有 権）

を不 当 に 失っ た と 認 定さ れ た 場合 、 財 産 の権 原 が 認め ら れ 、 財産 権 の回

復ま た は 金銭 賠 償 が 行わ れ る 。２ つ 目 は 、非 公 式 （契 約 書 な し） 取 引の

ため 登 記 がで き な か った 財 産 に対 す る 請 求（ B 請 求 ）で 、 差 別的 法 律が

禁止 し た セル ビ ア 人 によ る ア ルバ ニ ア 人 への 土 地 売却 の 取 引 が認 め られ

れば 、ア ル バニ ア 人 によ る 権 原証 書 の 登 録が 認 め られ る 。３ つ目 は 、1 999

年 3 月 24 日 以 前に 所有 ま た は使 用 し て いた が 、N ATO の軍 事介 入 以 降に

失っ た セ ルビ ア 人 国 内避 難 民 の財 産 に 対 する 訴 訟 （ C 請 求 ） であ る が、

土地 の 登 記簿 が セ ル ビア に 移 され た た め 、セ ル ビ ア人 国 内 避 難民 の 財産

の使 用 権 に関 し て の み判 決 が 出さ れ る (U N M IK, 200 0 a )。請 求 数は 、A 請 求

が 1 ,21 2 件、B 請 求 が 767 件、C 請 求 は 2 7 ,1 82 件で あ っ た (H P D ,2 008 ,p . 40 )。  

C 請求 に おい て 、避 難民 が そ の財 産 を 再 占有 す る 権利 が 認 め られ れ ば、

占有 者 （ アル バ ニ ア 人） は 強 制退 去 を さ せら れ る 。た だ 、 強 制退 去 から

14 日 以 内に 再 占 有 にい た ら ない 場 合 は 、コ ソ ボ 住宅・財 産 局（ H P D）が

当該 財 産 を一 時 的 に 管理 す る とし た (U N M IK,  20 00 a ,  s1 2 .2 c )。しか し 、セ

ルビ ア に 避難 し て い る国 内 避 難民 は 、 判 決 の 1 4 日以 内 に 再 占有 を 完了

する こ と は難 し い 。よっ て 、2006 年 に は 、占 有者 が コソ ボ 財 産局（ KPA）

を通 し て 国内 避 難 民 であ る 財 産所 有 者 に 賃貸 料 を 支払 う 賃 貸 プロ グ ラム

が設 立 さ れた (U N M I K , 200 0 a )。し かし 、建 物の 状 態 が悪 い た め 賃貸 で き な

かっ た り 、賃 貸 料 不 払い の 場 合に 強 制 立 ち退 き が 行わ れ な か った り し、

多く の 国 内避 難 民 は 財産 を 売 却し た い と 考え る よ うに な っ た 。  

A 請求と C 請 求が 重 なる 場 合 には 以 下 の よう に な る。す なわ ちア ル バ

ニア 人 に よる 公 営 財 産の 使 用 権が 差 別 的 に取 り 消 され た 後 に 、当 該 財産

が民 営 化 され て セ ル ビア 人 に 所有 権 が 移 転し て い たな ら 、 当 該財 産 はセ

ルビ ア 人 国内 避 難 民 の私 的 財 産と な る 。 この 場 合 、勝 訴 し た 原告 （ A 請

求者 ） は 、民 営 化 を 元に 戻 す 代わ り に 、 当該 財 産 を購 入 す る 機会 を 与え

られ る（原 状 回復 の 一種 ）。一 方、国内 避難 民（ C 請 求者 ）は民 営 化 の過

程で 財 産 の購 入 の た めに 支 払 った 金 額 を 補償 と し て受 け 取 る こと に なる

（補 償 の 一種 ）(C ox , 2000 )。た だ し、1 98 9 年 3 月 22 日 以 降 の正 当 な 法律
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に従 っ て 社会 主 義 時 代に 国 家 収用 さ れ た 財産 が 元 所有 者 に 返 還さ れ た場

合に は 、 原告 は 当 該 財産 を 購 入す る 機 会 を与 え ら れな い 。  

当初 は 、 国内 避 難 民 の恒 久 的 解決 と し て 帰還 が 政 策の 第 一 目 標と 考え

られ て い た。 た だ し 、避 難 民 が恒 久 的 解 決を 達 成 でき る こ と に重 点 を置

くた め 、 帰還 を 財 産 権の 回 復 の条 件 と は しな か っ たの で あ る 。こ れ はボ

スニ ア ・ ヘル ツ ェ コ ビナ の 和 平条 約 で あ るデ イ ト ン合 意 （ 1 9 95） が 避難

民の 帰 還 を政 府 の 義 務と し た ため 、 財 産 権の 回 復 が進 ま な か った と いう

教訓 か ら 学ん だ 結 果 であ っ た（ U N , 199 5）。避 難民 が 帰 還よ り も補 償 を 求

めた こ と によ り 政 策 を変 更 せ ざる を 得 な くな り 、 財産 権 の 回 復は 帰 還を

条件 と し ない で 請 求 でき る よ うに な り 、 占有 権 を 法的 に 回 復 する こ とを

意味 す る よう に な っ たの で あ る。 こ れ に よっ て 、 その 後 起 草 され た 「難

民と 避 難 民の 住 宅・財産 の 回 復に 関 す る 国連 原 則」（ 20 05）で は帰 還 と 財

産権 回 復 を分 け て 実 施す る こ とに な っ た 。こ れ は 国際 的 な 基 準が 政 策を

形成 す る ので は な く 、避 難 民 の意 思 が 政 策に 影 響 を与 え 、 そ れが 国 際的

な基 準 を 形成 し て い く先 例 を 示し て い る と言 え る 。こ の 結 果 、コ ソ ボ住

宅・財 産 局（ H P D）は 8 年 か けて 2 8 , 716（ 9 8 .5％ ）請 求（住 宅財 産 請 求）

を解 決 す るこ と が で きた の で ある （ H P D , 2008 ,p .3 1）。  

 

６－２．財産権の所在における判決内容の不十分性  

財産 権 回 復請 求 の 訴 訟は 国 内 避難 民 の 帰 還に は つ なが ら な か った 。な

ぜな ら 、4 , 418 件 の 請求 で 請 求者 が 途 中 で請 求 を 取り 下 げ た り 、訴訟 を終

了さ せ て 財産 を 売 却 した り し たか ら で あ る。 ま た 、解 決 し た 請求 の うち

ごく 僅 か の 4 ,18 3 件 の請 求 が H P D に よ る暫 定 的 管理 、その 他の 僅 か 5 ,7 06

件が 再 占 有を 要 求 す るに と ど まり 、 さ ら にこ の 中 で元 の 住 宅 に帰 還 した

のは ご く 稀で あ っ た こと も そ の理 由 で あ る。 し た がっ て 、 再 占有 の 要求

はた い て い訴 訟 過 程 の最 中 で 請求 者 が 財 産の 購 入 者を 見 つ け たこ と を意

味し た（ U N ,2 006 b）。この よ う に国 内 避 難 民が 財 産 の売 却 を 選 んだ の は、

コソ ボ が 独立 へ 向 か って お り 、彼 ら が 帰 還で き る よう な 環 境 を整 え よう

とは し な かっ た た め であ る と 考え ら れ る 。こ れ は 財産 権 の 原 状回 復 は避

難民 の 最 善の 利 益 に 叶う の か とい う 疑 問 を投 げ か ける こ と に なっ た 。も

し、 金 銭 的な 補 償 の 選択 を 与 えら れ た な ら、 彼 ら はそ れ を 選 んだ は ずだ

から で あ る（ A r ra i za  an d  Mo ra t t i , 20 09）。  
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しか し 、 A と C 請 求 が競 合 す る場 合 を 除 いて は 、補 償 は 認め られ な か

った 。 こ れは ド ナ ー （援 助 資 金供 与 者 ） が財 産 に 対す る 補 償 を行 う こと

によ っ て 、強 制 移 動 を金 銭 的 に固 定 し て しま い 、 帰還 に 失 敗 し、 自 らが

避難 民 を 受け 入 れ る 慣行 を 作 って し ま う こと で 、 非難 さ れ た くな か った

から で あ る。 ま た 、 ドナ ー は 大規 模 な 補 償計 画 に 必要 な 資 金 を出 す こと

がで き ず 、紛 争 後 の 環境 で 財 産価 値 を 査 定す る 難 しさ も あ っ たと 思 われ

る 。  

また 、19 90 年 代 の コ ソボ は ア ルバ ニ ア 人 とセ ル ビ ア人 の 二 重 統治 下に

あり 、セル ビ ア 政府 は登 記 簿 をコ ソ ボ か らセ ル ビ アの 南 部 に 移し た た め、

住宅・財 産 請求 委 員 会（ H P C C）の C 請求 への 判 決 はセ ル ビ ア 人国 内 避 難

民の 合 法 的占 有 権 を 確立 す る こと に と ど まり 、 完 全な 法 的 権 原に お ける

判断 に は 至ら な か っ た (U N M IK, 20 00 a , s22 .5 )。こ の 請求 を 通 じ て 、 10 ,0 41

人の 原 告 が住 宅 を 破 壊さ れ た こと が 明 確 にな り（ H P D ,20 08）、特に 、ロ マ

人、 ア シ ュカ リ ー 人 、エ ジ プ ト人 の 無 認 可の 住 宅 が再 開 発 の ため に 破壊

され た こ とが 分 か っ た（ C O H R E , 200 8）。 彼ら は 再 占有 を 許 可 する 判 決が

出さ れ て も、 そ れ を 実行 す る こと が で き ない 。 し たが っ て 、 財産 権 回復

訴訟 で は 、占 有 で は なく 権 原 に関 す る 判 決を 出 し 、非 土 地 保 有者 の 住宅

に居 住 す る権 利 （ 再 建築 か 補 償） を 尊 重 すべ き で ある 。  

 

６－３．財産権の所在における判決の不執行  

U N M IK 警 察と コ ソ ボ警 察 は 不法 占 拠 者 の立 ち 退 きを 執 行 せ ず、判 決の

実施 を 妨 げた 。しか も、H P D の C 請求 に おけ る 判 決は 占 有 権 に関 す る も

ので 権 原 にま で は 及 ばず 、 破 壊さ れ た 住 宅に 対 す る意 味 の あ る救 済 は与

えら れ な かっ た 。 そ れ故 、 原 状回 復 は 行 われ ず 、 政策 と し て の帰 還 の強

調は 強 制 移動 の 犠 牲 者の 利 益 に資 す る こ とは な か った 。 そ の 上、 農 地と

商業 財 産 の不 法 占 拠 や違 法 建 築が 帰 還 の 妨げ に な って お り 、 農業 の 衰退

にも 繋 が って い た 。 この 事 か ら、 農 地 と 商業 財 産 の回 復 に 関 する 追 加訴

訟を 担 う ため 2 006 年に コ ソ ボ財 産 局（ KPA）が 設 立さ れ、H P D がそれ ま

で管 轄 し た住 宅 関 連 の訴 訟 も 引き 継 い だ (U N M IK, 2 006 a )。  

当初 は 、 国連 安 全 保 障理 事 会 決 議 1 24 4 がコ ソ ボ の自 律 と 自 主政 府の

確立 を 目 的と し て い たた め 、 KPA は H P D と は違 っ て 財産 の 占有 権 に つ

いて 事 実 を認 定 す る のみ で 、 権原 に つ い ての 最 終 判断 は コ ソ ボ裁 判 所に



 

 

 

235 災害後の人々の移動とアソシエーションの人類学・社会学的研究 

委ね る こ とに な っ た（ U N M I K, 200 6a）。こ の結 果 、KPA の判 決 がコ ソ ボ 裁

判所 の 判 断と 異 な り 、判 決 が覆 さ れ る可 能性 を 残 して し ま っ た。そ こで 、

U N M IK は KPA の コ ソボ 財 産 請求 委 員 会（ KP C C）に財 産 権 の 権原 に つい

て拘 束 力 のあ る 判 決 を出 せ る 資格 を 与 え た。こ れ によ っ て 、 KPA は 強制

立ち 退 き に加 え て 、 新た に 義 務的 賃 借 、 オー ク シ ョン 、 取 り 壊し な ど幅

広い 救 済 方法 を 実 施 でき る よ うに な り 、 コソ ボ 警 察と 強 制 執 行に 関 する

標準 作 業 手順 の 覚 書 を結 ん だ 。し か し 、 コソ ボ 警 察は 不 法 占 拠者 に 対す

る執 行 を 拒否 す る こ とが 多 か った の み な らず 、 こ の制 度 改 革 の過 程 で、

「補 償 」と い う 言葉 が、KP C C の権 限 を 定め た U N M IK 規 則 2006 / 50 のセ

クシ ョ ン 15 か ら削 除さ れ て しま っ た (U N M IK, 200 6b )。  

コソ ボ 財 産局（ KPA）は 2015 年 ま でに 、コソ ボ 出身 セ ル ビ ア人 国 内 避

難 民 に よ る 商 業 及 び 農 業 関 連 の 私 的 財 産 に 関 す る 4 2 ,7 4 9 件 の 請 求 を 受

け取 っ て いる 。 コ ソ ボ財 産 請 求委 員 会 （ KP C C） はこ の う ち 42 ,116 件の

請 求 に 対 し て 判 決 を 出 し た ( KPA ,2 015 )。 し か し 、 破 壊 さ れ た 財 産 の 補 償

は行 わ れ てな い し 、 違法 な 建 物の 取 り 壊 しな ど の 困難 な 執 行 （非 合 法な

ガソ リ ン スタ ン ド や モー テ ル など の 建 物 建設 の 裏 には 犯 罪 組 織の 影 があ

るた め ） は放 置 さ れ たま ま に なっ て い る 。こ の よ うな こ と が 起こ っ てい

るの は 、 コソ ボ に お いて は 国 家主 義 的 エ リー ト の 下で 民 族 的 覇権 の 強化

が 行わ れ て い るた め で ある が 、 KP C C の 判 決の 不 執 行 に関 し て はコ ソ ボ

当局 も 国 際機 関 も 責 任を 問 わ れた こ と は ない 。 こ の状 況 に 乗 じて 、 コソ

ボの 国 内 裁判 所 が KPA の管轄 権に 属 す る訴 訟 に 関し て 手 続 きを 始 め 、偽

造さ れ た 文書 の 正 当 性を 検 証 する 努 力 を せず に そ の効 力 を 認 め、 国 内避

難民 の 出 廷な し に 請 求者 （ ア ルバ ニ ア 人 ）の 選 ん だ証 人 の 証 言に 基 づい

て請 求 者 の請 求 を 認 めて し ま って い る （ Taw i l ,  2 00 9）。  

 

６－４．補償請求をめぐる当事者適格と適用法規  

国内 避 難 民が 破 壊 さ れた 財 産 の補 償 を 請 求す る に あた っ て 、 当事 者適

格が 問 題 と な る 。こ の点 で は 、1 999 年 の 紛争 の 後 のコ ソ ボ は 軍事 占 領体

制下 に あ り武 力 紛 争 法（ ハ ー グ規 則 ） と 国際 人 道 法（ ジ ュ ネ ーブ 第 4 条

約） が適 用 で きる （ E U ,201 2a）。 1 907 年 のハ ー グ第 5 条 約（ 2～ 4 条） に

よる と 、N ATO は国 連決 議 な しに 一 方 的 に武 力 行 使を 行 い 、K FO R は 国 連

安全 保 障 理事 会 決 議 1 24 4 が国 連 憲 章 ７章 に 基 づい て 与 え た権 限 を 行使
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し、 コ ソ ボ領 域 内 で 戦闘 員 部 隊を 展 開 さ せた た め 、中 立 で は なく 、 軍事

占領 し て いた こ と に なる （ H a gu e  V,  19 07）。 よ って 、 K FO R と U N M IK は

コソ ボ 領 域内 で 完 全 な支 配 力 を 行 使 し た こと に な り、 国 内 避 難民 の 財産

の破 壊 を 防止 す る 義 務を 負 う 。U N M IK は 国家 と 同 じよ う に は 責任 を 負わ

ない か も しれ な い が 、 K FO R 参 加国 は 派 遣の 合 法 性に 拘 わ ら ず、 ハ ーグ

第 4 条 約 を遵 守 す る 義務 を 負 う。 そ し て 、ジ ュ ネ ーブ 条 約 （ 共通 3 条）

の準 備 作 業と そ の 後 の慣 行 に よる と 、 補 償請 求 を 提起 で き る 権利 は 避難

民個 人 が 有す る と 言 える （ Ka l sh o ven , 20 0 5 ;  U N ,2 005 b）。  

ハー グ 第 4 条 約（ 19 07） は 軍 事占 領 時 に 適用 可 能 であ り （ 4 2 条）、 ジ

ュネ ー ブ 条約 （ 194 9）は 武 力 抵抗 が な い とき で も 、占 領 事 態 にお い て完

全に 適 用 可能 で あ る（共通 2 条 ）。なぜ な ら、ジ ュネ ー ブ条 約 は占 領 の 合

法性 を 判 断し な い か らで あ る（ G e ne va ,  1 949）。ハ ー グ第 4 条 約は 、軍 事

的必 要 性 によ っ て 絶 対的 に 必 要と さ れ る 場合 を 除 いて 、 敵 財 産を 破 壊ま

たは 没 収 する こ と を 禁止 し て いる （ 23 条）。 合法 的 権 力の 機関 が 占 領者

の手 に 渡 った 場 合 、 占領 者 は 全面 的 に 防 止さ れ な い限 り 当 該 国の 効 力あ

る法 律 を 遵守 し 、 公 序と 安 全 を回 復 ま た は確 保 す るた め の で きる 限 りの

努力 を 払 う義 務 を 負 うと し て いる （ 4 3 条）。 ジュ ネ ー ブ第 4 条 約 は、 財

産の 破 壊 を禁 止 し て おり （ 53 条）、 軍 事 的必 要 性 によ っ て 正 当化 さ れな

い不 法 か つ恣 意 的 な 財産 の 広 範な 破 壊 と 収用 は 、 重大 な 違 反 とな る とし

てい る （ 1 47 条）。 そし て 、 後者 の 条 項 （ 14 7 条 ） は 軍事 作 戦の 終 了 後１

年間 継 続 する と し、前者 の 条 項（ 53 条 ）は占 領 者 が当 該 領 域 で政 府 の 機

能を 行 使 する 限 り 適 用さ れ る（ 6 条）。国 内避 難 民 の住 宅 が 破 壊さ れ た時

期も こ の 期間 内 な の で、 こ れ らの 条 項 は 適用 可 能 であ る 。  

 

６－５．財産権の回復における国際機関の役割  

以上 の こ とか ら 、 大 規模 財 産 権請 求 は 国 際機 関 が 一括 し て 行 うこ とが

効果 的 で ある と 言 え る。 そ し て、 財 産 権 の回 復 に 関す る 訴 訟 の潜 在 的 な

請求 者 は 誰か 、 彼 ら が必 要 と して い る こ とは 何 か 、資 源 の 利 用可 能 性や

政治 的 状 況を 考 慮 に 入れ た 上 でど ん な 方 法が 実 行 可能 か を 考 える と 、財

産の 再 占 有は 実 行 可 能で は な いこ と が 明 らか に な る。 国 内 避 難民 の 大部

分は 帰 還 せず 、 市 場 価格 を 下 回っ て で も 財産 を 売 却す る こ と を選 ぶ から

であ る 。 国内 避 難 民 の財 産 が 市場 価 格 で 売ら れ れ ば、 多 く の 国内 避 難民
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にと っ て 直接 的 な 問 題解 決 に なる こ と を 考慮 に 入 れる と 、 国 際機 関 は不

法占 拠 者 に価 格 の 一 部を 負 担 する な ど の 包括 的 な プロ グ ラ ム を策 定 、実

施す る こ とが 重 要 で ある 。  

 

財産 が 不 法占 拠 さ れ てい る 場 合は 、 当 該 財産 を 市 場に 出 す こ とは でき

ない た め 、財 産 権 の 回復 を 行 うこ と は で きな い 。 たと え 、 不 法占 拠 者が

当該 財 産 を購 入 す る こと に 同 意し て も 、 市場 価 格 を下 回 っ た 価格 で しか

取引 し な いこ と が 多 い。 さ ら に、 破 壊 さ れた 財 産 の場 合 は 、 売却 す るこ

と自 体 が 難し い 。 し たが っ て 、破 壊 さ れ た財 産 の 財産 権 を 回 復す る ため

には 、 制 度的 に 補 償 を行 わ な けれ ば な ら ない 。 し かし 、 財 産 の補 償 を阻

む状 況 が あり 、H P D（ KPA）に は 補 償の 制度 は 存 在し な い 。した が っ て、

補償 の 制 度を 確 立 す べき で あ る。  

 

７－１．国内避難民による国際機関に対する訴訟の提起  

国内 避 難 民は 紛 争 後 に破 壊 さ れた 財 産 の 補償 を 求 めて 、 時 効 が成 立す

る前 の 20 04 年 （ 19 9 9 年 の 紛 争後 に 財産 が破 壊 さ れて か ら 5 年目 ） に 、

U N M IK、K FO R、コ ソ ボ暫 定 自 治政 府 諸 機 構（ P ISG）を 相 手 取 って 、18 ,132

件の 請 求 をコ ソ ボ の 国内 裁 判 所に 提 起 し た（ O SC E ,2 007）。し かし 、U N M IK

は K FO R と とも に そ の設 立 憲 章で コ ソ ボ の国 内 裁 判所 か ら の 特権 免 除を

与え ら れ てい た た め 、コ ソ ボ の国 内 裁 判 所 は U N M IK と K FO R に 対す る

訴訟 手 続 きを 認 め る こと が で きな い 。さ らに 、U N M IK の 司 法 省は 適 切な

解決 策 が 出て く る ま でそ れ ら の請 求 を 処 理し な い よう に と い う指 示 をコ

ソボ の 国 内裁 判 所 に 出し た 。 しか し 、 そ のよ う な 適切 な 解 決 法は 出 てく

るこ と は なく 、 こ れ ら原 告 の 公正 な 裁 判 を受 け る 権利 は 侵 害 され る こと

にな っ た （ U N M IK , 2 006b ; KR A P,2 011）。  

こ の U N M IK の 行 為 に関 し て、人 権諮 問 委員 会（ KR A P）が 審査 を 行 っ

た。 し か し、 財 産 の 破壊 は KR A P の設 立 前に 発 生 した の で 、 KR A P はそ

れら の 破 壊に よ っ て 生じ た 実 際の 損 害 を 審査 す る こと は で き なか っ た。

実際 に 避 難民 の 財 産 を破 壊 し た人 の 責 任 や、 そ の 行為 を 防 ご うと し なか

っ た K FO R の 責 任 を 問う こ と はで き な か った の で ある 。KR A P は U N MIK

７．コソボ出身国内避難民の財産権回復を阻む障害  
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がコ ソ ボ の国 内 裁 判 所に 与 え た指 示 に よ って 避 難 民の 提 起 し た訴 訟 の手

続き を 中 断さ せ た こ とに つ い ての 判 断 を 出す に と どま っ た 。 つま り 、効

果的 な 司 法ア ク セ ス 権の 侵 害 と訴 訟 手 続 きの 遅 延 は、 ヨ ー ロ ッパ 人 権条

約６ 条 （ 公正 な 裁 判 を受 け る 権利 ） 違 反 とで あ る とし 、 非 金 銭的 損 害に

つい て は 補償 す る よ う に U N M I K に 勧 告 した 。 し かし 、 補 償 は未 だ に行

われ て い ない 。ただ し、 2004 年 に 国内 避 難民 が 提 起し た 訴 訟 は、財 産権

の回 復 が 不可 能 な 場 合に は 補 償を 行 う べ きと す る 基準 を 盛 り 込ん だ 「難

民と 避 難 民の 住 宅・財産 の 回 復に 関 す る 国連 原 則」（ 20 0 5）の 成立 に 寄 与

する こ と にな り 、 国 際機 関 に 対す る 国 際 法の 適 用 と執 行 の 可 能性 を 発展

させ た と いう こ と が でき る ( KR A P,20 10 a ; KR A P,20 10 b)。  

 

７－２．コソボの民営化による国内避難民の財産権の喪失  

国内 避 難 民の 財 産 権 回復 に 関 して は 以 下 の規 定 が 重要 で あ る 。U N M IK

規 則 19 99 /2 4 は、 コ ソボ に お ける 適 用 可 能な 法 規 は 1 989 年 3 月 22 日 ま

で施 行 さ れて い た 法 律と U N M I K 規 則 で ある と し た。 そ し て 、 19 89 年 3

月 22 日以 降 に 制定 され た 法 律は 、前 者 と後 者 の 間に 法 の 欠 缺が あ り 、差

別 的 性 質 が な い 場 合 に の み そ の 適 用 が 許 さ れ る こ と と し た

（ U N M IK, 1 999 b）。そし て 、U N M I K 規 則 19 99 /10 は 、1 989 年 3 月 22 日 以

降の 法 律 で差 別 的 性 質が 認 め られ る 法 律 は「 不 動 産移 転 の 限 界に お ける

修正 と 追 加に 関 す る 法」（ 1 99 1 年 ） と 「 コソ ボ と メト ヒ ヤ 自 治州 領 域で

労働 を 希 望す る 市 民 への 農 地 付与 の 条 件 、方 法、手 続き に 関 す る法 」（ 1991

年） で あ ると し た (R S ,1 991 b ,1 99 1c )。  

セル ビ アは 199 0 年 代に 制 定 した 法（ 上 記２ つ 以 外の 法 ）に 基づ い て 社

会主 義 時 代に 国 有 化 した 土 地 を元 所 有 者 に返 還 し 、他 の 社 会 有の 土 地の

民営 化 を 行っ た (S FRY,1978 ;  R S , 199 1 a ,19 9 2 )。し か し、U N M I K 規則 19 99 /24

（後 に 20 00 /5 9 に 修 正さ れ た ）は こ れ ら の法 を 全 て無 効 に し 、社 会 有の

土 地 の 所 有 者 が 誰 だ か 分 か ら な く し て し ま っ た (U SA ID ,  20 01 )。 U N M IK

は社 会 有 の土 地 の 返 還を 否 定 する こ と に よっ て「 訂 正 の正 義 」（ セ ル ビア

人に 土 地 を返 す ） を 否定 し 、「 分 配 の正 義」（ セル ビ ア 人の 土地 を ア ルバ

ニ ア 人 に 与 え る ） を 実 現 し よ う と し た の で は な い か と 思 わ れ る

（ A r i s to t l e , 2 009 ;  R a w ls ,1 999）。 こ れ は財 産権 に 変 更を 加 え て はな ら な い

とす る U N M IK 規 則 2000 / 54 セク シ ョン 6 -2 に 反し 、財 産 権の 侵害 で あ る
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(U N M IK, 2 000 b , s6 .2 )。  

さら に 、 社会 主 義 時 代に 国 有 化さ れ た 土 地は 元 所 有者 に 返 還 され るか

民営 化 さ れた 後 、 土 地所 有 者 の知 ら な い とこ ろ で コソ ボ の 国 有地 と して

コ ソ ボ 信 託 機 関 に よ っ て 売 り 出 さ れ て い る (O SC E ,20 08 ) 。 U N M IK 規 則

2005 / 18 セク シ ョ ン 2 .2C と 6 .2 が「 コ ソ ボ信 託 機 関は コ ソ ボ の復 興 また

は開 発 と コソ ボ 住 人 の福 祉 を 促進 す る た めに 、 企 業財 産 の 処 分、 売 却、

設立 、 再 編成 、 譲 渡 など の 適 切な 措 置 を 取る こ と がで き る 」 と規 定 して

い る た め で あ る  (U N M IK, 200 5 )。 こ の 問 題 で 、 財 産 を 奪 取 さ れ た セ ル ビ

ア人 が 20 07 年 に コ ソボ 最 高 裁判 所 の 特 別法 廷 に 訴訟 を 提 起 した 。 当法

廷 は U N M I K 規 則 2 005 /1 8 は 明 確 な条 件 なし に 財 産の 処 分 を 名目 と し た

偽装 収 用 によ る 財 産 の奪 取 を 可能 に し て いる と し、「 国家 は 公 共の 利 益の

ため 私 有 財産 に 介 入 する 権 利 を有 す る が 、他 の 財 産の 支 給 ま たは 同 価値

の金 銭 的 な補 償 を し なけ れ ば なら な い 」 と規 定 し てい る 欧 州 人権 条 約第

一追 加 議 定書 の 1 条 に違 反 す ると し た (S C SC K、 2 007 )。  

 

７－３．コソボ国内裁判所への司法アクセス権と少数民族の権利の否定  

こ の よ う に 国 内 避 難 民 の 財 産 権 は 回 復 し て も 喪 失 し て し ま う こ と が

ある た め 、国 内 避 難 民が 恒 久 的解 決 を 図 るに は コ ソボ に 残 し てき た 財産

の補 償 を 行う 必 要 が ある 。 紛 争後 の 財 産 権回 復 に 関す る 大 量 の訴 訟 は国

内裁 判 所 によ っ て 取 り扱 わ れ てい る 。 し かし 、 紛 争の 結 果 避 難を 余 儀な

くさ れ た 人々 は 裁 判 所へ の 効 果的 な 訴 訟 提起 が 可 能で は な い 。法 と 制度

的慣 習 が 、特 定 の 住 民グ ル ー プ（ 特 定 の 地位 や 民 族的 帰 属 に よっ て 定義

され る ） に裁 判 所 へ のア ク セ ス権 の 享 受 を制 限 す ると き 、 当 局に よ る差

別的 取 り 扱い と な る 可能 性 が ある 。  

KPA は 国 内 避難 民 が H P D に請求 し た 10 , 041 件 の破 壊 され た財 産 に 対

する 財 産 権回 復 の 訴 訟を 承 継 した が 、H P D が管 轄外 で あ ると 判断 し た 損

害賠 償 や 購入 価 格 の 紛争 に 関 する 訴 訟 に つい て は 裁定 す る こ とが 不 可能

なた め 国 内裁 判 所 へ 移転 し て 来た 。 ま た 、訴 訟 受 付期 限 後 （ 200 7 年 12

月 ）に KPA へ 提 起さ れた 訴 訟 も国 内 裁 判 所の 管 轄 下に あ る 。しか し 、こ

れら の 紛 争関 連 の 財 産権 請 求 は国 内 裁 判 所で 未 解 決と な っ て いる 。 しか

も 、 国 内 裁判 所 の 判 決に よ っ て財 産 が 正 当な 所 有 者へ 返 還 さ れて も 、不

法占 拠 、 略奪 、 破 壊 が広 範 に 行わ れ て お り、 判 決 に基 づ く 強 制立 ち 退き
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の執 行 は 行わ れ て い ない （ E C ,20 14）。  

これ ら の 状況 は 、 コ ソボ 国 内 法が 、 紛 争 後の 復 興 関連 の 請 求 にお いて

正義 を 追 及す る 際 に 、強 制 移 動か ら 生 じ てい る 国 内避 難 民 の 特別 な 必要

性を 認 識 して い な い こと や 、 国内 裁 判 所 が一 貫 性 に欠 け た 法 の適 用 を行

っ て い る た め に 生 じ て い る も の で あ る (E U ,201 2b )。 ま た 、 一 見 す る と 中

立的 な 法 律や 制 度 的 慣習 で あ って も 、 そ れが 特 定 の民 族 を 他 の民 族 と比

較し て 特 別に 不 利 な 立場 に 置 いて い れ ば 、間 接 的 な差 別 が あ るこ と にな

る ( E U ,2 000 )。こ のよ うな 観 点 に照 ら し て 、コ ソボ で は国 内 避 難民 に 対 す

る差 別 が 存在 す る と 言え る 。 この よ う な 差別 が あ る状 況 で は 、国 内 避難

民の 恒 久 的解 決 は 達 成で き な い。  

 

７－４．コソボ国内裁判所における言語の平等性と費用免除の不適用  

財 産 権 の 回 復 に 関 す る 訴 訟 に お い て 司 法 ア ク セ ス 権 を 有 効 に 確 保 す

るた め に は言 語 上 の 平等 も 実 現し な け れ ばな ら な い。 コ ソ ボ では ア ルバ

ニア 語 と セル ビ ア 語 が公 式 言 語と な っ て おり 、 言 語を 理 由 に 差別 を され

ない 権 利 が憲 法 で 保 障さ れ て いる ( Ko s o v o ,2 008 ,  A r t 5 . 1 , 24 . 1 )。司法 手 続き

は当 事 者 の知 っ て い る言 語 で 行わ れ る べ きで あ り 、当 事 者 と 裁判 所 との

通 信 は 当 事 者 の 選 択 す る 言 語 で 行 わ れ る こ と に な っ て い る ( K oso vo ,20 06 ,  

A r t 12 .2 ,14 )。 し か し 、 民 営 化 の 過 程 か ら 生 じ た 請 求 を 審 理 す る 機 関 で あ

る信 託 機 関関 連 問 題 に関 す る 最高 裁 判 所 特別 法 廷（ SC SC）は 、法 廷 に訴

訟を 提 起 する た め の 全て の 文 書に 英 語 の 翻訳 を つ けな け れ ば なら な いと

して お り 、そ れ が な いと 法 的 有効 性 が 欠 けて い る とい う 理 由 で訴 訟 の受

理が 拒 否 され る (U N M IK, 20 02 )。  

司 法 ア ク セ ス 権 を 制 限 す る 実 際 の 目 的 は 、 SC SC の 効 果 的 な 機 能 を 妨

げる 障 害 を軽 減 す る こと に あ ると 言 う (U N M IK, 200 1 , 200 3 )。し かし 、翻 訳

の未 処 理 分を 減 ら す 意図 は 正 当な 目 的 と 言え て も 、翻 訳 を 当 事者 に 負担

させ る の は、 コ ソ ボ の司 法 制 度の 適 切 な 機能 の た めに 比 例 的 、効 果 的か

つ必 要 だ とは 言 え な い ( E U LE X ,2 010 )。し たが っ て、翻 訳を 当 事者 に 負 担

させ る こ とは 、 効 果 的な 司 法 アク セ ス 権 を制 限 し てい る こ と にな る 。ま

た、 訴 訟 当事 者 は セ ルビ ア 語 しか 話 せ な いに も 関 わら ず 、 コ ソボ の 裁判

所が 彼 ら に送 っ た 4 34 文 書の う ち 11 パ ーセ ン ト はア ル バ ニ ア語 で 書か

れて い た 。こ の 事 例 も司 法 ア クセ ス 権 が 否定 さ れ てい る こ と を示 し てい
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る （ P ra vna po moc ,2 0 12）。  

しか も 、2008 年 の コ ソボ の 一 方的 独 立 宣 言後 に 制 定さ れ た コ ソボ 市民

法に よ る と、 国 内 避 難民 は コ ソボ 市 民 と は見 做 さ れな く な っ た。 し たが

って 、 社 会給 付 や 無 料の 法 的 援助 を 受 け られ な く なっ た 。 ま た、 裁 判所

の費 用 を 免除 さ れ る 資格 を 得 るた め に は 社会 福 祉 支援 の 受 益 者で あ る必

要が あ る が、 国 内 避 難民 の ほ とん ど は 住 宅や 農 地 など の 資 産 を持 っ てい

るた め（ そ れ らの 財 産は 不 法 占拠 さ れ て いる に も かか わ ら ず ）、社 会 給付

受給 の 資 格を 満 た さ ない 。 彼 らは 経 済 的 また は 社 会的 な 意 味 で社 会 の主

流か ら 除 外さ れ て い るが 、 そ の状 態 か ら 脱す る た めの 財 産 権 の回 復 訴訟

を行 う こ との た め に 、多 額 の 裁判 所 費 用 を負 担 し なけ れ ば な らず 、 さら

に貧 し く され て い る ので あ る 。  

さら に 、 この よ う に 費用 が 払 えな い た め に訴 訟 を 提起 で き な いと 、避

難民 に と って は 非 常 に不 利 な こと が 起 こ り得 る よ うに な っ た 。な ぜ なら

ば 、20 09 年に 財 産 権 に関 す る 新し い 法 が 制定 さ れ たこ と に よ り 、不 法占

拠を そ の まま ほ う っ てお く と 時効 が 成 立 し、 避 難 民は 財 産 権 を失 う 可能

性が 出 て きた か ら で ある ( Ko so vo ,20 09 )。  

 

７－５．コソボにおける敵対的取得時効制度の成立と反差別法による差

別  

これ ま で の財 産 法 に よる と 、 財産 権 の 変 更は 書 面 によ る 有 効 な契 約と

その 登 録 が必 要 で あ った 。 た だし 、 こ の 形式 を 満 たし て い な い場 合 や、

自ら が 所 有者 だ と 自 然人 が 信 じて 特 定 の 財産 を 占 有し て い る 場合 に 、第

三者 に 対 する 法 的 安 定性 を 保 つた め に 例 外的 に 財 産権 を 取 得 でき る 制度

（取 得 時 効） を 認 め るこ と に して い た 。 これ が 有 効と な る た めに は 、財

産の 占 有 者は 、10 年 間の 良 心 的で 法 的 な 占有 期 間 を全 う す る 必要 が あっ

た ( S FRY, 198 0 )。 し かし 、 200 9 年 に新 たな 財 産 法が 発 効 す ると （ 40 条）、

財産 の 不 法占 拠 者 （ 法的 所 有 の要 件 の 取 り外 し ） は、 他 人 が 実際 の 所有

者で あ る こと を 知 っ てい た か どう か に 関 わり な く （善 意 の 要 件の 取 り外

し）、一 定の 期 間 を 経過 し て 財産 の 占 有 を継 続 し さえ す れ ば 、取 得時 効が

成立 す る こと に な っ た（ E U ,2 012 c）。  

これ は 敵 対的 占 有 取 得時 効 で ある と 解 せ られ る 。 つま り 、 所 有者 との

関係 に お ける 財 産 権 の敵 対 的 な使 用 と 所 有者 の 不 活動 に よ っ て、 所 有者
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の権 原 が 消滅 す る こ とで あ る 。こ れ は 、 所有 者 が 訴訟 を 提 起 する 権 利に

時効 を 設 ける こ と で あり 、 所 有者 の 同 意 や所 有 者 に対 す る 補 償を 行 わず

に占 有 者 が一 方 的 に 財産 権 を 取得 で き る こと を 意 味す る 。 正 当な 所 有者

が強 制 移 動に よ る 避 難を 強 い られ て い る 場合 、 法 的明 確 性 の 原理 を 守る

ため に 、 想定 さ れ る 彼ら の 不 注意 が 財 産 の権 原 喪 失に よ っ て 制裁 を 加え

られ る べ きで は な い 。こ れ は 、国 内 避 難 民の 特 別 の必 要 性 が 認識 さ れて

いな い こ とを 意 味 す る ( E U ,2 012 c )。  

さら に 、 2 004 年 に 発効 し た 包括 的 な 反 差別 法 も 1 999 年 の 紛争 中 に強

制移 動 さ せら れ た 人 々の 特 別 な地 位 を 考 慮に 入 れ なか っ た 。 コソ ボ 市民

のみ を 平 等に 扱 う と した か ら であ る ( Ko s o vo , 20 04 )。コ ソ ボ 市 民と は 見な

され な い 国内 避 難 民 は、 社 会 的疎 外 、 不 法占 拠 と 裁判 所 の 利 用妨 害 など

に直 面 し てい る 。 こ の障 害 は 一見 中 立 的 な法 律 が 国内 避 難 民 を他 の 市民

と比 べ て 特に 不 利 な 立場 へ 置 くと い う 制 度的 な 性 質を 持 ち 、 間接 的 な差

別に つ な がる と 言 え 、国 際 人 権法 の 直 接 適用 を 認 める コ ソ ボ 憲 法 2 2 条

に 違 反 す る 。 よ っ て 、 国 連 事 務 総 長 特 別 代 表 （ SG R S） は U N M IK 規 則

2004 / 32 によ っ て 反 差別 法 1 条 と 2 条 ( c )の 文 言 「コ ソ ボ 市 民」 を 「 コソ

ボ在 住 者 」に 変 更 す るよ う に 求め た （ U N M IK, 200 4）。し か し、 未 だ に変

更 さ れ て はお ら ず 、 彼ら の 避 難民 問 題 か ら生 じ て いる 特 別 の 必要 性 は無

視さ れ た まま に な っ てい る 。  

この よ う に、 少 数 民 族で あ る 国内 避 難 民 に対 す る 差別 が 存 在 する の は、

コソ ボ と セル ビ ア が 痛み を 伴 う過 去 に 直 面し な い から で あ り 、こ の まま

では 紛 争 後の 正 義 を 達成 す る こと は で き ない 。し たが っ て、 2011 年か ら

行わ れ て いる E U 仲 介の コ ソ ボと セ ル ビ アの 交 渉 にお い て 、 和解 に 至る

努力 を 行 う必 要 が あ る。 そ し て、 国 内 避 難民 問 題 の恒 久 的 解 決を 図 るた

め、 国 内 避難 民 の 意 思を 反 映 させ 、 財 産 補償 の 実 施に つ い て の国 際 制度

を制 定 し てい く こ と が望 ま し い。 財 産 の 補償 が 実 現さ れ な け れば 国 内避

難民 問 題 の恒 久 的 解 決は 難 し いと 言 え る だろ う 。  

 

コ ソ ボ 出 身 国 内 避 難 民 が 彼 ら の 問 題 を 解 決 す る に 当 た っ て 最 も 重 要

だと 見 做 して い る こ とは 自 分 の空 間 を 確 保す る こ とで あ る 。 それ に は、

財産 権 の 回復 を す る こと が 必 要で あ る 。 財産 権 の 回復 が 行 わ れれ ば 、紛

８．結び  
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争以 前 に 居住 し て い た住 宅 に 戻る こ と（ 帰還 ）、また は 避 難 先で 最 低 限の

安定 し た 生活 を 確 保 する こ と （地 域 統 合 ）が 達 成 し易 い 。 し かし 、 財産

権の 回 復 が行 わ れ な けれ ば 、 帰還 や 統 合 がで き て も、 強 制 移 動に よ って

生じ た 困 難な 状 況 か ら脱 し 、 避難 民 問 題 の恒 久 的 解決 は 達 成 でき な い。  

しか し 、 国際 社 会 と コソ ボ 国 内機 関 が 少 数民 族 の 権利 保 護 を 行う 姿勢

を持 っ て いな い た め 、財 産 権 回復 を 阻 む 障害 を 取 り除 く 努 力 を怠 る こと

にな り 、 財産 権 の 回 復は 進 ん でい な い 。 この た め 、帰 還 や 地 域統 合 が達

成さ れ て おら ず 、 職 がな く 、 貧困 で 、 社 会的 弱 者 であ る 国 内 避難 民 は、

住宅 も な いま ま 、 強 制移 動 に よる 困 難 を 克服 す る こと が で き てお ら ず、

国内 避 難 民問 題 の 恒 久的 解 決 は達 成 さ れ てい な い 。  

国 内 避 難 民 の 問 題 解 決 と し て 帰 還 を 第 一 目 標 と し た 政 策 は ほ と ん ど

進ん で い ない 。 コ ソ ボ出 身 国 内避 難 民 問 題は 長 年 の民 族 的 対 立の 結 果 生

じた 紛 争 によ る 強 制 移動 で あ った 。 こ の 紛争 は 、 中世 の セ ル ビア 王 国に

よる 支 配 、そ し て オ スマ ン ト ルコ 帝 国 に よる 支 配 など を 経 て 民族 間 の複

雑な 関 係 が作 り 上 げ られ て い った 結 果 生 じた も の であ る 。 こ のよ う な民

族紛 争 に よっ て 生 じ た国 内 避 難民 の 問 題 解決 に は 帰還 は 適 切 であ る かど

うか と い う疑 問 が 生 じる 。 実 際に 、 国 連 をは じ め とす る 国 際 社会 は 、国

内避 難 民 の帰 還 の 政 策が ほ と んど 進 ま な い現 状 に 直面 し 、 徐 々に 帰 還を

諦め 、 地 域統 合 へ と その 政 策 を転 換 し て いっ た 。 これ は 国 際 社会 が 帰還

の努 力 を 十分 に 行 わ なか っ た こと の 帰 結 か、 そ れ とも 帰 還 は 紛争 に よ っ

て生 じ た 避難 民 の 問 題解 決 と して 適 切 で ない こ と によ る 帰 結 かが 問 題と

して 残 る 。  

帰還 政 策 が進 ま な い 理由 は 、 国内 避 難 民 の安 全 や 移動 の 自 由 が確 保さ

れて い な いこ と 、 大 規模 財 産 権回 復 制 度 であ る H P D や KPA の判 決 によ

って 法 的 には 財 産 権 の回 復 を 約束 さ れ て も、 判 決 が執 行 さ れ ない た め、

不法 占 拠 が継 続 し て いる こ と であ る 。 さ らに 、 コ ソボ 国 内 で の少 数 民族

への 暴 力 、コ ソ ボ の 一方 的 独 立宣 言 や そ れに 続 く 差別 的 法 律 の制 定 ・執

行な ど に より 、 帰 還 を希 望 す る国 内 避 難 民の 数 は 激減 し て い った 。  

国 内 避 難 民 が 帰 還 を し な い で 財 産 権 を 享 受 す る た め に 賃 貸 プ ロ グ ラ

ムな ど が 作ら れ た が 、建 物 の 状態 が 悪 い ため 賃 貸 でき な か っ たり 、 賃貸

料不 払 い の場 合 も 執 行さ れ な かっ た り し たた め 、 多く の 避 難 民が 財 産を

売却 し た いと 考 え る よう に な った 。 し か し、 価 格 が市 場 価 格 より 低 くな

って し ま うた め 、 国 内避 難 民 は財 産 を 売 却し た く とも で き な い場 合 が多
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い。 し た がっ て 、 帰 還が で き ず、 避 難 民 の財 産 を 補償 す る こ とが 最 も適

切な 財 産 権の 回 復 の 政策 に な って き た の であ る 。 なお 、 破 壊 され た 財産

権を 回 復 する た め に は補 償 を 行う し か 方 法が な い 。  

しか し 、 国際 社 会 は 帰還 を 完 全に 諦 め て いな い た め補 償 を 支 持し ては

いな い 。し たが っ て 、 KPA に も そ の制 度 は設 け ら れな か っ た 。コ ソボ の

国内 裁 判 所も こ れ を 認め て い ない 。 た と え国 内 避 難民 の 財 産 の補 償 が認

めら れ た 場合 で も 、 誰が 実 施 する 義 務 を 負う の か が問 題 で あ る。 不 法占

拠が 続 く 財産 の 補 償 であ れ ば 、占 有 者 に 費用 を 負 担さ せ る こ とも 可 能で

ある 。 し かし 、 破 壊 され て い る財 産 に つ いて は 、 破壊 さ れ た 当時 コ ソボ

政府 は ま だ設 立 さ れ てい な か った た め 、 国際 社 会 に責 任 を 負 わせ る しか

ない 。実 際に は 、U N M IK が 少 数 民族 の 安 全や 移 動 の自 由 を 確 保で き なか

った た め に財 産 権 回 復の 判 決 の執 行 が で きず 、 不 法占 拠 が 存 続し て いる

こ と 、 ま たユ ー ゴ 連 邦軍 が 撤 退さ せ ら れ た後 に 、 K FO R が 目 の前 で 国内

避難 民 の 財産 が 破 壊 され て い るに も か か わら ず 、 止め よ う と しな か った

こと の 責 任を 問 う 必 要が あ る 。  

国 内 避 難 民 が 帰 還 で き な か っ た こ と に よ っ て 補 償 の 必 要 性 が 出 て き

たの で 、 帰還 を 進 め てき た 国 際機 関 は 財 産の 補 償 の責 任 を 持 って 実 現す

るこ と が 望ま し い 。 コソ ボ 領 域に お い て 完全 な 支 配力 を 行 使 し た K FOR

と U N M I K に は コ ソ ボ領 域 に おけ る 統 治 上の 義 務 があ る 。 こ れら の 国際

機関 に は 財産 の 破 壊 防止 と 少 数民 族 保 護 の義 務 が ある こ と を 明確 に し て、

補償 の 責 任を 持 た せ るこ と が 重要 で あ る 。  

現地 調 査 では 避 難 民 が最 も 望 むの は 「 財 産権 を 回 復し 、 自 分 の空 間を

確保 す る」こ とで あ った 。国際 機 関は 、コソ ボ 出 身国 内 避 難 民 22 万 1 千

人の う ち 、支 援 を 必 要と す る 避難 民 を 9 万 7 千 人 と認 定 し た 。こ れ らの

避難 民 は 他の 住 民 と 同程 度 の 生活 水 準 を 達成 で き てい な い た め、 避 難民

問題 の 恒 久的 解 決 を 達成 し て いな い と 認 定さ れ た と考 え ら れ る。し かし、

必ず し も 他の 住 民 と 同程 度 の 生活 水 準 を 達成 で き なく と も 、 財産 権 の回

復の た め の補 償 が で きれ ば 、 国内 避 難 民 問題 の 恒 久的 解 決 を 達成 す るこ

とが 可 能 であ る 。  

帰還 が 成 功し な か っ たか ら と 言っ て 、 補 償 を 行 え ば良 い と い う姿 勢で

は、 国 内 避難 民 の 問 題解 決 の 手段 を 選 ぶ 自由 を 奪 うこ と に な り、 真 の恒

久的 解 決 には 至 ら な い。 帰 還 は紛 争 を 再 発さ せ る 要因 と も な り得 る が、

和解 を 促 進す る 手 助 けと も な り得 る 。 し かし 、 補 償は 地 域 統 合を 促 進し
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帰還 を 断 念さ せ る た め、真 の和 解 へ の機 会を 失 う 危険 性 を 内 包し て い る。

当面 は 帰 還が 難 し い 場合 、 こ れを 可 能 に する た め の少 数 民 族 の権 利 を確

保す る 政 策と 補 償 を 実施 す る 政策 の 両 方 を推 し 進 めて い く こ とが 重 要で

ある 。 こ の両 面 の ど ちら が 欠 けて も 国 内 避難 民 問 題の 恒 久 的 解決 を 達成

する こ と はで き な い 。  

以上 の こ とか ら 、 コ ソボ 出 身 国内 避 難 民 問題 の 恒 久的 解 決 を 達成 する

には 、 国 内避 難 民 の 意思 を 尊 重し 、 財 産 の補 償 を 認め て い く こと が 重要

であ る 。 国内 避 難 民 問題 は 、 主に 国 際 機 関が 担 っ てき た が 、 実際 に 政策

を実 施 し てい く 面 に おい て は 、コ ソ ボ の 国家 の 自 立性 を 育 て るた め 、コ

ソボ 国 内 機関 に か な りの 権 限 を与 え て き た。 し か し、 こ の た め、 国 際機

関は 有 効 な政 策 が 打 てな か っ たり 、 或 い は責 任 を 回避 せ ざ る を得 な かっ

たり し た。こ の 問題 は、国 際機 関 が 責任 を持 っ た 対処 が で き るよ う に し、

かつ 国 際 社会 が 国 際 機関 の 活 動を 見 守 り 、法 的 責 任を 追 及 出 来る よ うに

する こ と によ り 、 解 決が 可 能 にな る で あ ろう 。  

東日 本 大 災害 の 避 難 者の 問 題 を解 決 す る 方法 に つ いて も 、 当 初は 帰還

が目 標 だ った が 現 在 は避 難 先 での 定 住 が 注目 さ れ るよ う に な って き た。

未だ に 福 島第 一 原 子 力発 電 所 事故 に よ る 放射 線 の 危険 性 か ら 帰還 の 目途

が立 た な い状 況 で あ るこ と や 、避 難 先 で の生 活 が 長期 化 し て いる こ とか

ら、 多 く の避 難 者 が 避難 先 で の定 住 を 望 むよ う に なっ た か ら であ る （ 福

島 県 、 20 15 a）。 こ の よ う な 長 期避 難 者 を 支 援 す る ため に 福 島 県 知 事 は被

災者 生 活 再建 支 援 法 の適 用 の 要請 を 行 っ たが 、 日 本政 府 は 、 原子 力 災害

は自 然 災 害に 含 ま れ ない と い う理 由 で 適 用を 拒 ん でき た 。 政 府は こ の法

の欠 缺 を 埋め る た め 、2012 年 に 帰還 や 定 住に 関 す る避 難 民 の 自己 決 定権

を認 め る 「子 ど も ・ 被災 者 支 援法 」 を 制 定し 、 支 援対 象 地 域 に居 住 して

いた 避 難 者が 公 営 住 宅へ 入 居 でき る よ う に地 方 自 治体 に 受 け 入れ を 促す

ため の 技 術的 な 助 言 を与 え た が、 政 府 に 幅広 い 裁 量が 委 ね ら れて い たた

め、 支 援 対象 地 域 を 縮小 し 、 帰還 を 重 視 する 基 本 方針 が 打 ち 出さ れ るに

至り 、 実 施さ れ て こ なか っ た 。  

これ は 政 府が 原 子 力 損害 賠 償 法を 適 用 し 、事 故 の 責任 を 原 発 事業 者に

なす り つ けた こ と の 帰結 で あ り、 コ ソ ボ 国内 避 難 民の 財 産 権 回復 を 担っ

て い る KPA が 補 償 の 請 求 を 解 決 す る 責 任 を コ ソ ボ 国 内 裁 判 所 に 転 嫁 し

たこ と と 類似 す る 。 それ 故 、 原発 事 故 の 自主 避 難 者に 対 す る 基本 的 な住

宅支 援 の 法制 度 は 存 在し な い 。し た が っ て、 災 害 救助 法 に よ って 福 島県
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が仮 設 住 宅の 無 償 提 供を 続 け てき た が 、 その 費 用 を立 て 替 え た政 府 はこ

れ を 原 発 事 業 者 に 請 求 し な い ま ま 福 島 県 が 3 6 , 00 0 人 と 言 わ れ る 自 主 避

難者 に 対 して は 2 01 7 年 3 月 まで に 打ち 切る と 発 表し た（ 福 島県 、2 015 b）。

この 施 策 は、 避 難 者 に帰 還 さ せた い と い う 政 府 ・ 自治 体 の 意 向 を 根 拠に

し て お り、避 難 者の 意向 で は な い 。この こと は 避 難者 意 識 調 査に お い て、

仮設 住 宅 の入 居 期 間 の延 長 を 求め る 声 が さら に 増 えた こ と か らも 明 らか

で あ る （ 福島 県 、 20 15 a）。 こ の点 で も 、 コ ソ ボ に おい て 国 際 機 関 が 避難

民 の 意 思 を組 み 入 れ ず、 帰 還 を重 視 し 、 補償 を 認 めな い 施 策 を実 行 して

きた こ と と類 似 し て いる 。  

以上 の よ うな 類 似 点 から 、 東 日本 大 震 災 の避 難 者 に対 す る 支 援に 関し

ても 、 帰 還の み な ら ず避 難 先 での 定 住 も 完了 す る こと が で き るよ う な柔

軟な 住 宅 支援 に 関 す る法 整 備 を行 い 、 避 難者 の 意 思を く み 取 った 上 で、

最終 的 に は政 府 が 責 任を も っ て 実 施 し て いく べ き であ ろ う 。  
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http://www.grupa484.org.rs/en/news/15-flats-internally-displaced-persons-and-socially-vulnerable-families-kragujevac
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Av a i l a b l e  a t :  h t t p : / / w w w. k i r s . g o v. r s / a r t i c l e s / c e n t e r s . p h p ? l a n g = E N G  ( a c c e s s e d : 1 0  

A p r i l  2 0 1 5 )  

S C S C K  ( 2 0 0 7 )  A l e x a n d e r  H a d z i j e v i c  a n d  Ve r a  F r t u n i c  v s .  K o s o v o  Tr u s t  A g e n c y  a n d  
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S F RY ( 1 9 8 4 )  O f f i c i a l  G a z e t t e  S F R Y.  L a w  o n  A g r i c u l t u r e .  

柴 田 宜 広 ( 1 9 9 9 )「 コ ソ ヴ ォ 問 題 の 歴 史 的 背 景 」『 歴 史 学 研 究 』 青 木 書 店 、 第 7 1 9

http://www.pravnapomoc.org/web/Statistical_Analysis.pdf
http://www.kirs.gov.rs/articles/centers.php?lang=ENG
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U N  ( 2 0 0 6 b )  S / 9 0 6 / 2 0 0 6   
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A c t i o n .  O x f o r d  U n i v e r s i t y  P r e s s .   
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D u r a b l e  S o l u t i o n s  f o r  R e f u g e e s  a n d  D i s p l a c e d  P e r s o n s  f r o m  t h e  Wa r s  i n  t h e  F o r m e r  

Yu g o s l a v i a .   

U N H C R  ( 2 0 0 7 )  A n a l y s i s  o f  t h e  S i t u a t i o n  o f  I n t e r n a l l y  D i s p l a c e d  P e r s o n s  f r o m  

K o s o v o  i n  S e r b i a :  L a w  a n d  P r a c t i c e .   

U N H C R  ( 2 0 0 8 )  N e w  H o u s i n g  H e l p s  C u t  t h e  N u m b e r  o f  C o l l e c t i v e  C e n t re s  i n  S e r b i a .  

2 1  A u g u s t  2 0 0 8 .   

U N H C R  ( 2 0 11 )  A s s e s s m e n t  o f  t h e  N e e d s  o f  I n t e r n a l l y  D i s p l a c e d  P e r s o n  i n  S e r b i a .   

U N H C R  ( 2 0 1 5 )  2 0 1 5  U N H C R  S u b - r e g i o n a l  O p e r a t i o n s  P r o f i l e  –  S e r b i a .  Av a i l a b l e  

a t :  h t t p : / / w w w. u n h c r. o r g / p a g e s / 4 9 e 4 8 d 9 f 6 . h t m l  ( a c c e s s e d : 1 0  A p r i l  2 0 1 5 )  

U N  H u m a n  R i g h t s  C o u n c i l  ( 2 0 0 9 a )  S e r i o u s  O b s t a c l e s  R e m a i n  f o r  I n t e r n a l l y  

D i s p l a c e d  P e r s o n s  i n  B a l k a n s ,  Wa r n s  U n i t e d  N a t i o n s  S p e c i a l  R e p r e s e n t a t i v e .  7  J u l y  

2 0 0 9  

U N  H u m a n  R i g h t s  C o u n c i l  ( 2 0 0 9 b )  R e p o r t  o f  t h e  R e p r e s e n t a t i v e  o f  t h e  S e c r e t a r y -

G e n e r a l  o n  t h e  H u m a n  R i g h t s  o f  I D P s ,  F o l l o w  U p  Vi s i t  t o  S e r b i a  a n d  M o n t e n e g r o  

( i n c l u d i n g  K o s o v o )  i n  2 0 0 5 .  11  D e c e m b e r  2 0 0 9  

U N M I K  ( 1 9 9 9 a )  R e g u l a t i o n  N o .  1 9 9 9 / 2 3  

U N M I K  ( 1 9 9 9 b )  R e g u l a t i o n  N o .  1 9 9 9 / 2 4  a m e n d e d  b y  R e g u l a t i o n  N o .  2 0 0 0 / 5 9  

U N M I K  ( 2 0 0 0 a )  R e g u l a t i o n  N o .  2 0 0 0 / 6 0  

U N M I K  ( 2 0 0 0 b )  R e g u l a t i o n  N o .  2 0 0 0 / 5 4  

http://www.fukkou.net/publications/bulletin/files/kiyou4_tanami.pdf
http://www.fukkou.net/publications/bulletin/files/kiyou4_tanami.pdf
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ル ビ ア 人 を 例 と し て  (周 縁 か ら の 国 際 政 治 )」 日 本 国 際 政 治 学 会 編 『 国 際 政 治 』
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